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大和ハウス工業
東　京　本　店

大
末
建
設
・
阿
部
和
工
務
店
Ｊ
Ｖ
で
施
工

仙
台
市
二
日
町　

カ
ル
コ
ス
ビ
ル
の
建
替

【
東
北
地
方
整
備
局
契
約
課
】

〈
１
月
23
日
〉

◆
志
津
地
す
べ
り
排
水
ト
ン
ネ

ル
第
３
期
工
事（
山
形
）（
Ｗ

Ｔ
Ｏ
一
般
競
争
入
札
、
総
合

評
価
落
札
方
式
・
技
術
提
案

評
価
型
Ｓ
Ⅰ
型
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
工
事
・
発
注
者

指
定
型
）

　

１
落　

17
億
２
７
７
０
万
円

　

村
本
建
設

「
評 

価 

値
」
10
・
８
８
１
５

「
入 

札 

者
」日
本
国
土
開
発
、

村
本
建
設
、
大
林
組
、
福
田

組
、
鴻
池
組
、
西
松
建
設
、

以
下
７
社
無
効
（
三
井
住
友

建
設
、
五
洋
建
設
、
佐
藤
工

業
、
岩
田
地
崎
建
設
、
大
本

組
、
森
本
組
、
清
水
建
設
）

「
施 

工 

地
」
山
形
県
西
川
町

志
津
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
９
年
10

月
31
日

「
予
定
価
格
」
18
億
４
１
８
１

万
円

「
調
査
基
準
価
格
」
16
億
９
４

４
６
万
円

◆
国
道
１
２
１
号
湯
野
上
２
号

ト
ン
ネ
ル
（
２
期
）
工
事
（
随

意
契
約
）

　

決
定　

35
億
１
２
０
０
万
円

　

竹
中
土
木

「
工
事
規
模
」ト
ン
ネ
ル
工（
機

械
掘
削
工
法
）
ほ
か
一
式

「
施 

工 

地
」
福
島
県
下
郷
町

高
陦
～
下
郷
町
白
岩
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
９

月
24
日

「
予
定
価
格
」
35
億
１
２
０
８

万
円

〈
１
月
28
日
〉

◆
阿
武
隈
大
堰
放
流
制
御
設
備

工
事
（
一
般
競
争
入
札
・
総

合
評
価
落
札
方
式
・
施
工
能

力
評
価
型
Ⅰ
型
）

　

１
落　

２
億
９
０
４
０
万
円

　

バ
ン
ダ
イ
通
信

「
評 

価 

値
」
56
・
１
２
９
４

「
入 

札 

者
」
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ

ラ
シ
ス
テ
ム
、
富
士
通
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
、
ユ
ア
テ
ッ
ク
、
会

津
電
気
工
事
、
バ
ン
ダ
イ
通

信
「
施 

工 

地
」
亘
理
町
逢
隈
田

沢
砂
押
35
の
１
ほ
か
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
８
年
３

月
17
日

「
予
定
価
格
」
３
億
１
７
２
３

万
円

「
調
査
基
準
価
格
」
２
億
８
９

９
０
万
円

【
岩
手
労
働
局
】

〈
12
月
17
日
〉

◆
盛
岡
公
共
職
業
安
定
所
男
女

ト
イ
レ
４
台
洋
式
化
改
修
工

事
（
一
般
競
争
入
札
）

　

１
落　

６
７
０
万
円

　

ト
ラ
イ
ス

「
入 

札 

者
」
ト
ラ
イ
ス

「
施 

工 

地
」
盛
岡
市
紺
屋
町

７
の
26
地
内
（
盛
岡
公
共
職

業
安
定
所
）

「
工　
　

期
」
３
月
19
日

「
予
定
価
格
」
７
２
５
万
０
７

９
６
円

【
秋
田
大
学
】

〈
１
月
19
日
〉

◆
秋
田
大
学
（
種
沢
）
新
世
代

モ
ー
タ
ー
特
性
評
価
ラ
ボ
２

階
西
側
改
修
工
事
（
一
般
競

争
）（
総
合
評
価
落
札
方
式
・

実
績
評
価
型
）

　

１
落　

１
３
０
０
万
円

　

中
山
組

「
評 

価 

値
」
８
５
７
・
６
９

２
（
標
準
点
１
０
０
点
＋
加

算
点
11
・
５
点
＝
１
１
１
・

５
点
）

「
入 

札 

者
」
中
山
組
、
伊
藤

工
業
、
住
建
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
、
長
谷
駒
組
、
中
央
土
建
、

藤
重
建
設
（
辞
退
）

「
施 

工 

地
」
秋
田
市
雄
和
種

沢
戸
草
沢
２
０
９
地
内　

秋

田
大
学
種
沢
団
地
構
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
１
６
１
１
万
５

０
０
０
円

◆
秋
田
大
学
（
種
沢
）
新
世
代

モ
ー
タ
ー
特
性
評
価
ラ
ボ
２

階
西
側
改
修
電
気
設
備
工
事

（
一
般
競
争
）（
総
合
評
価
落

札
方
式
・
実
績
評
価
型
）

　

不
調　

仙
台
市
本
町
に
事
務
所
・
店
舗

Ｓ
造
地
下
１
階
地
上
14
階
建
て
、
延
べ
約
２
万
㎡
で
計
画

関
・
空
間
設
計
で
設
計

関
・
空
間
設
計
で
設
計

大和ハウス工業
北 日 本 支 社

も
含
む
）
と
し
て
、
将
来
需
要

予
測
に
基
づ
い
た
山
形
空
港
と

庄
内
空
港
の
空
港
機
能
強
化
に

向
け
た
概
略
設
計
費
に
７
８
７

８
万
７
０
０
０
円
を
計
上
。
山

形
新
幹
線
の
米
沢
ト
ン
ネ
ル

（
仮
称
）
整
備
事
業
で
は
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
共
同
で
概
略
設
計
の

一
部
と
な
る
地
質
調
査
お
よ
び

測
量
の
先
行
着
手
に
向
け
７
億

円
を
限
度
額
に
債
務
負
担
行
為

に
設
定
し
た
。

　

全
国
特
別
重
点
調
査
に
よ
っ

て
緊
急
性
が
高
い
と
判
定
さ
れ

た
山
形
天
童
幹
線
の
下
水
道
管

路
の
改
築
設
計
お
よ
び
設
計
を

実
施
す
る
下
水
道
管
路
改
築
関

係
事
業
に
10
億
２
１
０
０
万
円

（
公
営
企
業
会
計
）、
特
殊
車
両

を
用
い
た
空
洞
の
有
無
を
調
査

す
る
道
路
の
路
面
下
空
洞
調
査

費
に
１
億
２
９
０
０
万
円
も
新

た
に
計
上
。

　

朝
日
町
の
木
川
ダ
ム
老
朽
化

対
策
事
業
は
新
規
事
業
化
に
向

け
１
億
４
７
２
６
万
２
０
０
０

円
を
計
上
。
新
年
度
に
設
計
と

工
事
を
一
括
で
発
注
す
る
。
米

沢
市
の
丹
南
発
電
所
建
設
事
業

は
当
初
予
算
に
工
事
費
お
よ
び

設
計
費
の
計
上
は
な
い
も
の

の
、
同
じ
く
新
年
度
に
設
計
と

工
事
を
一
括
で
発
注
予
定
。
総

事
業
費
は
約
12
億
円
を
見
込
む
。

　

建
設
業
の
人
材
育
成
や
Ｄ
Ｘ

推
進
戦
略
に
係
る
事
業
で
は
、

中
小
建
設
業
者
の
建
設
Ｄ
Ｘ
推

進
に
向
け
て
受
注
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
活
用
促
進
事
業
を
展
開
す

る
建
設
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

に
１
２
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

　

拡
充
お
よ
び
継
続
事
業
で

は
、
基
本
設
計
に
進
む
西
村
山

地
域
新
病
院
整
備
事
業
に
４
５

１
５
万
９
０
０
０
円
、
基
本
計

画
の
策
定
を
進
め
る
新
博
物
館

検
討
事
業
は
５
３
１
万
９
０
０

０
円
、
同
じ
く
基
本
計
画
の
策

定
お
よ
び
建
設
候
補
地
の
調
査

を
推
進
す
る
山
形
市
と
共
同
事

業
の
新
ス
ポ
ー
ツ
施
設
検
討
事

業
は
５
３
０
７
万
８
０
０
０
円

を
充
て
る
。
26
・
27
年
度
で
基

本
・
実
施
設
計
を
実
施
す
る
庄

内
空
港
ビ
ル
機
能
強
化
に
向
け

た
事
業
費
は
５
９
５
８
万
３
０

０
０
円
を
計
上
し
た
。

　

主
要
な
土
木
事
業
で
は
、
令

和
６
年
７
月
の
大
雨
で
被
災
し

た
国
道
３
４
４
号
の
災
害
復
旧

工
事
な
ど
建
設
災
害
復
旧
事
業

費
に
59
億
０
７
５
１
万
４
０
０

０
円
、
酒
田
市
の
荒
瀬
川
の
改

務
所
、
店
舗
、
駐
車
場
で
構
成

す
る
「（
仮
称
）
仙
台
市
青
葉

区
本
町
１
丁
目
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
新
築
を
計
画
し
て
お
り
、

関
・
空
間
設
計
で
設
計
を
進
め

て
い
る
。

　

建
設
場
所
は
仙
台
市
青
葉
区

本
町
１
の
１
の
８
地
内
の
敷
地

１
９
５
０
・
92
平
方
㍍
。
広
瀬

通
沿
い
で
、
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
、
地

下
鉄
南
北
線
・
広
瀬
通
駅
か
ら

徒
歩
圏
の
駅
前
中
心
地
と
な
る

と
こ
ろ
。

　

計
画
で
は
、
こ
こ
に
Ｓ
造
地

下
１
階
地
上
14
階
建
て
、
延
べ

２
万
０
１
３
８
・
78
平
方
㍍
の

山 形 県

26
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

新
規
は
山
形
・
庄
内
空
港
の
機
能
強
化
概
略
設
計
な
ど

一
般
会
計
は
７
０
０
２
億
余

一
般
会
計
は
７
０
０
２
億
余

結

果

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

2026年（令和８年）

２月13日（金）

き ょ う の 紙 面

今月のパスワード
電話でのパスワードのお問い合わ
せはお受けできません

入札結果をいち早く公開しています

6 1 2 5

14 東北４県の自治体が漏水調査業務を共同発注へ
　宮城県、岩手県、山形県、福島県の東
北４県に所在する15水道事業者は12日、
衛星画像などを活用した漏水調査業務の
共同発注に関する基本合意を締結した。
広域連携によってコスト削減と業務効率
化を加速させる。

７ 一関市は一般会計が過去最大に

11 郡山市当初案の一般会計は１４４７億円

６ 青森市は新屋内グラウンドに設計費

２ 名取市が26年度当初予算案を発表
　名取市は12日、2026年度当初予算案
を発表した。一般会計は25年度当初か
ら2.7％増額し、375億5600万円とした。
このうち普通建設費は37億0981万9000
円で同21％の増となった。

　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
北
日
本
支

社
（
仙
台
市
泉
区
泉
中
央
３
の

８
の
１　

志
保
達
郎
支
社
長
）

は
、
仙
台
市
青
葉
区
本
町
に
事

　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
東
京
本
店

（
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
３

の
13
の
１　

片
岡
幸
和
常
務
執

行
役
員
本
店
長
）
は
、
仙
台
市

中
心
部
に
建
つ
カ
ル
コ
ス
ビ
ル

の
建
て
替
え
と
な
る
「（
仮
称
）

プ
レ
ミ
ス
ト
勾
当
台
通
」
の
新

　

山
形
県
は
12
日
、
２
０
２
６

年
度
当
初
予
算
案
の
概
要
を
公

表
し
た
。
一
般
会
計
の
総
額
は

本
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
て

３
・
７
㌫
増
の
７
０
０
２
億
８

４
０
０
万
円
で
、
過
去
５
番
目

の
規
模
と
な
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
投
資
的
経
費
は

１
・
５
㌫
増
の
１
０
９
８
億
０

５
０
０
万
円
。内
訳
を
見
る
と
、

公
共
事
業
は
７
・
９
㌫
増
の
４

１
１
億
５
４
０
０
万
円
、
単
独

事
業
は
17
・
０
㌫
増
の
３
６
３

億
８
９
０
０
万
円
、
国
直
轄
事

業
負
担
金
は
４
・
６
㌫
増
の
１

４
０
億
６
２
０
０
万
円
、
災
害

復
旧
事
業
費
は
28
・
５
㌫
減
の

１
８
２
億
円
。
本
年
度
補
正
を

踏
ま
え
た
「
16
カ
月
予
算
」
に

お
け
る
投
資
的
経
費
の
総
額
は

１
６
４
０
億
３
３
０
０
万
円
に

上
っ
た
。

　

主
な
新
規
事
業
（
一
部
新
規

築
を
計
画
し
て
お
り
、
大
末
建

設
・
阿
部
和
工
務
店
Ｊ
Ｖ
の
施

工
を
決
め
た
。
完
成
は
２
０
２

８
年
９
月
末
を
予
定
し
て
い
る
。

　

建
設
場
所
は
地
下
鉄
北
四
番

丁
駅
に
近
接
し
、勾
当
台
通（
県

道
仙
台
泉
線
）
と
北
四
番
丁
通

り
の
交
差
点
南
西
角
と
な
る
青

葉
区
二
日
町
13
の
12
地
内
。
敷

地
面
積
は
９
３
４
・
97
平
方
㍍
。

既
存
ビ
ル
の
解
体
工
事
は
完
了

し
て
い
る
。

　

新
し
い
施
設
は
Ｒ
Ｃ
一
部
Ｓ

造
14
階
建
て
、
延
べ
６
４
０
０

平
方
㍍
。
用
途
は
共
同
住
宅
、

店
舗
、
駐
車
場
で
、
戸
数
は
１

０
３
戸
を
設
け
る
。

　

基
礎
は
場
所
打
ち
コ
ン
ク

リ
ー
ト
杭
で
、
建
屋
の
高
さ
は

45
㍍
。
設
計
は
ア
ー
ル
・
ア
イ
・

エ
ー
・
創
建
設
計
Ｊ
Ｖ
が
作
成

し
た
。

良
復
旧
工
事
を
主
体
と
す
る
建

設
災
害
関
連
改
良
対
策
事
業
費

に
８
億
９
２
５
０
万
円
、
最
上

川
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
に
基
づ
く
計
画
的
な
河
川
整

備
を
推
進
す
る
河
川
整
備
補

助
・
単
独
事
業
費
に
28
億
３
７

３
３
万
１
０
０
０
円
（
16
カ
月

予
算
＝
１
０
７
億
７
７
４
１
万

１
０
０
０
円
）、
洋
上
風
力
発

電
の
拠
点
と
な
る
酒
田
港
の
埋

立
護
岸
や
ふ
頭
用
地
の
整
備
な

ど
を
含
む
酒
田
港
整
備
事
業
費

ほ
か
に
81
億
５
２
１
６
万
８
０

０
０
円
（
同
84
億
６
７
１
６
万

８
０
０
０
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
盛

り
込
ん
だ（
詳
細
は
後
日
掲
載
）。

公立学校
共済組合

申
請
は
24
日
ま
で

山
形
市　

東
北
中
央
病
院
の
外
壁
改
修

　

公
立
学
校
共
済
組
合
は
、
山

形
市
内
の
公
立
学
校
共
済
組
合

東
北
中
央
病
院
外
壁
改
修
工
事

を
一
般
競
争
入
札
で
公
告
し

た
。
参
加
申
請
は
今
月
24
日
12

時
ま
で
で
、
３
月
16
日
15
時
に

開
札
す
る
。

　

参
加
資
格
は
、
建
築
一
式
工

事
で
Ａ
等
級
ま
た
は
Ｂ
等
級
。

２
０
１
０
年
度
以
降
に
豪
雪
地

帯
に
立
地
す
る
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｒ

Ｃ
造
、
Ｓ
造
の
２
階
建
て
以
上

の
病
院
ま
た
は
診
療
所
で
外
壁

タ
イ
ル
仕
上
げ
の
新
築
、
増
築

工
事
、
外
壁
タ
イ
ル
仕
上
げ
の

改
修
を
施
工
し
た
実
績
を
有
す

る
こ
と
な
ど
。

　

今
回
の
工
事
は
、
山
形
市
和

合
町
３
の
２
の
５
地
内
の
東
北

中
央
病
院
の
う
ち
、
診
療
棟
お

よ
び
病
棟
の
外
壁
で
不
具
合
が

見
ら
れ
る
タ
イ
ル
の
改
修
工
事

を
実
施
す
る
。診
療
棟
は
３
面
、

病
棟
は
１
面
が
対
象
で
、
現
状

で
不
具
合
の
範
囲
は
３
７
０
平

方
㍍
を
見
込
む
。
工
期
は
11
月

30
日
。
設
計
・
監
理
業
務
は
本

間
利
雄
設
計
事
務
所
が
担
当
す

る
。

鼠
ヶ
関
川
橋
上
部
工

13
・
８
億
余
で
日
本
フ
ァ
ブ
テ
ッ
ク

Ｓ
１
型
適
用

東北整備局

た
。
全
国
で
初
め
て
橋
梁
上
部

工
に
技
術
提
案
評
価
型
Ｓ
１
型

を
適
用
し
公
告
し
て
い
た
。

　

入
札
者
は
落
札
者
と
高
田
機

工
、川
田
工
業
、巴
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
シ

ス
テ
ム
、
駒
井
ハ
ル
テ
ッ
ク
、

瀧
上
工
業
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
横
河
ブ
リ
ッ
ジ
、

佐
藤
鉄
工
、
日
本
車
輌
製
造
、

日
本
鉄
塔
工
業
、
矢
田
工
業
の

ほ
か
、
無
効
が
４
社
（
三
井
住

友
建
設
鉄
構
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、
古
河
産
機
シ
ス
テ
ム
ズ
、

藤
木
鉄
工
、
宮
地
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
）
の
計
17
社
。
予
定
価

格
は
15
億
０
６
５
９
万
円
、
調

査
基
準
価
格
は
13
億
８
６
０
６

万
円
。

　

Ｓ
１
型
は
本
年
度
に
新
設
し

た
仕
組
み
。
通
常
の
技
術
提
案

と
技
術
向
上
提
案
の
双
方
を
求

め
る
。
技
術
向
上
提
案
は
軽
微

な
仕
様
変
更
を
伴
う
提
案
を
認

め
、
そ
の
費
用
は
予
定
価
格
に

含
め
ず
、
契
約
後
に
増
額
変
更

す
る
。
今
回
の
上
限
は
２
０
０

０
万
円
。
東
北
整
備
局
で
は
１

月
23
日
に
開
札
し
た
「
志
津
地

す
べ
り
排
水
ト
ン
ネ
ル
第
３
期

工
事
」
に
次
い
で
２
例
目
。

　

朝
日
温
海
道
路
の
う
ち
山
形

県
内
を
通
る
県
境
～
あ
つ
み
温

泉
（
延
長
６
・
７
㌔
㍍
）
の
南

側
（
起
点
側
）
で
、
鼠
ヶ
関
Ｉ

Ｃ
に
近
い
鶴
岡
市
鼠
ヶ
関
地
内

で
鼠
ヶ
関
川
に
架
け
る
。
鋼
２

径
間
連
続
非
合
成
箱
桁
の
橋
長

１
２
０
㍍
。
幅
員
は
オ
ン
ラ
ン

プ
と
合
流
す
る
Ａ
１
側
で
全
幅

約
28
㍍
。
橋
梁
の
近
接
地
に
は

鼠
ヶ
関
小
学
校
が
建
つ
ほ
か
、

道
の
駅
あ
つ
み
が
移
転
す
る
。

　

工
事
内
容
は
工
場
製
作
工

（
製
作
加
工
９
３
７
・
８
㌧
）、

高
力
ボ
ル
ト
（
６
万
２
３
３
１

組
）、
ク
レ
ー
ン
ベ
ン
ト
架
設

工
、
仮
設
工
ほ
か
。
工
期
は
２

０
２
７
年
３
月
23
日
。
設
計
は

復
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

担
当
し
た
。

　

技
術
向
上
提
案
の
テ
ー
マ
は

▽
橋
梁
付
属
物
（
検
査
路
、
伸

縮
装
置
、
支
承
、
排
水
装
置
な

ど
）
の
維
持
管
理
性
を
向
上
さ

せ
る
提
案
―
。
通
常
技
術
提
案

の
テ
ー
マ
は
２
つ
で
▽
防
食
機

能
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策

▽
橋
梁
架
設
時
の
施
工
上
の
配

慮
―
と
し
て
い
た
。

　

東
北
地
方
整
備
局
は
、
山
形

県
鶴
岡
市
を
通
る
朝
日
温
海
道

路
に
設
け
る
「
国
道
７
号
鼠
ヶ

関
川
橋
上
部
工
工
事
」
の
施
工

者
を
日
本
フ
ァ
ブ
テ
ッ
ク
に
決

め
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
一
般
競
争

入
札
で
１
月
29
日
に
開
札
。
１

落
の
13
億
８
８
８
０
万
円
、
評

価
値
13
・
８
６
０
８
で
決
定
し

ＮＥＸＣＯ東日本　福島管内の舗装補修
4.8億余で世紀東急工業

ク
、
ガ
イ
ア
ー
ト
、
前
田
道
路
、

鹿
島
道
路
、
大
林
道
路
、
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
、
日
本
道
路
、
佐
藤
渡

辺
が
参
加
し
た
。
契
約
制
限
価

格
は
５
億
１
９
０
０
万
円
、
調

査
等
基
準
価
格
は
４
億
７
４
７

９
万
３
６
０
８
円
。

　

東
北
道
の
郡
山
Ｉ
Ｃ
～
白
石

Ｉ
Ｃ
間
と
、
東
北
中
央
道
の
福

島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
福
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ト
ー

ル
バ
リ
ア
間
が
対
象
。
舗
装
面

積
が
１
万
２
８
０
０
平
方
㍍
、

床
版
防
水
が
４
０
０
平
方
㍍
。

施
工
地
は
福
島
県
郡
山
市
～
宮

城
県
白
石
市
お
よ
び
福
島
市
。

工
期
は
４
５
０
日
間
で
27
年
４

月
ご
ろ
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東

日
本
東
北
支
社
は

「
東
北
自
動
車
道

福
島
管
内
舗
装
補

修
工
事
」
の
落
札

者
を
世
紀
東
急
工

業
に
決
定
し
た
。

　

開
札
は
昨
年
12

月
25
日
。
落
札
金

額
は
４
億
８
３
０

０
万
円
、
評
価
値

は
98
・
８
２
７

だ
っ
た
。

　

入
札
に
は
こ
の

ほ
か
大
成
ロ
テ
ッ

施
設
を
建
設
す
る
。

　

基
礎
は
べ
た
基
礎
で
、
建
屋

の
高
さ
は
59
・
95
㍍
と
な
る
。

　

解
体
工
事
を
経
て
、
着
工
は

２
０
２
７
年
４
月
、
完
成
は
30

年
５
月
末
を
見
込
ん
で
い
る
。

建設予定地。左がパレスへいあん
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１１

線
を
挟
ん
だ
南
側
を
通
る
市
道

本
郷
北
線
は
、
道
路
延
伸
を
計

画
し
て
い
る
。
現
道
の
本
郷
北

線
か
ら
岩
沼
市
内
の
県
道
岩
沼

海
浜
緑
地
線
ま
で
の
延
長
約
３

㌔
㍍
を
対
象
と
し
、
幅
員
は
10

㍍
の
２
車
線
で
整
備
す
る
。

　

ル
ー
ト
は
名
取
市
堀
内
地
内

な
ど
の
既
存
集
落
の
東
側
を
通

り
、
県
道
岩
沼
海
浜
緑
地
線
へ

と
つ
な
が
る
。
志
賀
沢
川
と
五

間
堀
川
を
跨
ぐ
こ
と
か
ら
２
つ

の
橋
梁
を
新
設
す
る
。
概
略
設

計
は
東
建
工
営
が
ま
と
め
た
。

　

26
年
度
か
ら
数
工
区
に
分
け

て
詳
細
設
計
に
着
手
す
る
見
込

み
。
本
郷
北
線
と
市
道
本
郷
札

前
線
が
つ
な
が
る
ま
で
の
延
長

約
９
０
０
㍍
を
１
期
目
と
し

　

宮
城
県
が
12
日
に
開
札
し
た

本
庁
お
よ
び
地
方
機
関
の
主
な

案
件
を
ま
と
め
た
（
詳
細
は

4
・
5
面
表
参
照
）。

　

本
庁
の
工
事
で
は
「
阿
武
隈

川
下
流
流
域
下
水
道
管
渠
改
築

工
事
（
そ
の
１
）」
に
３
社
が

参
加
し
、「
同
（
そ
の
２
）」
に

は
４
社
が
応
札
し
た
が
低
入
札

と
な
っ
た
。

　

地
方
機
関
で
は
、
北
部
土
木

　

人
口
目
標
４
万
５
０
０
０
人

（
２
０
３
３
年
時
点
）
の
達
成

に
向
け
て
、
岩
沼
市
は
岩
沼
Ｉ

Ｃ
や
仙
台
空
港
周
辺
で
民
間
開

発
用
地
の
確
保
へ
、
市
街
化
編

入
を
目
指
し
て
い
る
。
26
年
度

は
岩
沼
Ｉ
Ｃ
周
辺
南
地
区
と
矢

野
目
西
地
区
の
編
入
に
向
け
た

図
書
作
成
費
を
予
算
化
し
た
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
「
新
産
業
エ
リ
ア
」
に
位
置

付
け
ら
れ
る
岩
沼
Ｉ
Ｃ
周
辺
北

地
区
、
同
南
地
区
と
矢
野
目
西

地
区
は
、
い
ず
れ
も
一
般
保
留

地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

岩
沼
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
は
、

県
道
岩
沼
海
浜
緑
地
線
の
南
北

で
計
画
。
物
流
系
を
誘
致
す
る

北
地
区
は
14
・
２
㌶
を
27
年
５

月
の
編
入
で
調
整
す
る
。
先
行

し
て
国
際
航
業
が
図
書
策
定
業

務
を
進
め
て
い
る
。

ろ
に
基
本
計
画
を
発
注
す
る
想

定
だ
。
策
定
期
間
は
約
半
年
を

見
込
む
。
発
注
方
式
は
未
定
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
す
る
場
合
は
、

導
入
調
査
を
挟
む
た
め
、
公
募

が
ず
れ
込
む
。

　

都
市
開
発
関
連
で
は
、
岩
沼

Ｉ
Ｃ
周
辺
南
地
区
と
矢
野
目
西

地
区
の
市
街
化
編
入
に
向
け

た
、
図
書
作
成
費
と
し
て
８
０

３
万
６
０
０
０
円
を
付
け
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
進
む
ハ
ナ

ト
ピ
ア
岩
沼
の
工
事
（
建
屋
１

工
区
＝
佐
藤
建
設
・
渡
辺
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
Ｊ
Ｖ
、
同
２
工

区
・
庭
園
１
工
区
＝
渡
辺
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
同
２
工
区
＝

森
商
事
）
に
２
億
９
９
８
６
万

３
０
０
０
円
を
充
て
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
改
定
お
よ
び
立
地

適
正
化
計
画
策
定
事
業
に
１
１

３
６
万
円
、
朝
日
竹
の
里
道
路

改
良
事
業
に
７
５
５
７
万
５
０

０
０
円
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

同
市
は
２
月
補
正
予
算
案
も

公
表
し
た
（
詳
細
は
後
日
掲

保
す
る
。

　

名
取
中
央
Ｓ
Ｉ
Ｃ
線
ほ
か
２

路
線
改
良
工
事
に
２
億
８
６
１

０
万
円
、
同
工
事
の
用
地
取
得

に
２
億
１
７
１
０
万
円
を
盛
り

込
ん
だ
。
改
良
に
向
け
て
現

在
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
が
詳
細
設
計
を
引
い
て

い
る
。
対
象
市
道
は
関
下
植
松

線
、
飯
野
坂
杉
ヶ
袋
線
、
鹿
島

猫
塚
線
で
、
い
ず
れ
も
全
幅
20

㍍
以
上
の
規
模
で
改
良
す
る
。

３
路
線
の
合
計
延
長
は
約
３
・

６
㌔
㍍
で
、
全
て
２
車
線
で
計

画
。
工
事
は
数
工
区
に
分
割
し

て
数
カ
年
か
け
て
行
う
。

　

そ
の
南
側
で
計
画
す
る
本
郷

北
線
詳
細
設
計
も
予
算
化
。
関

下
植
松
線
か
ら
県
道
仙
台
館
腰

　

岩
沼
市
は
12
日
、
２
０
２
６

年
度
当
初
予
算
案
を
公
表
し

た
（
詳
細
は
後
日
掲
載
）。
一

般
会
計
は
２
１
５
億
６
５
０
０

万
円
で
25
年
度
比
７
・
９
㌫
増

と
な
っ
た
。
特
別
会
計
は
93
億

３
５
６
３
万
２
０
０
０
円
で
同

２
・
５
㌫
増
、
企
業
会
計
は
58

億
４
６
４
６
万
３
０
０
０
円
で

同
１
・
１
㌫
増
、
総
額
は
３
６

７
億
４
７
０
９
万
５
０
０
０
円

で
同
５
・
４
㌫
増
。
普
通
建
設

費
は
11
億
７
５
０
３
万
１
０
０

０
円
で
同
19
・
３
㌫
減
額
し
た
。

　

現
在
、
基
本
計
画
の
見
直
し

が
進
む
「
空
の
駅
」
の
整
備
に

向
け
、
基
本
計
画
策
定
費
に
８

４
０
万
円
を
計
上
。
仙
台
空
港

周
辺
に
計
画
す
る
地
域
活
性
化

施
設
「
空
の
駅
」
は
、
昨
年
度

に
民
設
民
営
の
事
業
者
を
公
募

し
た
が
、
参
加
表
明
し
た
業
者

と
条
件
が
合
致
せ
ず
不
成
立
と

な
っ
た
。
宮
城
県
が
ま
と
め
た

基
本
計
画
（
担
当
＝
大
日
本
ダ

イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
を
長

大
が
見
直
し
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
プ
レ
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

に
移
る
。

　

改
め
て
27
年
度
に
公
募
開
始

を
行
う
考
え
で
、
27
年
明
け
ご

　

名
取
市
は
12
日
、
２
０
２
６

年
度
当
初
予
算
案
を
発
表
し
た

（
詳
細
は
後
日
掲
載
）。
一
般
会

計
は
25
年
度
当
初
か
ら
２
・
７

㌫
増
額
し
、
３
７
５
億
５
６
０

０
万
円
と
し
た
。
こ
の
う
ち
普

通
建
設
費
は
、
37
億
０
９
８
１

万
９
０
０
０
円
で
同
21
㌫
の
増

と
な
っ
た
。
特
別
会
計
は
１
６

８
億
６
０
３
６
万
４
０
０
０
円

で
同
14
・
５
㌫
増
、
企
業
会
計

は
89
億
０
０
５
３
万
７
０
０
０

円
で
同
３
・
３
㌫
増
。
総
額
は

６
３
３
億
１
６
９
０
万
１
０
０

０
円
で
同
５
・
７
㌫
増
と
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
名
取
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
お
よ
び
植
松
入
生
地
内

の
新
統
合
病
院
の
周
辺
道
路
で

行
う
工
事
や
設
計
の
費
用
を
確

て
、
設
計
を
ま
と
め
る
。
用
地

買
収
後
、
28
年
度
か
ら
数
カ
年

で
工
事
を
進
め
る
見
込
み
。
残

事
務
所
の
「
野
田
橋
外
橋
梁
補

修
設
計
業
務
委
託
」
に
22
社
が

参
加
し
低
入
札
だ
っ
た
。

　

東
部
土
木
事
務
所
が
取
り
組

む
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
基

礎
調
査
業
務
委
託
（
そ
の
３
）

（
１
）」「
同
（
そ
の
２
）（
３
）」

に
は
そ
れ
ぞ
れ
25
社
が
参
加
し

た
。
ま
た
「
神
取
橋
外
橋
梁
補

修
設
計
業
務
委
託
」
に
は
15
社

が
応
札
し
、低
入
札
と
な
っ
た
。

　

県
道
を
挟
ん
だ
南
地
区
は
28

年
５
月
以
降
の
編
入
を
想
定
。

商
業
系
の
誘
致
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
の
西
隣
の
西
地
区
で
は

フ
レ
ス
コ
（
福
島
県
相
馬
市
）

が
「
フ
レ
ス
コ
キ
ク
チ
岩
沼
東

店
（
仮
称
）」
を
建
設
中
。
ジ
ャ

パ
ン
ビ
ル
ド
の
施
工
で
工
事
を

進
め
て
お
り
、
３
月
に
開
店
す

る
。

　

仙
台
空
港
周
辺
の
矢
野
目
西

地
区
は
、
県
道
塩
釜
亘
理
線
が

通
る
市
主
体
の
「
矢
野
目
西
土

地
区
画
整
理
事
業
」
区
域
の
南

側
に
当
た
る
エ
リ
ア
で
、
28
年

５
月
以
降
の
編
入
を
目
指
す
。

一
般
保
留
地
区
は
55
㌶
。
物
流

系
で
誘
致
し
た
い
考
え
。

　

岩
沼
Ｉ
Ｃ
南
と
矢
野
目
西

は
、
26
年
度
に
図
書
作
成
を
実

施
す
る
。
業
務
範
囲
は
Ｉ
Ｃ
南

が
５
㌶
、
矢
野
目
西
が
23
㌶
と

載
）。
一
般
会
計
に
５
億
８
５

４
６
万
円
を
追
加
し
、
当
初
か

ら
の
累
計
を
２
２
４
億
６
６
９

25
年
度
補
正
予
算
も
公
表

ハ
ナ
ト
ピ
ア
の
工
事
費
な
ど

初
か
ら
の
累
計
を
２
４
４
億
２

２
９
３
万
１
０
０
０
円
と
し
た
。

　

建
設
関
連
は
、
一
般
公
園
維

持
管
理
事
業
で
２
１
４
０
万
６

０
０
０
円
を
計
上
。
太
子
堂
一

丁
目
公
園
な
ど
４
カ
所
の
公
園

に
30
年
以
上
設
置
さ
れ
て
い
る

遊
具
を
交
換
す
る
も
の
。

　

市
道
整
備
事
業
で
は
、
市
道

穀
田
大
沢
線
の
舗
装
修
繕
工
事

に
１
億
４
５
０
０
万
円
を
計

上
。
舗
装
修
繕
延
長
は
３
８
０

㍍
。
市
道
大
山
線
で
は
道
路
拡

幅
工
事
に
３
１
０
０
万
円
、
舗

装
打
ち
換
え
工
事
に
６
０
０
０

万
円
、
側
溝
等
改
良
工
事
に
５

８
０
０
万
円
を
追
加
し
た
。

　

富
谷
市
は
12
日
、
２
０
２
６

年
度
当
初
予
算
案
を
公
表
し

た
。
一
般
会
計
に
１
９
０
億
円

を
計
上
し
、25
年
度
当
初
比
９
・

２
㌫
の
減
と
な
っ
た
（
詳
細
は

後
日
掲
載
）。

　

特
別
会
計
は
83
億
５
８
２
８

万
８
０
０
０
円
で
同
４
・
５
㌫

の
増
、
企
業
会
計
は
27
億
２
１

３
５
万
５
０
０
０
円
で
同
５
・

３
㌫
の
減
。
総
額
は
３
０
０
億

７
９
６
４
万
３
０
０
０
円
で

５
・
４
㌫
減
額
し
た
。

　

普
通
建
設
費
は
５
億
３
３
４

４
万
３
０
０
０
円
で
、
同
81
・

８
㌫
の
大
幅
減
と
な
っ
た
。
減

額
理
由
と
し
て
、
ユ
ー
ト
ミ
ヤ

建
設
工
事
や
成
田
小
学
校
児
童

ク
ラ
ブ
増
築
工
事
な
ど
大
規
模

建
設
事
業
が
25
年
度
で
完
了
す

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

市
営
住
宅
維
持
管
理
事
業
に

は
３
１
５
３
万
９
０
０
０
円
を

充
て
た
。
湯
船
沢
住
宅
の
屋
根

外
壁
塗
装
お
よ
び
フ
ェ
ン
ス
配

置
、
清
水
沢
・
宮
ノ
沢
住
宅
の

照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
交
換
工
事
を
行

う
と
と
も
に
、
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
す
る
。

　

都
市
型
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
導

入
が
検
討
さ
れ
る
新
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
で
は
、
77

万
５
０
０
０
円
を
計
上
。
導
入

可
能
性
調
査
の
結
果
を
基
に
、

交
通
政
策
推
進
室
で
支
柱
な
ど

配
置
検
討
の
た
め
の
簡
易
な
図

面
作
成
な
ど
を
行
う
。
本
件
に

対
し
若
生
裕
俊
市
長
は
「
更
な

る
追
加
調
査
に
つ
い
て
は
、
現

在
民
間
企
業
が
国
の
認
可
申
請

を
行
っ
て
い
る
た
め
近
々
に
は

行
え
な
い
。
事
業
は
継
続
し
な

が
ら
自
前
で
で
き
る
業
務
に
取

26
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

一
般
会
計
は
１
９
０
億
円

富 谷 市

26
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

27
年
度
公
募
へ
、
空
の
駅
計
画
策
定
な
ど

岩 沼 市

26
年
度
当
初
予
算
案
を
発
表

新
病
院
周
辺
道
路
の
工
事
や
設
計
費
な
ど

一
般
会
計
に
約
３
７
５
億
円

一
般
会
計
に
約
３
７
５
億
円

名　取　市

12

日

の

開

札

状

況

宮 城 県

阿
武
隈
川
管
渠
改
築
そ
の
２
は
低
入
札

な
る
。

　

市
で
は
土
地
区
画
整
理
事
業

に
も
取
り
組
む
意
向
を
示
し
て

い
た
が
、
26
年
度
予
算
で
関
連

費
は
措
置
し
て
お
ら
ず
、
岩
沼

Ｉ
Ｃ
周
辺
や
矢
野
目
西
地
区
の

開
発
に
注
力
す
る
。

　

24
年
度
に
実
施
し
た
「
土
地

区
画
整
理
事
業
等
可
能
性
調

査
」（
担
当
＝
オ
オ
バ
）
で
抽

出
さ
れ
た
５
つ
の
エ
リ
ア
か

ら
、
市
域
の
東
西
に
位
置
す
る

計
約
60
㌶
の
２
区
域
を
、住
宅
・

産
業
系
の
区
画
整
理
事
業
エ
リ

ア
と
し
て
選
定
し
た
。
抽
出
さ

れ
た
５
エ
リ
ア
は
▽
押
分
５
・

４
㌶
▽
押
分
（
岩
沼
Ｉ
Ｃ
西
側

隣
接
）
30
・
９
㌶
▽
早
股
（
岩

沼
Ｉ
Ｃ
東
側
隣
接
）
15
㌶
▽
早

股
10
・
８
㌶
▽
武
隈
（
県
立
支

援
学
校
岩
沼
学
園
東
側
）
26
・

１
㌶
―
。

　

な
お
25
年
度
予
算
で
、
地
権

者
説
明
会
な
ど
の
準
備
に
充
て

る
区
画
整
理
事
業
説
明
会
開
催

支
援
委
託
業
務
に
４
０
０
万
円

を
措
置
し
て
い
た
が
、
執
行
の

見
通
し
は
つ
い
て
い
な
い
。

　

併
行
し
て
、
５
エ
リ
ア
の
ほ

か
に
も
新
た
な
宅
地
開
発
を
念

頭
に
置
い
た
開
発
適
地
調
査
資

料
作
成
委
託
業
務
に
も
７
０
０

万
円
を
確
保
し
て
い
た
が
、
こ

ち
ら
も
執
行
の
予
定
は
な
い
。

８
万
８
０
０
０
円
と
す
る
。

　

ハ
ナ
ト
ピ
ア
岩
沼
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
の
工
事
前
倒
し
に
伴

い
、
２
億
５
６
０
０
万
円
の
工

事
費
を
追
加
。
ま
た
、
岩
沼
西

小
学
校
校
舎
長
寿
命
化
改
修
や

各
小
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、

工
事
費
合
わ
せ
て
２
億
４
２
０

０
万
円
を
計
上
し
た
。

岩 沼 市

岩
沼
Ｉ
Ｃ
南
な
ど
で
図
書
作
成
に
着
手

26
年
度
の
民
間
開
発
用
地
動
向

区
画
整
理
の
関
連
予
算
は

見
送
り
に

る
２
期
目
の
詳
細
設
計
の
着
手

時
期
は
未
定
。

　

新
病
院
を
沿
う
植
松
北
線
詳

細
設
計
も
予
算
措
置
す
る
。
同

線
は
移
転
用
地
の
北
側
に
隣
接

す
る
国
道
４
号
と
市
道
関
下
植

松
線
を
つ
な
ぐ
市
道
。
延
長
は

約
３
０
０
㍍
、
幅
員
は
約
６
・

８
㍍
。
国
道
４
号
側
の
延
長
50

㍍
は
一
方
通
行
で
、
残
る
関
下

植
松
線
側
は
対
面
通
行
可
能
な

複
雑
な
道
路
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
予
備
設
計
を
オ
リ
エ
ン

タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
が
ま
と

め
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
設
工
事
が
進

む
館
腰
公
民
館
改
築
工
事
（
担

当
＝
今
慶
興
産
）
に
は
６
億
５

７
７
６
万
９
０
０
０
円
。
改
築

に
伴
い
、
現
公
民
館
の
解
体
設

計
費
も
付
け
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
仙
台
空
港
周
辺

の
土
地
活
用
事
業
化
に
向
け
た

検
討
調
査
な
ど
も
予
算
化
。

　

下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
小

山
調
整
池
築
造
（
担
当
＝
西
松

建
設
・
グ
リ
ー
ン
企
画
建
設
Ｊ

Ｖ
）や
美
田
園
調
整
池
改
築（
初

弾
担
当
＝
ア
ス
ホ
）
な
ど
、
各

工
事
に
合
わ
せ
て
10
億
９
０
９

０
万
円
を
計
上
し
た
。

　

同
市
は
２
０
２
５
年
度
２
月

補
正
予
算
案
を
公
表
し
た
（
詳

細
は
後
日
掲
載
）。
一
般
会
計

か
ら
６
億
２
３
６
６
万
８
０
０

０
円
を
減
額
し
、
当
初
か
ら
の

総
額
を
３
９
３
億
７
１
６
８
万

３
０
０
０
円
と
す
る
。

　

名
取
中
央
Ｓ
Ｉ
Ｃ
線
ほ
か
２

路
線
の
改
修
に
伴
う
用
地
取
得

に
２
４
４
９
万
４
０
０
０
円
。

道
祖
神
愛
島
台
線
改
良
な
ど
計

５
件
の
工
事
費
に
２
５
１
５
万

５
０
０
０
円
な
ど
計
上
し
た
。

25
年
度
補
正
予
算
案

中
央
Ｓ
Ｉ
Ｃ
線
の
改
修
用
地
取
得
な
ど

　

東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域

事
務
所
が
一
括
審
査
を
適
用
す

る
「
石
森
外
舗
装
補
修
工
事

（
１
）」「
森
外
舗
装
補
修
工
事

（
２
）」
に
は
大
伸
建
設
と
日
建

工
業
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
東
部
地
方
振
興
事

務
所
の
「
福
貴
浦
漁
港
鹿
立
防

波
堤
機
能
保
全
設
計
業
務
委

託
」
に
は
６
社
が
応
札
し
た
。

　

東
北
整
備
局
仙
台
河
川
国
道

事
務
所
は
、
国
道
３
９
８
号
石

巻
バ
イ
パ
ス
沢
田
工
区
の
初
弾

工
事
と
な
る
「
石
巻
沢
田
地
区

ほ
か
道
路
改
良
工
事
」
の
施
工

者
を
武
山
興
業
に
決
め
た
。
今

月
５
日
に
開
札
し
て
１
落
の
１

億
６
０
９
９
万
円
、
評
価
値
１

０
６
・
８
３
８
９
で
決
定
し
た
。

　

入
札
に
は
落
札
者
と
若
生
工

業
、
只
野
組
、
丸
本
組
、
瀬
崎

組
、
阿
部
土
建
の
ほ
か
、
無
効

が
２
社
（
佐
藤
工
務
店
、
角
張

工
務
店
）の
８
社
が
参
加
し
た
。

予
定
価
格
は
１
億
７
７
３
６
万

円
。
調
査
基
準
価
格
は
１
億
６

０
８
９
万
円
。
総
合
評
価
は
施

工
能
力
評
価
型
Ⅱ
型
。

　

三
陸
沿
岸
道
路
・
石
巻
女
川

Ｉ
Ｃ
付
近
か
ら
女
川
町
西
部
ま

で
延
長
11
・
９
㌔
㍍
の
石
巻
バ

イ
パ
ス
の
う
ち
、
沢
田
工
区
は

最
も
東
側
に
位
置
す
る
延
長
約

５
・
８
㌔
㍍
。
直
轄
権
限
代
行

で
２
０
２
２
年
度
に
事
業
化
し

た
。事
業
費
は
約
２
４
０
億
円
。

ト
ン
ネ
ル
２
本
と
橋
梁
３
本
を

設
け
る
。
起
点
側
の
延
長
２
・

１
㌔
㍍
は
両
側
歩
道
で
幅
員
15

㍍
を
確
保
。
終
点
側
の
延
長
約

３
・
７
㌔
㍍
は
片
側
歩
道
の
幅

員
10
・
５
㍍
で
整
備
す
る
。

　

２
つ
の
工
区
を
施
工
す
る
工

事
。
１
工
区
は
起
点
側
の
石
巻

市
沢
田
新
平
形
地
内
で
本
線
の

地
盤
改
良
と
土
工
を
行
う
。
２

工
区
は
終
点
側
の
女
川
町
浦
宿

浜
安
住
地
内
で
２
号
ト
ン
ネ
ル

（
仮
称
）
掘
削
の
た
め
の
工
事

用
道
路
を
整
備
す
る
。
工
期
は

27
年
２
月
18
日
。

　

１
工
区
は
、
新
笊
川
橋
の
東

側
か
ら
現
道
と
分
岐
す
る
箇
所

の
手
前
ま
で
延
長
約
３
０
０
㍍

が
対
象
。
現
道
と
並
行
す
る
よ

う
に
現
道
南
側
に
道
路
を
構
築

す
る
。
概
算
数
量
は
道
路
土
工

と
し
て
掘
削
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
約
８

６
０
０
立
方
㍍
、
地
盤
改
良
工

が
約
１
万
３
０
０
０
立
方
㍍
、

構
造
物
撤
去
工
と
仮
設
工
が
各

一
式
。

　

２
工
区
は
現
道
と
接
続
す
る

女
川
町
道
を
利
用
し
、
２
号
ト

ン
ネ
ル
の
女
川
側
坑
口
に
至
る

工
事
用
道
路
の
う
ち
延
長
約
１

０
０
㍍
を
施
工
す
る
。
概
算
数

量
は
道
路
土
工
と
し
て
路
体
盛

土
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
約
７
０
０
０
立

方
㍍
、
排
水
構
造
物
工
一
式
、

東北整備局
仙　　　台

石
巻
Ｂ
Ｐ
沢
田
工
区
の
初
弾
工

11..66
億
余
で
武
山
興
業

億
余
で
武
山
興
業

　

名
取
市
は
12
日
、
消
防
団
本

部
の
改
築
に
向
け
た
設
備
２
件

の
入
札
を
行
い
、
電
気
は
１
３

３
０
万
円
で
加
藤
電
設
工
業
、

機
械
は
１
０
４
０
万
円
で
相
澤

設
備
を
そ
れ
ぞ
れ
落
札
候
補
者

と
し
た
。

　

応
札
者
は
電
気
が
５
社
、
機

械
が
１
社
。
予
定
価
格
は
電
気

が
１
４
４
２
万
７
０
０
０
円
、

機
械
は
１
０
４
１
万
２
０
０
０

円
だ
っ
た
。

　

国
道
４
号
沿
い
で
岩
沼
警
察

署
増
田
交
番
に
隣
接
す
る
消
防

団
本
部
は
、
改
築
に
向
け
て
解

体
工
事
（
担
当
＝
佐
幸
住
建
）

を
進
め
て
い
る
。
改
築
規
模
は

Ｓ
造
２
階
建
て
、
延
べ
２
２
０

平
方
㍍
で
、
設
計
は
環
境
デ
ザ

イ
ン
工
房
が
担
当
し
た
。

　

電
気
は
受
変
電
設
備
改
修
、

幹
線
・
動
力
設
備
な
ど
の
新
設
。

機
械
は
換
気
設
備
、衛
生
器
具
、

給
水
・
排
水
設
備
な
ど
の
新
設

を
行
う
。
い
ず
れ
も
工
期
は
11

月
ま
で
延
長
す
る
見
込
み
。

　

な
お
、
建
築
は
今
月
26
日
に

入
札
予
定
。
別
途
、
外
構
と
解

体
中
の
施
設
に
隣
接
す
る
既
存

建
物
の
改
修
を
公
告
す
る
。

り
組
む
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
事
業
に
は

７
８
４
３
万
円
を
措
置
。
大
規

模
盛
土
造
成
地
第
二
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
簡
易
地
盤
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
総
合
病
院
建

設
に
係
る
明
石
台
地
区
の
都
市

再
生
整
備
計
画
の
策
定
を
行
う
。

　

ま
た
富
谷
市
は
２
月
補
正
予

算
案
（
第
９
号
）
を
同
日
に
公

表
し
た
。

　

一
般
会
計
に
９
億
６
９
４
１

万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
当

舗
装
工
約
６
０
０
平
方
㍍
、
仮

設
工
一
式
。
こ
の
工
事
用
道
路

は
今
後
、
切
土
区
間
の
工
事
が

残
る
。

　

同
事
業
で
は
今
回
の
１
工
区

（
起
点
側
工
区
）
の
前
後
で
改

良
を
行
う
「
石
巻
地
区
道
路
改

良
工
事
」を
公
告
手
続
き
中
で
、

今
月
27
日
に
開
札
予
定
。

　

東
北
整
備
局
仙
台
河
川
国
道

事
務
所
は
、
事
業
化
を
目
指
す

仙
台
東
道
路
（
仮
称
）
の
ル
ー

ト
検
討
を
行
う
「
仙
台
東
道
路

整
備
計
画
検
討
業
務
」
を
公
告

し
た
。
簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
。

　

参
加
資
格
は
土
木
関
係
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
有
資

格
者
で
あ
る
単
体
か
設
計
Ｊ

Ｖ
。
参
加
表
明
書
と
技
術
提
案

書
は
３
月
９
日
ま
で
受
け
付
け

る
。

　

仙
台
東
道
路
は
仙
台
市
中
心

部
と
市
東
部
地
区
を
結
ぶ
自
動

車
専
用
道
路
。
仙
台
東
部
道
路

の
仙
台
東
Ｉ
Ｃ
~
仙
台
港
Ｉ
Ｃ

周
辺
か
ら
仙
台
西
道
路
ま
で
延

長
９
㌔
㍍
程
度
を
結
ぶ
区
間
を

起
終
点
と
す
る
。

　

昨
年
６
月
に
開
か
れ
た
社
会

資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会

東
北
地
方
小
委
員
会
で
は
第
３

回
計
画
段
階
評
価
で
お
お
よ
そ

の
ル
ー
ト
と
な
る「
導
入
空
間
」

４
案
と
、
想
定
す
る
構
造
形
式

が
示
さ
れ
た
。
構
造
形
式
は
地

下
（
ト
ン
ネ
ル
）
と
高
架
、
現

道
拡
幅
＋
高
架
（
現
道
活
用
）

を
組
み
合
わ
せ
る
と
し
た
。

東北整備局
仙　　　台

有
力
な
ル
ー
ト
案
を
検
討

仙
台
東
道
路
の
計
画
プ
ロ
ポ

　

導
入
空
間
４
案
の
う
ち
最
も

北
側
の
案
１
は
「
定
禅
寺
通
＋

国
道
45
号
＋
他
路
線
を
経
由
し

た
ク
ラ
ン
ク
接
続
」。最
短
ル
ー

ト
の
案
２
は
「
広
瀬
通
＋
元
寺

小
路
福
室
線
」。
案
３
は
「
広

瀬
通
＋
元
寺
小
路
福
室
線
＋
原

町
岡
田
線
＋
他
路
線
を
経
由
し

た
ク
ラ
ン
ク
接
続
」。
最
も
南

側
の
案
４
は
「
青
葉
通
＋
清
水

小
路
多
賀
城
線
＋
他
路
線
を
経

由
し
た
ク
ラ
ン
ク
接
続
」。

　

本
年
度
の
委
託
内
容
は
、
最

適
ル
ー
ト
・
構
造
に
関
す
る
技

術
的
検
討
、
仙
台
東
道
路
の
整

備
に
よ
る
影
響
の
検
討
、
交
通

特
性
を
踏
ま
え
た
整
備
の
必
要

性
検
討
な
ど
。
履
行
期
限
は
２

０
２
７
年
３
月
12
日
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
テ
ー
マ
は

▽
有
力
な
ル
ー
ト
帯
案
と
対
案

を
提
示
し
て
ル
ー
ト
帯
案
の
検

討
（
複
数
案
の
比
較
評
価
）
を

実
施
す
る
上
で
の
留
意
点
▽
必

要
性
や
整
備
手
法
、
整
備
効
果

を
検
討
す
る
に
当
た
り
効
果
的

な
解
析
と
そ
の
結
果
を
提
示
す

る
上
で
の
着
眼
点
―
。

　

過
年
度
の
検
討
業
務
は
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
が

担
当
し
て
い
る
。

　

東
北
整
備
局
仙
台
河
川
国
道

事
務
所
は
簡
易
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
「
宮
城
管
内

道
路
網
調
査
検
討
業
務
」
も
公

告
し
た
。

　

参
加
表
明
書
と
技
術
提
案
書

は
３
月
９
日
ま
で
提
出
す
る
。

参
加
資
格
は
土
木
関
係
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
有
資
格

者
で
あ
る
単
体
か
設
計
Ｊ
Ｖ
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
評
価
テ
ー

マ
は
▽
国
道
45
号
お
よ
び
国
道

１
０
８
号
の
路
線
全
体
の
サ
ー

ビ
ス
速
度
向
上
に
資
す
る
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
対
策
手
法
に
つ
い
て

検
討
す
る
に
当
た
り
経
済
的
か

つ
効
果
の
高
い
対
策
手
法
を
計

画
す
る
上
で
の
着
眼
点
―
な
ど
。

　

国
道
45
号
と
国
道
１
０
８
号

の
同
事
務
所
の
管
理
区
間
を
対

象
に
、
全
体
の
中
で
も
特
に
対

策
効
果
が
高
い
箇
所
を
検
討
す

る
。

　

業
務
内
容
は
道
路
現
況
カ
ル

テ
の
更
新
、
対
策
手
法
検
討
、

事
業
整
備
効
果
資
料
作
成
、
宮

城
・
山
形
県
境
懇
談
会
資
料
作

成
な
ど
。
履
行
期
限
は
２
０
２

７
年
２
月
26
日
。

　

関
連
し
て
石
巻
新
庄
道
路
の

構
成
区
間
に
な
り
得
る
県
境
部

付
近
（
宮
城
県
大
崎
市
中
山
平

～
山
形
県
最
上
町
瀬
見
）
で
は

現
道
の
課
題
が
多
い
こ
と
か

ら
、
計
画
の
具
体
化
に
向
け
た

検
討
を
関
係
自
治
体
と
連
携
し

て
進
め
て
い
る
。

名 取 市

加
藤
電
設
工
業
と
相
澤
設
備
が
候
補

消
防
団
本
部
改
築
の
設
備

25
年
度
２
月
補
正
予
算
案

9.6
億
円
余
を
追
加

管
内
道
路
網
検
討
も
公
告

３
月
９
日
ま
で
受
付
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１１

大 崎 市

石
井
土
木
が
落
札
候
補
者

李
埣
新
田
線
の
Ⅱ
期
改
良

　

大
崎
市
は
12
日
、「
令
和
７

年
度
市
道
山
際
・
下
宮
１
号
線

外
１
路
線
舗
装
修
繕
工
事
」
を

開
札
し
、
１
７
５
３
万
２
０
０

０
円
で
く
じ
引
き
に
よ
り
我
妻

建
設
を
落
札
候
補
者
と
し
た
。

入
札
に
は
同
社
の
ほ
か
東
北
舗

道
建
設
、
富
士
土
木
が
同
額
で

応
札
。
ほ
か
１
社
は
最
低
制
限

　

大
崎
市
は
12
日
「
都
市
計
画

道
路
李
埣
新
田
線
（
Ⅱ
期
）
道

路
改
良
工
事
（
２
工
区
）」
の

開
札
を
行
い
、
１
７
９
８
万
円

で
石
井
土
木
を
落
札
候
補
者
と

し
た
。
入
札
は
同
社
の
ほ
か
５

社
が
応
札
。
う
ち
２
社
は
最
低

制
限
価
格
を
下
回
り
失
格
と

な
っ
た
。

　

都
市
計
画
道
路
・
李
埣
新
田

線
は
同
市
古
川
李
埣
地
区
か
ら

新
田
の
国
道
47
号
付
近
ま
で
市

内
を
東
西
に
結
ぶ
約
５
・
５
㌔

㍍
の
道
路
。
環
状
道
路
と
し
て

の
円
滑
な
道
路
環
境
の
確
保
を

目
的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

価
格
を
下
回
っ
た
た
め
失
格
と

な
っ
た
。

　

本
工
事
は
昨
年
12
月
３
日
に

開
札
し
た
が
、
設
計
単
価
に
錯

誤
が
あ
っ
た
た
め
中
止
と
な
っ

て
い
た
も
の
。
新
た
に
工
事
概

要
と
工
期
を
変
更
し
再
公
告
し

た
。

　

市
道
２
路
線
の
舗
装
修
繕
工

事
を
行
う
。
岩
出
山
下
一
栗
地

内
の
市
道
山
際
下
宮
１
号
線
で

は
、
施
工
延
長
４
１
８
㍍
に
対

し
、
舗
装
工
（
Ａ
ｓ
20
Ｆ
、
ｔ

＝
５
㌢
㍍
）
Ａ
＝
２
０
４
０
平

方
㍍
を
行
う
。

　

岩
出
山
下
真
山
中
里
地
内
の

市
道
大
坪
１
号
線
で
は
、
施
工

延
長
１
８
０
㍍
に
対
し
舗
装
工

（
Ａ
ｓ
20
Ｆ
、
ｔ
＝
５
㌢
㍍
）

Ａ
＝
８
３
０
平
方
㍍
、
区
画
線

設
置
工
一
式
を
行
う
。

　

工
期
は
３
月
31
日
ま
で
。

全
工
程
の
完
了
時
期
は
２
０
２

７
年
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

２
工
区
工
事
で
は
、
古
川
地

域
福
浦
地
内
の
施
工
延
長
55
㍍

で
、
土
工
一
式
、
路
床
安
定
処

理
工
５
３
６
平
方
㍍
、
排
水
構

造
物
工
（
自
由
勾
配
側
溝
３
０

０
型
）
39
・
２
㍍
、（
Ｌ
型
側
溝
）

40
㍍
、
下
層
路
盤
工
を
行
う
。

工
期
は
３
月
31
日
ま
で
。

　

Ⅱ
期
の
調
査
設
計
は
オ
オ

バ
、
測
量
は
富
士
測
地
開
発
、

用
地
測
量
は
北
水
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
ま
と
め
た
。
ま
た
、
国

道
４
号
と
の
交
差
部
か
ら
西
側

の
県
道
古
川
一
迫
線
ま
で
の
１

大

崎

市

市
道
２
路
線
の
舗
装
修
繕
工
事

落
札
候
補
者
は
我
妻
建
設

　

国
や
県
、
市
町
村
な
ど
の
道

路
管
理
者
が
道
路
施
設
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
す

る
２
０
２
５
年
度
で
２
回
目
の

宮
城
県
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

議
（
会
長
・
阿
部
俊
彦
東
北
整

備
局
仙
台
河
川
国
道
事
務
所

長
）
が
10
日
、
仙
台
市
の
仙
台

河
川
国
道
事
務
所
で
開
か
れ

た
。
本
年
度
に
開
催
さ
れ
た
技

術
講
習
会
な
ど
の
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
橋
や
ト
ン

ネ
ル
な
ど
の
定
期
点
検
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
経
過
が
報
告
さ

れ
た
。

　

２
０
１
２
年
に
起
き
た
中
央

道
・
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
崩
落
時

を
機
に
、
道
路
構
造
物
の
定
期

点
検
が
始
ま
っ
て
本
年
度
で
12

年
目
。
老
朽
化
す
る
道
路
構
造

物
を
計
画
的
に
維
持
管
理
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
会

議
の
冒
頭
で
あ
い
さ
つ
し
た
阿

部
会
長
は
、「
計
画
的
、
効
率

的
な
サ
イ
ク
ル
で
点
検
を
行

い
、
予
防
保
全
段
階
に
移
行
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
述

べ
、
引
き
続
き
点
検
結
果
を
踏

ま
え
た
修
繕
の
推
進
を
呼
び
掛

け
た
。

　

会
議
で
は
、
19
～
23
年
度
の

５
カ
年
で
行
っ
た
２
巡
目
点
検

の
そ
の
後
の
経
過
と
、
３
巡
目

の
１
年
目
（
24
年
度
）
に
行
っ

た
点
検
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

　

宮
城
県
内
で
は
２
巡
目
の
点

検
で
、
橋
梁
１
万
２
１
４
１

橋
、
ト
ン
ネ
ル
１
３
４
カ
所
、

ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
や
大
型
カ
ル

バ
ー
ト
な
ど
の
道
路
付
属
物
を

５
６
３
施
設
点
検
し
た
。
こ
の

う
ち
、
健
全
度
が
「
早
期
措
置

段
階
」
の
Ⅲ
判
定
、「
緊
急
措

置
段
階
」
の
Ⅳ
判
定
と
評
価
さ

れ
た
の
は
、
橋
梁
が
計
１
２
２

２
橋
、ト
ン
ネ
ル
が
計
63
カ
所
、

道
路
付
属
物
が
計
１
０
１
施
設

だ
っ
た
。

　

そ
れ
ら
の
構
造
物
は
修
繕
に

係
る
設
計
を
経
て
、
改
修
工
事

を
行
っ
て
い
る
。
時
間
の
経
過

と
と
も
に
、
改
修
を
終
え
た
構

造
物
が
増
え
て
き
た
。

　

25
年
３
月
時
点
で
、
橋
は

64
・
１
㌫
に
当
た
る
７
８
３
橋

が
設
計
以
降
の
段
階
に
進
ん

だ
。
す
で
に
31
・
１
㌫
に
当
た

る
３
８
０
橋
は
工
事
が
完
了
し

た
。
完
了
率
は
前
年
度
よ
り

13
・
２
㌽
（
１
５
７
橋
）
増
え

た
。
最
も
伸
び
率
が
高
か
っ
た

２

巡

目

点

検

の

経

過

ト
ン
ネ
ル
修
繕
、７
割
以
上
達
成

道路メンテ会議

の
は
国
交
省
が
管
理
し
て
い
る

橋
で
、
修
繕
が
必
要
な
94
橋
の

う
ち
、
63
・
８
㌫
に
当
た
る
60

橋
が
完
了
済
み
。
前
年
度
よ
り

46
・
８
㌽
（
44
橋
）
増
え
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
は
最
も
完
了
率
が

高
か
っ
た
。
Ⅲ
・
Ⅳ
判
定
と
評

価
さ
れ
た
63
カ
所
の
う
ち
、

77
・
８
㌫
に
当
た
る
49
カ
所
で

工
事
が
完
了
。
完
了
率
は
前
年

度
よ
り
33
・
3
㌽
（
20
カ
所
）

増
え
た
。
こ
の
う
ち
、
県
と
仙

台
市
が
管
理
し
て
い
る
計
44
カ

所
は
全
て
、改
修
が
終
わ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
市
町
村
が
管
理
し

て
い
る
ト
ン
ネ
ル
は
、
Ⅲ
・
Ⅳ

判
定
と
評
価
さ
れ
た
６
カ
所
の

う
ち
、
設
計
以
降
に
進
ん
だ
も

の
が
３
カ
所
に
と
ど
ま
り
、
ま

だ
完
了
し
た
も
の
は
な
い
。
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
が
管
理
し
て

い
る
橋
の
う
ち
、
修
繕
が
必
要

な
１
橋
は
ま
だ
設
計
に
も
着
手

さ
れ
て
い
な
い
。

　

道
路
付
属
物
で
Ⅲ
・
Ⅳ
判
定

と
評
価
さ
れ
た
も
の
は
１
０
１

施
設
。
国
交
省
と
県
、
仙
台
市

が
管
理
す
る
施
設
で
工
事
が
進

捗
し
、
完
了
率
は
前
年
度
よ
り

30
・
７
㌽
（
31
橋
）
増
の
56
・

４
㌫
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

東
日
本
と
市
町
村
管
理
の
施
設

は
、
前
年
度
か
ら
進
捗
し
て
い

な
い
。

　

５
年
に
１
度
の
頻
度
で
行
う

道
路
構
造
物
の
定
期
点
検
は
、

２
０
２
４
年
度
か
ら
３
巡
目
に

入
っ
て
い
る
（
28
年
度
ま
で
）。

今
回
の
会
議
で
は
、
24
年
度
に

行
っ
た
３
巡
目
の
１
年
目
の
結

果
が
報
告
さ
れ
た
。

　

24
年
度
は
県
全
体
で
橋
梁
を

２
６
３
３
橋
、
ト
ン
ネ
ル
を
29

カ
所
、
道
路
付
属
物
を
１
１
９

施
設
点
検
し
た
。
こ
の
う
ち
、

Ⅲ
判
定
・
Ⅳ
判
定
の
構
造
物
は
、

橋
梁
が
６
・
０
㌫
に
当
た
る
計

１
５
８
橋
、
ト
ン
ネ
ル
が
20
・

７
㌫
に
当
た
る
６
カ
所
（
Ⅳ

判
定
な
し
）、
道
路
付
属
物
が

10
・
１
㌫
に
当
た
る
12
施
設（
Ⅳ

判
定
な
し
）
だ
っ
た
。

　

修
繕
が
必
要
な
道
路
付
属
物

12
施
設
は
全
て
、
国
交
省
管
理

の
施
設
だ
っ
た
。
す
で
に
半
分

の
６
施
設
は
改
修
工
事
が
完
了

し
、
１
施
設
は
設
計
以
降
の
段

階
に
進
ん
で
い
る
。

　

橋
は
11
・
４
㌫
に
当
た
る
18

橋
が
設
計
以
降
の
段
階
に
進
ん

で
い
る
。
工
事
が
完
了
し
た
橋

は
ま
だ
な
い
。
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
は
、
６
カ
所
と
も
ま
だ
設

計
に
着
手
し
て
い
な
い
。

３
巡
目
の
１
年
目
結
果

付
属
物
修
繕
は
50
％
完
了

検
討
会
で
復
元
整
備
の
優
先

順
位
な
ど
を
確
認
し
た

　

宮
城
県
は
10
日
、
第
３
回

多
賀
城
政
庁
復
元
整
備
検
討

会
を
県
庁
で
開
い
た
。
最
終

回
と
な
る
今
回
は
、
こ
れ
ま

で
の
議
論
を
総
括
。
復
元
整

備
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
、

第
２
回
検
討
会
で
の
意
見
を

踏
ま
え
「
正
殿
」
か
ら
着
手

す
る
方
針
を
確
認
し
た
。
県

は
今
月
中
に
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
報
告
書
と
し
て
ま
と

め
、
年
度
内
に
整
備
方
針
を

策
定
す
る
。

　

冒
頭
、
後
藤
正
樹
副
教
育

長
は
「
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
多
賀

城
政
庁
周
辺
エ
リ
ア
全
体
の

魅
力
を
最
大
限
に
高
め
る
た

め
の
取
り
組
み
を
力
強
く
推

進
す
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

検
討
会
は
、
観
光
や
考
古

学
、
建
築
学
な
ど
の
専
門
家

７
人
で
構
成
。
初
会
合
か
ら

こ
れ
ま
で
、
多
賀
城
の
歴
史

的
価
値
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
た
め
の
整
備
手
法
や
、

観
光
振
興
に
向
け
た
課
題
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　

事
務
局
が
示
し
た
整
備
計

画
案
に
よ
る
と
、
復
元
は
３

段
階
に
分
け
て
進
め
ら
れ

る
。
第
１
期
で
は
政
庁
の
中

心
と
な
る
「
正
殿
」
を
優
先

し
て
整
備
。
続
く
第
２
期
で

西
脇
殿
や
南
門
、
第
３
期
で

東
脇
殿
や
後
殿
な
ど
を
つ
く

る
計
画
だ
。
２
０
２
６
年
度

に
は
大
規
模
事
業
評
価
や
基

本
設
計
の
策
定
を
目
指
す
。

　

活
用
策
で
は
、
復
元
建
物

の
内
部
で
古
代
の
儀
式
再
現

や
体
験
学
習
を
行
う
ほ
か
、

工
事
の
過
程
そ
の
も
の
を
魅

力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

公
開
す
る
「
現
場
公
開
」
の

促
進
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま

た
、
多
賀
城
跡
全
域
の
周
遊

を
促
す
た
め
、
東
北
歴
史

博
物
館
を
最
新
技
術
に
よ
る

「
ス
マ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

化
す
る
こ
と
や
、
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ス
、
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
い
て

も
検
討
を
進
め
る
。

　

委
員
か
ら
は
「
多
賀
城
を

誇
り
に
思
う
動
き
を
、
県
民

全
体
の
レ
ベ
ル
で
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
。

こ
れ
に
対
し
、
県
側
は
住
民

の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
来

年
度
か
ら
県
民
や
市
民
を
対

象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
そ
れ
ぞ
れ
年
２
回
程
度
開

催
す
る
計
画
を
明
ら
か
に
し

た
。
対
話
を
通
じ
て
「
み
ん

な
で
一
緒
に
つ
く
る
機
運
」

を
醸
成
し
て
い
く
考
え
だ
。

　

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所

は
、
大
崎
市
古
川
で
実
施
す
る

旧
渋
川
樋
門
詳
細
設
計
業
務
委

託
の
一
般
競
争
入
札
を
１
月
15

日
に
行
い
、
１
落
の
１
６
４
１

万
１
０
０
０
円
、
総
合
評
点

96
・
78
（
価
格
点
49
・
28
＋
価

格
以
外
の
評
価
点
47
・
50
）
で

復
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

決
め
た
。

　

入
札
に
は
同
社
の
ほ
か
エ
ー

ス
、
国
際
航
業
、
サ
ン
コ
ー
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
い
で
あ
、
セ

ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

地
圏
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
協
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

建
設
技
術
研
究
所
、
東
京
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
、
日
本
工
営
、
東

北
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
中

央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
三
協
技

術
が
参
加
。
予
定
価
格
は
２
０

県北部土木

復
建
技
術
コ
ン
に
決
定

旧
渋
川
樋
門
の
詳
細
設
計

４
３
万
円
、
調
査
基
準
価
格
は

１
６
４
１
万
１
０
０
０
円
。

　

大
崎
市
古
川
飯
川
屋
敷
地
内

を
流
れ
る
一
級
河
川
鳴
瀬
川
水

系
多
田
川
に
お
い
て
、
合
流
部

で
計
画
し
て
い
る
樋
門
の
詳
細

設
計
を
行
う
。

　

２
０
２
２
年
度
に
行
っ
た
多

田
川
測
量
業
務
委
託
（
担
当

：

地
清
建
設
企
画
）
と
、
渋
川
測

量
業
務
委
託
（
担
当

：

富
士
測

地
開
発
）
の
内
容
を
基
に
設
計

を
進
め
る
。

　

業
務
内
容
は
、
樋
門
詳
細
設

計
（
柔
構
造
形
式
Ｒ
Ｃ
構
造
）

１
カ
所
。
過
年
度
業
務
成
果
と

現
地
状
況
を
十
分
に
把
握
し
、

07
年
に
策
定
さ
れ
た
「
河
川
構

造
物
の
耐
震
性
能
照
査
指
針

（
案
）・
同
解
説
」
に
基
づ
き
、

レ
ベ
ル
２
地
震
動
で
の
耐
震
性

能
照
査
を
踏
ま
え
た
樋
門
の
設

計
を
行
う
。

　

履
行
期
限
は
12
月
25
日
ま
で
。

県北部土木

佐
賀
川
４
号
橋
も
復
建
技
術
コ
ン

橋

梁

の

詳

細

設

計

業

務

　

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所

は
、
１
月
15
日
に
開
札
し
た
大

崎
市
田
尻
で
実
施
す
る
「（
仮
）

佐
賀
川
４
号
橋
橋
梁
詳
細
設
計

業
務
委
託
」
に
つ
い
て
、
１
落

の
１
５
３
５
万
円
、
総
合
評
点

92
・
78
（
価
格
点
49
・
28
＋
価

格
以
外
の
評
価
点
43
・
50
）
で

復
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

決
め
た
。

　

入
札
に
は
同
社
の
ほ
か
協
和

設
計
、
い
で
あ
、
セ
ン
ト
ラ
ル

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、セ
リ
オ
ス
、

東
京
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
復
建
調
査
設
計
、
ニ
ュ
ー

ジ
ェ
ッ
ク
、
東
京
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
、エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発
、

東
北
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

協
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
中
央

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
が
参
加
。
予

定
価
格
は
１
９
１
１
万
１
０
０

０
円
、
調
査
基
準
価
格
は
１
５

３
５
万
円
。

　

田
尻
地
区
で
は
大
雨
災
害

時
、
一
級
河
川
北
上
川
水
系
佐

賀
川
の
水
が
流
下
せ
ず
洪
水
が

発
生
し
や
す
い
地
域
で
あ
る
た

め
、
河
川
改
修
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
回
は
、
新
設
す

る
４
号
橋
の
詳
細
設
計
を
行
う
。

　

場
所
は
大
崎
市
田
尻
大
沢
地

内
。
２
０
２
３
年
度
に
行
っ
た

同
橋
梁
の
予
備
設
計
を
基
に
作

成
す
る
。
予
備
設
計
は
い
で
あ

が
担
当
し
た
。

　

４
号
橋
は
Ｐ
Ｃ
プ
レ
テ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ロ
ー
桁
の
橋
長
12
・

３
㍍
で
、
総
幅
員
５
・
２
㍍
。

逆
Ｔ
式
橋
台
が
２
基
。
設
計
内

容
は
橋
梁
詳
細
設
計
と
道
路
詳

細
設
計
（
Ｂ
）
０
・
05
㌔
㍍
を

行
う
。
履
行
期
限
は
12
月
25
日

ま
で
。

　

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所
は

１
月
22
日
、
大
崎
市
古
川
で
実

施
す
る
「
多
田
川
河
道
掘
削
工

事
（
そ
の
１
）」
と
「
多
田
川

河
道
掘
削
外
工
事
」
の
一
般
競

争
入
札
を
行
っ
た
。

　

河
道
掘
削
工
事
（
そ
の
１
）

は
、
１
落
の
１
億
２
２
４
０
万

円
、
総
合
評
点
１
１
３
・
70
（
価

格
点
79
・
70
＋
価
格
以
外
の
評

価
点
34
・
00
）
で
木
戸
建
設
に

決
定
し
た
。
入
札
に
は
同
社
の

ほ
か
ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
、
佐
藤
建
設
、
東
北
舗
道
建

設
、
菅
甚
建
設
、
丸
か
建
設
、

柏
原
建
設
、古
川
興
業
が
参
加
。

予
定
価
格
は
１
億
３
３
９
８
万

９
０
０
０
円
、
調
査
基
準
価
格

は
１
億
２
２
１
９
万
３
０
０
０

円
。

　

河
道
掘
削
外
工
事
は
、
１
落

の
２
億
１
０
０
０
万
円
、
総
合

評
点
１
１
３
・
99
（
価
格
点

79
・
74
＋
価
格
以
外
の
評
価
点

34
・
25
）
で
小
野
田
建
設
に
決

定
し
た
。
入
札
に
は
同
社
の
ほ

か
木
戸
建
設
、菅
甚
建
設
、佐
々

木
建
設
、
丸
か
建
設
、
総
武
建

設
、
セ
ン
シ
ョ
ウ
・
テ
ッ
ク
．

が
参
加
。
予
定
価
格
は
２
億
２

９
６
４
万
５
０
０
０
円
、
調
査

基
準
価
格
は
２
億
０
９
８
６
万

３
０
０
０
円
。

　

一
級
河
川
鳴
瀬
川
水
系
多
田

川
圏
域
河
道
整
備
計
画
に
基
づ

い
て
河
道
掘
削
工
事
を
行
う
。

場
所
は
、
東
北
自
動
車
道
と
の

交
差
部
よ
り
下
流
側
で
、
渋
井

川
と
の
合
流
部
付
近
に
当
た
る

大
崎
市
古
川
西
荒
井
若
木
ほ
か

県北部土木

多 田 川 河 道 掘 削 工 事 ２ 件

木戸建設と小野田建設に

　

利
府
町
は
「
利
府
町
営
駐
車

場
管
理
等
業
務
委
託
」
に
係
る

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
手
続

き
を
行
い
、
優
先
交
渉
権
者
に

タ
イ
ム
ズ
24
を
選
定
し
た
。

　

参
加
表
明
は
２
社
か
ら
受
け

付
け
た
が
、
１
社
は
仕
様
書
の

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め

辞
退
し
た
。

　

町
で
は
町
営
駐
車
場
に
つ
い

て
、
円
滑
か
つ
適
正
な
利
用
を

図
る
た
め
、
駐
車
場
の
管
理
な

ら
び
に
駐
車
場
ゲ
ー
ト
等
機
器

の
設
置
お
よ
び
保
守
・
管
理
業

務
を
行
い
、
民
間
事
業
者
の
専

門
的
な
技
術
・
手
法
・
経
験
を

活
用
し
た
駐
車
場
運
営
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
町
民
へ
の
利
便

性
向
上
を
促
す
駐
車
場
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
的
と
す
る
。

　

業
務
場
所
は
同
町
森
郷
新
柱

田
ほ
か
地
内
で
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

利
府
駅
北
東
側
の
町
営
駐
車

場
。
駐
車
台
数
は
３
１
１
台
。

　

業
務
期
間
は
４
月
１
日
か
ら

２
０
３
１
年
３
月
31
日
ま
で
の

５
年
間
。

地
内
。

　

河
道
掘
削
工
事
（
そ
の
１
）

の
工
事
内
容
は
、
施
工
延
長
７

５
０
・
０
㍍
で
掘
削
工
２
万
２

３
０
０
立
方
㍍
、
植
生
工
４
３

０
０
平
方
㍍
を
行
う
。
工
期
は

12
月
25
日
ま
で
。

　

河
道
掘
削
外
工
事
の
工
事
内

容
は
、
施
工
延
長
４
７
５
・
０

㍍
で
掘
削
工
２
万
０
４
０
０
立

方
㍍
、
盛
土
工
２
万
７
８
７
０

立
方
㍍
、
安
定
処
理
工
３
万
０

３
０
０
立
方
㍍
を
行
う
。
工
期

は
２
０
２
７
年
３
月
26
日
ま
で
。

　

な
お
、
来
年
度
以
降
は
同
工

事
の
続
き
や
、
堤
防
の
築
堤
な

ど
を
行
う
予
定
。

５
０
０
㍍
区
間
で
道
路
改
良
を

行
う
１
工
区
は
、
古
川
土
地
が

担
当
し
て
い
る
。

　

な
お
Ⅰ
期
工
事
は
、
県
道
古

川
佐
沼
線
か
ら
国
道
４
号
ま
で

の
延
長
５
０
０
㍍
区
間
を
整
備

し
、
19
年
度
に
開
通
し
た
。

正殿から着手へ正殿から着手へ

宮　城　県

多賀城政庁復元検討会

利 府 町

タ
イ
ム
ズ
24
を
選
定

プ
ロ
ポ　

町
営
駐
車
場
の
管
理
等
業
務

理
等
各
種
保
守
管
理
）
Ａ
～

Ｄ
等
級
に
格
付
け
さ
れ
た
東

北
地
域
の
競
争
参
加
資
格
を

有
す
る
者
な
ど

「
業
務
内
容
」
水
文
観
測
所
保

守
点
検
修
繕
業
務

「
業
務
場
所
」
北
上
川
下
流
河

川
事
務
所
管
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
８
年
３

月
31
日

※
紙
入
札
方
式
参
加
願
・
申
請

書
等
の
提
出
は
２
月
26
日
、

入
札
書
の
提
出
は
３
月
13
日

ま
で

【
東
北
整
備
局
宮
城
南
部
復

興
事
務
所
】

■
電
気
通
信
施
設
保
守
業
務

（
宮
城
南
部
）（
一
般
競
争
入

札
）

　

開
札　

３
月
16
日　

14
時

「
参
加
資
格
」
国
交
省
競
争
参

加
資
格（
全
省
庁
統
一
資
格
）

役
務
の
提
供
等
の
う
ち
Ａ
～

Ｄ
等
級
に
格
付
け
さ
れ
た
東

北
地
域
の
競
争
参
加
資
格
を

有
す
る
者
な
ど

「
業
務
内
容
」
電
気
通
信
施
設

保
守
業
務

「
業
務
場
所
」
宮
城
南
部

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
紙
入
札
方
式
参
加
願
・
申
請

書
等
の
提
出
は
３
月
２
日
、

入
札
書
の
提
出
は
３
月
13
日

ま
で

【
東
北
整
備
局
塩
釜
港
湾
・
空

港
整
備
事
務
所
】

■
仙
台
塩
釜
港
巡
回
警
備
及
び

灯
浮
標
外
灯
火
確
認
（
一
般

競
争
入
札
）

　

開
札　

３
月
12
日　

10
時

「
参
加
資
格
」
全
省
庁
統
一
資

格
に
お
い
て
役
務
の
提
供
等

Ａ
～
Ｄ
等
級
に
格
付
け
さ
れ

た
東
北
地
域
の
競
争
参
加
資

格
を
有
す
る
者
な
ど

「
業
務
内
容
」
巡
回
警
備
お
よ

び
灯
浮
標
外
灯
火
確
認

「
業
務
場
所
」
塩
釜
港
湾
・
空

港
整
備
事
務
所
管
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
参
加
願
お
よ
び
証
明
書
等
の

提
出
は
２
月
25
日
、
入
札
書

の
提
出
は
３
月
10
日
ま
で

■
仙
台
塩
釜
港
灯
浮
標
外
保
守

点
検
（
一
般
競
争
入
札
）

　

開
札　

３
月
13
日　

10
時

「
参
加
資
格
」
全
省
庁
統
一
資

格
に
お
い
て
役
務
の
提
供
等

Ａ
～
Ｄ
等
級
に
格
付
け
さ
れ

た
東
北
地
域
の
競
争
参
加
資

格
を
有
す
る
者
な
ど

「
業
務
内
容
」
灯
浮
標
ほ
か
保

守
点
検

「
業
務
場
所
」
塩
釜
港
湾
・
空

港
整
備
事
務
所
管
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
参
加
願
お
よ
び
証
明
書
等
の

提
出
は
２
月
25
日
、
入
札
書

の
提
出
は
３
月
11
日
ま
で

【
東
北
整
備
局
鳴
子
ダ
ム
管

理
所
】

■
鳴
子
ダ
ム
気
象
情
報
提
供
業

務
（
一
般
競
争
入
札
）

　

開
札　

３
月
13
日　

10
時

「
参
加
資
格
」
国
交
省
競
争
参

加
資
格（
全
省
庁
統
一
資
格
）

の
役
務
の
提
供
等
Ａ
～
Ｄ
等

級
に
格
付
け
さ
れ
た
東
北
地

域
の
競
争
参
加
資
格
を
有

し
、
20
年
度
～
24
年
度
に
完

了
し
た
国
の
機
関
（
公
社
、

公
団
、
事
業
団
お
よ
び
独
立

行
政
法
人
を
含
む
）
ま
た
は

地
方
公
共
団
体（
都
道
府
県
、

政
令
市
）
等
が
発
注
し
た
気

象
情
報
提
供
業
務
を
元
請
け

と
し
て
完
了
し
た
実
績
を
有

す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
気
象
情
報
提
供

業
務

「
業
務
場
所
」
鳴
子
ダ
ム

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
紙
入
札
方
式
参
加
願
・
申
請

書
等
の
提
出
は
２
月
26
日
、

入
札
書
の
提
出
は
３
月
12
日

ま
で

【
東
北
農
政
局
河
南
二
期
農

業
水
利
事
業
所
】

◇
河
南
二
期
農
業
水
利
事
業
河

南
二
期
地
区
現
場
調
査
推
進

技
術
業
務（
一
般
競
争
入
札
・

同
時
提
出
型
、
総
合
評
価
落

札
方
式
・
実
施
方
針
重
視
型
）

　

開
札　

４
月
６
日
10
時
30
分

「
参
加
資
格
」
東
北
農
政
局
に

お
け
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
Ａ
等
級
の
認
定
を
受
け
て

い
る
者
な
ど

「
業
務
内
容
」
工
事
業
務
の
設

計
お
よ
び
監
督
に
関
す
る
業

務
、
関
係
機
関
等
と
の
協
議

お
よ
び
事
業
実
施
に
関
す
る

業
務
実
施

「
業
務
場
所
」
石
巻
市
泉
町
地

内
「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
19
日

※
申
請
書
の
提
出
は
２
月
27

日
、
技
術
提
案
書
お
よ
び
入

札
書
の
提
出
は
３
月
16
日
ま

で

【
仙
台
市
ガ
ス
局
】

◆
仙
台
市
ガ
ス
局
ガ
ス
サ
ロ
ン

吸
収
式
冷
温
水
機
外
更
新
工

事
（
制
限
付
き
一
般
競
争
入

札
）

　

開
札　

３
月
12
日　

16
時

「
参
加
資
格
」
市
内
に
本
店
を

有
す
る
給
排
水
衛
生
冷
暖
房

工
事
の
格
付
評
点
が
６
５
０

点
以
上
の
者
で
、
11
年
以
降

に
完
成
し
国
ま
た
は
地
方
公

共
団
体
等
が
発
注
し
た
空
気

調
和
設
備
の
新
設
・
更
新
ま

た
は
改
良
工
事
の
元
請
け
施

工
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
冷
温
水
発
生
機

（
冷
却
塔
一
体
型
）、
冷
温
水

一
次
ポ
ン
プ
、
膨
張
タ
ン
ク　

各
１
台
、
冷
温
水
二
次
ポ
ン

プ
３
台
の
更
新

「
施 

工 

地
」
仙
台
市
青
葉
区

中
央
２
の
10
の
24
地
内

「
工　
　

期
」
12
月
25
日

「
予
定
価
格
」
２
９
８
８
万
円

※
入
札
参
加
申
請
書
・
入
札
書

等
の
提
出
は
３
月
４
日
ま
で

【
塩
釜
市
役
所
】

◆
令
７
―
災
第
２
７
０
０
２
号

道
路
災
害
復
旧
工
事
（
事
後

審
査
型
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
）

「
参
加
資
格
」
県
内
に
営
業
所

等
を
有
す
る
舗
装
工
事
６
０

０
点
以
上
な
ど

「
工
事
規
模
」
復
旧
延
長
Ｌ
＝

１
２
９
・
４
㍍
、
幅
員
Ｗ
＝

３
～
９
・
５
㍍
、
道
路
維
持
・

修
繕
（
舗
装
工
、
排
水
構
造

物
工
、
各
一
式
）

「
施 

工 

地
」
塩
釜
市
泉
ヶ
岡

「
工
事
規
模
」
道
路
清
掃
（
道

路
清
掃
工
）
一
式

「
施 

工 

地
」
仙
台
西
国
道
維

持
出
張
所
管
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
Ｒ
８
仙
台
東
国
道
管
内
路
面

清
掃
工
事（
一
般
競
争
入
札
・

一
括
審
査
方
式
・
総
合
評
価

落
札
方
式
・
施
工
能
力
評
価

型
Ⅱ
型
・
入
札
書
＋
競
争
参

加
資
格
確
認
資
料
同
時
提
出

型
）

「
参
加
資
格
」
県
内
に
本
社
、

支
店
ま
た
は
営
業
所
の
い
ず

れ
か
を
有
し
、
東
北
地
方
整

備
局
の
維
持
修
繕
工
事
に
係

る
一
般
競
争
参
加
資
格
の
認

定
を
受
け
、
10
年
度
以
降
に

完
成
・
引
渡
し
が
完
了
し
た

道
路
法
上
の
道
路
に
お
け

る
、
路
面
、
排
水
施
設
、
ト

ン
ネ
ル
の
い
ず
れ
か
の
清
掃

工
事
の
元
請
け
施
工
実
績
が

あ
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
道
路
清
掃
（
道

路
清
掃
工
）
一
式

「
施 

工 

地
」
仙
台
東
国
道
維

持
出
張
所
管
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
以
上
２
件　

申
請
書
の
提
出

は
２
月
19
日
、
確
認
資
料
の

提
出
お
よ
び
入
札
の
締
切
は

３
月
６
日
ま
で

※
以
上
２
件　

開
札　

３
月
26

日　

10
時
30
分
か
ら

【
東
北
整
備
局
北
上
川
下
流

河
川
事
務
所
】

■
令
和
８
～
９
年
度
北
上
川
下

流
河
川
事
務
所
管
内
水
文
観

測
所
保
守
点
検
修
繕
業
務

（
一
般
競
争
入
札
）

　

開
札　

３
月
16
日　

15
時

「
参
加
資
格
」
国
交
省
競
争
参

加
資
格（
全
省
庁
統
一
資
格
）

の
役
務
の
提
供
等
（
建
物
管

【
東
北
整
備
局
仙
台
河
川
国

道
事
務
所
】

■
仙
台
管
内
ト
ン
ネ
ル
消
火
設

備
外
点
検
整
備
業
務
（
一
般

競
争
入
札
）

　

開
札　

３
月
17
日　

15
時

「
参
加
資
格
」
東
北
地
方
整
備

局
管
内
に
本
社
、
支
社
ま
た

は
営
業
所
等
を
有
し
、
国
交

通
競
争
参
加
資
格
（
全
省
庁

統
一
資
格
）
役
務
の
提
供
等

（
建
物
管
理
等
各
種
保
守
管

理
）
の
う
ち
Ａ
～
Ｄ
等
級
の

い
ず
れ
か
に
格
付
け
さ
れ
た

東
北
地
域
の
競
争
参
加
資
格

を
有
す
る
者
な
ど

「
業
務
内
容
」
ト
ン
ネ
ル
消
火

設
備
外
点
検
整
備
業
務

「
業
務
場
所
」
仙
台
管
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
紙
入
札
方
式
参
加
願
・
申
請

書
等
の
提
出
は
３
月
２
日
、

入
札
書
の
提
出
は
３
月
16
日

ま
で

◆
Ｒ
８
仙
台
西
国
道
管
内
路
面

清
掃
工
事（
一
般
競
争
入
札
・

一
括
審
査
方
式
・
総
合
評
価

落
札
方
式
・
施
工
能
力
評
価

型
Ⅱ
型
・
入
札
書
＋
競
争
参

加
資
格
確
認
資
料
同
時
提
出

型
）

「
参
加
資
格
」
県
内
に
本
社
、

支
店
ま
た
は
営
業
所
の
い
ず

れ
か
を
有
し
、
東
北
地
方
整

備
局
の
維
持
修
繕
工
事
に
係

る
一
般
競
争
参
加
資
格
の
認

定
を
受
け
、
10
年
度
以
降
に

完
成
・
引
渡
し
が
完
了
し
た

道
路
法
上
の
道
路
に
お
け

る
、
路
面
、
排
水
施
設
、
ト

ン
ネ
ル
の
い
ず
れ
か
の
清
掃

工
事
の
元
請
け
施
工
実
績
が

あ
る
こ
と
な
ど

公

告

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

宮城県の道路構造物２巡目（19～23年度）点検施設の措置状況 （2025年3月末時点）

区
分

管理者
Ⅲ、Ⅳ判定

（数）
設計以降に着手済み

うち、完了済み

（数） （率） （前年比）（数） （率） （前年比）

橋
梁

国土交通省 94 86 91.5% 13.8 pt 60 63.8% 46.8 pt

NEXCO東日本 64 54 84.4% 6.3 pt 15 23.4% 6.3 pt

宮城県・仙台市 508 304 59.8% 5.9 pt 147 28.9% 8.5 pt

市 町 村 556 339 61.0% 22.6 pt 158 28.4% 12.5 pt

合計 1,222 783 64.1% 14.3 pt 380 31.1% 13.2 pt

ト
ン
ネ
ル

国土交通省 12 12 100.0% 0.0 pt 5 41.7% 33.3 pt

NEXCO東日本 1 0 0.0% 0.0 pt 0 0.0% 0.0 pt

宮城県・仙台市 44 44 100.0% 0.0 pt 44 100.0% 38.6 pt

市 町 村 6 3 50.0% 0.0 pt 0 0.0% 0.0 pt

道
路
付
属
物

合計 63 59 93.7% 0.0 pt 49 77.8% 33.3 pt

国土交通省 51 43 84.3% 31.4 pt 29 56.9% 41.2 pt

NEXCO東日本 6 3 50.0% 0.0 pt 3 50.0% 0.0 pt

宮城県・仙台市 42 36 85.7% 11.9 pt 25 59.5% 23.8 pt

市 町 村 2 1 50.0% 0.0 pt 0 0.0% 0.0 pt

合計 101 83 82.2% 20.8 pt 57 56.4% 30.7 pt

※宮城県・仙台市の項目には宮城県道路公社の施設数を含む。前年比のpt＝ポイント

宮城県の道路構造物３巡目の１年目（24年度）点検施設の措置状況
（2025年3月末時点）

区
分

管理者
Ⅲ、Ⅳ判定

（数）

設計以降に
着手済み うち、完了済み

（数） （率） （数） （率）

橋
梁

国土交通省 4 2 50.0% 0 0.0%

NEXCO東日本 15 5 33.3% 0 0.0%
宮城県・仙台市 101 9 8.9% 0 0.0%
市 町 村 38 2 5.3% 0 0.0%

合計 158 18 11.4% 0 0.0%

ト
ン
ネ
ル

国土交通省 2 0 0.0% 0 0.0%
NEXCO東日本 0 0 ― 0 ―
宮城県・仙台市 2 0 0.0% 0 0.0%
市 町 村 2 0 0.0% 0 0.0%

道
路
付
属
物

合計 6 0 0.0% 0 0.0%
国土交通省 12 7 58.3% 6 50.0%
NEXCO東日本 0 0 ― 0 ―
宮城県・仙台市 0 0 ― 0 ―
市 町 村 0 0 ― 0 ―

合計 12 7 58.3% 6 50.0%
※宮城県・仙台市の項目には宮城県道路公社の施設数を含む。前年比のpt＝ポイント

（３）　　２０２６年（令和８年）２月１３日（金曜日）　日刊（土曜、日曜、祝日休刊） （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　第１９７２１号

（
４
面
へ
つ
づ
く
）



１１

指

名

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

結

果

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

開

札

速

報

開
札
速
報
は
入
札
参
加
者
と
入
札
価

格
な
ど
の
速
報
情
報
で
今
後
、
参
加

資
格
の
確
認
や
低
入
札
の
調
査
な
ど

を
経
て
落
札
決
定
と
な
り
ま
す
。

（
余
方
線
立
体
橋
）（
制
限
付

き
一
般
競
争
入
札
、
事
後
審

査
型
）

「
入 

札 

者
」
中
井
商
工
＝
１

２
３
８
万
８
０
０
０
円
（
応

札
者
４
社
）　

「
施 

工 

地
」
名
取
市
高
舘
熊

野
堂
地
内

「
工　

  

期
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
１
４
０
５
万
９

０
０
０
円

◆
第
１
１
８
号
名
取
市
立
閖
上

小
中
学
校
ほ
か
１
校
特
別
教

室
等
空
調
設
備
工
事
（
制
限

付
き
一
般
競
争
入
札
、
事
後

審
査
型
）

「
入 

札 

者
」
吉
川
設
備
＝
３

０
７
０
万
円
（
応
札
者
１
社
）
　

「
施 

工 

地
」 

名
取
市
閖
上
西

１
丁
目
25
ほ
か

「
工　

  

期
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
３
１
９
０
万
６

０
０
０
円

※
以
上
４
件　

事
後
審
査
を
経

て
落
札
決
定

【
大
崎
市
役
所
】

〈
２
月
12
日
〉

◆
２
０
２
５
０
０
１
７
２
６
令

和
７
年
度
都
市
計
画
道
路
李

埣
新
田
線
（
Ⅱ
期
）
道
路
改

良
工
事
（
２
工
区
）（
条
件

付
き
一
般
競
争
入
札
・
事
後

審
査
型
）

「
入 

札 

者
」
石
井
土
木
＝
１

７
９
８
万
円
（
応
札
者
数
６

社
、
う
ち
失
格
２
社
）

「
施 

工 

地
」
大
崎
市
古
川
地

域
福
浦
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

◆
２
０
２
５
０
０
１
８
２
０
令

和
７
年
度
市
道
山
際
・
下
宮

１
号
線
外
１
路
線
舗
装
修
繕

工
事
（
条
件
付
き
一
般
競
争

入
札
・
事
後
審
査
型
）

「
入 

札 

者
」
我
妻
建
設
、
東

北
舗
道
建
設
、
富
士
土
木
＝

１
７
５
３
万
２
０
０
０
円

（
応
札
者
数
４
社
、
う
ち
失

格
１
社
）

「
施 

工 

地
」
大
崎
市
岩
出
山

地
域
上
野
目
ほ
か
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

◆
２
０
２
５
０
０
１
７
１
６
令

和
７
年
度
鳴
子
温
泉
地
域
畑

山
地
内
防
火
貯
水
槽
設
置
工

事
（
条
件
付
き
一
般
競
争
入

札
・
事
後
審
査
型
）

「
入 

札 

者
」
黒
沢
工
建
＝
８

５
５
万
円
、
高
建
（
応
札
者

数
３
社
、
う
ち
失
格
１
件
）

「
施 

工 

地
」
大
崎
市
鳴
子
温

泉
地
域
畑
山
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

■
２
０
２
５
０
０
１
６
８
７
大

崎
市
長
選
挙
・
大
崎
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲

示
場
設
置
撤
去
業
務
（
条
件

付
き
一
般
競
争
入
札
・
事
後

審
査
型
）

「
入 

札 

者
」
ア
テ
ナ
事
務
機

＝
１
４
９
５
万
５
０
０
０
円

（
応
札
者
数
３
社
）

「
業
務
場
所
」
大
崎
市
内

「
履
行
期
限
」
４
月
24
日

地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

◆
令
７
―
依
・
単
ふ
れ
あ
い
エ

ス
プ
塩
竈
空
調
設
備
更
新
工

事
（
事
後
審
査
型
制
限
付
き

一
般
競
争
入
札
）

「
参
加
資
格
」
塩
釜
市
・
多
賀

城
市
・
利
府
町
、
七
ヶ
浜
町
、

松
島
町
に
営
業
所
等
を
有
す

る
管
工
事
５
０
０
点
以
上
な

ど
「
工
事
規
模
」
事
務
室
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
室　

既
存
エ
ア
コ

ン
の
撤
去
・
更
新
、
機
械
室
、

空
調
設
備
用
冷
温
水
ポ
ン
プ

の
撤
去
・
更
新
、
関
連
電
気

改
修
工
事
、
関
連
建
築
改
修

工
事
、
各
一
式

「
施 

工 

地
」
塩
釜
市
東
玉
川

町
９
の
１
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

※
以
上
２
件　

参
加
申
請
書
等

の
提
出
は
２
月
24
日
ま
で

※
以
上
２
件　

入
札　

２
月
25

日  

９
時
30
分
か
ら

「
予
定
価
格
」
２
億
９
６
９
７

万
６
０
０
０
円

「
総
額
判
断
基
準
価
格
」
２
億

７
０
１
８
万
４
３
４
３
円

〈
１
月
28
日
〉

◆
澱
ポ
ン
プ
場
外
25
箇
所
槽
内

浚
渫
業
務
委
託
（
指
名
競
争

入
札
）

　

決
定　

３
万
１
０
０
０
円

　

環
境
設
備
工
業

※
単
価
契
約

「
入 

札 

者
」
イ
ン
テ
ッ
ク
、

環
境
設
備
工
業
、
さ
と
う
総

業
、
鈴
木
工
業
、
東
北
環
境

整
備
、
丸
久
、
宮
城
衛
生
環

境
公
社
、
ト
ー
エ
イ
ラ
イ
ニ

ン
グ
（
辞
退
）

※
不
落
に
よ
り
随
意
契
約
に
移

行

【
塩
釜
市
役
所
】

〈
１
月
30
日
〉

◆
令
７
―
災
第
２
７
０
０
１
号

道
路
災
害
復
旧
工
事
（
事
後

審
査
型
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
）

　

１
落　

２
０
４
０
万
円

　

千
葉
鳶

「
入 

札 

者
」
千
葉
鳶
、
八
島

工
務
店
、
東
北
重
機
工
事

「
施 

工 

地
」
塩
釜
市
伊
保
石

地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
２
３
０
７
万
２

０
０
０
円

「
最
低
制
限
価
格
」
１
９
４
８

万
５
９
８
８
円

◆
令
７
―
災
第
２
７
０
０
２
号

道
路
災
害
復
旧
工
事
（
事
後

審
査
型
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
）

　

不
調

【
加
美
町
役
場
】

〈
２
月
５
日
〉

◆
令
和
７
年
度
町
道
小
瀬
宮
崎

線
ほ
か
３
路
線
防
雪
柵
収
納

業
務
（
指
名
競
争
入
札
）

　

１
落　

３
５
３
万
円

　

ナ
ル
セ
建
設

「
入 

札 

者
」
ナ
ル
セ
建
設
、

マ
ル
ス
総
和
、佐
々
惣
建
設
、

早
坂
土
建
、
エ
ム
・
エ
ス
・

工
業
、
以
下
４
社
辞
退
（
広

陽
建
設
、
金
沢
、
佐
々
直
建

設
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
庄

司
）

「
施 

工 

地
」
加
美
町
原
反
目

北
ほ
か
地
内

「
予
定
価
格
」
３
５
７
万
円

◆
令
和
７
年
度
町
道
田
中
味
ケ

袋
線
ほ
か
３
路
線
防
雪
柵
収

納
業
務
（
指
名
競
争
入
札
）

　

１
落　

３
７
５
万
円

　

マ
ル
ス
総
和

「
入 

札 

者
」
ナ
ル
セ
建
設
、

マ
ル
ス
総
和
、佐
々
惣
建
設
、

早
坂
土
建
、エ
ム
・
エ
ス
・
工

業
、
以
下
４
社
辞
退
（
広
陽

建
設
、
金
沢
、
佐
々
直
建
設
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
庄
司
）

「
施 

工 

地
」
加
美
町
味
ケ
袋

田
中
前
ほ
か
地
内

「
予
定
価
格
」
３
８
６
万
円

◆
令
和
７
年
度
町
道
上
区
青
野

線
ほ
か
５
路
線
防
雪
柵
収
納

業
務
（
指
名
競
争
入
札
）

　

１
落　

４
５
０
万
円

　

エ
ム
・
エ
ス
・
工
業

「
入 

札 

者
」
ナ
ル
セ
建
設
、

マ
ル
ス
総
和
、佐
々
惣
建
設
、

早
坂
土
建
、
エ
ム
・
エ
ス
・

工
業
、
以
下
４
社
辞
退
（
広

陽
建
設
、
金
沢
、
佐
々
直
建

合
評
価
落
札
方
式
・
施
工
能

力
評
価
型
Ⅱ
型
）

　

１
落　

１
億
６
０
９
９
万
円

　

武
山
興
業

「
評 

価 

値
」
１
０
６
・
８
３

８
９

「
入 

札 

者
」
丸
本
組
、
只
野

組
、
武
山
興
業
、
瀬
崎
組
、

阿
部
土
建
、
若
生
工
業
、
以

下
２
社
無
効（
佐
藤
工
務
店
、

角
張
工
務
店
）

「
施 

工 

地
」
石
巻
市
沢
田
新

平
形
～
女
川
町
浦
宿
浜
安
住

地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
２

月
18
日

「
予
定
価
格
」
１
億
７
７
３
６

万
円

「
調
査
基
準
価
格
」
１
億
６
０

８
９
万
円

◆
北
村
地
区
道
路
改
良
工
事

（
一
般
競
争
入
札
・
総
合
評

価
落
札
方
式
・
施
工
能
力
評

価
型
Ⅱ
型
・
一
括
審
査
方
式
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
（
地
盤
改

良
工
・
施
工
者
希
望
Ⅱ
型
））

　

１
落　

１
億
５
８
７
０
万
円

　

只
野
組

「
評 

価 

値
」
１
０
７
・
４
９

８
４

「
入 

札 

者
」
丸
本
組
、
佐
藤

工
務
店
、
只
野
組
、
武
山
興

業
、
瀬
崎
組
、
藤
山
工
務
店
、

阿
部
土
建
、
以
下
３
社
無
効

（
金
原
土
建
、
若
生
工
業
、

角
張
工
務
店
）

「
施 

工 

地
」
石
巻
市
広
渕
五

工
区
南
～
石
巻
市
北
村
七
工

区
西
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
１

月
29
日

「
予
定
価
格
」
１
億
７
４
６
１

万
円

「
調
査
基
準
価
格
」
１
億
５
８

５
４
万
円

◆
七
工
区
西
地
区
道
路
改
良
工

事
（
一
般
競
争
入
札
・
総
合

評
価
落
札
方
式
・
施
工
能
力

評
価
型
Ⅱ
型
・
一
括
審
査
方

式
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
（
土

工
））

　

１
落　

１
億
４
１
７
２
万
円

　

若
生
工
業

「
評 

価 

値
」
１
２
１
・
０
１

３
２

「
入 

札 

者
」
佐
藤
工
務
店
、

武
山
興
業
、
瀬
崎
組
、
藤
山

工
務
店
、
金
原
土
建
、
阿
部

土
建
、
若
生
工
業
、
以
下
３

社
無
効
（
丸
本
組
、
只
野
組
、

角
張
工
務
店
）

「
施 

工 

地
」
石
巻
市
広
渕
七

工
区
西
地
内

「
工　
　

期
」
11
月
24
日

「
予
定
価
格
」
１
億
５
６
２
３

万
円

「
調
査
基
準
価
格
」
１
億
４
１

７
２
万
円

◇
仙
台
西
地
区
橋
梁
補
修
調
査

検
討
業
務（
簡
易
公
募
型（
拡

大
型
）プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
）

　

決
定　

９
０
７
万
円

　

復
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

「
業
務
場
所
」
仙
台
河
川
国
道

事
務
所
管
内

「
履
行
期
限
」
10
月
30
日

「
予
定
価
格
」
９
０
９
万
円

〈
２
月
９
日
〉

◆
仙
台
西
道
路
ト
ン
ネ
ル
電
源

設
備
工
事（
一
般
競
争
入
札
・

総
合
評
価
落
札
方
式
・
施
工

能
力
評
価
型
Ⅱ
型
）

舗
装
改
修
工
事
（
簡
易
Ⅰ
型

総
合
評
価
方
式
適
用
・
制
限

付
き
一
般
競
争
入
札
）

「
入 

札 

者
」
以
下
３
社
＝
３

９
４
７
万
１
９
２
４
円
（
や

ま
び
こ
工
業
、
栗
村
建
設
興

業
、
大
幸
建
設
）、
日
道
建

設
＝
３
９
８
５
万
円
（
無

効
）、
丸
裕
＝
４
４
８
７
万

８
０
０
０

「
施 

工 

地
」
仙
台
市
青
葉
区

三
条
町
12
～
北
山
３
の
８
地

内
「
工　
　

期
」
９
月
30
日

「
予
定
価
格
」
４
４
８
８
万
１

０
０
０
円

◆
（
主
）
仙
台
北
環
状
線
舗
装

改
修
工
事
（
簡
易
Ⅰ
型
総
合

評
価
方
式
適
用
・
制
限
付
き

一
般
競
争
入
札
）

「
入 

札 

者
」
以
下
２
社
＝
２

３
０
１
万
０
４
６
９
円
（
小

川
組
、
ヤ
マ
ト
ワ
ー
ク
）、

大
幸
建
設
＝
２
３
１
０
万

円
、
丸
裕
＝
２
６
２
８
万
２

０
０
０
円
、
以
下
３
社
失
格

＝
２
３
０
１
万
０
４
６
２
円

（
ワ
ー
カ
ー
工
業
、
栗
村
建

設
興
業
、
日
道
建
設
）、
や

ま
び
こ
工
業
（
辞
退
）

「
施 

工 

地
」
仙
台
市
青
葉
区

川
平
３
丁
目
～
４
丁
目
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
２
６
２
８
万
４

０
０
０
円

◆
（
市
）
中
山
幹
線
２
号
線
（
中

山
九
丁
目
）
舗
装
改
修
工
事

（
簡
易
Ⅰ
型
総
合
評
価
方
式

適
用
・
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
）

「
入 

札 

者
」
以
下
４
社
＝

１
１
２
８
万
０
９
７
３
円

（
ワ
ー
カ
ー
工
業
、
若
葉
建

設
、
ヤ
マ
ト
ワ
ー
ク
、
小
川

組
）、
日
啓
工
業
＝
１
１
２

８
万
０
９
８
１
円
、
大
幸
建

設
＝
１
１
３
０
万
円
、
丸
裕

＝
１
２
９
５
万
３
０
０
０

円
、
以
下
２
社
失
格
＝
１
１

２
８
万
０
９
６
９
円
（
栗
村

建
設
興
業
、
日
道
建
設
）、

や
ま
び
こ
工
業
（
辞
退
）

「
施 

工 

地
」
仙
台
市
青
葉
区

中
山
９
の
３
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
１
２
９
５
万
７

０
０
０
円

【
名
取
市
役
所
】

〈
２
月
12
日
〉

◆
第
１
１
５
号
名
取
市
消
防
団

本
部
施
設
改
築（
電
気
設
備
）

工
事
（
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
、
事
後
審
査
型
）

「
入 

札 

者
」
加
藤
電
設
工
業

＝
１
３
３
０
万
円
（
応
札
者

５
社
）　

「
施 

工 

地
」
名
取
市
増
田
５

の
18
の
32
地
内

「
工　

  

期
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
１
４
４
２
万
７

０
０
０
円

◆
第
１
１
６
号
名
取
市
消
防
団

本
部
施
設
改
築（
機
械
設
備
）

工
事
（
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
、
事
後
審
査
型
）

「
入 

札 

者
」
相
澤
設
備
＝
１

０
４
０
万
円（
応
札
者
１
社
）　

「
施 

工 

地
」
名
取
市
増
田
５

の
18
の
32
地
内

「
工　

  

期
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
１
０
４
１
万
２

０
０
０
円

◆
第
１
１
７
号
橋
梁
補
修
工
事

【
仙
台
市
青
葉
区
役
所
】

〈
２
月
12
日
〉

◆
青
葉
区
管
内
路
面
下
空
洞
対

策
工
事
そ
の
３
（
制
限
付
き

一
般
競
争
入
札
）

「
入 

札 

者
」
以
下
４
社
＝
３

５
８
４
万
３
２
６
２
円
（
高

正
工
務
店
、ケ
ン
セ
イ
技
建
、

マ
ツ
オ
建
材
、
阿
部
砂
利
建

設
）、
栗
村
建
設
興
業
＝
４

０
０
０
万
円
、
サ
イ
エ
ン
ス

土
木
＝
４
０
６
０
万
円
、
庄

磁
工
業
（
辞
退
）

「
施 

工 

地
」
仙
台
市
青
葉
区

管
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
４
０
８
１
万
８

０
０
０
円

◆
（
市
）
通
町
中
山
線
外
１
線

【
宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所
】

◇
令
和
７
年
度
長
契
水
管
０
５

０
１
１
―
４
０
１
号
長
沼
川

排
水
機
場
外
点
検
整
備
業
務

委
託

　

入
札　

２
月
27
日　

10
時

「
業
務
場
所
」
登
米
市
南
方
町

寺
袋
ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

【
宮
城
県
石
巻
港
湾
事
務
所
】

◇
令
和
７
年
度
県
港
局
２
３
０

０
１
―
２
０
２
号
石
巻
港
区

船
舶
航
行
安
全
対
策
調
査
業

務
委
託

　

見
積　

３
月
２
日　

10
時

「
業
務
場
所
」
石
巻
市
中
島
町

地
先
ほ
か

「
履
行
期
限
」
３
月
31
日

【
亘
理
町
役
場
】

◇
令
和
７
年
度
下
水
道
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
（
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
）
改
築

実
施
設
計
業
務
委
託
（
指
名

競
争
入
札
）

　

入
札　

２
月
20
日
10
時
30
分

設
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
庄

司
）

「
施 

工 

地
」
加
美
町
照
井
浦

ほ
か
地
内

「
予
定
価
格
」
４
５
８
万
円

◆
令
和
７
年
度
町
道
品
沢
賀
美

石
線
ほ
か
７
路
線
簡
易
防
雪

柵
撤
去
業
務
（
指
名
競
争
入

札
）

　

１
落　

３
３
０
万
円

　

早
坂
土
建

「
入 

札 

者
」
ナ
ル
セ
建
設
、

マ
ル
ス
総
和
、佐
々
惣
建
設
、

早
坂
土
建
、
エ
ム
・
エ
ス
・

工
業
、
以
下
４
社
辞
退
（
広

陽
建
設
、
金
沢
、
佐
々
直
建

設
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
庄

司
）

「
施 

工 

地
」
加
美
町
品
沢
ほ

か
地
内

「
予
定
価
格
」
３
３
８
万
円

◆
令
和
７
年
度
町
道
中
嶋
高
城

線
ほ
か
２
路
線
簡
易
防
雪
柵

撤
去
業
務（
指
名
競
争
入
札
）

　

１
落　

１
６
９
万
円

　

佐
々
惣
建
設

「
入 

札 

者
」
ナ
ル
セ
建
設
、

マ
ル
ス
総
和
、佐
々
惣
建
設
、

早
坂
土
建
、
エ
ム
・
エ
ス
・

工
業
、
以
下
４
社
辞
退
（
広

陽
建
設
、
金
沢
、
佐
々
直
建

設
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
庄

司
）

「
施 

工 

地
」
加
美
町
中
嶋
ほ

か
地
内

「
予
定
価
格
」
１
７
０
万
円

◆
令
和
７
年
度
町
道
西
原
・
南

永
志
田
線
他
４
路
線
簡
易
防

雪
柵
撤
去
業
務
（
指
名
競
争

入
札
）

　

１
落　

２
６
０
万
円

　

広
陽
建
設

「
入 

札 

者
」
広
陽
建
設
、
金

沢
、
佐
々
直
建
設
、
以
下
６

社
辞
退
（
ナ
ル
セ
建
設
、
マ

ル
ス
総
和
、
佐
々
惣
建
設
、

早
坂
土
建
、
エ
ム
・
エ
ス
・

工
業
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

庄
司
）

「
施 

工 

地
」
加
美
町
宮
崎
赤

坂
浦
地
内
ほ
か
４
カ
所

「
予
定
価
格
」
２
７
３
万
円

◆
令
和
７
年
度
町
道
旭
・
寒
風

沢
線
他
３
路
線
防
雪
柵
収
納

業
務
（
指
名
競
争
入
札
）

　

１
落　

２
４
５
万
円　

金
沢

「
入 

札 

者
」
広
陽
建
設
、
金

沢
、
佐
々
直
建
設
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
庄
司
、
以
下
５

社
辞
退
（
ナ
ル
セ
建
設
、
マ

ル
ス
総
和
、
佐
々
惣
建
設
、

早
坂
土
建
、
エ
ム
・
エ
ス
・

工
業
）

「
施 

工 

地
」
加
美
町
寒
風
沢

二
番
地
内
ほ
か
３
カ
所

「
予
定
価
格
」
２
５
１
万
円

◆
令
和
７
年
度
町
道
町
頭
・
台

崎
線
他
２
路
線
防
雪
柵
収
納

業
務
（
指
名
競
争
入
札
）

　

１
落　

１
７
０
万
円

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
庄
司

「
入 

札 

者
」
広
陽
建
設
、
金

沢
、
佐
々
直
建
設
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
庄
司
、
以
下
５

社
辞
退
（
ナ
ル
セ
建
設
、
マ

ル
ス
総
和
、
佐
々
惣
建
設
、

早
坂
土
建
、
エ
ム
・
エ
ス
・

工
業
）

「
施 

工 

地
」
加
美
町
宮
崎
新

天
光
沢
地
内
ほ
か
２
カ
所

「
予
定
価
格
」
１
７
７
万
円

　

１
落　

９
２
０
０
万
円

　

北
日
本
通
信

「
評 

価 

値
」
１
７
４
・
６
７

３
９

「
入 

札 

者
」
北
日
本
通
信
、

八
重
電
業
社
（
無
効
）

「
施 

工 

地
」
仙
台
市
青
葉
区

桜
ヶ
岡
公
園
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
26
日

「
予
定
価
格
」
９
９
６
７
万
円

「
調
査
基
準
価
格
」
９
０
６
４

万
円

【
東
北
整
備
局
釜
房
ダ
ム
管

理
所
】

〈
２
月
10
日
〉

◆
釜
房
ダ
ム
管
内
放
流
警
報
表

示
設
備
工
事
（
一
般
競
争
入

札
・
総
合
評
価
落
札
方
式
・

施
工
能
力
評
価
型
Ⅱ
型
）

　

１
落　

１
億
０
８
０
０
万
円

　

バ
ン
ダ
イ
通
信

「
評 

価 

値
」
１
５
１
・
０
１

８
５

「
入 

札 

者
」バ
ン
ダ
イ
通
信
、

東
洋
技
研
（
無
効
）

「
施 

工 

地
」
川
崎
町
小
野
地

内
～
仙
台
市
太
白
区
東
大
野

田
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
12

月
15
日

「
予
定
価
格
」
１
億
１
４
３
８

万
円

「
調
査
基
準
価
格
」
１
億
０
４

２
４
万
円

【
宮
城
県
庁
】

〈
１
月
８
日
〉

◆
令
和
７
年
度
債
務
商
１
―
１

２
１
号
（
仮
称
）
高
等
技
術

専
門
校
受
変
電
設
備
設
置
工

事

　

１
落　

２
億
０
０
７
２
万

３
０
０
０
円

　

高
橋
電
気
工
業
所

「
評 

価 

値
」
１
０
４
・
32
（
価

格
評
価
点
80
・
00
＋
価
格
以

外
の
評
価
点
24
・
32
）

「
入 

札 

者
」
三
共
電
気
、
高

橋
電
気
工
業
所
、
隼
電
気

「
施 

工 

地
」
仙
台
市
宮
城
野

区
田
子
１
の
４
の
１
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
２

月
26
日

「
予
定
価
格
」
２
億
１
８
１
７

万
７
０
０
０
円

「
調
査
基
準
価
格
」
２
億
０
０

７
２
万
２
０
０
０
円

【
宮
城
県
大
河
原
土
木
事
務

所
】

〈
１
月
８
日
〉

◇
令
和
７
年
度
県
道
改
０
１
０

１
７
―
２
０
２
号
滑
津
道
路

用
地
測
量
業
務
委
託

　

１
落　１

５
６
５
万
９
０
０
０
円

　

地
清
建
設
企
画

「
評 

価 

値
」
97
・
50
（
価
格

評
価
点
50
・
00
＋
価
格
以
外

の
評
価
点
47
・
50
）

「
入 

札 

者
」
大
江
設
計
、
地

清
建
設
企
画
、
北
振
技
研
、

ダ
イ
ワ
技
術
サ
ー
ビ
ス
、
富

士
測
地
開
発
、
丹
野
測
量
設

計
、佐
野
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

東
北
構
造
社
、
西
條
設
計
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
佐
藤
土
木

測
量
設
計
事
務
所
、
以
下
２

社
落
札
不
適
当
（
数
値
的
判

断
基
準
）（
ア
ド
テ
ッ
ク
、

サ
ト
ー
技
建
）

「
業
務
場
所
」
七
ヶ
宿
町
宮
中

ほ
か
地
内
（
国
）
１
１
３
号

「
履
行
期
限
」
９
月
30
日

「
予
定
価
格
」
２
１
２
０
万
９

０
０
０
円

「
調
査
基
準
価
格
」
１
６
７
２

万
８
０
０
０
円

〈
１
月
22
日
〉

◆
令
和
７
年
度
社
河
川
Ａ
国
補

82
―
Ａ
05
号
雉
子
尾
川
河
川

改
修
工
事
（
そ
の
２
）

　

１
落　

１
億
７
２
０
０
万
円

　

奥
田
建
設

「
評 

価 

値
」
98
・
99
（
価
格

評
価
点
69
・
74
＋
価
格
以
外

の
評
価
点
29
・
25
）

「
入 

札 

者
」
奥
田
建
設
、
本

田
組
、
石
川
組
、
セ
ン
シ
ョ

ウ
・
テ
ッ
ク
．

「
施 

工 

地
」
丸
森
町
大
内
地

内
「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
26
日

「
予
定
価
格
」
１
億
８
８
３
８

万
２
０
０
０
円

「
調
査
基
準
価
格
」
１
億
７
１

２
６
万
３
０
０
０
円

◆
令
和
７
年
度
社
河
川
Ａ
国
補

82
―
０
０
３
号
雉
子
尾
川
護

岸
工
事
（
そ
の
１
）（
１
）

　

１
落　

７
７
１
０
万
円

　

鈴
木
建
業

「
評 

価 

値
」
１
０
８
・
02
（
価

格
評
価
点
79
・
50
＋
価
格
以

外
の
評
価
点
28
・
52
）

「
入 

札 

者
」
西
山
工
務
店
、

村
山
建
設
、
鈴
木
建
業
、
本

田
組
、
船
山
建
設
（
落
札
不

適
当
・
数
値
的
判
断
基
準
）

「
施 

工 

地
」
丸
森
町
大
内
地

内
「
工　
　

期
」
２
０
２
６
年
12

月
28
日

「
予
定
価
格
」
８
４
５
９
万
７

０
０
０
円

「
調
査
基
準
価
格
」
７
６
５
９

万
３
０
０
０
円

【
宮
城
県
仙
台
東
高
等
学
校
】

〈
２
月
12
日
〉

■
仙
台
東
高
等
学
校
浄
化
槽
保

守
点
検
業
務
（
オ
ー
プ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
方
式
）

　

決
定　

１
２
５
万
円

　

理
化
産
業

「
入 

札 
者
」
理
化
産
業
、
宮

城
日
化
サ
ー
ビ
ス

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

【
仙
台
市
役
所
】

〈
11
月
18
日
〉

◆
蒲
生
雨
水
ポ
ン
プ
場
電
気
設

備
応
急
復
旧
工
事
（
一
般
競

争
入
札
）

　

１
落　

１
４
７
０
万
円

　

日
立
製
作
所

「
予
定
価
格
」
１
４
８
６
万
４

０
０
０
円

〈
１
月
６
日
〉

◆
（
市
）
北
山
実
沢
（
そ
の
３
）

線
（
新
早
坂
下
橋
）
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
改
修
工
事

（
簡
易
Ⅰ
型
総
合
評
価
方
式

適
用
・
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
）

　

１
落　

２
億
７
３
２
１
万

７
９
２
０
円

　

隼
電
気

「
入 

札 

者
」
Ｔ
Ｔ
Ｋ
、
隼
電

気
、
テ
ク
ノ
ア
イ
デ
ン
、
伸

電
（
無
効
）

「
施 

工 

地
」
仙
台
市
泉
区
実

沢
早
坂
下
ほ
か
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
１

月
29
日

■宮城県(本庁、地方機関）が２月12日に開札した主な案件（５番札まで)

件　　名 (応札者数) 応札者名 応 札 額
予 定 価 格（上段）
調査基準価格（下段）

備考

◎本庁

阿武隈川下流流域下水道管渠改築工事（その１）（３社）
奥田建設 ３億1,500万円

３億4,381万1,000円
３億1,417万9,000円　

東日本コンクリート ３億1,500万円
佐藤建設（岩沼市） ３億1,570万円

阿武隈川下流流域下水道管渠改築工事（その２）（４社）

奥田建設 ４億4,700万円

　４億9,353万2,000円
４億5,255万円　

低入札
春山建設 ４億5,280万円
東日本コンクリート ４億5,300万円
佐藤建設（岩沼市） ４億5,380万円

第二総合運動場武道館照明設備改修工事（８社）

ハヤシ電気 4,110万円

　4,486万円
4,123万5,000円　

低入札

アスライド 4,122万円
みずほ電設工業 4,127万2,000円
ヤマト電設 4,127万2,000円
高畑電気工事 4,128万円
ミノ電気 4,128万円

（標示第１号）道路標示塗装及び抹消工事（３社）
アサヒ工業 2,340万4,000円

　2,610万1,000円
2,339万1,000円　

さんのう 2,350万円
セフテイライン 2,350万円

（標示第２号）道路標示塗装及び抹消工事（３社）
アサヒ工業 2,340万4,000円

　2,610万1,000円
2,339万1,000円　

さんのう 2,350万円
ディックライト 2,500万円

（標示第３号）道路標示塗装及び抹消工事（４社）

アサヒ工業 2,340万4,000円

　2,610万1,000円
2,339万1,000円　

さんのう 2,350万円
キクテック 2,489万円
ディックライト 2,500万円

（標示第４号）道路標示塗装及び抹消工事（４社）

アサヒ工業 2,340万4,000円

　2,610万1,000円
2,339万1,000円　

さんのう 2,350万円
セフテイライン 2,350万円
キクテック 2,489万円

県営折立住宅集会所等改修工事（３社）
オズワイエム 902万8,000円

　981万4,000円
886万3,000円　

永岡 902万9,000円
トキワプランニング 910万円

路面下空洞調査業務委託（５社）

大日本ダイヤコンサルタント 3,218万5,000円

　4,038万9,000円
3,218万4,000円　

アジア航測 3,218万8,000円
日本工営 3,219万円
基礎地盤コンサルタンツ 3,222万8,000円
ジオ・サーチ 3,300万円

路面性状調査等業務委託（２社）
国際航業 3,130万6,000円 　3,900万9,000円

3,130万5,000円　ニチレキ 3,380万円
宮城県圏域総合水産基盤整備事業計画改訂業務委託

（１社）
アルファ水工コンサルタンツ 2,173万5,000円

　2,707万6,000円
2,173万3,000円　

件　　名 (応札者数) 応札者名 応 札 額
予 定 価 格（上段）
調査基準価格（下段）

備考

駒草平休憩デッキ整備工事（１社） 春山建設 3,800万円
　3,849万1,000円

3,461万円　

県営住宅集会所エアコン設置工事（その１）（６社）

ＯＨＥ 1,020万円

　1,247万9,000円
1,142万円　

低入札

アスライド 1,138万円

むらでん 1,140万円

堀内電気 1,142万9,000円

昭和電気 1,146万円

ヤマト電設 1,146万円

◎本庁（指名競争入札）
宮城県第二総合運動場武道館昇降機増設等基本計画
および基本設計業務（６社）

環境デザイン工房 339万3,000円
　443万3,000円
346万5,000円　

低入札

◎大河原土木事務所

円田外舗装補修工事（１）（６社）

赤坂舗装建設 4,009万円

　4,513万2,000円
4,041万7,000円　

低入札

ウジエ道路工業 4,034万円

日広建設 4,040万円

雁部建設 4,045万円

黒須産業 4,050万円

福岡深谷外舗装補修工事（２）（６社）

雁部建設 3,190万円

　3,588万円
3,206万4,000円　

低入札

赤坂舗装建設 3,200万円

ウジエ道路工業 3,208万5,000円

黒須産業 3,216万円

大愼組 3,220万円

日広建設 3,220万円

本町急傾斜地保全対策工事（４社）

三友工業 3,445万円

　3,825万5,000円
3,439万7,000円　

丹勝 3,448万円

東北リアライズ 3,450万円

陽光建設 3,453万円

◎仙台土木事務所

大衡舗装補修工事（１）（７社）

富士土木 6,908万円

　7,659万円
6,898万8,000円　

桜井建設工業 6,915万円

和建設（東松島市） 6,918万円

日建工業 7,000万円

寺嶋建設工業 7,000万円

中央平舗装補修工事（２）（７社）

ガイアート 6,880万円

　7,632万9,000円
6,875万7,000円　

富士土木 6,886万円

桜井建設工業 6,890万円

和建設（東松島市） 6,895万円

宮城建設工業 6,905万円

【
東
北
整
備
局
仙
台
河
川
国

道
事
務
所
】

〈
２
月
５
日
〉

◆
石
巻
沢
田
地
区
外
道
路
改
良

工
事
（
一
般
競
争
入
札
・
総
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１１
件　　名 (応札者数) 応札者名 応 札 額

予 定 価 格（上段）
調査基準価格（下段）

備考

神谷沢舗装補修工事（３）（６社）

桜井建設工業 5,685万円

　6,313万9,000円
5,678万4,000円　

富士土木 5,687万円

和建設（東松島市） 5,693万円

宮城建設工業 5,707万円

東北ニチレキ工事 5,710万円

下山橋歩道橋外（下部工）工事（２社）
エンドー勝土耕産 6,300万円 　6,841万9,000円

6,163万5,000円　大川工業 6,800万円

落合相川（３）道路改良工事（５社）

大川工業 7,710万円

　8,507万1,000円
7,701万9,000円　

ファインテック 7,720万円

エンドー勝土耕産 7,750万円

八嶋建設 7,800万円

赤坂建設 8,507万1,000円

大森（４）歩道設置工事（５社）

皆成建設 6,470万円

　7,150万2,000円
6,453万9,000円　

松川土木 6,500万円

エンドー勝土耕産 6,580万円

大川工業 6,900万円

茶谷建設 7,100万円

伊保石道路災害復旧工事（１社） 寺嶋建設工業 400万円
　404万円

360万9,000円　

小野道路法面調査設計業務委託（７社）

中央開発 459万5,000円

　593万7,000円
459万8,000円　

低入札

協和設計 459万8,000円

サンコーコンサルタント 459万8,000円

地圏総合コンサルタント 459万8,000円

日本工営 460万円

加瀬沼公園外災害復旧工事（５社）

安倍重機 950万円

　1,079万1,000円
959万6,000円　

低入札

ティーエックス 975万円

農建 1,050万円

大山口 1,069万6,210円

ヒラタ工務店 1,070万円

◎北部土木事務所

久瀬舗装補修工事（２社）
小野田建設 7,930万円 　8,763万7,000円

7,900万8,000円　東北舗道建設 7,930万円

矢越舗装補修工事（２社）
富士土木 8,180万円 　9,061万7,000円

8,170万7,000円　和建設（東松島市） 8,192万円

野田橋外橋梁補修設計業務委託（22社）

ＪＲ東日本コンサルタンツ 2,175万6,923円

　2,719万5,000円
2,184万1,000円　

低入札

テクノ東北 2,813万5,000円

アジア航測 2,184万1,000円

オリエンタルコンサルタンツ 2,184万1,000円

協和設計 2,184万1,000円

いであ 2,184万1,000円

ニュージェック 2,184万1,000円

セントラルコンサルタント 2,184万1,000円

大日本ダイヤコンサルタント 2,184万1,000円

中央コンサルタンツ 2,184万1,000円

東京建設コンサルタント 2,184万1,000円

パシフィックコンサルタンツ 2,184万1,000円

復建調査設計 2,184万1,000円

富士コンサルタンツ 2,184万1,000円

三井共同建設コンサルタント 2,184万1,000円

復建技術コンサルタント 2,184万1,000円

上宮松程舗装補修工事（３社）

東北舗道建設 3,024万5,000円
　3,525万6,000円
3,151万6,000円　

低入札和建設（東松島市） 3,160万円

富士土木 3,162万円

小瀬屋敷外舗装補修工事（３社）

東北舗道建設 3,110万7,000円
　4,437万8,000円
3,974万6,000円　

低入札富士土木 3,985万円

和建設（東松島市） 3,985万円

大迫川河道掘削工事（８社）

古川興業 2,397万6,000円

　2,651万9,000円
2,406万1,000円　

低入札

荒産業 2,408万円

白岩建設 2,410万円

鹿飼建設 2,410万円

我妻建設 2,410万円

多田川河道掘削工事（３社）

中新田建設 2,196万円
　2,442万7,000円
2,194万6,000円　

古川興業 2,197万円

佐々木工務所 2,350万円

新深川河道掘削工事（２社）
中新田建設 3,008万円 　3,340万2,000円

3,007万円　柏原建設 3,025万円

◎北部土木事務所栗原地域事務所

荒川地盤改良外工事（１社） 上田建設 5,000万円
　5,249万9,000円
4,670万7,000円　

栗原管内区画線設置工事（３社）

赤坂舗装建設 2,295万円
　2,614万4,000円
2,330万9,000円　

東北三恵 2,332万円

さんのう 2,352万9,600万円

◎東部土木事務所

定川堆積土砂撤去工事（５社）

桜井建設工業 5,245万円

　5,805万8,000円
5,242万2,000円　

児島産業 5,245万円

新東総業 5,248万円

センショウ・テック． 5,270万円

木村土建 5,270万円

土砂災害警戒区域等基礎調査業務委託（その３）（１）
（25社）

エアロトヨタ 2,710万6,000円

　3,375万5,000円
2,710万6,000円　

復建技術コンサルタント 2,710万6,000円

応用地質 2,710万6,000円

オオバ 2,710万6,000円

オリエンタルコンサルタンツ 2,710万6,000円

川崎地質 2,710万6,000円

協和コンサルタンツ 2,710万6,000円

キタイ設計 2,710万6,000円

協和設計 2,710万6,000円

アジア航測 2,710万6,000円

東北開発コンサルタント 2,710万6,000円

国際航業 2,710万6,000円

サンコーコンサルタント 2,710万6,000円

いであ 2,710万6,000円

大日本ダイヤコンサルタント 2,710万6,000円

日本工営都市空間 2,710万6,000円

東京建設コンサルタント 2,710万6,000円

日水コン 2,710万6,000円

日本工営 2,710万6,000円

パシフィックコンサルタンツ 2,710万6,000円

パスコ 2,710万6,000円

復建調査設計 2,710万6,000円

三井共同建設コンサルタント 2,710万6,000円

土砂災害警戒区域等基礎調査業務委託（その１）（２）
（25社）

エアロトヨタ 2,652万7,000円

　3,303万4,000円
2,652万7,000円　

いであ 2,652万7,000円

東北開発コンサルタント 2,652万7,000円

三井共同建設コンサルタント 2,652万7,000円

応用地質 2,652万7,000円

オオバ 2,652万7,000円

オリエンタルコンサルタンツ 2,652万7,000円

川崎地質 2,652万7,000円

協和コンサルタンツ 2,652万7,000円

キタイ設計 2,652万7,000円

協和設計 2,652万7,000円

国際航業 2,652万7,000円

サンコーコンサルタント 2,652万7,000円

復建技術コンサルタント 2,652万7,000円

大日本ダイヤコンサルタント 2,652万7,000円

日本工営都市空間 2,652万7,000円

東京建設コンサルタント 2,652万7,000円

日水コン 2,652万7,000円

日本工営 2,652万7,000円

パシフィックコンサルタンツ 2,652万7,000円

パスコ 2,652万7,000円

復建調査設計 2,652万7,000円

件　　名 (応札者数) 応札者名 応 札 額
予 定 価 格（上段）
調査基準価格（下段）

備考

土砂災害警戒区域等基礎調査業務委託（その２）（３）
（25社）

エアロトヨタ 2,529万3,000円

　3,149万6,000円
2,529万3,000円　

パスコ 2,529万3,000円
応用地質 2,529万3,000円
オオバ 2,529万3,000円
オリエンタルコンサルタンツ 2,529万3,000円
川崎地質 2,529万3,000円
協和コンサルタンツ 2,529万3,000円
キタイ設計 2,529万3,000円
協和設計 2,529万3,000円
三井共同建設コンサルタント 2,529万3,000円
国際航業 2,529万3,000円
サンコーコンサルタント 2,529万3,000円
いであ 2,529万3,000円
復建調査設計 2,529万3,000円
大日本ダイヤコンサルタント 2,529万3,000円
日本工営都市空間 2,529万3,000円
東京建設コンサルタント 2,529万3,000円
日水コン 2,529万3,000円
日本工営 2,529万3,000円
パシフィックコンサルタンツ 2,529万3,000円
復建技術コンサルタント 2,529万3,000円

神取橋外橋梁補修設計業務委託（15社）

ＪＲ東日本コンサルタンツ 1,874万4,554円

　2,334万円
1,878万円　

低入札

東京建設コンサルタント 1,878万1,000円
協和設計 1,878万1,000円
大日本ダイヤコンサルタント 1,878万1,000円
ニュージェック 1,878万1,000円
パシフィックコンサルタンツ 1,878万1,000円
いであ 1,878万1,000円
セントラルコンサルタント 1,878万1,000円

◎東部土木事務所登米地域事務所

石森外舗装補修工事（１）（２社）
大伸建設 １億8,270万円 　２億0,152万5,000円

１億8,247万6,000円　日建工業 １億8,540万円

森外舗装補修工事（２）（２社）
大伸建設 １億7,740万円 　１億9,577万1,000円

１億7,732万円　日建工業 １億8,200万円

二股川堆積土砂撤去工事（９社）

いのまた 2,490万円

　2,752万円
2,486万6,000円　

小野寺土建 2,495万円
髙節土建 2,495万円
柴清工業 2,499万円
只野建設 2,500万円
丸昭建設 2,500万円

南沢川外河川堤防点検外業務委託（16社）

応用地質 2,900万1,000円

　3,634万3,000円
2,900万1,000円　

川崎地質 2,900万1,000円
基礎地盤コンサルタンツ 2,900万1,000円
建設環境研究所 2,900万1,000円
国際航業 2,900万1,000円
サンコーコンサルタント 2,900万1,000円
いであ 2,900万1,000円
ニュージェック 2,900万1,000円
セリオス 2,900万1,000円
日本工営 2,900万1,000円
パシフィックコンサルタンツ 2,900万1,000円
サトー技建 2,900万1,000円
復建技術コンサルタント 2,900万1,000円

登米管内区画線設置工事（２社）
東北三恵 1,640万9,000円 　1,844万6,000円

1,639万9,000円　さんのう 1,660万1,400円

三ツ口橋外橋梁補修設計業務委託（17社）

ＪＲ東日本コンサルタンツ 2,007万3,136円

　2,496万5,000円
2,011万2,000円　

低入札

セリオス 2,011万円
オリエンタルコンサルタンツ 2,011万2,000円
協和設計 2,011万2,000円
ニュージェック 2,011万2,000円
セントラルコンサルタント 2,011万2,000円
大日本ダイヤコンサルタント 2,011万2,000円
東京建設コンサルタント 2,011万2,000円
パシフィックコンサルタンツ 2,011万2,000円

小山田川堆積土砂撤去工事（８社）

佐々重 3,200万円

　3,590万2,000円
3,257万3,000円　

低入札

小野寺土建 3,250万円
佐々木建設 3,260万円
只野建設 3,260万円
髙節土建 3,260万円
千葉正工務店 3,260万円

◎気仙沼土木事務所

只越舗装補修工事（３社）
ガイアート 3,960万円

　4,414万5,000円
3,959万5,000円　

菅原工業 3,960万円
小野良組 4,150万円

気仙沼地区道路盛土法面点検業務委託（８社）

サンコーコンサルタント 434万1,000円

　560万9,000円
434万2,000円　

低入札
協和設計 434万2,000円
地圏総合コンサルタント 434万2,000円
応用地質 434万3,000円
中央開発 434万3,000円

気仙沼管内区画線設置工事（１社） アサヒ工業 1,770万円
　1,957万7,000円
1,742万2,000円　

◎仙台地方ダム総合事務所

川内沢ダム取水設備棟外新築工事（１社） 江村工務店 3,330万円
　3,336万2,000円
3,057万7,000円　

◎中南部下水道事務所
仙塩浄化センター特高受電設備調査検討業務委託（１
社）

復建技術コンサルタント 1,088万9,000円
　1,355万7,000円
1,088万7,000円　

◎東部下水道事務所

北上川下流流域下水道管路施設耐震診断調査業務委
託（その１）（５社）

パシフィックコンサルタンツ 1,836万円

　2,305万8,000円
1,836万円　

協和設計 1,836万円
セントラルコンサルタント 1,836万1,000円
中央コンサルタンツ 1,837万円
オリンピアコンサルタント 2,075万2,000円

北上川下流流域下水道管路施設耐震診断調査業務委
託（その２）（５社）

パシフィックコンサルタンツ 1,589万8,000円

　1,998万7,000円
1,598万8,000円　

協和設計 1,589万8,000円
セントラルコンサルタント 1,590万円
中央コンサルタンツ 1,591万円
オリンピアコンサルタント 1,798万円

◎仙台地方振興事務所水産漁港部

塩釜漁港外機能保全計画検討業務委託（11社）

ニュージェック 3,034万2,000円

　3,818万2,000円
3,034万2,000円　

アルファ水工コンサルタンツ 3,034万5,000円
国際航業 3,035万円
テクノ東北 3,035万円
エイト日本技術開発 3,035万5,000円

◎東部地方振興事務所

石巻漁港梯子設置外工事（２社）
宝栄建設 4,161万円 　4,597万8,000円

4,129万8,000円　新東総業 4,590万円

物見沢２工区建物事前調査業務（８社）

光生エンジニアリング 770万3,000円

　958万9,000円
770万4,000円　

低入札

桑折コンサルタント 770万3,000円
東北パシフィック 770万3,000円
大江設計 770万4,000円
秋元技術コンサルタンツ 770万4,000円
サトー技建 770万4,000円
エムソーシン 770万4,000円
丹野測量設計 770万4,000円

福貴浦漁港鹿立防波堤機能保全設計業務委託（６社）

エース 1,417万2,000円

　1,765万3,000円
1,417万2,000円　

中央復建コンサルタンツ 1,417万2,000円
中央コンサルタンツ 1,417万2,000円
パシフィックコンサルタンツ 1,417万2,000円
アルファ水工コンサルタンツ 1,417万3,000円

◎東部地方振興事務所登米地域事務所

大萱沢緊急予防治山事業測量設計業務委託（４社）

国土防災技術 421万5,000円

　531万円
421万7,000円　

低入札
宮城環境保全研究所 422万円
大江設計 423万円
マドック 430万円

（５）　　２０２６年（令和８年）２月１３日（金曜日）　日刊（土曜、日曜、祝日休刊） （昭和 32年１月 28日第三種郵便物認可）　　　第１９７２１号
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【
青
森
県
庁
】

〔
財
産
管
理
課
〕

◆
営
工
中
南
７
第
２
１
０
６
号

青
森
県
立
黒
石
養
護
学
校

（
校
舎
）
改
築
・
長
寿
命
化

改
修
家
具
設
置
工
事

　

入
札　

３
月
６
日

「
施 

工 

地
」
黒
石
市
あ
け
ぼ

の
町
地
内

「
工　
　

期
」
８
月
４
日

「
予
定
価
格
」
４
４
９
５
万
円

26
年
度
当
初
予
算
案
を
発
表

新

屋

内

グ

ラ

ウ

ン

ド

整

備

に

設

計

費

一
般
会
計
は
過
去
最
大
の
１
３
３
５
億
余

一
般
会
計
は
過
去
最
大
の
１
３
３
５
億
余

青　森　市

　

青
森
市
は
12
日
、
２
０
２
６

年
度
当
初
予
算
案
を
発
表
し
た
。

　

一
般
会
計
は
１
３
３
５
億
１

０
０
０
万
円
で
、
25
年
度
当
初

予
算
と
比
較
し
金
額
で
８
８
０

０
万
円
、
率
に
し
て
０
・
１
㌫

の
増
と
な
っ
た
。

　

借
換
債
の
減
に
伴
う
公
債
費

（
27
億
４
０
０
０
万
円
）
の
減

な
ど
が
あ
る
も
の
の
、
第
80
回

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
務

（
21
億
１
４
０
０
万
円
増
）、
人

件
費（
11
億
５
３
０
０
万
円
増
）

な
ど
の
増
に
よ
り
、
一
般
会
計

予
算
規
模
は
過
去
最
大
と
な
っ

た
。
普
通
建
設
費
は
66
億
０
２

７
２
万
１
０
０
０
円
で
、
25
年

度
比
12
億
７
６
１
８
万
７
０
０

０
円
、
率
に
し
て
16
・
２
㌫
の

減
と
な
っ
た
。

　

特
別
会
計
の
総
額
は
１
０
０

６
億
１
６
０
６
万
２
０
０
０
円

で
、
同
比
51
億
８
０
９
２
万
２

０
０
０
円
、
率
に
し
て
５
・
４

㌫
の
増
。
企
業
会
計
の
総
額
は

４
５
４
億
９
９
３
３
万
７
０
０

０
円
で
同
比
21
億
５
３
９
３
万

４
０
０
０
円
、
率
に
し
て
５
・

０
㌫
の
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、

財
産
区
特
別
会
計
の
総
額
は
６

億
９
６
２
６
万
９
０
０
０
円
で

同
比
１
５
６
６
万
９
０
０
０

円
、
２
・
３
㌫
増
。

　

主
な
事
業
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
機
能
整
備
事
業
に
１
億
６

４
３
０
万
５
０
０
０
円
を
計

上
。
30
年
４
月
開
館
予
定
の
新

青
森
市
屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
仮

称
）
整
備
に
係
る
設
計
を
委
託

す
る
ほ
か
、
青
森
操
車
場
跡
地

周
辺
整
備
推
進
事
業
費
と
し
て

１
０
４
８
万
２
０
０
０
円
を
充

て
、
青
森
操
車
場
跡
地
へ
の
新

駅
整
備
の
検
討
に
向
け
た
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
、
県
と
連
携

し
て
需
要
予
測
等
調
査
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
事

業
で
は
、
本
町
一
丁
目
２
番
地

区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

に
１
億
７
０
３
７
万
８
０
０
０

円
の
補
助
を
実
施
。
松
原
地
区

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
に
は
７

１
５
０
万
９
０
０
０
円
を
充

て
、
棟
方
志
功
記
念
館
建
物
の

利
活
用
に
向
け
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
等
に
係
る
設
計
を
委
託

す
る
予
定
。
福
祉
館
改
築
事
業

で
は
、
２
億
２
７
６
４
万
７
０

０
０
円
で
造
道
福
祉
館
お
よ
び

桜
川
福
祉
館
の
建
設
工
事
を
進

め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
佃
福

祉
館
の
設
計
に
着
手
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
学
校
施
設
改
修

な
ど
の
教
育
環
境
整
備
事
業
に

３
億
５
８
２
１
万
円
、
泉
川
小

学
校
実
施
設
計
（
１
億
１
３
３

１
万
２
０
０
０
円
）
な
ど
の
小

中
学
校
改
築
事
業
に
18
億
５
０

９
５
万
８
０
０
０
円
、
共
同
経

営
・
統
合
新
病
院
整
備
事
業
に

設
計
費
な
ど
と
し
て
１
億
２
５

８
０
万
５
０
０
０
円
、
除
排
雪

対
策
事
業
に
31
億
８
３
０
０
万

６
０
０
０
円
、
流
雪
溝
整
備
事

　

東
北
整
備
局
青
森
河
川
国
道

事
務
所
は
、
「
岩
木
川
五
所
川

原
地
区
河
道
掘
削
詳
細
設
計
業

務
」
の
委
託
先
選
定
へ
一
般
競

争
入
札
を
公
告
し
た
。
総
合
評

価
落
札
方
式
（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
活
用
・
発
注
者
指
定
型
）
適

用
。
競
争
参
加
資
格
確
認
申
請

書
等
の
提
出
は
27
日
14
時
ま
で

受
け
付
け
、
開
札
は
４
月
９
日

11
時
か
ら
行
う
。
履
行
期
限
は

10
月
30
日
ま
で
。

　

参
加
資
格
は
、
東
北
地
方
整

備
局（
港
湾
空
港
関
係
を
除
く
）

に
お
け
る
２
０
２
５
・
26
年
度

土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
に
係
る
一
般
競
争
（
指

名
競
争
）
参
加
資
格
の
認
定
を

受
け
て
い
る
単
体
企
業
ま
た
は

設
計
共
同
体
で
、
15
年
度
以
降

公
示
日
ま
で
に
完
了
し
た
同
種

業
務
（
一
級
河
川
（
国
管
理
区

間
）
に
お
け
る
河
道
掘
削
詳
細

設
計
業
務
ま
た
は
同
種
に
関
す

る
事
業
監
理
業
務
）
ま
た
は
類

似
業
務
（
河
道
掘
削
詳
細
設
計

業
務
）
の
実
績
を
有
す
る
こ
と

な
ど
。
東
北
地
方
整
備
局
管
内

に
本
店
、
支
店
ま
た
は
営
業
所

が
あ
る
こ
と
な
ど
。

　

岩
木
川
中
流
部
の
う
ち
、
五

所
川
原
市
か
ら
鶴
田
町
周
辺
に

か
け
て
の
最
も
流
下
能
力
が
低

い
区
間
で
あ
る
市
街
地
な
ど
を

対
象
に
、
洪
水
時
の
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
、
河
道
掘
削
や
築

堤
な
ど
の
岩
木
川
中
流
部
改
修

事
業
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
河
道
掘
削
の
詳
細
設

計
を
作
成
す
る
。

　

今
回
の
業
務
で
は
、
五
所
川

原
市
小
曲
か
ら
湊
地
内
ま
で
の

う
ち
延
長
約
２
・
８
㌔
㍍
を
対

象
に
、
河
川
敷
の
河
道
掘
削
を

行
い
、
川
幅
の
拡
幅
を
行
う
た

め
の
河
道
掘
削
詳
細
設
計
一
式

を
実
施
す
る
。

　

今
後
、
調
査
設
計
な
ど
の
進

捗
を
待
っ
て
順
次
整
備
を
進
め

て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

青
森
県
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

会
議
（
会
長
・
大
石
珠
希
東
北

整
備
局
青
森
河
川
国
道
事
務
所

長
）
は
大
雪
対
応
の
影
響
で
、

12
日
に
予
定
し
て
い
た
本
年
度

２
回
目
の
会
合
を
取
り
止
め

た
。
代
わ
っ
て
、
市
町
村
な
ど

各
道
路
管
理
者
に
は
、
本
年
度

の
活
動
報
告
な
ど
を
記
し
た
書

類
を
同
日
付
で
送
付
し
た
。
書

類
で
は
、
５
年
に
１
回
の
頻
度

で
行
う
道
路
構
造
物
の
定
期
点

検
に
つ
い
て
、
２
巡
目
点
検
の

そ
の
後
の
経
過
な
ど
を
報
告
し

た
。

　

資
料
に
よ
る
と
、
青
森
県
内

で
は
２
０
１
９
～
23
年
度
の
５

カ
年
で
実
施
し
た
２
巡
目
の
定

期
点
検
で
、
橋
梁
７
０
１
１
橋

と
ト
ン
ネ
ル
56
カ
所
、
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ド
な
ど
の
道
路
付
属
物

３
４
３
施
設
を
点
検
し
た
。
こ

の
う
ち
、
健
全
度
が
「
早
期
措

置
段
階
」
の
Ⅲ
判
定
、「
緊
急

措
置
段
階
」
の
Ⅳ
判
定
と
評
価

さ
れ
た
の
は
、
橋
梁
が
計
７
４

１
橋
、ト
ン
ネ
ル
が
計
14
カ
所
、

道
路
付
属
物
が
計
45
施
設
だ
っ

た
。

　

計
画
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

進
み
、
各
施
設
と
も
25
年
３
月

時
点
で
修
繕
を
完
了
し
た
も
の

が
増
え
て
き
た
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
Ⅲ
・
Ⅳ
判

定
を
受
け
た
橋
の
約
半
数
に
当

た
る
３
７
０
橋
が
設
計
以
降
の

段
階
に
進
み
、
割
合
は
前
年
度

よ
り
７
・
３
㌽
（
51
橋
）
上
伸

し
た
。
す
で
に
約
４
分
の
１
に

当
た
る
１
８
６
橋
が
修
繕
工
事

を
終
え
、
割
合
は
前
年
度
よ
り

６
・
４
㌽
（
46
橋
）
上
伸
し

た
。
前
年
度
に
２
橋
の
修
繕
を

終
え
て
い
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
は
、
残
り
の
３
橋
も
修
繕
を

終
え
、
１
０
０
㌫
完
了
し
た
。

　

一
方
、
最
も
Ⅲ
・
Ⅳ
判
定
の

多
い
市
町
村
は
、
設
計
以
降
の

段
階
に
進
ん
だ
橋
が
１
８
３
橋

と
、
36
・
５
㌫
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
修
繕
が
完

了
し
た
橋
は
15
・
５
㌫
に
当
た

る
78
橋
で
、
前
年
度
よ
り
３
・

３
㌽
（
16
橋
）
の
微
増
で
し
か

な
か
っ
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
は
構
造
物
の
中
で

最
も
修
繕
工
事
の
完
了
率
が
高

か
っ
た
。
修
繕
が
必
要
な
14
カ

所
の
う
ち
、
71
・
４
㌫
に
当
た

る
10
カ
所
の
修
繕
が
終
わ
っ

た
。
国
交
省
は
１
カ
所
の
修
繕

を
終
え
、
す
べ
て
完
了
。
県
の

管
理
で
も
、
11
カ
所
の
う
ち
の

８
カ
所
が
完
了
。
ト
ン
ネ
ル
の

完
了
率
は
前
年
度
よ
り
21
・
４

㌽
（
３
カ
所
）
上
伸
し
た
。

　

道
路
付
属
物
は
Ⅲ
・
Ⅳ
判
定

を
受
け
た
45
施
設
の
う
ち
、

62
・
２
㌫
に
当
た
る
28
施
設
の

修
繕
が
完
了
し
た
。
前
年
度
よ

り
12
・
２
㌽
（
６
施
設
）
の
上

伸
。
Ⅲ
・
Ⅳ
判
定
が
24
施
設
と

最
も
多
い
国
交
省
は
、
完
了
し

た
施
設
が
22
施
設
に
増
え
た
。

前
年
度
よ
り
20
・
８
㌽
（
５
施

設
）
上
伸
し
た
。

　

道
路
構
造
物
の
定
期
点
検

は
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
３
巡

目
に
入
っ
て
い
る
（
28
年
度
ま

で
）。
各
道
路
管
理
者
に
送
付

し
た
書
類
で
は
、
24
年
度
に
実

施
し
た
「
３
巡
目
の
１
年
目
」

の
結
果
も
報
告
し
た
。

　

３
巡
目
で
は
５
年
間
で
橋
梁

７
０
２
２
橋
、
ト
ン
ネ
ル
57
カ

所
、
道
路
付
属
物
３
４
６
施
設

を
点
検
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
24
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
１
３

８
８
橋
、
８
カ
所
、
98
施
設
を

点
検
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
橋
梁
は
計
１
４

７
橋
が
Ⅲ
・
Ⅳ
判
定
を
受
け
た
。

こ
の
う
ち
、
18
㌫
に
当
た
る
26

橋
は
修
繕
に
向
け
て
設
計
以
降

の
段
階
に
進
ん
だ
。
市
町
村
が

管
理
し
て
い
る
橋
の
う
ち
、
２

橋
は
修
繕
が
完
了
し
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
は
国
交
省
管
理
の

２
カ
所
が
Ⅲ
判
定
を
受
け
、
こ

の
う
ち
１
橋
が
設
計
以
降
の
段

階
に
進
ん
だ
。
道
路
付
属
物
は

14
施
設
が
Ⅲ
判
定
を
受
け
、
こ

の
う
ち
市
町
村
管
理
の
１
施
設

が
設
計
以
降
の
段
階
に
進
ん

だ
。
ト
ン
ネ
ル
、
道
路
付
属
物

と
も
、
25
年
３
月
時
点
で
修
繕

が
完
了
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

　

東
北
整
備
局
青
森
河
川
国
道

事
務
所
は
、
一
般
国
道
７
号
鶴

ケ
坂
防
災
事
業
の
関
連
業
務
と

し
て
「
鶴
ケ
坂
地
区
道
路
詳
細

設
計
業
務
」
の
委
託
先
選
定
へ

入
札
し
た
結
果
、
１
落
の
３
５

７
８
万
円
で
復
建
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
決
定
し
た
。
評
価

値
は
、
61
・
１
８
０
６
（
技
術

評
価
点
49
・
３
５
８
４
点
＋
価

格
評
価
点
11
・
８
２
２
２
点
）。

予
定
価
格
は
４
４
５
６
万
円
。

　

入
札
者
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
大
日
本
ダ
イ

ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
オ
リ
エ

ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
建

設
環
境
研
究
所
、
復
建
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
東
京
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
近
代
設
計
、

長
大
。

　

同
事
業
は
、
青
森
市
鶴
ケ
坂

地
区
に
お
け
る
雪
や
道
路
構
造

に
よ
る
通
行
止
め
の
リ
ス
ク
軽

減
を
目
的
と
し
た
防
災
事
業
。

交
通
量
の
増
や
急
勾
配
が
連
続

し
て
い
る
区
間
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
冬
期
に
は
ス
タ
ッ
ク
に
よ

る
交
通
渋
滞
が
多
発
し
て
お

り
、
特
に
２
０
２
７
年
１
月
に

約
１
時
間
、
21
年
12
月
に
は
約

７
時
間
の
通
行
止
め
と
な
る
な

ど
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

整
備
予
定
区
間
は
、
青
森
市

浪
岡
大
釈
迦
沢
田
地
内
か
ら
同

市
鶴
ケ
坂
山
本
地
内
ま
で
の
延

長
３
・
７
㌔
㍍
区
間
。
現
況
の

２
車
線
か
ら
４
車
線
へ
拡
幅

し
、
立
往
生
車
両
に
よ
る
通
行

止
め
を
回
避
す
る
ほ
か
、
縦
断

勾
配
の
緩
和
、
国
道
１
０
１
号

と
交
差
す
る
沢
田
交
差
点
で
信

号
停
止
に
よ
る
ス
タ
ッ
ク
防
止

へ
立
体
交
差
整
備
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

　

今
回
の
業
務
で
は
、
全
体
の

う
ち
延
長
約
２
・
29
㌔
㍍
の
道

路
詳
細
設
計
（
Ａ
）
一
式
を
行

う
ほ
か
、
鶴
ケ
坂
交
差
点
と
の

交
差
部
の
平
面
交
差
点
詳
細
設

計
一
式
、
箱
型
函
渠
３
カ
所
の

設
置
に
伴
う
一
般
構
造
物
詳
細

設
計
一
式
を
行
う
。
履
行
期
限

は
９
月
30
日
ま
で
。
今
後
、
引

き
続
き
調
査
設
計
を
進
め
、
早

期
の
着
工
・
完
成
を
目
指
す
。

３
巡
目
の
１
年
目
結
果

26
橋
が
設
計
以
降
に
進
む

　

青
森
県
東
青
県
土
整
備
事
務

所
は
、
「
債
起
第
１
０
１
号
青

森
港
油
川
地
区
護
岸
整
備
工

事
」
「
債
起
第
１
０
２
号
同
」

「
債
起
第
１
０
３
号
同
」「
債
起

第
１
０
４
号
同
」
の
４
件
の
施

工
者
選
定
へ
入
札
し
た
結
果
、

債
起
第
１
０
１
号
が
１
落
の
５

２
６
６
万
円
で
志
田
内
海
、
債

起
第
１
０
２
号
が
１
落
の
７
２

８
０
万
円
で
藤
本
建
設
、
債
起

第
１
０
３
号
が
１
落
の
７
３
７

５
万
円
で
鹿
内
組
、
債
起
第
１

０
４
号
が
１
落
の
６
１
７
２
万

円
で
大
坂
組
に
そ
れ
ぞ
れ
決
定

し
た
。
評
価
値
は
、
債
起
第
１

０
１
号
が
21
・
７
６
１
（
価
格

以
外
の
評
価
点
16
・
２
５
０
点

＋
採
用
価
格
評
価
点
５
・
５
１

１
点
）
。
債
起
第
１
０
２
号
が

22
・
３
６
１
（
価
格
以
外
の
評

価
点
13
・
３
３
３
点
＋
採
用
価

格
評
価
点
９
・
０
２
８
点
）
。

債
起
第
１
０
３
号
が
21
・
８
７

７
（
価
格
以
外
の
評
価
点
16
・

６
６
７
点
＋
採
用
価
格
評
価
点

５
・
２
１
０
点
）
。
債
起
第
１

０
４
号
が
21
・
９
９
０
（
価
格

以
外
の
評
価
点
16
・
６
６
７
点

＋
採
用
価
格
評
価
点
５
・
３
２

３
点
）
。
予
定
価
格
は
債
起
第

１
０
１
号
が
５
７
１
６
万
円
、

債
起
第
１
０
２
号
が
８
９
１
７

万
円
、
債
起
第
１
０
３
号
が
７

９
６
８
万
円
、
債
起
第
１
０
４

号
が
６
６
８
０
万
円
。

　

入
札
者
は
、
債
起
第
１
０
１

号
が
志
田
内
海
、
木
村
建
設
、

佐
藤
建
業
、
澤
田
建
設
、
丸
美

佐
藤
組
、
細
川
産
業
で
、
佐
々

木
建
設
工
業
は
辞
退
。
債
起
第

１
０
２
号
が
藤
本
建
設
、
大
坂

組
、
鹿
内
組
、
志
田
内
海
、
澤

田
建
設
、
木
村
建
設
、
佐
藤
建

業
、
丸
美
佐
藤
組
、
細
川
産
業

で
、佐
々
木
建
設
工
業
は
辞
退
。

債
起
第
１
０
３
号
が
鹿
内
組
、

大
坂
組
、
志
田
内
海
、
澤
田
建

設
、
木
村
建
設
、
佐
藤
建
業
、

丸
美
佐
藤
組
、
細
川
産
業
で
、

佐
々
木
建
設
工
業
は
辞
退
。
債

起
第
１
０
４
号
が
大
坂
組
、
志

田
内
海
、
澤
田
建
設
、
木
村
建

設
、
佐
藤
建
業
、
丸
美
佐
藤
組
、

　

青
森
県
下
北
県
土
整
備
事
務

所
は
、
「
令
和
７
年
度
債
管
第

１
号
国
道
２
７
９
号
ほ
か
道
路

維
持
管
理
工
事
」
の
受
注
者
を

簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
選
定
す
る
た
め
公
告
し
た
。

　

参
加
資
格
は
、
構
成
員
数
２

社
か
ら
10
社
程
度
の
分
担
施
工

方
式（
乙
型
Ｊ
Ｖ
）
の
Ｊ
Ｖ
で
、

各
構
成
員
が
下
北
県
土
整
備
事

務
所
管
内
に
本
店
、
支
店
ま
た

は
営
業
所
を
有
し
、
土
木
一
式

工
事
の
等
級
の
決
定
を
受
け
、

過
去
５
年
間
に
国
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
か
ら
管
理
工
事
等

（
巡
回
、
清
掃
、
除
草
、
補
修

修
繕
、
施
設
管
理
等
）
の
い
ず

れ
か
に
つ
い
て
県
内
の
受
注
実

績
が
あ
る
こ
と
な
ど
。

　

審
査
は
▽
配
置
予
定
技
術
者

▽
実
施
方
針
等
の
提
案
▽
地
域

特
性
の
理
解
度
▽
特
定
テ
ー
マ

―
に
対
す
る
評
価
を
行
い
、
１

社
を
特
定
す
る
。

　

参
加
表
明
書
、
提
案
書
の
提

出
は
20
日
11
時
ま
で
（
持
参
ま

た
は
郵
送
）
、
説
明
書
の
交
付

は
３
月
18
日
ま
で
。

　

今
回
の
工
事
は
、
下
北
県
土

整
備
事
務
所
管
内
に
お
け
る
道

路
維
持
補
修
工
、
舗
装
維
持
補

修
工
、
道
路
清
掃（
側
溝
含
む
）

工
、
除
草
工
、
防
雪
柵
管
理
工
、

防
雪
施
設
管
理
工
を
行
う
も
の

で
、
契
約
期
間
は
２
０
２
７
年

３
月
31
日
ま
で
。
工
事
量
の
目

安
と
な
る
金
額
は
１
億
９
９
０

０
万
円
程
度
（
税
込
み
）
と
し

て
い
る
。

河
道
掘
削
の
詳
細
設
計
東北整備局
青　　　森

申
請
書
等
提
出
は
27
日
ま
で

岩

木

川

五
所
川
原
地
区

鶴
ケ
坂
地
区
道
路
詳
細
設
計

東北整備局
青　　　森

復
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

国
道
７
号

２巡目点検の経過報告２巡目点検の経過報告

道路メンテ会議

大雪対応で書類送付に切り替え

業
に
４
億
２
４
５
６
万
円
、
都

市
計
画
道
路
整
備
に
関
す
る
事

業
に
４
億
５
７
８
５
万
５
０
０

０
円
、
青
森
市
斎
場
建
替
事
業

に
13
億
０
９
５
７
万
４
０
０
０

円
、
上
水
道
施
設
整
備
事
業
に

23
億
６
５
４
９
万
１
０
０
０

円
、
公
共
下
水
道
汚
水
処
理
施

設
整
備
事
業
に
15
億
８
３
０
０

万
円
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
（
詳

細
は
後
日
掲
載
）。

　

青
森
市
は
、
２
０
２
５
年
度

３
月
補
正
予
算
案
の
概
要
を
公

表
し
た
。
補
正
額
は
57
億
３
２

８
１
万
１
０
０
０
円
で
、
当
初

か
ら
の
累
計
額
は
１
４
７
６
億

８
８
４
３
万
６
０
０
０
円
と

な
っ
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
１
月

下
旬
の
記
録
的
な
大
寒
波
な
ど

の
影
響
に
よ
る
豪
雪
災
害
へ
の

対
応
と
し
て
、
生
活
道
路
の
除

排
雪
強
化
に
係
る
経
費
に
39
億

８
９
５
３
万
１
０
０
０
円
を
補

青

森

市
３
月
補
正
予
算
案

除
排
雪
対
策
に

39
億
余
を
補
正

正
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
25
年
度

の
除
排
雪
費
は
71
億
７
２
５
３

万
７
０
０
０
円
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
国
の
補
正
予
算
関
連

事
業
の
国
追
加
交
付
前
倒
し
分

と
し
て
、
小
・
中
学
校
改
築
・

改
修
事
業
に
16
億
２
５
８
１
万

万
４
０
０
０
円
（
造
道
小
学
校

校
舎
等
改
築
事
業
＝
13
億
４
８

０
７
万
２
０
０
０
円
、
西
中
学

校
校
舎
等
改
築
事
業
＝
１
億
５

８
１
６
万
２
０
０
０
円
、
筒
井

小
学
校
校
舎
等
改
築
事
業
＝
７

５
８
９
万
２
０
０
０
円
、
夜
間

中
学
校
設
置
事
業
＝
４
３
６
８

万
７
０
０
０
円
）を
計
上
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
地
の
区
画
整

理
、
農
道
・
水
路
等
の
整
備
や

た
め
池
の
整
備
に
要
す
る
経
費

に
係
る
県
へ
の
負
担
金
と
し

て
、
土
地
改
良
事
業
に
８
２
０

９
万
２
０
０
０
円
（
防
災
重
点

農
業
用
た
め
池
緊
急
整
備
事
業

（
西
田
沢
大
堤
）
＝
４
７
４
１

万
円
、
県
営
野
沢
地
区
畑
地
帯

総
合
整
備
事
業
＝
３
２
８
万
２

０
０
０
円
、
銀
地
区
経
営
体
育

成
基
盤
整
備
事
業
＝
３
０
０
０

万
円
、
三
本
木
・
滝
沢
地
区
ほ

場
整
備
推
進
事
業
＝
98
万
円
、

後
潟
川
頭
首
工
地
区
基
幹
水
利

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

＝
42
万
円
）
、
ク
マ
対
策
事
業

と
し
て
青
森
公
立
大
学
へ
の
電

気
柵
設
置
な
ど
の
被
害
防
止
対

策
に
３
６
０
６
万
２
０
０
０
円

を
盛
り
込
ん
だ
。

志
田
内
海
ほ
か
に
決
定

志
田
内
海
ほ
か
に
決
定

青
森
港
油
川
地
区
護
岸
整
備
４
件

東青県土整備

　

平
川
市
は
、
「
平
工
第
２
号

金
田
小
学
校
外
構
整
備
工
事

（
ゼ
ロ
市
債
）」
の
施
工
者
選
定

へ
、
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

で
公
告
し
た
。
申
請
書
は
26
日

16
時
ま
で
提
出
。
開
札
は
３
月

10
日
10
時
か
ら
を
予
定
し
て
い

る
。
予
定
価
格
は
２
億
５
４
６

５
万
円
。

　

参
加
資
格
は
、
単
体
企
業
ま

た
は
２
社
に
よ
る
特
定
建
設
工

事
Ｊ
Ｖ
で
、
市
の
２
０
２
５
年

度
有
資
格
者
名
簿
の
建
設
工
事

に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
単

体
企
業
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
代
表
者

は
、
土
木
工
事
業
の
建
設
業

許
可
を
受
け
、
か
つ
、
経
営
規

模
等
評
価
結
果
通
知
書
・
総
合

評
定
値
通
知
書
の
総
合
評
定

値
（
Ｐ
）
の
欄
に
数
値
が
記
載

さ
れ
（
た
だ
し
、
下
請
け
契
約

の
金
額
（
税
込
み
）
の
合
計
が

５
０
０
０
万
円
以
上
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
特
定

建
設
業
の
許
可
）
、
土
木
一
式

工
事
Ａ
級
に
格
付
け
さ
れ
、
平

川
市
内
に
本
店
を
有
し
て
い
る

こ
と
、
２
０
０
５
年
度
以
降
に

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
発

注
し
た
土
木
一
式
工
事
の
元
請

施
工
実
績
（
契
約
金
額
３
０
０

０
万
円
以
上
）
が
１
件
以
上
あ

る
こ
と
な
ど
。
Ｊ
Ｖ
代
表
者
以

外
の
構
成
員
は
、
土
木
工
事
業

の
建
設
業
許
可
を
受
け
、
平
川

市
内
に
本
店
を
有
し
、
経
営
規

模
等
評
価
結
果
通
知
書
・
総
合

評
定
値
通
知
書
の
総
合
評
定
値

（
Ｐ
）
の
欄
に
数
値
が
記
載
さ

れ
、
土
木
一
式
工
事
Ａ
級
に
格

付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
。

　

同
市
南
田
中
北
原
１
２
０
の

１
地
内
に
あ
る
金
田
小
学
校

は
、
築
後
40
年
以
上
が
経
過
し

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

同
敷
地
内
で
校
舎
棟
の
改
築
を

行
い
、
本
年
度
で
供
用
を
開
始

し
た
。

　

工
事
概
要
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

舗
装
工
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工
、
排
水
構
造
物
工
、
防
護
柵

工
、
運
動
施
設
工
、
関
連
施
設

工
の
各
一
式
、
ほ
か
と
な
っ
て

い
る
。工
期
は
12
月
８
日
ま
で
。

細
川
産
業
で
、
佐
々
木
建
設
工

業
は
辞
退
。

　

青
森
港
油
川
地
区
が
洋
上
風

力
発
電
事
業
の
整
備
拠
点
と
な

る
基
地
港
湾
と
し
て
の
指
定
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
ふ
頭
用
地

造
成
事
業
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
。

　

工
事
概
要
は
、
青
森
市
油
川

地
内
に
、
債
起
第
１
０
１
号
が

本
体
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
工
54
個
、

債
起
第
１
０
２
号
が
81
個
、
債

起
第
１
０
３
号
が
66
個
、
債
起

第
１
０
４
号
が
56
個
と
な
っ
て

お
り
、
工
期
は
債
起
第
１
０
１

号
が
７
月
31
日
、
残
る
３
件
が

８
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

下北県土整備

参
加
表
明
書
等
は
20
日
ま
で

国
道
２
７
９
号
ほ
か
の
道
路
維
持
管
理

平　川　市

金 田 小 学 校 外 構 整 備 工 事

26 日まで申請書提出

公

告

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

【
東
北
整
備
局
青
森
河
川
国

道
事
務
所
】

◆
Ｒ
８
津
軽
自
動
車
道
道
路
附

属
物
損
傷
復
旧
工
事
（
単
価

契
約
）（
総
合
評
価
落
札
方

式
・
施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型
）

「
参
加
資
格
」
東
北
地
方
整
備

局
に
お
け
る
維
持
修
繕
工
事

に
係
る
25
・
26
年
度
一
般
競

争
参
加
資
格
の
認
定
を
受

け
、
青
森
県
内
ま
た
は
秋
田

県
内
に
本
社
（
本
店
）
が
あ

り
、
か
つ
、
青
森
地
方
生
活

圏
内
（
青
森
市
、
平
内
町
、

今
別
町
、
外
ヶ
浜
町
、
蓬
田

村
）
ま
た
は
津
軽
地
方
生
活

圏
内
（
弘
前
市
、
黒
石
市
、

平
川
市
、
藤
崎
町
、
大
鰐
町
、

西
目
屋
村
、
田
舎
館
村
、
板

柳
町
、
五
所
川
原
市
、
つ
が

る
市
、
鯵
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
、

鶴
田
町
、
中
泊
町
）
に
本
社

（
本
店
）、
支
社
（
支
店
）、

ま
た
は
営
業
所
が
所
在
し
、

10
年
４
月
１
日
以
降
に
元
請

け
と
し
て
完
成
・
引
渡
し
が

完
了
し
た
高
速
自
動
車
国

道
、
国
道
、
都
道
府
県
道
、

市
町
村
道
に
お
け
る
交
通
規

制
を
伴
う
維
持
修
繕
工
事
の

施
工
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

式
防
護
柵
復
旧
工　

ワ
イ
ヤ

ロ
ー
プ
支
柱
一
式
、
ワ
イ
ヤ

ロ
ー
プ
付
属
品
一
式
、
応
急

処
理
工

「
施 

工 

地
」
青
森
市
浪
岡
徳

才
子
か
ら
鯵
ヶ
沢
町
舞
戸
町

地
内

「
工　
　

期
」
９
月
30
日

※
評
価
項
目
（
加
算
点
32
点
）

＝
▽
施
工
能
力
等
（
企
業
の

能
力
等
、技
術
者
の
能
力
等
、

賃
上
げ
の
実
施
に
関
す
る
評

価
）

◆
Ｒ
８
三
陸
沿
岸
道
路
道
路
附

属
物
損
傷
復
旧
工
事
（
単
価

契
約
）（
総
合
評
価
落
札
方

式
・
施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型
）

「
参
加
資
格
」
東
北
地
方
整
備

局
に
お
け
る
維
持
修
繕
工
事

に
係
る
25
・
26
年
度
一
般
競

争
参
加
資
格
の
認
定
を
受

け
、
青
森
県
内
に
本
社
（
本

店
）
が
あ
り
、
か
つ
、
青
森

地
方
生
活
圏
内
（
青
森
市
、

平
内
町
、
今
別
町
、
外
ヶ
浜

町
、
蓬
田
村
）
ま
た
は
南
部

地
方
生
活
圏
内
（
八
戸
市
、

三
戸
町
、
五
戸
町
、
田
子
町
、

南
部
町
、
階
上
町
、
新
郷
村
、

お
い
ら
せ
町
、
十
和
田
市
、

三
沢
市
、
野
辺
地
町
、
七
戸

町
、
六
戸
町
、
横
浜
町
、
東

北
町
、
六
ヶ
所
村
）
に
本
社

（
本
店
）、
支
社
（
支
店
）、

ま
た
は
営
業
所
が
所
在
し
、

10
年
４
月
１
日
以
降
に
元
請

け
と
し
て
完
成
・
引
渡
し
が

完
了
し
た
高
速
自
動
車
国

道
、
国
道
、
都
道
府
県
道
、

市
町
村
道
に
お
け
る
交
通
規

制
を
伴
う
維
持
修
繕
工
事
の

施
工
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

式
防
護
柵
復
旧
工　

ワ
イ
ヤ

ロ
ー
プ
支
柱
一
式
、
ワ
イ
ヤ

ロ
ー
プ
付
属
品
一
式
、
応
急

処
理
工

「
施 

工 

地
」
階
上
町
道
仏
か

ら
八
戸
市
田
面
木
地
内

「
工　
　

期
」
９
月
30
日

※
評
価
項
目
（
加
算
点
32
点
）

＝
前
同

※
以
上
２
件　

申
請
書
の
提
出

は
２
月
19
日
14
時
ま
で

※
以
上
２
件　

開
札　

３
月
24

日　

９
時
30
分
か
ら

※
以
上
２
件　

入
札
書
と
競
争

参
加
資
格
確
認
資
料
の
提
出

を
同
時
に
行
う
工
事

【
青
森
県
庁
】

〔
警
察
本
部
〕

◆
青
警
標
第
８
―
３
―
１
号
道

路
標
示
工
事（
一
般
型
・
単
体
）

「
参
加
資
格
」
本
県
に
本
店
、

支
店
ま
た
は
営
業
所
を
有

し
、
塗
装
工
事
の
認
定
を
受

け
、
過
去
15
年
間
に
同
種
工

事
（
１
２
０
０
万
円
以
上
の

塗
装
）
の
元
請
施
工
実
績
を

有
す
る
こ
と
な
ど

「
施 

工 

地
」
青
森
市
清
水
浜

元
１
３
５
の
１
地
内
ほ
か

「
工　
　

期
」
７
月
31
日

「
予
定
価
格
」
４
０
４
８
万
円

◆
青
警
標
第
８
―
３
―
２
号
道

路
標
示
工
事（
一
般
型
・
単
体
）

「
参
加
資
格
」
本
県
に
本
店
、

支
店
ま
た
は
営
業
所
を
有

し
、
塗
装
工
事
の
認
定
を
受

け
、
過
去
15
年
間
に
同
種
工

事
（
１
１
０
０
万
円
以
上
の

塗
装
）
の
元
請
施
工
実
績
を

有
す
る
こ
と
な
ど

「
施 

工 

地
」
弘
前
市
和
徳
町

97
の
１
地
内
ほ
か

「
工　
　

期
」
７
月
31
日

「
予
定
価
格
」
３
６
４
１
万
円

◆
青
警
標
第
８
―
３
―
３
号
道

路
標
示
工
事（
一
般
型
・
単
体
）

「
参
加
資
格
」
本
県
に
本
店
、

支
店
ま
た
は
営
業
所
を
有

し
、
塗
装
工
事
の
認
定
を
受

け
、
過
去
15
年
間
に
同
種
工

事
（
６
０
０
万
円
以
上
の
塗

装
）
の
元
請
施
工
実
績
を
有

す
る
こ
と
な
ど

「
施 

工 

地
」
八
戸
市
多
賀
台

１
の
14
の
１
地
内
ほ
か

「
工　
　

期
」
７
月
31
日

「
予
定
価
格
」
１
８
２
０
万
円

※
以
上
３
件　

申
請
書
提
出
は

２
月
19
日
12
時
ま
で

※
以
上
３
件　

入
札　

３
月
６

日　

10
時
か
ら

指

名

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

青森県の道路構造物２巡目（19～23年度）点検施設の措置状況（2025年3月末時点）

区
分

管理者
Ⅲ、Ⅳ判定

（数）
設計以降に着手済み

うち、完了済み

（数） （率） （前年比）（数） （率） （前年比）

橋
梁

国土交通省 34 33 97.1% 2.9 pt 18 52.9% 8.8 pt 

NEXCO東日本 5 5 100.0% 60.0 pt 5 100.0% 60.0 pt 

県 200 149 74.5% 16.1 pt 85 42.5% 12.3 pt 

市 町 村 502 183 36.5% 3.6 pt 78 15.5% 3.3 pt 

合計 741 370 49.9% 7.3 pt 186 25.1% 6.4 pt 

ト
ン
ネ
ル

国土交通省 1 1 100.0% 0.0 pt 1 100.0% 100.0 pt 

NEXCO東日本 2 2 100.0% 0.0 pt 1 50.0% 50.0 pt 

県 11 9 81.8% 0.0 pt 8 72.7% 9.1 pt 

市 町 村 0 ― ― ― ― ― ―

道
路
付
属
物

合計 14 12 85.7% 0.0 pt 10 71.4% 21.4 pt 

国土交通省 24 24 100.0% 0.0 pt 22 91.7% 20.8 pt 

NEXCO東日本 0 ― ― ― ― ― ―

県 11 8 72.7% 0.0 pt 3 27.3% 9.1 pt 

市 町 村 10 9 90.0% 0.0 pt 3 30.0% 0.0 pt 

合計 45 41 91.1% 0.0 pt 28 62.2% 12.2 pt 

※前年比のpt＝ポイント

第１９７２１号　　２０２６年（令和８年）２月１３日（金曜日）　　日刊（土曜、日曜、祝日休刊）  （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　　　　　（６）



１１

26
年
度
当
初
予
算
案
を
発
表

中
里
市
民
Ｃ
や
一
関
小
の
整
備
な
ど

一
般
会
計
は
約
７
６
６
・
２
億

一
般
会
計
は
約
７
６
６
・
２
億

一　関　市

　

一
関
市
は
12
日
、
２
０
２
６

年
度
当
初
予
算
案
を
発
表
し
た
。

　

一
般
会
計
は
過
去
最
大
規
模

の
７
６
６
億
２
２
２
７
万
４
０

０
０
円
と
な
り
、
25
年
度
当
初

予
算
と
比
較
し
金
額
で
81
億
７

１
９
６
万
３
０
０
０
円
、
率
で

11
・
９
㌫
の
増
と
な
っ
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
同
比

17
億
５
９
２
９
万
５
０
０
０

円
、
29
・
８
㌫
の
増
と
な
る
76

億
６
８
５
５
万
１
０
０
０
円
。

特
別
会
計
を
含
む
総
額
は
９
１

７
億
４
８
７
６
万
５
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

同
市
で
は
26
年
度
か
ら
「
ひ

と
り
ひ
と
り
が
輝
く　

挑
戦
し

つ
づ
け
る
ま
ち　

い
ち
の
せ

き
」
を
将
来
像
に
掲
げ
る
新
た

な
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

最
大
の
課
題
と
な
る
人
口
減
少

へ
の
対
処
を
最
重
点
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
へ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
▽
い
ち
の
せ
き
で
「
い
き

る
」
ひ
か
り
輝
く
「
ひ
と
づ
く

り
」
▽
い
ち
の
せ
き
で
「
く
ら

す
」・「
つ
ど
う
」
暮
ら
し
や
す

さ
を
感
じ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

▽
い
ち
の
せ
き
で「
は
た
ら
く
」

や
り
た
い
こ
と
が
実
現
で
き
る

「
し
ご
と
づ
く
り
」
―
の
３
つ

の
基
本
目
標
を
柱
に
予
算
を
編

成
し
た
。

　

主
な
新
規
事
業
は
、
屋
内
運

動
場
空
調
設
備
整
備
の
小
学
校

に
７
７
０
万
９
０
０
０
円
、
中

学
校
に
２
６
９
７
万
９
０
０
０

円
を
計
上
。
小
学
校
２
校
、
中

学
校
７
校
の
屋
内
運
動
場
に
空

調
設
備
を
設
置
す
る
た
め
の
設

計
を
行
う
。
こ
の
ほ
か
県
農
業

公
社
が
実
施
す
る
室
根
高
原
牧

野
の
草
地
造
成
、
整
備
に
要
す

る
経
費
を
負
担
す
る
畜
産
基
盤

再
編
総
合
整
備
負
担
に
６
０
８

万
６
０
０
０
円
な
ど
。

　

継
続
事
業
は
中
里
市
民
セ
ン

タ
ー
整
備
に
６
億
１
８
６
６
万

９
０
０
０
円
、
体
育
施
設
整
備

に
６
３
５
４
万
１
０
０
０
円
、

道
路
維
持
補
修
に
６
億
７
４
６

９
万
８
０
０
０
円
、
道
路
新
設

改
良
に
12
億
０
６
７
０
万
８
０

０
０
円
、
橋
梁
長
寿
命
化
に
３

億
２
９
７
６
万
２
０
０
０
円
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等

策
定
に
２
０
５
２
万
５
０
０
０

円
、
一
関
小
学
校
整
備
に
12
億

３
０
７
７
万
８
０
０
０
円
、
一

関
地
区
広
域
行
政
組
合
が
行
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
型
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
の
建
設
に
対
す
る

負
担
（
ご
み
・
し
尿
処
理
分
）

に
48
億
７
７
９
４
万
５
０
０
０

円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細

は
後
日
掲
載
）。

　

北
上
市
は
、「
市
立
学
校
適

正
配
置
基
本
計
画
―
地
域
協
働

型
合
意
形
成
に
よ
る
策
定
―
」

の
素
案
を
ま
と
め
た
。
同
計
画

は
全
体
計
画
編
と
学
校
区
編
の

２
部
で
構
成
。
今
回
は
１
部
の

全
体
計
画
編
と
な
る
。
計
画
期

間
は
２
０
２
６
～
40
年
度
の
15

年
間
。

　

全
体
計
画
編
は
基
本
方
針
や

適
正
配
置
の
検
討
の
進
め
方
の

留
意
点
な
ど
。
学
校
区
編
は
対

象
校
の
各
学
校
区
ご
と
の
地
域

主
体
の
協
議
結
果
と
市
の
方
針

な
ど
と
な
る
。

　

市
内
の
児
童
数
減
少
に
伴

い
、
市
立
学
校
の
う
ち
学
校
教

育
法
施
行
規
則
に
定
め
る
基
準

（
35
人
学
級
で
１
校
当
た
り
12

学
級
か
ら
18
学
級
）
を
下
回
る

学
校
は
、
25
年
度
時
点
で
小
学

校
14
校
中
７
校
、
中
学
校
９
校

中
６
校
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

今
後
複
式
学
級
や
入
学
者
ゼ
ロ

の
学
校
が
発
生
す
る
見
込
み
も

あ
る
な
ど
小
規
模
化
が
加
速
し

て
い
る
。

　

小
規
模
化
は
ク
ラ
ス
替
え
が

困
難
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
部
活
動

の
種
類
の
限
定
、
男
女
比
の
偏

り
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
こ
れ
ら
課
題
を
解
消
す
る

手
法
と
し
て
学
校
の
統
廃
合
、

小
中
一
貫
型
小
学
校
・
中
学
校

（
併
設
型
、
分
離
型
）、
義
務
教

育
学
校
、通
学
区
域
の
変
更（
学

区
の
再
編
）
な
ど
が
あ
る
。

　

25
年
度
に
今
後
の
児
童
・
生

徒
数
を
調
査
し
た
結
果
、
30
年

度
ま
で
に
複
数
の
学
年
を
１
つ

の
学
級
で
編
成
す
る
「
複
式
学

級
化
」
が
想
定
さ
れ
る
の
は
更

木
（
25
年
度
児
童
数
27
人
、
30

年
度
想
定
児
童
数
13
人
）、
い

わ
さ
き
（
同
79
人
、
同
54
人
）、

笠
松
（
同
79
人
、
同
46
人
）、

和
賀
西
（
同
36
人
、
同
24
人
）

の
４
小
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
４
小
学
校
の
ほ
か
、
同

一
中
学
校
区
の
二
子
（
25
年
度

児
数
１
８
６
人
、
30
年
度
想
定

左
か
ら
佐
々
木
会
長
、
達
増
知

事
、
日
當
理
事
長

　

盛
岡
市
は
、
財
政
難
へ
の
対

応
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る

１
２
３
事
業
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
１
１
３
事
業
で
当
初
の
予

定
通
り
見
直
し
を
進
め
る
最
終

案
を
ま
と
め
た
。

　

市
の
中
期
財
政
見
通
し
で

は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
財

政
調
整
基
金
が
枯
渇
し
、
歳
入

で
約
37
億
円
の
不
足
が
生
じ
る

見
通
し
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
財
政
難
へ
の
対
応
と
し

て
廃
止
や
縮
小
を
含
む
１
２
３

事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

　

見
直
し
対
象
の
主
な
事
業

は
、
市
庁
舎
整
備
基
金
積
立
は

財
政
状
況
を
考
慮
し
当
面
休
止

す
る
。
削
減
額
は
２
億
０
０
３

０
万
７
０
０
０
円
。
消
防
屯
所

の
建
設
は
、
26
年
度
で
整
備
予

　

大
船
渡
市
は
、
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
案
を
ま
と
め
た
。

計
画
期
間
は
２
０
２
６
～
30
年

度
の
５
カ
年
と
な
る
。

　

総
合
計
画
は
10
カ
年
の
基
本

構
想
と
、
前
・
後
期
そ
れ
ぞ
れ

５
カ
年
の
基
本
計
画
、
ロ
ー
リ

ン
グ
方
式
で
毎
年
度
見
直
す
実

施
計
画
で
構
成
す
る
。

　

後
期
基
本
計
画
で
は
、
将
来

都
市
像
の
「
と
も
に
創
る
や
す

ら
ぎ
に
包
ま
れ
活
気
あ
ふ
れ
る

三
陸
の
に
ぎ
わ
い
拠
点
」
の
実

現
に
向
け
▽
豊
か
な
市
民
生
活

を
実
現
す
る
産
業
の
振
興
▽
安

全
が
確
保
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
▽
豊
か
な
心
を
育
む
人

づ
く
り
の
推
進
▽
潤
い
に
満
ち

た
快
適
な
生
活
環
境
の
創
造

▽
や
す
ら
ぎ
あ
る
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
▽
自
然
豊
か
な

環
境
の
保
全
と
創
造
▽
新
た
な

時
代
を
切
り
拓
く
行
政
経
営
の

確
立
―
７
つ
の
大
綱
に
基
づ

き
、
24
施
策
と
施
策
に
基
づ
い

た
各
種
事
業
を
展
開
す
る
。

　

主
な
事
業
は
未
利
用
地
活
用

の
促
進
と
し
て
、
旧
大
船
渡
総

合
公
園
整
備
計
画
予
定
地
を
将

来
的
な
行
政
需
要
に
備
え
る
べ

き
土
地
と
位
置
付
け
、
有
効
活

用
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

水
道
施
設
で
は
適
正
な
維
持
管

理
に
よ
る
長
寿
命
化
を
図
り
、

更
新
・
耐
震
化
の
際
に
は
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
検
討
。
公
営

住
宅
は
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

く
維
持
修
繕
お
よ
び
老
朽
住
宅

の
用
途
廃
止
を
進
め
る
。

　

学
校
施
設
の
計
画
的
な
改
築

や
長
寿
命
化
の
実
施
、
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
整
備
・
充
実
に
向
け

た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
基
本
計

画
の
具
現
化
を
進
め
、
安
全
性

や
利
便
性
に
配
慮
し
た
計
画
的

な
整
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

推
進
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
港
湾
や
防
災
施

定
の
羽
場
消
防
屯
所
の
後
は
建

て
替
え
を
延
期
。
財
源
の
種
別

を
問
わ
な
い
道
路
整
備
経
費
全

般
、
南
川
改
修
整
備
、
街
区
公

園
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
長
寿
命
化
工
事
、
雨
水

処
理
維
持
管
理
経
費
な
ど
も
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
料
補
助
や
副
食
費
助
成
な

ど
10
事
業
は
検
討
を
継
続
ま
た

は
修
正
と
し
た
。

　

見
直
し
に
よ
り
26
年
度
で
約

４
億
８
０
０
０
万
円
の
経
費
削

減
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

岩
手
県
建
築
士
事
務
所
協
会

（
佐
々
木
章
会
長
）
と
岩
手
県

木
材
産
業
協
同
組
合
（
日
當
和

孝
理
事
長
）、
岩
手
県
の
３
者

は
10
日
、「
岩
手
県
産
木
材
等

の
利
用
拡
大
に
関
す
る
建
築
物

木
材
利
用
促
進
協
定
」
を
締
結

し
た
。
同
協
定
の
締
結
は
県
内

で
３
例
目
と
な
り
、
締
結
数
は

東
北
６
県
で
最
多
と
な
る
。

　

協
定
は
「
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
資
す
る
等
の
た
め
の
建
築

物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

く
も
の
で
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
脱
炭
素
社
会
の
形
成
を
目

的
と
し
、
建
築
工
事
に
お
け
る

県
産
木
材
の
利
用
促
進
や
安
定

供
給
な
ど
に
連
携
し
て
取
り
組

む
。

　

具
体
的
に
は
、
建
築
士
事
務

所
協
会
が
県
産
木
材
の
積
極
的

活
用
と
木
造
建
築
物
の
普
及
促

進
に
取
り
組
み
、
木
材
産
業
協

同
組
合
は
県
産
木
材
の
安
定
供

給
と
強
度
や
特
性
、
活
用
事
例

な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

う
。
県
は
技
術
的
助
言
や
補
助

事
業
な
ど
の
情
報
提
供
に
加

え
、
専
門
家
の
紹
介
や
取
り
組

み
の
広
報
な
ど
を
担
う
。

　

県
庁
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に

は
、
建
築
士
事
務
所
協
会
の

佐
々
木
会
長
、
木
材
産
業
協
同

組
合
の
日
當
理
事
長
、
県
か
ら

は
達
増
拓
也
知
事
、
佐
藤
法
之

農
林
水
産
部
長
、
県
土
整
備
部

の
小
野
寺
哲
志
ま
ち
づ
く
り
担

当
技
監
が
出
席
。
立
会
者
と
し

て
日
本
建
築
士
事
務
所
協
会
連

合
会
の
上
野
浩
也
会
長
、
全
国

木
材
組
合
連
合
会
の
本
郷
浩
二

副
会
長
も
同
席
し
た
。

　

佐
々
木
会
長
は
「
よ
り
一
層

の
県
産
木
材
の
利
用
拡
大
、
木

造
建
築
の
推
進
に
取
り
組
み
、

岩
手
の
豊
か
で
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
日
當
理
事

長
は
「
品
質
、
性
能
が
確
か
な

県
産
木
材
の
安
定
的
な
供
給
と

普
及
啓
発
の
取
り
組
み
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
協
定
に
基
づ
き
連
携
を

強
化
し
、
県
産
木
材
の
利
用
促

進
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
示
し
た
。

　

達
増
知
事
は
「
県
産
木
材
を

積
極
的
に
活
用
し
、
森
林
資
源

の
循
環
利
用
を
進
め
、
森
林
が

持
つ
多
面
的
な
機
能
を
将
来
に

わ
た
り
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
。
今
回
の
協
定
締

結
に
よ
り
、
県
産
木
材
の
安
定

供
給
と
利
用
が
さ
ら
に
促
進
さ

れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
脱

炭
素
社
会
の
形
成
に
貢
献
し
て

い
く
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

児
童
数
１
４
９
人
）、
和
賀
東

（
同
２
５
５
人
、
同
１
６
１
人
）

は
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
鬼

柳
（
同
２
８
８
人
、
同
２
７
７

人
）、
南
（
同
４
２
５
人
、
同

２
６
３
人
）
の
２
小
学
校
も
協

議
会
が
自
主
的
に
設
置
さ
れ
、

望
ま
し
い
教
育
環
境
や
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
手
法
な
ど
を

協
議
し
た
。

　

こ
れ
ら
協
議
会
の
報
告
書
を

作
成
し
、
３
月
上
旬
に
も
第
２

部
を
加
え
た
基
本
計
画
全
体
の

素
案
を
ま
と
め
る
見
込
み
。

設
の
整
備
促
進
、
被
災
跡
地
や

耕
作
放
棄
地
に
お
け
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
発

電
事
業
へ
の
支
援
な
ど
を
盛
り

込
ん
で
い
る
。

　

岩
手
県
医
療
局
は
、
岩
手
県

立
磐
井
病
院
お
よ
び
南
光
病
院

の
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
等
改
修

（
そ
の
２
）
工
事
の
施
工
者
を

決
め
る
た
め
、
今
月
４
日
に
開

札
し
た
結
果
、
１
落
の
１
億
７

９
７
０
万
円
で
ト
ラ
イ
ス
が
落

札
し
た
。
評
価
値
は
18
・
０
４

９
。
予
定
価
格
は
１
億
９
２
５

０
万
円
。

　

入
札
者
は
ト
ラ
イ
ス
、
ワ
ー

ル
ド
設
備
機
器
、富
士
水
工
業
、

ホ
ソ
カ
ワ
。
セ
ン
ト
ラ
ル
設
備

機
器
は
辞
退
し
た
。

　

今
回
の
工
事
は
、
一
関
市
狐

禅
寺
大
平
17
地
内
の
磐
井
病
院

（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
、
Ｒ
Ｃ
、
Ｓ
造
地
下

１
階
地
上
５
階
建
て
、
延
べ
２

万
５
５
０
８
・
15
平
方
㍍
）、

南
光
病
院
（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
、
Ｒ
Ｃ
、

Ｓ
造
地
下
１
階
地
上
３
階
建

て
、
延
べ
２
万
０
９
７
９
・
８

平
方
㍍
）
を
対
象
に
中
央
監
視

シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
も
の
。

そ
の
１
工
事
も
ト
ラ
イ
ス
が
担

当
し
た
。

　

主
な
工
事
は
、
磐
井
病
院
分

　

東
北
整
備
局
南
三
陸
沿
岸
国

道
事
務
所
は
、
総
合
評
価
落
札

方
式
（
施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型
）

と
な
る
「
釜
石
地
区
ト
ン
ネ
ル

修
繕
工
事
」
の
施
工
者
を
決
め

る
た
め
、
１
月
27
日
に
開
札
し

た
結
果
、
１
落
の
２
億
１
２
０

０
万
円
で
小
澤
組
が
落
札
し

た
。
評
価
値
は
79
・
１
０
３
７
。

予
定
価
格
は
２
億
３
１
４
０
万

円
。

　

入
札
者
は
ラ
イ
ト
工
業
、
日

特
建
設
、
小
野
工
業
所
、
小
澤

組
、
大
久
保
建
設
だ
っ
た
。

　

今
回
の
工
事
は
、
釜
石
市
釜

石
第
３
地
割
～
両
石
町
第
４
地

割
地
内
に
あ
る
国
道
45
号
の
鳥

谷
坂
ト
ン
ネ
ル
が
対
象
。
同
ト

ン
ネ
ル
は
延
長
１
３
５
０
㍍
、

幅
員
８
・
６
㍍
、
矢
板
工
法
に

よ
り
１
９
６
９
年
に
建
設
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
定
期
点
検
に
よ

り
、
早
期
保
全
段
階
の
Ⅲ
判
定

と
診
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
２

０
２
５
年
度
か
ら
２
カ
年
で

予
防
保
全
型
の
補
修
工
事
を

進
め
る
。
補
修
設
計
は
ニ
ュ
ー

ジ
ェ
ッ
ク
が
担
当
し
た
。

　

工
事
内
容
は
剥
落
防
止
対
策

工
、
漏
水
対
策
工
、
内
装
塗
装

工
、
ト
ン
ネ
ル
付
属
施
設
撤
去

工
、
運
搬
処
理
工
な
ど
。
工
期

は
11
月
20
日
ま
で
。

お
よ
び
共
通
部
分
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
エ
ン
ジ
ン
に
更
新
す

る
な
ど
し
、
新
中
央
監
視
装
置

へ
磐
井
病
院
分
お
よ
び
共
通
部

分
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
追
加
し

病
院
全
体
の
管
理
へ
と
移
行
す

る
。
既
設
中
央
監
視
装
置
一
式

は
撤
去
す
る
。
工
期
は
２
４
０

日
間
。

学
校
適
正
配
置
基
本
計
画
素
案
ま
と
ま
る

計
画
期
間
は
40
年
度
ま
で

北 上 市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
案
ま
と
ま
る

30
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計
画

大 船 渡 市

岩 士 会 と
県木材産業協組

県
と
木
材
利
用
促
進
協
定
を
締
結

県
産
木
材
の
利
用
拡
大
へ

県
産
木
材
の
利
用
拡
大
へ

東北整備局
南　三　陸

2.1
億
余
で
小
澤
組

釜
石
地
区
Ｔ
Ｎ
修
繕
工
事

約約11..88億でトライス億でトライス

県 医 療 局

磐井・南光病院の中央監視システム改修

盛 岡 市

市
庁
舎
整
備
基
金
積
立
な
ど

１
１
３
事
業
を
見
直
し
へ

公

告

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

録
さ
れ
て
い
る
者
で
、
盛
岡

広
域
振
興
局
、
県
南
広
域
振

興
局
（
本
局
、
花
巻
地
区
、

北
上
地
区
、
一
関
地
区
）、

沿
岸
広
域
振
興
局
（
宮
古
地

区
、
大
船
渡
地
区
）
ま
た
は

県
北
広
域
振
興
局
（
本
局
、

二
戸
地
区
）
の
区
域
に
建
設

業
法
に
基
づ
く
主
た
る
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
区
画
線
工
ペ
イ

ン
ト
式
５
万
３
６
０
０
㍍
、

区
画
線
工
溶
融
式
８
０
０
㍍

「
施 

工 

地
」
盛
岡
市
乙
部
ほ

か
地
内

「
工　
　

期
」
１
６
１
日
間

「
予
定
価
格
」
２
２
３
９
万
円

◆
一
般
国
道
２
８
２
号
下
田
地

区
舗
装
補
修
工
事
（
総
合
評

価
落
札
方
式
・
簡
易
型
）

「
参
加
資
格
」
舗
装
工
事
Ａ
級

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
、

盛
岡
広
域
振
興
局
ま
た
は
県

南
広
域
振
興
局（
花
巻
地
区
、

北
上
地
区
）
の
区
域
に
建
設

業
法
に
基
づ
く
主
た
る
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
施
工
延
長
４
０

０
㍍
、
路
面
切
削
２
６
０
０

平
方
㍍
、
表
層
２
６
０
０
平

方
㍍
、
区
画
線
工
１
０
０
０

㍍
「
施 

工 

地
」
盛
岡
市
下
田
地

内
「
工　
　

期
」
１
３
６
日
間

「
予
定
価
格
」
３
６
５
９
万
３

０
０
０
円

◆
一
般
国
道
１
０
６
号
川
目
Ｉ

Ｃ
周
辺
地
区
舗
装
補
修
工
事

（
総
合
評
価
落
札
方
式
・
簡

易
２
型
）

「
参
加
資
格
」
舗
装
工
事
Ａ
級

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
、

盛
岡
広
域
振
興
局
ま
た
は
県

南
広
域
振
興
局（
花
巻
地
区
、

北
上
地
区
）
の
区
域
に
建
設

業
法
に
基
づ
く
主
た
る
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
施
工
延
長
６
４

２
㍍
、
路
面
切
削
２
５
７
０

平
方
㍍
、
表
層
２
５
７
０
平

方
㍍
、
区
画
線
工
１
２
８
０

㍍
「
施 

工 

地
」
盛
岡
市
川
目
地

内
「
工　
　

期
」
１
３
９
日
間

「
予
定
価
格
」
３
８
８
３
万
９

０
０
０
円

◆
主
要
地
方
道
上
米
内
湯
沢
線

浅
岸
地
区
歩
道
設
置
工
事

（
総
合
評
価
落
札
方
式
・
簡

易
２
型
）

「
参
加
資
格
」
土
木
工
事
Ｂ
級

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
、

盛
岡
広
域
振
興
局
ま
た
は
県

南
広
域
振
興
局（
花
巻
地
区
、

北
上
地
区
）
の
区
域
に
建
設

業
法
に
基
づ
く
主
た
る
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
施
工
延
長
２
４

８
・
９
㍍
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

擁
壁
工
67
㍍
、
側
溝
工
２
０

５
㍍
、
路
面
排
水
工
66
㍍
、

舗
装
工
（
上
層
路
盤
）
３
５

０
平
方
㍍
、
縁
石
工
２
４
９

㍍
、
終
点
歩
道
摺
付
け
工
一

式
「
施 

工 

地
」
盛
岡
市
浅
岸
地

内
「
工　
　

期
」
２
０
２
日
間

「
予
定
価
格
」
４
４
８
７
万
９

０
０
０
円

◆
一
般
県
道
不
動
盛
岡
線
清
水

【
岩
手
県
盛
岡
広
域
振
興
局
】

〔
盛
岡
審
査
指
導
監
〕

◆
一
般
国
道
４
５
５
号
ほ
か
薮

川
地
区
ほ
か
道
路
区
画
線
設

置
工
事　

「
参
加
資
格
」
塗
装
工
事
に
登

録
さ
れ
て
い
る
者
で
、
盛
岡

広
域
振
興
局
、
県
南
広
域
振

興
局
（
本
局
、
花
巻
地
区
、

北
上
地
区
、
一
関
地
区
）、

沿
岸
広
域
振
興
局
（
宮
古
地

区
、
大
船
渡
地
区
）
ま
た
は

県
北
広
域
振
興
局
（
本
局
、

二
戸
地
区
）
の
区
域
に
建
設

業
法
に
基
づ
く
主
た
る
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
区
画
線
工
ペ
イ

ン
ト
式
３
万
９
４
０
０
㍍
、

区
画
線
工
溶
融
式
３
７
０
０

㍍
「
施 

工 

地
」
盛
岡
市
薮
川
ほ

か
地
内

「
工　
　

期
」
１
６
２
日
間

「
予
定
価
格
」
２
２
５
５
万
６

０
０
０
円

◆
主
要
地
方
道
盛
岡
横
手
線
ほ

か
雫
石
地
区
ほ
か
道
路
区
画

線
設
置
工
事

「
参
加
資
格
」
塗
装
工
事
に
登

録
さ
れ
て
い
る
者
で
、
盛
岡

広
域
振
興
局
、
県
南
広
域
振

興
局
（
本
局
、
花
巻
地
区
、

北
上
地
区
、
一
関
地
区
）、

沿
岸
広
域
振
興
局
（
宮
古
地

区
、
大
船
渡
地
区
）
ま
た
は

県
北
広
域
振
興
局
（
本
局
、

二
戸
地
区
）
の
区
域
に
建
設

業
法
に
基
づ
く
主
た
る
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
区
画
線
工
ペ
イ

ン
ト
式
４
万
７
４
０
０
㍍
、

区
画
線
工
溶
融
式
２
４
０
０

㍍
「
施 

工 

地
」
雫
石
町
雫
石
ほ

か
地
内

「
工　
　

期
」
１
６
１
日
間

「
予
定
価
格
」
２
２
２
３
万
６

０
０
０
円

◆
一
般
国
道
３
９
６
号
ほ
か
乙

部
地
区
ほ
か
道
路
区
画
線
設

置
工
事

「
参
加
資
格
」
塗
装
工
事
に
登

町
地
区
舗
装
補
修
工
事
（
総

合
評
価
落
札
方
式
・
簡
易
２

型
）

「
参
加
資
格
」
舗
装
工
事
Ａ
級

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
、

盛
岡
広
域
振
興
局
ま
た
は
県

南
広
域
振
興
局（
花
巻
地
区
、

北
上
地
区
）
の
区
域
に
建
設

業
法
に
基
づ
く
主
た
る
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
施
工
延
長
２
４

８
㍍
、
路
面
切
削
２
２
１
０

平
方
㍍
、
表
層
２
２
１
０
平

方
㍍
、
区
画
線
工
７
７
３
㍍

「
施 

工 

地
」
盛
岡
市
清
水
町

地
内

「
工　
　

期
」
１
３
２
日
間

「
予
定
価
格
」
３
３
２
０
万
９

０
０
０
円

◆
一
般
県
道
小
岩
井
停
車
場
線

ほ
か
風
林
地
区
ほ
か
舗
装
補

修
工
事
（
総
合
評
価
落
札
方

式
・
簡
易
２
型
）

「
参
加
資
格
」
舗
装
工
事
Ａ
級

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
、

盛
岡
広
域
振
興
局
ま
た
は
県

南
広
域
振
興
局（
花
巻
地
区
、

北
上
地
区
）
の
区
域
に
建
設

業
法
に
基
づ
く
主
た
る
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
施
工
延
長
４
４

５
㍍
、
路
面
切
削
３
１
４
０

平
方
㍍
、
ク
ラ
ッ
ク
防
止

シ
ー
ト
２
５
０
㍍
、
表
層
３

１
４
０
平
方
㍍
、
区
画
線
工

１
１
１
０
㍍

「
施 

工 

地
」
滝
沢
市
大
釜
風

林
ほ
か
地
内

「
工　
　

期
」
１
２
５
日
間

「
予
定
価
格
」
２
９
７
４
万
４

０
０
０
円

◆
御
所
湖
広
域
公
園
中
心
地
区

ほ
か
電
気
設
備
更
新
工
事

「
参
加
資
格
」
電
気
設
備
工
事

Ｂ
級
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

で
、
盛
岡
広
域
振
興
局
、
県

南
広
域
振
興
局（
花
巻
地
区
、

北
上
地
区
）、
沿
岸
広
域
振

興
局
（
宮
古
地
区
）
ま
た
は

県
北
広
域
振
興
局
（
二
戸
地

区
）
の
区
域
に
建
設
業
法
に

基
づ
く
主
た
る
営
業
所
を
有

す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
中
心
地
区　

電

灯
分
電
盤
更
新
１
基
、
引
込

柱
更
新
１
本
、
町
場
地
区
園

地　

照
明
灯
更
新
８
基
、
乗

物
広
場　

ポ
ン
プ
制
御
盤
更

新
１
基

「
施 

工 

地
」
雫
石
町
野
中
ほ

か
地
内

「
工　
　

期
」
１
６
２
日
間

「
予
定
価
格
」
７
８
４
万
８
０

０
０
円

◆
一
般
国
道
２
８
２
号
ほ
か
大

更
地
区
ほ
か
交
通
安
全
施
設

整
備
（
区
画
線
）
工
事

「
参
加
資
格
」
塗
装
工
事
に
登

録
さ
れ
て
い
る
者
で
、
盛
岡

広
域
振
興
局
、
県
南
広
域
振

興
局
（
本
局
、
花
巻
地
区
、

北
上
地
区
、
一
関
地
区
）、

沿
岸
広
域
振
興
局
（
宮
古
地

区
、
大
船
渡
地
区
）
ま
た
は

県
北
広
域
振
興
局
（
本
局
、

二
戸
地
区
）
の
区
域
に
建
設

業
法
に
基
づ
く
主
た
る
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
ペ
イ
ン
ト
式
区

画
線
６
万
２
５
０
０
㍍
、
溶

融
式
区
画
線
１
２
０
０
㍍

「
施 

工 

地
」
八
幡
平
市
大
更

ほ
か
地
内

「
工　
　

期
」
１
０
２
日
間

「
予
定
価
格
」
２
６
９
７
万
８

０
０
０
円

◆
米
内
川
地
区
復
旧
治
山
工
事

（
総
合
評
価
落
札
方
式
・
簡

易
２
型
）

「
参
加
資
格
」
土
木
工
事
Ｂ
級

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
、

盛
岡
広
域
振
興
局
ま
た
は
県

南
広
域
振
興
局（
花
巻
地
区
、

北
上
地
区
）
の
区
域
に
建
設

業
法
に
基
づ
く
主
た
る
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」治
山
土
工
一
式
、

治
山
ダ
ム
工
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
）
１
基
（
２
０
３
・
４
立

方
㍍
）、
渓
間
工
付
属
物
設

置
工
一
式
、
危
険
木
除
去
工

一
式
、
仮
設
工
一
式
、
附
帯

工
事
一
式

「
施 

工 

地
」
盛
岡
市
浅
岸
赤

重
地
内

「
工　
　

期
」
１
９
８
日
間

「
予
定
価
格
」
３
６
６
９
万
８

０
０
０
円

◆
一
般
国
道
２
８
１
号
江
刈
川

地
区
護
岸
修
繕
工
事
（
総
合

評
価
落
札
方
式
・
簡
易
２
型
）

「
参
加
資
格
」
土
木
工
事
Ｂ
級

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
、

盛
岡
広
域
振
興
局
ま
た
は
県

北
広
域
振
興
局
（
本
局
、
二

戸
地
区
）
の
区
域
に
建
設
業

法
に
基
づ
く
主
た
る
営
業
所

を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
施
工
延
長
28
・

６
㍍
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
積
１
４
６
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
２
１
１
日
間

「
工　
　

期
」
３
０
２
０
万
７

０
０
０
円

※
以
上
12
件　

申
請
書
の
提
出

は
２
月
20
日
正
午
ま
で

※
以
上
12
件　

開
札　

３
月
５

日　

10
時
か
ら

◇
簗
川
ダ
ム
流
量
観
測
業
務
委

託

　

開
札　

３
月
６
日
14
時
10
分

「
参
加
資
格
」
測
量
に
登
録
さ

れ
、
資
格
申
請
に
お
い
て
地

上
測
量
を
申
請
業
務
と
し
て

い
る
者
で
、
盛
岡
広
域
振
興

局
の
区
域
に
本
店
ま
た
は
営

業
所
（
県
内
に
本
店
を
有
す

る
者
の
営
業
所
に
限
る
）
を

有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
低
水
流
量
観
測

24
回
、高
水
流
量
観
測
２
回
、

河
川
定
期
横
断
測
量
４
本
、

水
位
流
量
曲
線
作
成
一
式
、

水
文
資
料
整
理
一
式

「
業
務
場
所
」
盛
岡
市
中
野
地

内
「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日
（
本
業
務
委
託
に
係

る
予
算
案
が
県
議
会
の
２
月

定
例
会
に
お
い
て
否
決
さ
れ

た
場
合
は
本
公
告
を
取
り
消

す
）

※
申
請
書
の
提
出
は
２
月
20
日

正
午
ま
で

【
岩
手
県
県
北
広
域
振
興
局
】

〔
二
戸
審
査
指
導
監
〕

◆
一
般
国
道
３
４
０
号
ほ
か
長

興
寺
地
区
ほ
か
交
通
安
全
施

設
設
置
工
事

　

開
札　

３
月
２
日
11
時
45
分

「
参
加
資
格
」
土
木
工
事
Ｃ
級

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
、

県
北
広
域
振
興
局
（
二
戸
地

区
）
の
区
域
に
建
設
業
法
に

基
づ
く
主
た
る
営
業
所
を
有

す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
側
溝
工
（
蓋
）

３
０
０
枚
、
縁
石
工
１
０
０

㍍
、
路
側
防
護
柵
工
３
０
０

㍍
、
道
路
付
属
物
工
（
視
線

誘
導
標
）
30
本

「
施 

工 

地
」
九
戸
村
長
興
寺

ほ
か
地
内

「
工　
　

期
」
１
６
１
日
間

「
予
定
価
格
」
１
８
１
６
万
８

０
０
０
円

※
申
請
書
の
提
出
は
２
月
18
日

正
午
ま
で

【
岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局
】

〔
釜
石
審
査
指
導
監
〕

◇
日
向
ダ
ム
水
質
調
査
業
務
委

託
「
参
加
資
格
」
土
木
関
係
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
登
録
さ

れ
、
調
査
一
般
業
務
を
申
請

業
務
と
し
て
い
る
者
な
ど

「
業
務
内
容
」
水
質
分
析
（
ダ

ム
上
下
流
）
生
活
環
境
項
目

一
式
、
水
質
分
析
（
ダ
ム
上

下
流
）
そ
の
他
一
式
、
水
質

分
析
（
ダ
ム
貯
水
池
内
）
生

活
環
境
項
目
一
式
、
水
質
分

析
（
ダ
ム
貯
水
池
内
）
そ
の

他
一
式
、
検
体
採
水
12
回
、

デ
ー
タ
取
り
ま
と
め
一
式

「
業
務
場
所
」
釜
石
市
甲
子
町

日
向
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
25
日
（
本
業
務
に
係
る
予

算
案
が
県
議
会
の
２
月
定
例

会
に
お
い
て
否
決
さ
れ
た
場

合
は
こ
の
入
札
公
告
を
取
り

消
す
）

◇
日
向
ダ
ム
管
理
流
量
観
測
調

査
業
務
委
託

「
参
加
資
格
」
測
量
に
登
録
さ

れ
、
地
上
測
量
業
務
を
申
請

業
務
と
し
て
い
る
者
で
、
沿

岸
広
域
振
興
局
の
所
管
区
域

に
本
店
ま
た
は
営
業
所
（
県

内
に
本
店
を
有
す
る
者
の
営

業
所
に
限
る
）
を
有
す
る
こ

と
な
ど

「
業
務
内
容
」
低
水
流
量
観
測

（
２
カ
所
）
24
回
、
高
水
流

量
観
測
２
カ
所
）
２
回
、
定

期
横
断
測
量
（
５
測
線
）
15

本
「
業
務
場
所
」
釜
石
市
小
川
町

ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
25
日
（
本
業
務
に
係
る
予

算
案
が
県
議
会
の
２
月
定
例

会
に
お
い
て
否
決
さ
れ
た
場

合
は
こ
の
入
札
公
告
を
取
り

消
す
）

※
以
上
２
件　

申
請
書
の
提
出

は
２
月
20
日
正
午
ま
で

※
以
上
２
件　

開
札　

３
月
５

日　

10
時
か
ら

結

果

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

【
岩
手
県
県
北
広
域
振
興
局
】

〈
１
月
16
日
〉

◆
野
田
漁
港
ほ
か
県
単
災
害
復

旧
（
流
木
等
処
理
）
業
務
委

託

　

決
定　

２
０
０
万
円

　

中
塚
工
務
店

「
見
積
業
者
」
中
塚
工
務
店
、

以
下
２
社
無
効（
陸
中
商
会
、

ノ
ブ
タ
興
業
）

「
業
務
場
所
」
野
田
村
野
田
ほ

か
地
内

「
履
行
期
限
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
３
０
６
万
５
０

０
０
円
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当

初

予

算

◎
市
民
福
祉
部

▼
就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
整

備
等
補
助
＝
１
１
７
８
・
７

万
円
（
認
定
こ
ど
も
園
運
営

法
人
に
対
し
て
保
育
施
設
の

受
電
設
備
高
圧
機
器
更
新
な

ど
、
大
規
模
改
修
に
係
る
補

助
金
を
交
付
す
る
）

◎
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

▼
観
光
施
設
維
持
・
整
備
事
業

＝
３
７
７
６
・
８
万
円
（
各

施
設
の
景
観
改
善
や
修
繕
、

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
な

ど
の
整
備
）

▼
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
整
備
事
業
＝
１
４

５
１
・
５
万
円
（
修
理
修
景
）

▼
伝
建
群
防
災
施
設
整
備
事
業

＝
１
億
０
０
５
２
万
円
（
仙

北
市
角
館
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
内
の
防
災
機
能
の

維
持
を
図
る
た
め
、
Ｅ
ブ

ロ
ッ
ク
（
表
町
西
側
）
に
設

置
し
て
い
る
機
械
室
、
防
火

水
槽
、
そ
の
他
防
災
施
設
の

移
設
を
行
う
）

◎
農
林
商
工
部

▼
林
道
維
持
補
修
＝
４
４
２

３
・
９
万
円

◎
建
設
部

▼
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
＝
３
億
６
４
１
３
万
円

▼
辺
地
対
策
事
業
＝
３
０
１
３

万
円

▼
過
疎
対
策
事
業
＝
２
７
９
０

万
円

★
道
路
緊
急
自
然
災
害
防
止
対

策
事
業
＝
２
９
３
０
万
円

▼
道
路
維
持
補
修
＝
６
９
６

６
・
１
万
円

▼
交
通
安
全
施
設
整
備
＝
５
７

０
万
円
（
道
路
区
画
線
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
な
ど
の
交
通
安
全
設
備

の
設
置
工
事
）

▼
安
心
・
安
全
道
路
維
持
整
備

＝
６
１
８
・
４
万
円
（
歩
道

整
備
な
ど
）

▼
生
保
内
公
園
施
設
維
持
管
理

＝
６
６
７
・
５
万
円
（
生
保

内
公
園
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

係
る
工
事
を
一
部
実
施
、
ほ

か
）

▼
公
園
維
持
管
理
＝
１
４
５

７
・
９
万
円
（
前
同
）

▼
河
川
維
持
補
修
＝
６
６
６
万

円
（
浚
渫
、
護
岸
工
事
な
ど
）

▼
排
水
対
策
事
業
＝
３
０
０
０

万
円
（
排
水
路
の
整
備
）

▼
市
営
住
宅
管
理
運
営
＝
５
２

３
７
・
４
万
円
（
市
営
住
宅

の
屋
根
や
外
壁
な
ど
の
修
繕

工
事
に
よ
り
長
寿
命
化
を
図

る
と
と
も
に
、
施
設
再
編
を

計
画
的
に
実
施
す
る
）

▼
住
宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ

ク
形
成
事
業
＝
54
万
円
（
耐

震
診
断
や
耐
震
改
修
に
係
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
）

▼
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

改
定
及
び
立
地
適
正
化
計
画

策
定
事
業
＝
１
１
７
１
万
円

◎
教
育
委
員
会

▼
学
校
適
正
配
置
関
係
事
業
＝

30
・
４
万
円
（
小
・
中
学
校

適
正
配
置
計
画
に
基
づ
き
、

学
校
の
統
廃
合
を
進
め
る
）

▼
小
学
校
維
持
修
繕
・
諸
工
事

＝
２
０
１
２
・
２
万
円

▼
中
学
校
維
持
修
繕
・
諸
工
事

＝
９
９
８
・
１
万
円

◎
温
泉
事
業
会
計

▼
カ
ラ
吹
き
源
泉
２
号
井
安
全

　

能
代
市
は
、
教
育
施
設
等
長

寿
命
化
計
画
の
個
別
施
設
計
画

を
改
訂
す
る
と
し
、
２
０
２
６

年
度
当
初
予
算
案
に
委
託
費
９

９
０
万
円
を
計
上
し
た
。
二
ツ

井
地
域
の
３
文
化
施
設
の
集
約

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
は
別
に

来
年
度
の
補
正
予
算
で
調
査
費

を
確
保
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　

同
計
画
は
19
年
度
に
策
定
。

20
年
度
か
ら
49
年
度
ま
で
の
30

児
童
・
生
徒
数
の
推
移
も
加
味

し
て
、
各
施
設
の
方
針
を
修
正

す
る
。

　

こ
れ
ま
で
同
市
で
は
、
各
学

校
の
大
規
模
改
修
や
文
化
会
館

の
改
修
な
ど
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
は
能
代
第
二
中
学
校
体

育
館
の
大
規
模
改
修
、
文
化
会

館
冷
暖
房
送
風
装
置
の
改
修
な

ど
を
予
定
。

　

ま
た
老
朽
化
し
た
二
ツ
井
公

民
館
、
二
ツ
井
公
民
館
二
ツ
井

分
館
、
二
ツ
井
伝
承
ホ
ー
ル
に

つ
い
て
は
庁
内
で
在
り
方
を
検

討
。
機
能
を
集
約
し
た
施
設
の

新
築
を
有
力
な
方
針
と
見
込
ん

で
い
る
。

　

二
ツ
井
公
民
館
は
能
代
市
二

ツ
井
町
下
野
家
後
49
地
内
に
建

つ
Ｒ
Ｃ
一
部
Ｓ
造
２
階
建
て
、

延
べ
２
０
６
３
平
方
㍍
だ
が
、

特
に
講
堂
は
ス
テ
ー
ジ
上
部
や

年
間
を
対
象
に
し
て
い
る
。
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が
改

訂
さ
れ
る
た
め
、
合
わ
せ
て
内

容
を
見
直
す
。

　

現
計
画
は
小
学
校
９
校
、
中

学
校
６
校
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
18

施
設
、社
会
教
育
施
設
12
施
設
、

労
働
施
設
２
施
設
の
計
47
施
設

を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
検
討

内
容
に
応
じ
見
直
す
場
合
が
あ

る
。こ
れ
ま
で
の
改
修
状
況
や
、

教
育
施
設
の
長
寿
命
化
計
画

二
ツ
井
公
民
館
な
ど
３
施
設
集
約
は
補
正
で
調
査
費
確
保
へ

個
別
施
設
計
画
を
改
訂
へ

個
別
施
設
計
画
を
改
訂
へ

能 代 市

▼
中
心
市
街
地
道
路
施
設
更
新

事
業
＝
１
億
３
０
０
０
万
円

（
老
朽
化
が
進
ん
だ
中
心
市

街
地
の
道
路
舗
装
や
側
溝
の

改
修
）

▼
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
（
個

人
設
置
型
）
補
助
＝
８
４
０

万
円
（
20
基
分
）

★
都
市
計
画
道
路
見
直
し
事
業

＝
１
３
５
７
・
２
万
円

▼
き
み
ま
ち
阪
公
園
等
管
理
＝

９
５
２
・
３
万
円
（
二
ツ
井

中
央
公
園
案
内
看
板
設
置
、

ほ
か
）

▼
能
代
河
畔
公
園
水
と
階
段
の

広
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
＝

１
億
８
４
１
２
・
２
万
円（
河

畔
公
園
水
と
階
段
の
広
場
を

駐
車
場
兼
イ
ベ
ン
ト
広
場
へ

再
整
備
す
る
改
修
工
事
な
ど
）

▼
公
園
施
設
整
備
事
業
＝
１
３

２
３
・
８
万
円
（
落
合
第
５

街
区
公
園
遊
具
更
新
工
事
、

中
和
遊
園
地
・
川
端
街
区
公

園
施
設
解
体
工
事
な
ど
）

★
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
事
業

＝
１
５
８
４
万
円
（
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
工
事
な
ど
）

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

＝
５
０
０
０
万
円

▼
斎
場
施
設
管
理
＝
８
７
７

５
・
８
万
円
（
冷
暖
房
設
備

更
新
工
事
、
ほ
か
）

★
能
代
駅
前
市
有
地
活
用
ホ
テ

ル
建
設
事
業
補
助
＝
７
０
０

０
万
円
（
市
有
地
を
活
用
し

た
ホ
テ
ル
建
設
事
業
へ
の
補

助
）

▼
老
人
憩
の
家
白
濤
亭
解
体
事

業
＝
６
０
２
０
・
３
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

▼
居
宅
介
護
等
住
宅
改
修
＝
１

１
７
１
・
８
万
円

◎
水
道
事
業
会
計

▼
建
設
改
良
＝
５
億
６
９
３
１

万
円
（
工
事
＝
４
億
９
５
０

０
・
５
万
円
、
委
託
＝
７
４

３
０
・
５
万
円
）

◎
簡
易
水
道
事
業
会
計

▼
建
設
改
良
＝
３
０
８
４
・
５

万
円
（
委
託
）

◎
工
業
用
水
道
事
業
会
計

▼
建
設
改
良
＝
５
億
９
１
９

２
・
９
万
円
（
工
事
＝
５
億

８
９
５
８
・
９
万
円
、
委
託

＝
２
３
４
万
円
）

◎
下
水
道
事
業
会
計

▼
管
渠
建
設
改
良
＝
12
億
５
１

８
７
・
２
万
円
（
工
事
＝
10

億
３
５
７
８
万
円
、
委
託
＝

２
億
１
６
０
９
・
２
万
円
）

▼
公
共
浄
化
槽
建
設
改
良
＝
５

７
３
０
万
円

【
仙
北
市
役
所
】

26
年
度
当
初
予
算
案
（
★

は
新
規
）

◎
総
務
部

★
宿
泊
施
設
誘
致
対
策
事
業
＝

60
・
７
万
円
（
廃
ホ
テ
ル
な

ど
の
老
朽
施
設
の
改
修
・
撤

去
再
活
用
推
進
、
ほ
か
）

▼
庁
舎
整
備
事
業
＝
１
億
０
９

０
７
・
８
万
円
（
田
沢
湖
総

合
開
発
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
旧

田
沢
湖
保
健
セ
ン
タ
ー
を
除

却
す
る
）

▼
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
＝
４
５
５
１
・
９
万
円

（
主
要
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
）

◎
企
画
部

▼
危
険
空
き
家
対
策
＝
３
４
８

７
・
８
万
円

　

湯
沢
市
は
、
２
０
２
６
年
度

の
予
算
案
の
概
要
を
示
し
た
。

一
般
会
計
は
３
２
５
億
９
０
０

０
万
円
で
25
年
度
比
６
・
７
㌫

の
増
。
普
通
建
設
事
業
費
は
52

億
３
２
５
６
万
７
０
０
０
円

で
、
25
年
度
比
15
億
１
７
０
５

万
６
０
０
０
円
、
40
・
８
㌫
の

大
幅
増
。
工
事
中
の
湯
沢
駅
周

辺
施
設
の
事
業
費
が
大
き
く
押

し
上
げ
た（
詳
細
は
後
日
掲
載
）。

　

主
な
ハ
ー
ド
関
連
事
業
を
見

る
と
、
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
跡
地
活
用
に
６
１

４
６
万
１
０
０
０
円
。
多
目
的

広
場
や
多
目
的
ガ
レ
ー
ジ
な
ど

を
整
備
す
る
た
め
、
実
施
設
計

や
地
質
調
査
の
委
託
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
お
が
ち
周
辺
整
備
事

業
に
は
５
４
３
万
６
０
０
０

円
。
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン

グ
に
委
託
し
て
い
る
民
間
活
力

導
入
可
能
性
調
査
を
継
続
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
の
策
定
を

目
指
す
。

　

地
区
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は
３

地
区
で
展
開
。
旧
駒
形
小
学
校

を
改
修
し
て
整
備
す
る
駒
形
地

区
セ
ン
タ
ー
に
は
工
事
費
な
ど

と
し
て
１
億
８
３
２
７
万
５
０

０
０
円
、
新
築
す
る
院
内
地
区

セ
ン
タ
ー
に
は
実
施
設
計
費
な

ど
と
し
て
２
０
２
８
万
７
０
０

　

仙
北
市
は
、
２
０
２
６
年
度

当
初
予
算
案
を
公
表
し
た
（
詳

細
は
予
算
欄
）。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
２
２
６

億
１
０
０
０
万
円
で
、
25
年
度

当
初
に
比
べ
13
億
６
７
０
０
万

円
、
５
・
７
㌫
の
減
。
普
通
建

設
事
業
費
は
11
億
８
５
８
６
万

７
０
０
０
円
で
、
25
年
度
比
19

億
８
６
４
６
万
円
、
62
・
６
㌫

の
減
。
角
館
上
野
庁
舎
整
備
や

内
川
橋
改
良
の
減
に
よ
る
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
田
沢

湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
と
旧
田

沢
湖
保
健
セ
ン
タ
ー
を
解
体
す

る
た
め
、
庁
舎
整
備
事
業
費
に

　

秋
田
市
は
、
雄
和
体
育
館
の

雨
漏
り
解
消
の
た
め
、
来
年
度

に
屋
根
な
ど
の
改
修
を
予
定
し

て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
工
事
方
法
と
し

て
、
既
存
屋
根
の
上
に
新
た
な

屋
根
を
か
け
る
カ
バ
ー
工
法
を

検
討
し
て
い
る
。
工
事
で
は
ほ

か
に
も
、
屋
根
内
側
の
断
熱
材

を
改
修
し
、
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
。

　

来
年
度
当
初
予
算
案
に
は
、

　

秋
田
県
建
設
政
策
課
は
、
道

路
雪
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
工
事

「
Ｆ
Ｉ
09
の
10
号
」
を
条
件
付

き
一
般
競
争
で
公
告
し
た
。

　

電
気
通
信
工
事
Ａ
級
で
、
主

た
る
営
業
所
が
秋
田
県
内
に
あ

る
３
社
に
よ
る
Ｊ
Ｖ
結
成
を
求

め
て
お
り
、
代
表
者
は
国
か
地

方
公
共
団
体
の
気
象
観
測
に
関

す
る
設
備
の
設
置
ま
た
は
更
新

同
体
育
館
を
含
む
体
育
施
設
の

整
備
補
修
等
経
費
と
し
て
、
１

億
６
３
８
２
万
９
０
０
０
円
を

盛
り
込
ん
で
お
り
、
予
算
議
決

後
、市
の
建
築
課
で
設
計
す
る
。

工
期
は
８
月
か
ら
２
０
２
７
年

３
月
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

同
体
育
館
は
秋
田
市
雄
和
妙

法
上
大
部
95
の
１
地
内
に
１
９

７
６
年
に
建
設
さ
れ
た
Ｒ
Ｃ
一

部
Ｓ
造
２
階
建
て
、
延
べ
２
５

７
０
・
55
平
方
㍍
の
施
設
。

　

水
道
未
普
及
解
消
事
業
を
進

め
て
い
る
仙
北
市
は
、
２
０
２

６
年
度
も
配
水
管
の
布
設
を
継

続
す
る
。
当
初
案
に
事
業
費
１

億
４
７
０
６
万
９
０
０
０
円
を

盛
り
込
ん
で
お
り
、
延
長
２
６

６
１
・
３
㍍
に
わ
た
り
整
備
す

る
。

　

卒
田
地
区
で
は
神
代
地
区
を

通
る
上
水
道
か
ら
管
を
伸
ば

し
、
地
区
内
で
配
水
管
を
布
設

す
る
と
し
て
お
り
、
19
年
度
か

ら
着
工
。
順
次
布
設
を
進
め
て

い
る
。
管
の
総
延
長
は
約
21
㌔

㍍
、
来
年
度
以
降
の
残
区
間
は

約
11
㌔
㍍
で
、
全
体
完
成
は
30

年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

　

能
代
市
は
、
能
代
河
畔
公
園

内
の
「
水
と
階
段
の
広
場
」
を

駐
車
場
兼
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
改

修
す
る
た
め
、
２
０
２
６
年
度

当
初
予
算
案
に
27
年
度
ま
で
２

カ
年
の
継
続
費
４
億
０
４
１
２

万
４
０
０
０
円
（
年
割
額

：

26

内
壁
な
ど
で
雨
漏
り
が
見
ら

れ
、
23
年
か
ら
貸
し
出
し
を
停

止
す
る
な
ど
老
朽
化
が
著
し
い
。

　

二
ツ
井
分
館
は
同
市
二
ツ
井

町
三
千
苅
３
の
３
地
内
に
建

ち
、
Ｗ
造
平
屋
建
て
、
延
べ
５

４
３
平
方
㍍
。
伝
承
ホ
ー
ル
は

二
ツ
井
町
庁
舎
と
同
一
敷
地
内

の
同
市
二
ツ
井
町
上
台
１
の
１

地
内
に
建
ち
、
Ｗ
一
部
Ｓ
造
平

屋
建
て
、
延
べ
９
９
９
平
方
㍍

で
練
習
ホ
ー
ル
や
研
修
室
な
ど

を
備
え
る
。

　

市
長
選
後
の
補
正
予
算
で
基

礎
調
査
費
を
確
保
し
た
い
と
し

て
お
り
、
地
元
と
協
議
し
方
針

を
検
討
す
る
。
長
寿
命
化
計
画

に
３
施
設
の
整
備
方
針
を
盛
り

込
め
る
か
は
未
定
で
、
関
係
者

の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
具

体
化
を
目
指
す
。

　

前
回
の
更
新
か
ら
10
年
以
上

が
経
過
し
て
お
り
、
今
回
の
工

事
で
は
老
朽
化
が
著
し
い
気
象

観
測
装
置
を
更
新
す
る
ほ
か
、

停
電
な
ど
で
通
信
が
途
絶
し
て

も
、
そ
の
間
の
観
測
情
報
を
復

旧
後
に
自
動
で
再
収
集
で
き
る

よ
う
シ
ス
テ
ム
改
修
す
る
。

　

更
新
す
る
機
器
は
超
音
波
式

積
雪
深
計
49
カ
所
、
路
面
凍
結

検
知
装
置
８
カ
所
。
工
期
は
12

月
18
日
ま
で
、
予
定
価
格
は
３

億
６
８
８
２
万
円
。

　

由
利
本
荘
市
は
、
本
荘
南
中

学
校
、
本
荘
東
中
学
校
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
工
事
を
２
０
２
６
年
度
に

予
定
し
て
い
る
。

　

来
年
度
当
初
予
算
案
に
は
事

　

秋
田
県
解
体
工
事
業
協

会
（
小
野
雅
敏
代
表
理
事
）

は
、
大
潟
村
と
「
災
害
時
に

お
け
る
応
援
協
力
に
関
す
る

協
定
」
を
結
ん
だ
。
10
日
に

大
潟
村
役
場
で
締
結
式
を
行

い
、
同
協
会
か
ら
小
野
代
表

理
事
ら
６
人
、
大
潟
村
か
ら

高
橋
浩
人
村
長
と
小
沢
菜
穂

子
副
村
長
、
職
員
が
出
席
し

た
。

　

同
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
、

秋
田
県
の
ほ
か
20
市
町
村
と

災
害
協
定
を
締
結
。
支
援
活

動
の
実
績
を
重
ね
て
い
る
ほ

か
、
県
内
各
地
の
消
防
本
部

と
の
合
同
訓
練
を
２
０
１
２

年
度
か
ら
定
期
的
に
実
施
し

り
要
請
で
き
る
の
は
、
人
命

救
助
や
被
害
拡
大
防
止
に
必

要
な
建
設
機
械
な
ど
の
提

供
、建
設
機
械
な
ど
の
操
作
、

災
害
対
策
活
動
に
必
要
な
技

術
員
の
派
遣
な
ど
。
迅
速
な

人
命
救
助
や
復
旧
活
動
、
二

次
災
害
防
止
の
た
め
に
不
可

欠
な
広
い
分
野
の
支
援
に
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

て
い
る
。

　

大
潟
村
で
は
、
全

国
で
大
規
模
な
自
然

災
害
が
頻
発
す
る

中
、
災
害
の
際
に
家

屋
の
倒
壊
や
損
壊
に

よ
っ
て
生
じ
る
災
害

廃
棄
物
の
処
理
に
村

単
独
で
対
応
す
る
の

は
限
界
が
あ
る
と

し
、
応
援
協
力
を
受

け
る
こ
と
と
し
た
。

　

今
回
の
協
定
に
よ

小
野
代
表
理
事（
右
）と
高
橋
村
長

秋田解体工事協

大 潟 村 と 災 害 協 定 締 結

広範な分野の支援を約束

工
事
の
実
績
が
あ
る
こ
と
な

ど
。申
請
書
は
３
月
５
日
ま
で
、

開
札
は
同
11
日
９
時
か
ら
。

　

県
の
道
路
雪
情
報
シ
ス
テ
ム

は
、
県
内
49
カ
所
の
積
雪
計
、

31
カ
所
の
凍
結
計
で
冬
期
間
の

降
積
雪
量
や
路
面
凍
結
状
態
を

計
測
・
蓄
積
し
、
除
雪
作
業
や

凍
結
抑
制
剤
散
布
の
出
動
判
断

な
ど
に
情
報
を
活
用
し
て
い
る
。

１
億
０
９
０
７
万
８
０
０
０
円

を
措
置
。
統
合
小
学
校
の
施
設

と
し
て
使
用
す
る
西
明
寺
小
学

校
の
改
修
費
も
措
置
し
た
。

　

土
木
で
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
費
に
３
億
６

４
１
３
万
円
。
辺
地
対
策
事
業

費
３
０
１
３
万
円
、
過
疎
対
策

事
業
費
２
７
９
０
万
円
、
道
路

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

費
２
９
３
０
万
円
と
と
も
に
、

道
路
改
良
や
橋
梁
補
修
に
充
て

る
。

　

仙
北
市
は
、
補
正
予
算
案
を

編
成
し
た
。
一
般
会
計
は
19
号

補
正
案
で
１
億
４
５
９
９
万
３

０
０
０
円
を
増
額
、
20
号
補
正

案
で
２
億
２
５
８
９
万
４
０
０

０
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
累

計
を
３
０
９
億
４
４
８
２
万
６

０
０
０
円
と
し
た
。

　

19
号
補
正
案
で
は
国
保
神
代

診
療
施
設
勘
定
に
５
６
５
万
４

０
０
０
円
を
追
加
。
神
代
診
療

所
の
空
調
設
備
を
改
修
す
る
。

20
号
補
正
案
で
は
水
道
事
業
の

建
設
改
良
に
９
１
５
５
万
２
０

０
０
円
を
補
正
す
る
。

　

湯
沢
市
は
、
稲
庭
地
区
セ
ン

タ
ー
を
機
能
移
転
す
る
た
め
、

旧
稲
庭
小
学
校
の
改
修
を
予

定
。
２
０
２
６
年
度
に
実
施
設

計
を
委
託
す
る
。

　

来
年
度
当
初
予
算
案
に
は
、

実
施
設
計
や
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

の
た
め
１
２
２
３
万
４
０
０
０

円
を
盛
り
込
ん
だ
。
校
舎
の
一

部
と
体
育
館
を
活
用
し
て
、
市

の
地
区
セ
ン
タ
ー
条
例
に
定
め

る
機
能
を
移
転
す
る
た
め
校
舎

を
改
修
す
る
計
画
で
、
設
計
を

通
し
て
改
修
箇
所
な
ど
を
検
討

す
る
。
移
転
後
の
同
セ
ン
タ
ー

業
費
と
し
て
、
１
億
９
４
２
５

万
円
を
盛
り
込
ん
だ
。
新
年
度

に
入
っ
て
か
ら
設
計
し
、
早
期

に
発
注
し
た
い
考
え
。

　

本
荘
南
中
は
由
利
本
荘
市
水

年
度
１
億
８
０
７
２
万
６
０
０

０
円
、
27
年
度

：

２
億
２
３
３

９
万
８
０
０
０
円
）
を
盛
り
込

ん
だ
。

　

施
工
地
は
能
代
市
大
町
ほ
か

地
内
の
１
・
35
㌶
。
既
存
の
階

段
と
噴
水
を
撤
去
し
、
段
差
の

あ
る
敷
地
を
平
ら
に
整
え
舗

装
。
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
敷
地
内

を
仕
切
っ
て
使
用
す
る
。
イ
ベ

ン
ト
広
場
と
し
て
の
使
用
に
対

応
す
る
た
め
、
２
カ
所
程
度
に

給
排
水
設
備
と
電
気
設
備
を
新

設
す
る
。

　

同
広
場
に
近
い
総
合
体
育
館

前
に
は
１
３
０
台
分
の
駐
車
場

が
既
設
だ
が
、
新
し
い
駐
車
場

と
合
わ
せ
４
０
０
～
５
０
０
台

分
の
駐
車
場
を
確
保
し
た
い
と

し
て
い
る
。
設
計
は
柴
田
工
事

調
査
で
進
め
て
い
る
。

　

院
内
地
区
セ
ン
タ
ー
の
新
築

を
予
定
す
る
湯
沢
市
は
、
実
施

設
計
に
つ
い
て
、
４
、
５
月
ご

ろ
の
入
札
を
目
指
し
て
い
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
湯
沢
市
下
院

内
田
用
橋
61
地
内
に
建
つ
Ｗ
造

２
階
建
て
、
延
べ
１
０
３
１
・

２
平
方
㍍
の
旧
院
内
尋
常
高
等

小
学
校
を
活
用
し
た
施
設
で
、

　

企
業
会
計
で
は
、
農
業
集
落

排
水
施
設
最
適
整
備
構
想
見
直

し
業
務
委
託
に
２
７
９
万
４
０

０
０
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

の
利
用
方
針
は
未
定
と
し
て
い

る
。

　

移
転
理
由
は
、
同
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
や
旧
稲
庭
小
の
利
活

用
を
図
る
た
め
。

　

旧
稲
庭
小
は
湯
沢
市
稲
庭
町

琵
琶
倉
24
地
内
に
建
つ
、
校
舎

が
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
、
延
べ
２

５
９
０
平
方
㍍
、
体
育
館
が
Ｓ

造
平
屋
建
て
、
延
べ
７
９
３
平

方
㍍
の
施
設
。
稲
庭
地
区
セ
ン

タ
ー
は
同
市
稲
庭
町
稲
庭
２
３

８
の
１
地
内
に
建
ち
、
施
設
は

Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
、
延
べ
７
７

１
平
方
㍍
。

林
４
６
６
地
内
に
建
つ
校
舎
が

Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
、
延
べ
６
３

５
１
平
方
㍍
、
体
育
館
が
Ｒ
Ｃ

造
２
階
建
て
、
延
べ
２
０
４
４

平
方
㍍
、
そ
の
他
（
部
室
、
車

庫
、
屋
外
ト
イ
レ
な
ど
）
が
延

べ
３
８
７
平
方
㍍
の
施
設
。

　

本
荘
東
中
は
同
市
薬
師
堂
境

橋
77
地
内
に
建
ち
、
Ｒ
Ｃ
造
３

階
建
て
、
延
べ
７
３
０
５
平
方

㍍
の
校
舎
、Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
、

延
べ
２
０
０
９
平
方
㍍
の
体
育

館
、
延
べ
４
７
１
平
方
㍍
の
そ

の
他
施
設
か
ら
な
る
。

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の

市
の
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
新
施
設
を
設

け
る
こ
と
と
し
た
。

　

自
治
組
織
の
院
内
地
域
づ
く

り
協
議
会
の
意
見
を
取
り
入

れ
、新
施
設
は
Ｗ
造
平
屋
建
て
、

延
べ
４
３
０
～
４
５
０
平
方
㍍

程
度
と
し
多
目
的
ホ
ー
ル
や
フ

リ
ー
ル
ー
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム
、
事
務
室
な
ど
を
備
え

る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
た
旧

小
学
校
プ
ー
ル
（
長
さ
20
・
５

㍍
×
幅
33
㍍
）
と
旧
保
育
所

プ
ー
ル
（
長
さ
11
・
５
㍍
×
幅

14
㍍
）、
車
庫
兼
倉
庫
２
棟
を

解
体
し
設
け
る
と
し
、
撤
去
が

完
了
し
て
い
る
。

　

２
０
２
７
年
度
の
着
工
、
28

年
４
月
の
供
用
開
始
を
目
指

す
。
基
本
設
計
は
創
設
計
が
担

当
し
た
。

26
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要

駒
形
地
区
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど

湯 沢 市

26

年

度

の

当

初

予

算

案

社
会
資
本
交
付
金
に
3.6
億
余

仙 北 市

道
路
雪
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新

申
請
書
３
月
５
日
ま
で

秋 田 県

仙 北 市

水
道
に
工
事
費
追
加

25
年
度
補
正
予
算
案
を
編
成

仙 北 市

卒田地区の水道未普及解消

当初予算に1.4億余

秋 田 市

来
年
度
に
改
修
へ

雄
和
体
育
館
の
屋
根

由利本荘市

南
中
、東
中
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

来
年
度
に
工
事
へ

湯　沢　市

院内地区Ｃの実施設計

４、５月の入札目指す

能　代　市

河畔公園の広場を駐車場に

当初に継続費４億余

湯 沢 市

旧
稲
庭
小
改
修
へ
来
年
度
に
設
計

稲
庭
地
区
Ｃ
の
機
能
移
転

★
保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
補

助
＝
１
４
４
０
・
９
万
円（
保

育
所
な
ど
空
調
な
ど
の
環
境

整
備
、
ほ
か
）

★
教
育
施
設
長
寿
命
化
計
画
策

定
事
業
＝
９
９
０
万
円
（
教

育
施
設
等
長
寿
命
化
計
画

（
個
別
施
設
計
画
）
改
訂
業

務
委
託
）

▼
小
学
校
管
理
＝
２
億
０
２
３

９
・
２
万
円
（
渟
城
西
小
学

校
擁
壁
改
修
工
事
、
第
四
小

学
校
体
育
館
照
明
設
備
改
修

工
事
、
ほ
か
）

▼
中
学
校
管
理
＝
３
億
５
０
６

５
・
２
万
円
（
能
代
第
二
中

学
校
体
育
館
大
規
模
改
修
工

事
、
ほ
か
）

★
文
化
会
館
冷
暖
房
送
風
装
置

等
改
修
事
業
＝
０
円
（
26
～

28
年
度
継
続
費
３
億
１
９
８

０
・
３
万
円
）

★
図
書
館
改
修
等
事
業
＝
１
３

５
９
・
５
万
円
（
能
代
図
書

館
空
調
改
修
工
事
設
計
委

託
、
能
代
図
書
館
消
火
栓
ポ

ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
取
替
工
事
な

ど
）

▼
高
齢
者
世
帯
等
エ
ア
コ
ン
設

置
支
援
事
業
補
助
＝
９
６

４
・
８
万
円

▼
能
代
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
大
規

模
改
修
事
業
＝
７
１
２
８
・

６
万
円
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

備
改
修
、
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工

事
な
ど
）

◎
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
（
産

業
振
興
・
雇
用
創
出
）

▼
新
産
業
団
地
関
連
整
備
事
業

＝
９
０
３
５
万
円
（
電
柱
移

設
補
償
な
ど
）

▼
農
業
構
造
転
換
支
援
事
業
補

助
＝
２
億
０
８
７
３
・
６
万

円
（
老
朽
化
し
た
共
同
利
用

施
設
の
再
編
集
約
・
合
理
化

の
促
進
を
図
る
取
組
を
支
援
）

▼
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
支
援
事
業
補
助
＝
１
８

３
・
３
万
円

▼
林
道
改
良
事
業
＝
４
０
０
０

万
円

◎
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

（
生
活
環
境
・
行
財
政
）

▼
空
家
対
策
事
業
＝
６
０
６
・

５
万
円
（
危
険
空
家
解
体
撤

去
補
助
な
ど
）

▼
交
通
安
全
施
設
＝
３
４
３

９
・
２
万
円
（
区
画
線
塗
り

直
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
更
新

な
ど
）

▼
街
灯
＝
６
３
８
６
・
５
万
円

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
新
設
工
事
、

ほ
か
）

▼
消
火
栓
整
備
補
償
＝
２
６
７

６
万
円
（
上
水
道
消
火
栓
の

新
設
・
更
新
な
ど
）

▼
排
水
機
場
維
持
管
理
＝
３
８

１
０
・
９
万
円
（
能
代
工
業

団
地
排
水
機
場
の
更
新
に
向

け
た
基
本
設
計
業
務
委
託
、

ほ
か
）

▼
除
排
雪
対
策
＝
２
億
９
４
８

６
・
５
万
円
（
防
雪
柵
な
ど

設
置
・
撤
去
・
更
新
工
事
）

▼
浸
水
対
策
事
業
＝
１
億
１
５

０
０
万
円（
排
水
対
策
工
事
、

ほ
か
）

▼
改
良
事
業
＝
１
億
３
０
０
０

万
円
（
道
路
改
良
工
事
）

▼
道
路
交
付
金
事
業
＝
２
億
９

９
６
４
・
８
万
円
（
道
路
改

良
・
橋
り
ょ
う
補
修
等
工
事
、

橋
り
ょ
う
点
検
業
務
委
託
）

【
能
代
市
役
所
】

26
年
度
当
初
予
算
案
（
★

は
新
規
）

◎
元
気
で
魅
力
あ
る
ま
ち
（
地

域
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
）

▼
地
域
集
会
所
修
繕
補
助
等
＝

１
０
７
・
２
万
円

▼
体
育
施
設
管
理
運
営
＝
３
億

６
８
７
１
万
円
（
各
施
設
照

明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
、
各
施

設
修
繕
、
ほ
か
）

◎
笑
顔
で
人
が
輝
く
ま
ち
（
人

材
育
成
・
生
涯
活
躍
）

０
円
を
措
置
し
た
。

　

新
規
事
業
と
し
て
稲
庭
地
区

セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
盛
り
込

み
、
転
用
す
る
旧
稲
庭
小
学
校

改
修
の
実
施
設
計
や
ア
ス
ベ
ス

ト
調
査
な
ど
に
１
２
２
３
万
４

０
０
０
円
を
投
じ
る
。

　

企
業
誘
致
対
策
事
業
に
は
２

５
７
万
１
０
０
０
円
を
計
上

し
、
新
た
な
産
業
団
地
の
整
備

へ
準
備
を
進
め
る
。



１１
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公

告

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

方
㍍
、
擁
壁
工
大
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
Ａ
＝
１

０
６
平
方
㍍
、
舗
装
工
Ａ
Ｓ

舗
装
ｔ
＝
７
㌢
㍍
Ａ
＝
18
平

方
㍍
、
防
護
柵
工
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
Ｌ
＝
18
㍍

「
施 

工 

地
」
仙
北
市
田
沢
湖

玉
川
渋
黒
沢
国
有
林
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
11
月
６

日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
４
０
６
４
万
円

※
評
価
項
目
（
技
術
評
価
点
20

点
）

◆
Ｊ
１
６
１
の
Ｙ
Ａ
号
―
鎧
畑

ダ
ム
鎧
畑
ダ
ム
放
流
設
備
保

守
点
検
業
務
委
託
（
条
件
付

き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
鋼
構
造
物
工
事

ま
た
は
機
械
器
具
設
置
工
事

Ａ
級
で
、
東
北
６
県
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」（
鎧
畑
ダ
ム
放

流
設
備
保
守
点
検
業
務
）
放

流
設
備
（
オ
リ
フ
ィ
ス
ゲ
ー

ト
Ｎ
＝
一
式
、
ク
レ
ス
ト

ゲ
ー
ト
Ｎ
＝
一
式
）、
利
水

設
備
（
№
１
ゲ
ー
ト
（
主
・

副
）
Ｎ
＝
一
式
、
№
２
ゲ
ー

ト
（
主
・
副
）
Ｎ
＝
一
式
）

「
業
務
場
所
」
仙
北
市
田
沢
湖

田
沢
中
山
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
Ｊ
６
１
２
の
Ｙ
Ａ
号
―
協
和

ダ
ム
県
単
河
川
等
環
境
維
持

修
繕
事
業
（
河
川
等
整
備
）

ダ
ム
管
理
用
制
御
処
理
設
備

保
守
点
検
業
務
委
託
（
条
件

付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
通
信
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
ダ
ム
管
理
用
制

御
処
理
設
備
保
守
点
検
業
務

Ｎ
＝
一
式

「
業
務
場
所
」
大
仙
市
協
和
船

岡
大
川
前
ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
以
上
５
件　

申
請
書　

２
月

25
日
ま
で

※
以
上
５
件　

開
札　

３
月
４

日　

９
時
か
ら

◆
07
災
０
１
８
６
の
10
号
―
淀

川
（
左
岸
）
河
川
災
害
復
旧

工
事（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

（
総
合
評
価
落
札
方
式
）

　

開
札　

３
月
11
日　

９
時

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ａ
級
で
、
仙
北
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
復
旧
延
長
Ｌ
＝

75
㍍
（
左
岸
Ｌ
＝
75
㍍
）、

護
岸
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
張
Ａ
＝
７
４
５
平
方

㍍
、
法
覆
工
張
芝
（
野
芝
）

Ａ
＝
１
１
０
平
方
㍍

「
施 
工 
地
」
大
仙
市
協
和
上

淀
川
日
暮
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
２
０
２

７
年
３
月
19
日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
７
０
０
３
万
円

※
評
価
項
目
（
技
術
評
価
点
20

点
）

※
申
請
書　

３
月
３
日
ま
で

【
秋
田
県
雄
勝
地
域
振
興
局
】

◆
Ｆ
３
０
８
の
Ｙ
Ｂ
号
―
国
道

１
０
８
号
県
単
鬼
首
道
路
管

理
事
業
鬼
首
道
路
維
持
管
理

「
工
事
規
模
」復
旧
延
長
25
㍍
、

復
旧
幅
員
７
・
88
～
８
・
78

㍍
、
か
ご
枠
工
（
最
上
段
部
）

19
㍍
、
か
ご
枠
工
（
中
下
段

部
）
95
㍍
、
法
面
工
人
工
芝

２
３
０
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
能
代
市
朴
瀬
築

法
師
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
７
月
31

日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
１
７
７
２
万
円

◆
Ｊ
１
１
１
の
Ｙ
Ｂ
号
―
山
本

地
域
振
興
局
管
内
河
川
維
持

管
理
費
危
機
管
理
型
水
位

計
・
河
川
カ
メ
ラ
保
守
点
検

業
務
委
託
（
条
件
付
き
一
般

競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
通
信
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
危
機
管
理
型
水

位
計
保
守
点
検
６
局
、
河
川

カ
メ
ラ
保
守
点
検
３
局

「
業
務
場
所
」
三
種
町
川
尻
ほ

か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
Ｊ
１
５
６
の
Ｙ
Ａ
号
―
素
波

里
ダ
ム
（
粕
毛
川
）
ダ
ム
管

理
費
テ
レ
メ
ー
タ
・
警
報
設

備
・
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
監
視
設
備
保

守
点
検
業
務
委
託
（
条
件
付

き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
通
信
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
テ
レ
メ
ー
タ
・

放
流
警
報
監
視
局
装
置
点
検

１
局
、
テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局

装
置
点
検
３
局
、
テ
レ
メ
ー

タ
観
測
局
装
置
点
検
（
警
報

兼
用
局
）
２
局
、
放
流
警
報

局
装
置
点
検
（
サ
イ
レ
ン
・

ス
ピ
ー
カ
）
８
局
、
放
流
警

報
局
装
置
点
検
（
有
線
サ
イ

レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
）
１
局
、

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
設
備
点
検
４
台
、

雨
量
計
点
検
３
台

「
業
務
場
所
」
藤
里
町
粕
毛
鹿

瀬
内
沢
国
有
林
ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
Ｊ
１
５
７
の
Ｙ
Ａ
号
―
水
沢

ダ
ム
ほ
か
ダ
ム
管
理
費
ダ
ム

諸
量
設
備
保
守
点
検
業
務
委

託
（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
通
信
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
テ
レ
メ
ー
タ
監

視
局
装
置
保
守
点
検
１
局
、

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置
保

守
点
検
３
局
、
放
流
警
報
監

視
局
装
置
保
守
点
検
１
局
、

放
流
警
報
局
装
置
保
守
点
検

３
局
、
ダ
ム
諸
量
装
置
保
守

点
検
一
式

「
業
務
場
所
」
八
峰
町
峰
浜
水

沢
ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
Ｋ
５
６
５
の
Ｙ
Ｂ
号
―
素
波

里
ダ
ム
（
粕
毛
川
）
県
単

河
川
等
環
境
維
持
修
繕
事

業
（
河
川
等
整
備
）
ダ
ム
諸

量
設
備
保
守
点
検
業
務
委
託

（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
通
信
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
ダ
ム
諸
量
処
理

設
備
点
検
一
式

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｂ
級
で
、
鹿
角
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
▽
（
丑
道
ノ
下
）

復
旧
延
長（
右
岸
）45
・
１
㍍
、

護
岸
工
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
張
）
２
６
０
平
方
㍍

▽（
前
田
）復
旧
延
長（
右
岸
）

11
・
８
㍍
、
護
岸
工
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
）
48

平
方
㍍
、
法
覆
工
張
芝
（
野

芝
）
５
平
方
㍍
▽
（
上
谷
地
）

復
旧
延
長
（
右
岸
）
６
・
３

㍍
、
護
岸
工
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
）
22
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
鹿
角
市
十
和
田

草
木
丑
道
ノ
下
ほ
か
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
11
月
12

日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
３
１
２
０
万
円

◆
07
災
０
０
４
９
の
10
号
―
一

級
河
川
根
市
川
（
左
岸
）
河

川
災
害
復
旧
工
事
（
条
件
付

き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｂ
級
で
、
鹿
角
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
復
旧
延
長
（
左

岸
）
40
㍍
、
護
岸
工
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
）
４

４
７
平
方
㍍

「
施 

工 
地
」
鹿
角
市
十
和
田

草
木
大
用
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
11
月
12

日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
３
７
７
７
万
円

◆
07
災
０
１
３
３
の
10
号
―
一

級
河
川
夜
明
島
川
（
右
岸
）

河
川
災
害
復
旧
工
事
（
条
件

付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｂ
級
で
、
鹿
角
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
復
旧
延
長
（
右

岸
）
39
㍍
、
護
岸
工
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
）
３

４
８
平
方
㍍
、
法
覆
工
張
芝

（
野
芝
）
50
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
鹿
角
市
八
幡
平

下
タ
前
田
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
11
月
30

日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
４
４
４
１
万
円

※
以
上
５
件　

申
請
書　

２
月

26
日
ま
で

※
以
上
５
件　

開
札　

３
月
４

日　

９
時
か
ら

◆
07
災
０
１
２
９
の
10
号
―
一

級
河
川
熊
沢
川
（
左
岸
）
ほ

か
河
川
災
害
復
旧
工
事
（
条

件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ａ
級
で
、
鹿
角
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
▽
（
熊
沢
前
田
）

復
旧
延
長
（
左
岸
）
63
・
３

㍍
、
護
岸
工
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
）
４
５
９
平

方
㍍
、
法
覆
工
張
芝
（
人
工

芝
）
40
平
方
㍍
▽
（
平
１
号
）

復
旧
延
長
（
右
岸
）
10
㍍
、

護
岸
工
（
大
型
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
）
66
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
鹿
角
市
八
幡
平

熊
沢
前
田
ほ
か
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
11
月
26

日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
６
４
６
１
万
円

◆
07
災
０
０
７
７
の
10
号
―
一

級
河
川
熊
沢
川
（
右
岸
）
ほ

か
河
川
災
害
復
旧
工
事
（
条

件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ａ
級
で
、
鹿
角
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
▽
（
長
嶺
川
原
）

復
旧
延
長（
右
岸
）12
・
１
㍍
、

護
岸
工
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
張
）
１
３
１
平
方
㍍

▽
（
二
つ
森
１
号
）
復
旧
延

長（
左
岸
）16
㍍
、護
岸
工（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
）

１
０
５
平
方
㍍
▽
（
二
つ
森

２
号
）
復
旧
延
長
（
左
岸
）

16
㍍
、護
岸
工（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
）
１
２
６
平

方
㍍

「
施 

工 

地
」
鹿
角
市
八
幡
平

長
嶺
川
原
ほ
か
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
11
月
26

日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
６
５
５
７
万
円

※
以
上
２
件　

申
請
書　

３
月

５
日
ま
で

※
以
上
２
件　

開
札　

３
月
11

日　

９
時
か
ら

【
秋
田
県
北
秋
田
地
域
振
興

局
】

◇
07
災
Ｇ
３
５
２
の
Ｙ
３
号
―

比
内
森
吉
線
県
単
道
路
補
修

事
業
（
災
害
防
除
）
地
形
・

路
線
測
量
業
務
委
託
（
条
件

付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
測
量
一
般
部
門

に
登
載
さ
れ
、
鹿
角
、
北
秋

田
ま
た
は
山
本
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
業
務
内
容
」
３
級
基
準
点
測

量
Ｎ
＝
２
点
、
４
級
基
準
点

測
量
Ｎ
＝
４
点
、
現
地
測
量

Ａ
＝
０
・
０
０
２
平
方
㌔
㍍
、

三
次
元
点
群
測
量
Ａ
＝
０
・

０
３
２
平
方
㌔
㍍
、
路
線
測

量
Ｌ
＝
０
・
07
㌔
㍍

「
業
務
場
所
」
北
秋
田
市
森
吉

国
有
林
地
内

「
履
行
期
限
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
６
８
９
万
円

◇
07
災
Ｇ
３
５
２
の
Ｙ
２
号
―

比
内
森
吉
線
県
単
道
路
補
修

事
業
（
災
害
防
除
）
雪
崩
予

防
施
設
詳
細
設
計
業
務
委
託

（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
道
路
部
門
に
登

載
さ
れ
、
秋
田
県
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
業
務
内
容
」
雪
崩
予
防
施
設

（
吊
柵
）
詳
細
設
計
１
カ
所

「
業
務
場
所
」
北
秋
田
市
森
吉

国
有
林
地
内

「
履
行
期
限
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
７
２
３
万
円

※
以
上
２
件　

申
請
書　

２
月

25
日
ま
で

※
以
上
２
件　

開
札　

３
月
３

日　

９
時
か
ら

【
秋
田
県
山
本
地
域
振
興
局
】

◆
07
災
０
２
０
５
の
10
号
―
常

盤
峰
浜
線
道
路
災
害
復
旧
工

事
（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｃ
級
で
、
山
本
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど

県
内
に
主
た
る
営
業
所
を
有

す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
手
形
ト
ン
ネ
ル

Ｌ
＝
２
７
６
㍍
Ｗ
＝
６
・
５

（
12
・
５
）
㍍
、
低
圧
変
電

設
備
設
置
工
一
式
、
ト
ン
ネ

ル
照
明
設
備
設
置
工
１
１
１

台
、
配
管
・
配
線
工
一
式

「
施 

工 

地
」
秋
田
市
新
藤
田

治
郎
沢
（
手
形
ト
ン
ネ
ル
）

地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
１

月
29
日

「
予
定
価
格
」
１
億
２
３
２
３

万
円

◆
Ｆ
３
０
４
の
Ｙ
Ａ
号
―
秋
田

北
野
田
線（
秋
田
中
央
道
路
）

秋
田
中
央
道
路
監
視
点
検
・

維
持
管
理
業
務
委
託
（
条
件

付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
工
事
Ａ
級

で
、
秋
田
市
内
に
主
た
る
営

業
所
を
有
す
る
企
業
単
体
ま

た
は
Ｊ
Ｖ
に
よ
る
共
同
遂
行

方
式
で
あ
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
施
設
監
視
操
作

業
務
（
24
時
間
）
一
式
、
施

設
巡
視
点
検
業
務
一
式
、
道

路
維
持
管
理
業
務（
24
時
間
）

一
式

「
業
務
場
所
」
秋
田
市
旭
北
錦

町
～
手
形
西
谷
地
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
以
上
３
件　

申
請
書　

３
月

４
日
ま
で

※
以
上
３
件　

開
札　

３
月
11

日　

９
時
か
ら

【
秋
田
県
鹿
角
地
域
振
興
局
】

◆
07
災
０
１
４
７
の
10
号
―
国

道
２
８
２
号
道
路
災
害
復
旧

工
事（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｃ
級
で
、
鹿
角
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
復
旧
延
長
Ｌ
＝

18
㍍
、
復
旧
幅
員
Ｗ
＝
６
～

７
・
５
㍍
、（
擁
壁
工
）
大

型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

積
66
平
方
㍍
、（
擁
壁
工
）

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
擁
壁
18
㍍
、

（
防
護
柵
工
）
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
16
㍍
、（
舗
装
工
）
Ａ
Ｓ

舗
装
ｔ
＝
７
㌢
㍍
34
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
小
坂
町
小
坂
古

遠
部
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
８
月
31

日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
１
５
５
８
万
円

◆
07
災
０
０
４
２
の
10
号
―
一

級
河
川
大
湯
川
（
左
岸
）
河

川
災
害
復
旧
工
事
（
条
件
付

き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｂ
級
で
、
鹿
角
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
復
旧
延
長
（
左

岸
）
52
㍍
、
護
岸
工
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
）
２

２
０
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
鹿
角
市
十
和
田

大
湯
田
屋
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
11
月
９

日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
２
３
８
１
万
円

◆
07
災
０
０
４
８
の
10
号
―
一

級
河
川
根
市
川
（
右
岸
）
河

川
災
害
復
旧
工
事
（
条
件
付

き
一
般
競
争
）

橋
、外
危
機
管
理
型
水
位
計
・

河
川
カ
メ
ラ
保
守
点
検
業
務

委
託（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
通
信
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
危
機
管
理
型
水

位
計
保
守
点
検
一
式
、
河
川

カ
メ
ラ
保
守
点
検
一
式

「
業
務
場
所
」
秋
田
市
添
川
ほ

か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
Ｊ
１
１
６
の
Ｙ
Ａ
号
―
秋
田

県
庁
第
二
庁
舎
、
外
河
川
維

持
管
理
費
・
砂
防
指
定
地
管

理
費
河
川
砂
防
情
報
シ
ス
テ

ム
保
守
点
検
業
務
委
託
（
条

件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
通
信
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
河
川
情
報
シ
ス

テ
ム
保
守
点
検
一
式
、
砂
防

情
報
シ
ス
テ
ム
保
守
点
検
一

式
「
業
務
場
所
」
秋
田
市
山
王
３

丁
目
ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
Ｇ
１
０
４
の
Ｙ
Ｂ
号
―
秋
田

北
イ
ン
タ
ー
線
外
旭
川
地
下

道
排
水
施
設
保
守
管
理
業
務

委
託（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
機
械
器
具
設
置

工
事
Ａ
級
で
、
秋
田
管
内
に

主
た
る
営
業
所
を
有
す
る
こ

と
な
ど

「
業
務
内
容
」
Ａ
点
検
３
カ
月

毎
一
式
、
Ｂ
点
検
６
カ
月
毎

１
回
、Ｃ
点
検
１
年
毎
一
式
、

排
水
ポ
ン
プ
点
検
一
式

「
業
務
場
所
」
秋
田
市
外
旭
川

堂
ノ
前（
外
旭
川
ア
ン
パ
ス
）

地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
26
日

※
以
上
３
件　

申
請
書　

２
月

25
日
ま
で

※
以
上
３
件　

開
札　

３
月
４

日　

９
時
か
ら

◆
Ｆ
Ｉ
24
の
30
号
―
国
道
１
０

１
号
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工

事
（
ト
ン
ネ
ル
）（
条
件
付

き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
工
事
Ａ
級

で
、
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
施
工
延
長
Ｌ
＝

７
２
３
㍍
Ｗ
＝
６
・
５
（
９
・

35
）
㍍
、
ト
ン
ネ
ル
照
明
設

備
設
置
工
Ｎ
＝
30
台
、
配
線

工
Ｎ
＝
一
式

「
施 

工 

地
」
男
鹿
市
脇
本
脇

本
七
沢
（
生
鼻
崎
第
二
ト
ン

ネ
ル
）
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
２

月
10
日

「
予
定
価
格
」
５
９
５
１
万
円

◆
Ｆ
Ｉ
24
の
20
号
―
秋
田
昭
和

線
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事

（
ト
ン
ネ
ル
）（
条
件
付
き
一

般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
工
事
Ａ
級

に
登
載
さ
れ
た
２
者
に
よ
る

自
主
結
成
の
Ｊ
Ｖ
で
、
代
表

者
は
主
た
る
営
業
所
を
秋
田

県
内
ま
た
は
営
業
所
を
秋
田

県
内（
準
県
内
業
者
に
限
る
）

に
有
し
、
総
合
評
定
値
電
気

工
事
８
６
０
点
以
上
で
あ
る

こ
と
な
ど
。
構
成
員
は
秋
田

対
策
工
事
＝
１
１
７
５
・
９

万
円

◎
水
道
事
業
会
計

▼
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業

（
卒
田
地
区
）
＝
１
億
４
７

０
６
・
９
万
円
（
配
水
管
Ｌ

＝
２
６
６
１
・
３
㍍
）

▼
北
部
導
水
管
（
本
設
管
）
災

害
復
旧
工
事
＝
５
５
１
・
７

万
円
（
導
水
管
Ｌ
＝
44
㍍
）

▼
県
道
駒
ヶ
岳
線
水
道
管
布
設

替
工
事
＝
２
６
８
４
万
円

（
導
水
管
Ｌ
＝
２
４
７
・
３
㍍
）

▼
西
荒
井
番
屋
地
内
配
水
管
布

設
替
工
事
＝
１
２
１
４
・
４

万
円
（
配
水
管
Ｌ
＝
２
０
０

㍍
）

▼
県
道
改
良
等
に
伴
う
移
設
工

事
＝
７
８
４
・
３
万
円
（
国

道
１
０
５
号
線
桁
沢
工
区　

配
水
管
Ｌ
＝
90
・
５
㍍
）

▼
県
道
改
良
等
に
伴
う
移
設
工

事
＝
１
１
２
２
万
円
（
県
道

西
山
生
保
内
線　

導
水
管
Ｌ

＝
１
１
２
・
４
㍍
）

▼
生
保
内
浄
水
場
排
水
管
工
事

＝
２
７
５
７
・
７
万
円
（
排

水
管
Ｌ
＝
６
５
０
㍍
）

▼
西
明
寺
低
区
第
２
浄
水
場
第

３
水
源
取
水
井
築
造
工
事
＝

２
１
５
６
万
円

▼
そ
の
他
改
良
工
事
＝
５
０
０

万
円

▼
浄
水
場
等
設
備
更
新
＝
８
４

７
０
・
８
万
円
（
角
館
、
白

岩
、
西
木
地
区
ほ
か
電
気
・

機
械
設
備
な
ど
）

◎
下
水
道
事
業
会
計

▼
雨
水
出
水
想
定
区
域
図
作
成

業
務
委
託
＝
１
２
８
５
・
９

万
円

▼
農
業
集
落
排
水
施
設
最
適
整

備
構
想
見
直
し
業
務
委
託
＝

２
７
９
・
４
万
円

業
務
委
託
（
条
件
付
き
一
般

競
争
）

「
参
加
資
格
」
５
者
以
内
、
３

者
以
上
に
よ
る
自
主
結
成
の

Ｊ
Ｖ
。
代
表
者
は
一
般
土
木

工
事
Ａ
級
で
、
湯
沢
市
に
主

た
る
営
業
所
を
有
し
、
構
成

員
は
一
般
土
木
工
事
ま
た
は

舗
装
工
事
い
ず
れ
も
Ａ
級
ま

た
は
Ｂ
級
で
、
雄
勝
地
域
振

興
局
管
内
に
主
た
る
営
業
所

を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
維
持
管
理
業
務

カ
所
仙
秋
鬼
首
ト
ン
ネ
ル
Ｌ

＝
３
５
２
７
㍍
、
ト
ン
ネ
ル

坑
内
部
作
業
一
式

「
業
務
場
所
」
湯
沢
市
秋
ノ
宮

役
内
山
国
有
林
ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

「
予
定
価
格
」
３
５
８
万
円

◆
Ｇ
５
５
８
の
Ｋ
３
号
―
羽
後

向
田
館
合
線
県
単
道
路
補
修

工
事（
簡
易
舗
装
改
築
）（
条

件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
舗
装
工
事
Ｂ
級

で
、
雄
勝
管
内
に
主
た
る
営

業
所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
施
工
延
長
１
８

０
㍍
、
施
工
幅
員
７
㍍
、
路

面
切
削
工
１
２
６
０
平
方

㍍
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
１
２

６
０
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
羽
後
町
下
仙
道

中
泊
地
内

「
工　
　

期
」
７
月
10
日

「
予
定
価
格
」
８
７
０
万
円

◆
Ｇ
４
４
９
の
Ｋ
１
号
―
国
道

３
４
２
号
ほ
か
県
単
道
路
補

修
工
事
（
交
通
安
全
）（
条

件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
路
面
標
示
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
ペ
イ
ン
ト
式
区

画
線
（
破
線
）
Ｗ
＝
15
㌢
㍍

２
万
２
４
０
０
㍍
、
ペ
イ
ン

ト
式
区
画
線
（
実
線
）
Ｗ
＝

15
㌢
㍍
１
０
０
０
㍍

「
施 

工 

地
」
東
成
瀬
村
椿
川

ほ
か
地
内

「
工　
　

期
」
６
月
18
日

「
予
定
価
格
」
１
０
７
９
万
円

◆
Ｇ
５
５
８
の
Ｋ
２
号
―
国
道

１
０
８
号
県
単
道
路
補
修
工

事
（
簡
易
舗
装
改
築
）（
条

件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
舗
装
工
事
Ａ
級

で
、
雄
勝
管
内
に
主
た
る
営

業
所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
施
工
延
長
４
６

０
㍍
、
施
工
幅
員
６
・
５
㍍
、

路
面
切
削
工
２
９
９
０
平
方

㍍
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
２
９

９
０
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
湯
沢
市
秋
ノ
宮

殿
上
地
内

「
工　
　

期
」
７
月
31
日

「
予
定
価
格
」
１
７
５
３
万
円

◆
Ｇ
４
４
９
の
Ｙ
Ｃ
号
―
湯
沢

栗
駒
公
園
線
ほ
か
県
単
道
路

補
修
事
業
（
交
通
安
全
）
冬

期
対
策
業
務
委
託
（
条
件
付

き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｃ
級
で
、
雄
勝
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
業
務
内
容
」（
湯
沢
栗
駒
公

園
線
）
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
設

置
（
Ｃ
種
３
条
）
３
８
１
１

「
業
務
場
所
」
藤
里
町
粕
毛
鹿

瀬
内
沢
国
有
林
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
Ｊ
１
１
１
の
Ｙ
Ａ
号
―
山
本

地
域
振
興
局
管
内
ほ
か
河
川

維
持
管
理
費
河
川
砂
防
情
報

シ
ス
テ
ム
保
守
点
検
業
務
委

託
（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
通
信
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
河
川
監
視
局
１

局
、
中
継
局
１
局
、
水
位
観

測
局
２
局
、
雨
量
・
水
位
併

設
局
１
局
、雨
量
観
測
局（
河

川
）
１
局
、
砂
防
監
視
局
１

局
、
雨
量
観
測
局
（
砂
防
）

２
局

「
業
務
場
所
」
能
代
市
御
指
南

町
（
山
本
地
域
振
興
局
）
ほ

か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
以
上
６
件　

申
請
書　

２
月

26
日
ま
で

※
以
上
６
件　

開
札　

３
月
４

日　

９
時
か
ら

【
秋
田
県
仙
北
地
域
振
興
局
】

◆
07
災
０
０
２
５
の
10
号
―
淀

川
北
野
目
線
道
路
災
害
復
旧

工
事（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｃ
級
で
、
仙
北
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
復
旧
延
長
Ｌ
＝

15
㍍
、復
旧
幅
員
Ｗ
＝
７
㍍
、

擁
壁
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
積
Ａ
＝
37
平
方
㍍
、

舗
装
工
（
Ａ
Ｓ
舗
装
ｔ
＝
７

㌢
㍍
）
Ａ
＝
20
平
方
㍍
、
防

護
柵
工
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
Ｌ
＝

15
㍍

「
施 

工 

地
」
大
仙
市
強
首
地

内
「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
８
月
25

日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
７
８
２
万
円

◆
07
災
０
１
８
７
の
10
号
―
籾

内
沢
川
（
右
岸
）
河
川
災
害

復
旧
工
事
（
条
件
付
き
一
般

競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｃ
級
で
、
仙
北
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
復
旧
延
長
Ｌ
＝

15
㍍
（
右
岸
Ｌ
＝
15
㍍
）、

護
岸
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
積
Ａ
＝
47
平
方
㍍
、

法
覆
工
張
芝
（
野
芝
）
Ａ
＝

10
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
仙
北
市
西
木
町

上
桧
木
内
籾
内
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日
（
繰

越
手
続
き
完
了
後
、
２
０
２

７
年
２
月
19
日
に
変
更
予
定
）

「
予
定
価
格
」
８
０
８
万
円

◆
07
災
０
０
５
８
の
10
号
―
国

道
３
４
１
号
道
路
災
害
復
旧

工
事（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

（
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｂ
級
で
、
仙
北
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
復
旧
延
長
Ｌ
＝

18
・
３
㍍
、
復
旧
幅
員
Ｗ
＝

６
・
31
～
６
・
77
㍍
、
法
面

工
張
芝
（
野
芝
）
Ａ
＝
90
平

【
東
北
整
備
局
鳥
海
ダ
ム
工

事
事
務
所
】

◇
鳥
海
ダ
ム
環
境
影
響
評
価
検

討
業
務
（
簡
易
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
）

「
参
加
資
格
」
土
木
関
係
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
認

定
者
単
体
な
い
し
Ｊ
Ｖ

「
業
務
内
容
」
環
境
保
全
措
置

な
ど
実
施
状
況
の
収
集
・
整

理
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結

果
の
分
析
お
よ
び
評
価
、
脱

水
ケ
ー
キ
再
利
用
検
討
、
視

察
会
運
営
補
助
、
委
員
会
運

営
補
助　

各
一
式

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
２

月
24
日

◇
鳥
海
ダ
ム
地
す
べ
り
観
測
解

析
業
務
（
簡
易
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
）

「
参
加
資
格
」
土
木
関
係
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
認

定
者
単
体
な
い
し
Ｊ
Ｖ

「
業
務
内
容
」
▽
地
す
べ
り
調

査　

挿
入
式
孔
内
傾
斜
計
観

測
、
地
下
水
位
計
観
測　

各

一
式
▽
解
析
業
務　

地
す
べ

り
解
析
、
斜
面
管
理
検
討　

各
一
式

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
２

月
26
日

※
以
上
２
件　

参
加
表
明
書　

３
月
23
日
ま
で

【
秋
田
県
秋
田
地
域
振
興
局
】

◆
Ｊ
１
１
６
の
Ｙ
Ｃ
号
―
湯
沢

㍍
、視
線
誘
導
標
設
置
13
本
、

路
側
標
識
設
置
１
基
（
秋
ノ

宮
小
安
温
泉
線
）
ガ
ー
ド

ケ
ー
ブ
ル
設
置（
Ｃ
種
３
条
）

３
３
６
０
㍍
、
中
間
支
柱
設

置
16
本
、
視
線
誘
導
標
設
置

25
本
、
路
側
標
識
設
置
34
基

「
業
務
場
所
」
湯
沢
市
皆
瀬
水

上
沢
～
小
田
ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
６
月
30
日

◆
Ｇ
４
４
９
の
Ｙ
Ｂ
号
―
国
道

３
９
８
号
ほ
か
県
単
道
路
補

修
事
業
（
交
通
安
全
）
冬
期

対
策
業
務
委
託
（
条
件
付
き

一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｃ
級
で
、
雄
勝
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
業
務
内
容
」（
国
道
３
９
８

号
）
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
設
置

（
Ｃ
種
３
条
）
２
７
５
７
㍍
、

ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
設
置
（
Ｂ

種
４
条
）
１
５
０
０
㍍
、
視

線
誘
導
標
設
置
２
４
４
本
、

路
側
標
識
設
置
32
基
（
仁
郷

大
湯
線
）
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル

設
置
（
Ｃ
種
３
条
）
４
３
３

７
㍍
、
視
線
誘
導
標
設
置
２

５
１
本
、
路
側
標
識
設
置
62

基
「
業
務
場
所
」
湯
沢
市
皆
瀬
大

湯
～
県
境
ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
６
月
30
日

◆
Ｇ
４
４
９
の
Ｙ
Ａ
号
―
国
道

３
４
２
号
ほ
か
県
単
道
路
補

修
事
業
（
交
通
安
全
）
冬
期

対
策
業
務
委
託
（
条
件
付
き

一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ｃ
級
で
、
雄
勝
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
業
務
内
容
」（
国
道
３
４
２

号
）
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
設
置

（
Ｃ
種
３
条
）
４
２
９
６
㍍
、

ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
設
置
（
Ｂ

種
４
条
）
１
７
５
８
㍍
、
視

線
誘
導
標
設
置
２
２
３
本
、

路
側
標
識
設
置
29
基
（
国
道

３
９
７
号
）
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ

ル
設
置
（
Ｃ
種
３
条
）
３
９

１
４
㍍
、
視
線
誘
導
標
設
置

86
本
、
路
側
標
識
設
置
３
基

「
業
務
場
所
」
東
成
瀬
村
仁
郷

～
県
境
ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
６
月
30
日

◆
Ｌ
８
８
０
の
Ｙ
Ａ
号
―
雄
勝

地
域
振
興
局
管
内
砂
防
指
定

地
管
理
費
砂
防
情
報
シ
ス
テ

ム
保
守
点
検
業
務
委
託
（
条

件
付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
通
信
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
砂
防
情
報
シ
ス

テ
ム
保
守
点
検
業
務
一
式

（
12
カ
月
点
検
）、
監
視
局
点

検
（
砂
防
情
報
テ
レ
メ
ー
タ

設
備
）
１
局
、
監
視
局
点
検

（
情
報
処
理
設
備
）
１
局
、

雨
量
観
測
局
点
検
（
屋
外
筐

体
設
備
局
）
３
局
、
雨
量
観

測
局
点
検
（
局
舎
設
備
局
）

１
局
、
中
継
局
兼
雨
量
観
測

局
１
局

「
業
務
場
所
」
湯
沢
市
千
石
町

ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
Ｊ
１
４
５
の
Ｙ
Ａ
号
―
雄
勝

地
域
振
興
局
管
内
河
川
維
持

管
理
費
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム

保
守
点
検
業
務
委
託
（
条
件

付
き
一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
通
信
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
河
川
情
報
シ
ス

テ
ム
保
守
点
検
業
務
一
式

（
12
カ
月
点
検
）、
監
視
局
兼

雨
量
局
点
検
１
局
、
中
継
局

点
検
１
局
、
水
位
観
測
局
点

検
５
局
、ダ
ム
局
点
検
１
局
、

危
機
管
理
型
水
位
計
点
検
６

基
、
簡
易
型
河
川
監
視
カ
メ

ラ
点
検
１
台

「
業
務
場
所
」
湯
沢
市
千
石
町

ほ
か
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
以
上
９
件　

申
請
書　

２
月

18
日
ま
で

※
以
上
９
件　

開
札　

２
月
25

日　

９
時
か
ら

◆
07
災
Ｆ
Ｉ
68
の
20
号
―
秋
ノ

宮
小
安
温
泉
線
土
砂
災
害
対

策
道
路
補
助
工
事
（
土
砂
災

害
対
策
）（
条
件
付
き
一
般

競
争
）

「
参
加
資
格
」
一
般
土
木
工
事

Ａ
級
で
、
雄
勝
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
な

ど
「
工
事
規
模
」
施
工
延
長
１
４

５
・
１
㍍
、
表
層
６
６
１
平

方
㍍
、ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル（
Ｇ

ｃ
―
Ｃ
４
―
４
Ｂ
）
１
３
９

㍍
、［
１
工
区
］
ジ
オ
テ
キ

ス
タ
イ
ル
壁
面
材
組
立
・
設

置
99
平
方
㍍
、
ジ
オ
テ
キ
ス

タ
イ
ル
敷
設
４
６
８
平
方

㍍
、［
２
工
区
］
ジ
オ
テ
キ

ス
タ
イ
ル
壁
面
材
組
立
・
設

置
３
２
７
平
方
㍍
、
ジ
オ
テ

キ
ス
タ
イ
ル
敷
設
２
１
９
３

平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
湯
沢
市
高
松
字

高
松
沢
国
有
林
地
内

「
工　
　

期
」
12
月
21
日

「
予
定
価
格
」
７
０
７
６
万
円

◆
07
災
Ｆ
Ｉ
68
の
Ｋ
１
号
―
仁

郷
大
湯
線
土
砂
災
害
対
策
道

路
補
助
工
事
（
土
砂
災
害
対

策
）（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

（
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
法
面
工
事
Ａ
級

に
登
載
さ
れ
た
２
者
に
よ
る

自
主
結
成
の
Ｊ
Ｖ
で
、
代
表

者
は
主
た
る
営
業
所
を
秋
田

県
内
ま
た
は
営
業
所
を
秋
田

県
内
に
有
し
、
構
成
員
は
秋

田
県
内
に
主
た
る
営
業
所
を

有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」施
工
延
長
24
㍍
、

ロ
ー
プ
伏
工
１
３
６
８
平
方

㍍
、
ロ
ー
プ
掛
工
２
カ
所
、

巨
大
岩
塊
固
定
工
１
カ
所

「
施 

工 

地
」
湯
沢
市
皆
瀬
小

安
奥
山
国
有
林
地
内

「
工　
　

期
」
11
月
６
日

「
予
定
価
格
」
１
億
３
５
６
８

万
円

※
評
価
項
目
（
技
術
評
価
点
20

点
）

◆
Ｆ
３
０
８
の
Ｙ
Ａ
号
―
国
道

１
０
８
号
県
単
鬼
首
道
路
管

理
事
業
仙
秋
鬼
首
ト
ン
ネ
ル

監
視
業
務
委
託
（
条
件
付
き

一
般
競
争
）

「
参
加
資
格
」
電
気
通
信
工
事

Ａ
級
で
、
秋
田
県
内
に
営
業

所
を
有
す
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
施
設
監
視
操
作

業
務
一
式
、
施
設
保
守
点
検

業
務
一
式

「
業
務
場
所
」
湯
沢
市
秋
ノ
宮

畑
ほ
か
（
仙
秋
鬼
首
ト
ン
ネ

ル
ほ
か
）
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
29
日

※
以
上
３
件　

申
請
書　

２
月

25
日
ま
で

※
以
上
３
件　

開
札　

３
月
４

日　

９
時
か
ら

【
秋
田
県
秋
田
空
港
管
理
事

務
所
】

◆
Ｑ
１
３
４
の
Ｙ
１
号
―
航
空

灯
火
施
設
保
守
点
検
業
務
委

託
（
条
件
付
き
一
般
競
争
）

　

開
札　

３
月
11
日　

９
時

「
参
加
資
格
」
電
気
工
事
業
の

許
可
を
受
け
、
秋
田
県
内
に

主
た
る
営
業
所
を
有
す
る
こ

と
な
ど

「
業
務
内
容
」
航
空
灯
火
施
設

保
守
点
検
一
式
、
灯
火
整
備

機
器
点
検
一
式
、
灯
火
監
視

制
御
装
置
細
密
点
検
一
式

「
業
務
場
所
」
秋
田
市
雄
和
椿

川
地
内

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
申
請
書　

３
月
４
日
ま
で

【
東
北
整
備
局
秋
田
河
川
国

道
事
務
所
】

〈
３
月
５
日
〉

◆
秋
田
南
地
区
構
造
物
撤
去
工

事
（
一
般
競
争
）（
総
合
評

価
落
札
方
式
・
施
工
能
力
評

価
Ⅱ
型
）

　

取
り
消
し

【
東
北
整
備
局
湯
沢
河
川
国

道
事
務
所
】

〈
３
月
３
日
〉

◆
湯
沢
管
内
舗
装
修
繕
工
事

（
一
般
競
争
）（
総
合
評
価
落

札
方
式
・
施
工
能
力
評
価
Ⅱ

型
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
・
舗

装
工
（
修
繕
工
）
施
工
者
希

望
Ⅰ
型
）

　

取
り
消
し

【
秋
田
県
秋
田
地
域
振
興
局
】

〈
２
月
18
日
〉

◆
Ｇ
５
５
４
の
Ｋ
２
号
―
秋
田

岩
見
船
岡
線
ほ
か
県
単
道
路

補
修
工
事（
簡
易
舗
装
）（
条

件
付
き
一
般
競
争
）

　

入
札
取
り
や
め

【
秋
田
県
由
利
地
域
振
興
局
】

〈
２
月
18
日
〉

◆
Ｍ
Ｉ
05
の
20
号
―
伏
見
地
区

砂
防
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事

（
急
傾
斜
）（
条
件
付
き
一
般

競
争
）

　

入
札
取
り
や
め

【
秋
田
県
平
鹿
地
域
振
興
局
】

〈
１
月
29
日
〉

◆
07
災
Ｇ
３
５
７
の
20
号
―
国

道
１
０
７
号
県
単
道
路
補
修

工
事
（
災
害
防
除
）（
条
件

付
き
一
般
競
争
）

　

１
落　６

１
４
万
９
０
０
０
円

　

高
健
興
業

「
入 

札 

者
」芝
造
園
土
木（
無

効
）、
高
健
興
業
、
斉
藤
土

木（
辞
退
）、木
村
建
設（
放
棄
）

「
施 

工 

地
」
横
手
市
平
鹿
町

中
吉
田
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
６
９
０
万
円

結

果

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他



１１　

長
井
市
は
12
日
、
２
０
２
６

年
度
当
初
予
算
案
の
概
要
を
公

表
し
た
。
一
般
会
計
は
１
９
１

億
５
３
０
０
万
円
を
計
上
。
25

年
度
当
初
と
比
べ
３
・
９
㌫
、

７
億
１
３
０
０
万
円
の
増
加
と

な
り
、
過
去
２
番
目
の
大
型
編

成
と
な
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業

費
は
10
億
３
９
３
５
万
３
０
０

０
円
で
、
同
０
・
２
㌫
の
微
増
。

特
別
会
計
を
含
め
た
総
額
は
２

５
５
億
３
１
５
４
万
４
０
０
０

円
で
、
同
３
・
５
㌫
の
増
加
と

な
っ
た
。

　

新
規
事
業
を
見
る
と
、
生
涯

学
習
プ
ラ
ザ
施
設
長
寿
命
化
事

業
に
７
６
０
０
万
円
を
計
上
。

老
朽
化
が
著
し
い
施
設
全
体
を

対
象
に
、
本
年
度
に
実
施
し
た

調
査
を
基
に
長
寿
命
化
に
向
け

た
実
施
設
計
に
着
手
す
る
。

　

継
続
事
業
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
施
設
整
備
事
業
は
１
億
０
０

８
１
万
５
０
０
０
円
を
計
上
。

同
施
設
の
整
備
に
伴
い
、
生
成

さ
れ
る
液
肥
を
農
地
に
還
元
循

環
さ
せ
る
た
め
の
液
肥
貯
留
槽

整
備
事
業
に
１
億
１
９
９
０
万

円
、
発
電
さ
れ
る
電
気
と
液
肥

を
活
用
す
る
園
芸
施
設
ハ
ウ
ス

整
備
事
業
に
１
億
２
９
８
７
万

円
を
充
て
新
規
事
業
化
す
る
。

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
隣
接

地
に
各
ス
ポ
ー
ツ
で
利
用
で
き

る
公
園
を
整
備
す
る
最
上
川
河

川
整
備
事
業
に
１
億
円
を
新
た

に
確
保
。
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

と
一
体
化
す
る
新
た
な
観
光
交

流
拠
点
の
整
備
を
目
指
す
。

　

長
井
駅
東
地
区
土
地
利
用
検

討
事
業
も
新
た
に
２
０
０
万
円

を
措
置
す
る
。
市
街
地
再
開
発

の
実
施
に
伴
う
費
用
便
益
分
析

調
査
や
資
本
計
画
等
基
本
計
画

の
作
成
を
進
め
る
。

　

土
木
事
業
で
は
、
成
田
１
号

　

山
形
市
上
下
水
道
部
は
、「
見

崎
浄
水
場
中
央
監
視
制
御
装
置

機
能
増
設
工
事
」
の
一
般
競
争

入
札
を
今
月
10
日
に
開
札
し
、

１
落
の
１
億
９
５
０
０
万
円
で

日
立
製
作
所
に
決
ま
っ
た
。
予

　

山
形
県
村
山
総
合
支
庁
建
設

総
務
課
は
、
再
公
告
し
て
い
た

県
立
上
山
高
等
養
護
学
校
校
舎

改
築
に
係
る
衛
生
設
備
工
事
を

５
日
に
開
札
し
、
１
落
の
１
億

計
事
務
所
・
鈴
木
建
築
設
計
事

務
所
Ｊ
Ｖ
が
担
当
し
、
先
行
し

て
入
札
し
た
建
築
工
事
は
愛
和

建
設
・
千
歳
建
設
Ｊ
Ｖ
、
電
気

設
備
工
事
は
ユ
ア
テ
ッ
ク
サ
ー

ビ
ス
、
空
調
設
備
工
事
は
第
一

工
業
が
そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
て
い

る
。

７
０
０
万
円
で
大
井
建
設
に
決

ま
っ
た
。
予
定
価
格
は
２
億
８

７
５
３
万
円
、
最
低
制
限
価
格

は
２
億
６
５
０
０
万
円
だ
っ

た
。
応
札
は
同
社
の
み
。

　

同
工
事
は
、
一
昨
年
７
月
に

庄
内
地
域
に
大
き
な
被
害
を
も

26

年

度

当

初

予

算

案

を

公

表

新
規
に
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
長
寿
命
化
な
ど

過
去
２
番
目
の
１
９
１
億
余

過
去
２
番
目
の
１
９
１
億
余

長　井　市

５
４
６
４
万
円
で
後
藤
工
業
の

落
札
を
決
め
た
。評
価
値
は
０
・

７
８
５
（
技
術
点
＝
１
２
１
・

５
）。
予
定
価
格
は
１
億
５
４

６
４
万
円
。
調
査
基
準
価
格
は

１
億
４
４
０
４
万
円
。

　

入
札
参
加
者
は
後
藤
工
業
と

山
住
設
備
の
２
社
だ
っ
た
。

　

今
回
の
工
事
は
、
県
立
上
山

高
等
養
護
学
校
・
山
形
盲
学
校

改
築
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
、
上
山
市
宮
脇
地
内
の
上
山

高
等
養
護
学
校
体
育
館
の
跡
地

に
整
備
す
る
同
校
新
校
舎
の
衛

生
設
備
工
事
一
式
を
そ
れ
ぞ
れ

手
掛
け
る
。
Ｒ
Ｃ
一
部
Ｗ
造
２

階
建
て
、
延
べ
３
１
４
８
平
方

㍍
の
北
棟
、
Ｒ
Ｃ
一
部
Ｗ
造
２

階
建
て
、
延
べ
７
４
８
平
方
㍍

の
南
教
室
棟
を
新
築
す
る
ほ

か
、
渡
り
廊
下
棟
、
バ
ス
車
庫

な
ど
も
整
備
す
る
。
工
事
の
総

延
べ
面
積
は
４
０
５
１
平
方
㍍
。

　

工
期
は
２
０
２
７
年
６
月
23

日
ま
で
。
設
計
は
安
井
建
築
設

定
価
格
は
１
億
９
５
８
６
万
８

０
０
０
円
、
最
低
制
限
価
格
は

１
億
８
４
１
１
万
５
０
０
０
円

だ
っ
た
。
応
札
は
同
社
の
み
。

　

山
形
市
見
崎
川
原
地
内
の
見

崎
浄
水
場
（
容
量
２
万
７
０
８

８
立
方
㍍
（
６
７
７
２
立
方
㍍

×
４
池
、
Ｒ
Ｃ
造
）、
給
水
戸

数
約
３
万
戸
、
給
水
人
口
約
６

万
７
０
０
０
人
）
は
常
時
松
原

浄
水
場
を
監
視
し
て
い
る
。

　

今
回
の
工
事
は
、
松
原
浄
水

場
の
中
央
監
視
制
御
装
置
更
新

工
事
の
着
工
（
施
工
＝
メ
タ

ウ
ォ
ー
タ
ー
）
に
伴
っ
て
、
同

浄
水
場
の
新
装
置
か
ら
デ
ー
タ

を
受
け
取
る
機
能
を
増
設
す
る

た
め
改
造
を
行
う
も
の
。
併
せ

て
、
南
山
形
配
水
場
の
監
視
を

行
う
遠
方
監
視
制
御
装
置
の
設

置
も
行
う
。

　

工
期
は
２
０
２
８
年
３
月
16

日
ま
で
。
設
計
は
東
京
設
計
事

務
所
が
担
当
し
た
。

は
今
月
19
日
14
時
ま
で
で
、
開

札
は
３
月
18
日
９
時
10
分
に
行

う
。

　

参
加
資
格
は
、
橋
梁
補
修
工

事
に
係
る
参
加
資
格
の
認
定
を

受
け
て
お
り
、
２
０
１
０
年
度

以
降
に
高
速
自
動
車
国
道
、
国

道
ま
た
は
都
道
府
県
道
に
お
い

て
橋
梁
の
補
修
ま
た
は
補
強
の

施
工
実
績
を
有
す
る
こ
と
。
県

内
に
本
社
を
有
し
、
か
つ
山
形

河
川
国
道
事
務
所
管
内
に
本

社
、
支
社
ま
た
は
営
業
所
が
所

在
す
る
こ
と
な
ど
。

　

両
工
事
は
、
管
内
直
轄
国
道

の
維
持
管
理
の
一
環
と
し
て
、

過
去
に
実
施
し
た
点
検
結
果
を

踏
ま
え
補
修
対
策
が
必
要
と
判

定
さ
れ
た
橋
梁
を
対
象
に
適
切

な
補
修
を
講
じ
る
も
の
。

　

上
山
市
金
谷
～
権
現
堂
に
架

村山支庁

11..55
億
余
で
後
藤
工
業

億
余
で
後
藤
工
業

上
山
高
等
養
護
の
衛
生
工
事

監
視
制
御
装
置
の
増
設

約
２
億
で
日
立
製
作
所

約
２
億
で
日
立
製
作
所

見
崎
浄
水
場

山 形 市

　

東
北
整
備
局
山
形
河
川
国
道

事
務
所
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

活
用
工
事
・
受
注
者
希
望
型
の

対
象
と
な
る
「
蔵
王
大
橋
（
上

山
市
）
橋
梁
補
修
工
事
」
と
「
米

沢
管
内
橋
梁
補
修
工
事
」
を
そ

れ
ぞ
れ
公
告
し
た
。
参
加
申
請

　

山
形
県
庄
内
総
合
支
庁
建
設

総
務
課
は
、
債
務
負
担
行
為
で

の
「
６
年
災
７
０
２
８
号
田
沢

川
河
川
災
害
復
旧
工
事
」
を
一

般
競
争
入
札
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
・

施
工
者
希
望
Ⅱ
型
）
で
今
月
10

日
に
開
札
し
、
１
落
の
２
億
８

か
る
国
道
13
号
・
蔵
王
大
橋（
橋

長
約
１
６
０
㍍
、幅
員
約
12
㍍
）

は
、
橋
面
防
水
工
約
１
５
７
０

平
方
㍍
、
舗
装
打
換
え
工
約
１

５
７
０
平
方
㍍
、
床
版
補
修
工

50
立
方
㍍
、
仮
設
工
一
式
を
施

工
す
る
。
工
期
は
11
月
13
日
ま

で
。

　

米
沢
管
内
は
、
小
国
町
沼
沢

地
内
の
国
道
１
１
３
号
・
新
間

瀬
橋
（
橋
長
約
57
㍍
、
幅
員
約

10
㍍
）、
同
・
登
戸
橋
（
橋
長

約
61
㍍
、
幅
員
約
10
㍍
）
の
２

橋
が
対
象
。
工
事
概
要
は
新
間

瀬
橋
が
舗
装
工
約
５
０
０
平
方

㍍
、
橋
梁
床
版
工
約
30
立
方
㍍

な
ど
。
登
戸
橋
は
舗
装
工
約
５

４
０
平
方
㍍
、
橋
梁
床
版
工
約

10
立
方
㍍
を
実
施
す
る
。
工
期

は
11
月
２
日
ま
で
。

東北整備局山形

２件の橋梁補修工事

申請は19日まで

田
沢
川
の
復
旧
工
事

約約
22..99
億
で
大
井
建
設

億
で
大
井
建
設

大
雨
災
害

復

旧

庄内支庁

た
ら
し
た
大
雨
災
害
か
ら
の
復

旧
と
な
る
も
の
で
、
酒
田
市
田

沢
地
内
の
田
沢
川
が
対
象
と
な

る
。

　

工
事
で
は
復
旧
延
長
２
７

２
・
７
㍍
に
わ
た
り
、
ブ
ロ
ッ

ク
張
工
３
８
１
３
平
方
㍍
、
小

線
整
備
事
業
を
新
規
事
業
化
。

６
６
０
９
万
円
を
投
入
し
、
市

道
成
田
１
号
線
と
２
号
線
の
散

水
消
雪
施
設
整
備
工
事
を
推
進

す
る
（
詳
細
は
後
日
掲
載
）。

８
３
３
７
万
３
０
０
０
円
。
特

別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
含

め
た
総
額
は
１
７
４
億
８
６
０

８
万
１
０
０
０
円
と
な
っ
た
。

　

Ｄ
Ｏ
方
式
で
整
備
事
業
を
進

め
、
現
在
施
工
者
を
募
集
し
て

い
る
遊
佐
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

タ
ウ
ン
（
新
道
の
駅
）
の
整
備

事
業
は
、
工
事
費
な
ど
で
事
業

費
30
億
０
４
１
５
万
円
、
う
ち

投
資
的
経
費
28
億
５
３
９
０
万

円
の
大
型
予
算
。
新
規
事
業
は

防
災
セ
ン
タ
ー
空
調
機
な
ど
の

更
新
事
業
に
１
億
５
６
５
０
万

円
な
ど
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
史
跡
小
山
崎
遺

跡
整
備
事
業
に
４
３
１
７
万
７

０
０
０
円
、
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
事
業
に
１
８
０
０
万

円
、
鳥
海
山
河
原
宿
避
難
小
屋

整
備
事
業
に
１
８
０
０
万
円
、

災
害
対
策
施
設
整
備
事
業
に
１

３
９
３
万
５
０
０
０
円
を
措
置

し
て
い
る（
詳
細
は
後
日
掲
載
）。

　

庄
内
町
は
、「
学
童
保
育
所

の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
基

本
方
針
案
」
を
公
表
し
、
３
月

10
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
受
け
付
け
る
。
そ
の
中
で

現
在
５
施
設
あ
る
町
内
の
学
童

保
育
所
の
う
ち
、
老
朽
化
が
進

む
３
施
設
を
２
０
３
２
年
度
整

備
完
了
予
定
の
統
合
小
学
校
新

校
舎
と
一
体
化
す
る
方
向
性
を

示
し
た
。

　

同
町
は
、
児
童
数
推
移
予
測

に
お
い
て
32
～
36
年
度
の
間
に

小
学
校
児
童
数
が
５
０
０
人
を

下
回
る
こ
と
、
▽
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ム
家
根
合
（
Ｗ
造
、
定
員

52
人
、
専
用
区
画
86
・
78
平
方

㍍
、
築
１
０
０
年
以
上
）
▽
ふ

　

山
形
県
最
上
総
合
支
庁
建
設

総
務
課
は
、「
主
要
地
方
道
大

石
田
畑
線
六
沢
橋
ほ
か
橋
梁
補

修
設
計
業
務
」
を
委
託
す
る
た

め
数
社
を
指
名
し
た
。
開
札
は

今
月
20
日
10
時
に
行
う
。

　

こ
れ
は
、
定
期
点
検
の
結
果

要
補
修
の
箇
所
が
発
見
さ
れ
た

橋
梁
の
補
修
設
計
を
作
成
す
る

も
の
で
、
対
象
の
橋
梁
は
い
ず

れ
も
主
要
地
方
道
大
石
田
畑
線

の
六
沢
橋
（
橋
長
18
・
５
㍍
、

庄 内 町

小
学
校
新
校
舎
と
一
体
化

小
学
校
新
校
舎
と
一
体
化

学
童
保
育
所
の
再
編
統
合

　

遊
佐
町
は
12
日
、
２
０
２
６

年
度
当
初
予
算
案
を
公
表
し

た
。
一
般
会
計
の
総
額
は
、
本

年
度
当
初
比
20
・
７
㌫
、
20
億

６
０
３
６
万
円
増
の
１
１
９
億

９
８
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
投
資
的
経
費
は
、

遊
佐
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
タ
ウ

ン
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
同
１

６
１
・
８
㌫
の
大
幅
増
の
33
億

口
止
工
13
カ
所
、
隔
壁
工
５
カ

所
、
根
固
め
91
個
を
施
工
し
河

川
被
災
箇
所
の
原
型
復
旧
を
行

26年度当初予算案を公表

遊 佐 町

新道の駅整備に30億

う
。

　

工
期
は
２
９
７
日
間
。

れ
あ
い
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
（
Ｗ

造
、
定
員
72
人
、
専
用
区
画
１

１
９
・
19
平
方
㍍
、
１
９
７
０

年
築
）
▽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
わ

ご
う
（
Ｒ
Ｃ
造
、
定
員
36
人
、

専
用
区
画
60
・
29
平
方
㍍
、
79

年
築
）
─
の
老
朽
化
が
進
行
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
運
営
コ

ス
ト
の
削
減
と
児
童
の
交
流
機

会
の
増
を
見
込
み
、
上
記
３
施

設
の
統
合
を
方
針
づ
け
た
。

　

統
合
に
あ
っ
て
は
、「
響
ホ
ー

ル
北
側
」
ま
た
は
「
立
川
小
中

学
校
敷
地
」
を
整
備
候
補
地
と

し
て
２
０
３
２
年
度
の
開
校
を

目
指
す
統
合
小
学
校
（
仮
称
）

の
校
舎
と
一
体
化
す
る
と
し
、

学
童
保
育
所
で
は
、
定
員
お
お

む
ね
40
人
以
下
を
予
定
し
て
い

る
。
運
営
母
体
に
つ
い
て
は
改

変
は
な
し
。

　

残
る
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
払
田

（
Ｗ
造
、
定
員
61
人
、
専
用
区

画
１
０
１
・
31
平
方
㍍
、
19
年

築
）は
近
年
新
築
さ
れ
た
た
め
、

立
川
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
（
Ｒ
Ｃ

造
、
定
員
１
６
５
人
、
専
用
区

画
２
７
３
・
86
平
方
㍍
、
１
９

８
２
年
築
）
は
立
川
複
合
拠
点

施
設
内
に
あ
り
、
２
０
２
３
年

度
に
大
規
模
改
修
を
行
っ
て
お

り
、
か
つ
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
有

す
る
こ
と
か
ら
統
合
の
対
象
外

と
し
、
継
続
し
て
使
用
す
る
。

佐
渡
坂
工
区
の
道
路
改
良
工
事

20
日
ま
で
申
請
受
付

最上支庁

　

山
形
県
最
上
総
合
支
庁
建
設

総
務
課
は
、
主
要
地
方
道
真
室

川
鮭
川
線
道
路
改
良
工
事
（
佐

渡
坂
工
区
）
の
一
般
競
争
入
札

（
簡
易
Ⅱ
型
（
若
手
・
女
性
技

術
者
評
価
型
）
総
合
評
価
落
札

方
式
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
・
擁
壁
工
・

施
工
者
希
望
型
）を
公
告
し
た
。

参
加
申
請
は
今
月
20
日
16
時
ま

で
で
、
開
札
は
３
月
６
日
10
時

15
分
に
行
う
。
予
定
価
格
は
事

後
公
表
。

　

参
加
資
格
は
、
土
木
一
式
工

事
Ａ
等
級
に
格
付
け
さ
れ
、
最

上
総
合
支
庁
管
内
に
主
た
る
営

業
所
を
置
く
こ
と
な
ど
。

　

県
は
、
主
要
地
方
道
真
室
川

鮭
川
線
で
山
間
部
や
狭
隘
部
の

通
行
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

道
路
改
良
事
業
を
進
め
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
鮭
川
村
佐

渡
地
内
の
佐
渡
坂
工
区
で
主
要

地
方
道
真
室
川
鮭
川
線
を
５
・

０
㍍
か
ら
６
・
０
㍍
へ
の
拡
幅

す
る
工
事
を
行
い
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
法
面
掘
削
や
土
工
な
ど

を
発
注
し
て
い
る
。

　

今
回
の
工
事
で
は
、
同
地
内

に
お
い
て
拡
幅
分
が
斜
面
を
は

み
出
す
箇
所
で
補
強
土
壁
６
８

５
平
方
㍍
、ア
ン
カ
ー
工
93
本
、

Ｃ
ｏ
受
圧
板
93
枚
で
地
盤
を
擁

壁
と
し
て
安
定
化
さ
せ
、
併
せ

て
２
６
２
０
立
方
㍍
の
地
盤
改

良
工
を
行
う
。
施
工
延
長
は
１

０
６
・
８
㍍
。

　

工
期
は
12
月
25
日
ま
で
。
設

計
は
大
日
本
ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
担
当
し
た
。
本
工
事

終
了
時
点
で
擁
壁
工
の
８
割
が

完
了
す
る
と
し
、
擁
壁
終
了
後

は
路
盤
か
ら
舗
装
へ
と
数
カ
年

単
位
で
段
階
を
進
め
て
い
く
考

え
だ
。

幅
員
10
・
４
㍍
、
１
９
８
４
年

架
橋
、
老
朽
度
Ⅲ
ａ
）
お
よ
び

稲
沢
橋
（
橋
長
20
・
６
㍍
、
幅

員
８
・
０
㍍
、
77
年
架
橋
、
老

朽
度
Ⅲ
ａ
）
の
２
橋
と
な
る
。

　

補
修
箇
所
は
両
橋
と
も
伸
縮

装
置
と
、
床
版
・
橋
台
な
ど
の

上
・
下
部
工
。
履
行
期
限
は
７

月
８
日
ま
で
で
、
来
年
度
以
降

の
工
事
発
注
を
見
込
む
。

最上支庁

20
日
に
指
名
競
争
入
札

六
沢
橋
ほ
か
橋
梁
の
補
修
設
計

公

告

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

【
東
北
整
備
局
山
形
河
川
国

道
事
務
所
】

◆
Ｒ
８
―
９
東
北
中
央
道
尾
花

沢
地
区
維
持
補
修
工
事
（
施

工
能
力
評
価
Ⅰ
型
総
合
評
価

落
札
方
式
、一
般
競
争
入
札
）

「
参
加
資
格
」
維
持
修
繕
工
事
。

10
年
度
以
降
に
年
間
を
通
じ
て

行
う
経
常
的
な
維
持
工
事
ま
た

は
維
持
業
務
の
実
績
。
山
形
河

川
国
道
事
務
所
管
内
に
本
社
、

支
社
、
営
業
所
の
い
ず
れ
か
が

所
在
し
、
か
つ
県
内
に
本
社
を

有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
道
路
維
持
一
式

（
巡
視
・
巡
回
工
、
冬
期
対

策
施
設
工
、
応
急
処
理
工
な

ど
）、
道
路
修
繕
一
式
（
舗

装
工
、
区
画
線
工
、
道
路
付

属
物
復
旧
工
な
ど
）、
雪
寒

一
式
（
除
雪
工
な
ど
）

「
施 

工 

地
」
東
根
市
羽
入
～

舟
形
町
舟
形
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
８
年
３

月
31
日

◆
Ｒ
８
―
９
米
沢
国
道
東
地
区

維
持
補
修
工
事
（
施
工
能
力

評
価
Ⅰ
型
総
合
評
価
落
札
方

式
、
一
般
競
争
入
札
）

「
参
加
資
格
」
維
持
修
繕
工
事
。

10
年
度
以
降
に
年
間
を
通
じ
て

行
う
経
常
的
な
維
持
工
事
ま
た

は
維
持
業
務
の
実
績
。
山
形
河

川
国
道
事
務
所
管
内
に
本
社
、

支
社
、
営
業
所
の
い
ず
れ
か
が

所
在
し
、
か
つ
県
内
に
本
社
を

有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
道
路
維
持
一
式

（
巡
視
・
巡
回
工
、
除
草
工
、

冬
期
対
策
施
設
工
、
応
急
処

理
工
な
ど
）、
道
路
修
繕
一

式
（
舗
装
工
、
縁
石
工
、
区

画
線
工
、
道
路
付
属
物
復
旧

工
な
ど
）、
雪
寒
一
式
（
除

雪
工
な
ど
）

「
施 

工 

地
」
米
沢
市
万
世
町

刈
安
～
南
陽
市
元
中
山
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
８
年
３

月
31
日

◆
Ｒ
８
―
９
米
沢
国
道
東
地
区

維
持
補
修
工
事
（
施
工
能
力

評
価
Ⅰ
型
総
合
評
価
落
札
方

式
、
一
般
競
争
入
札
）

「
参
加
資
格
」
維
持
修
繕
工
事
。

10
年
度
以
降
に
年
間
を
通
じ
て

行
う
経
常
的
な
維
持
工
事
ま
た

は
維
持
業
務
の
実
績
。
山
形
河

川
国
道
事
務
所
管
内
に
本
社
、

支
社
、
営
業
所
の
い
ず
れ
か
が

所
在
し
、
か
つ
県
内
に
本
社
を

有
す
る
こ
と
な
ど

「
工
事
規
模
」
道
路
維
持
一
式

（
巡
視
・
巡
回
工
、
除
草
工
、

冬
期
対
策
施
設
工
、
応
急
処

理
工
な
ど
）、
道
路
修
繕
一

式
（
舗
装
工
、
縁
石
工
、
区

画
線
工
、
道
路
付
属
物
復
旧

工
な
ど
）、
雪
寒
一
式
（
除

雪
工
な
ど
）

「
施 

工 

地
」
小
国
町
玉
川
～

飯
豊
町
松
原
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
８
年
３

月
31
日

◆
Ｒ
８
山
形
北
部
地
区
電
気
設

備
等
維
持
補
修
工
事
（
施
工

能
力
評
価
Ⅰ
型
総
合
評
価
落

札
方
式
、
一
般
競
争
入
札
）

「
参
加
資
格
」維
持
修
繕
工
事
。

10
年
度
以
降
に
道
路
照
明
設

備
ま
た
は
ト
ン
ネ
ル
照
明
設

備
の
施
工
実
績
（
新
設
、
増

設
、
改
造
、
維
持
修
繕
を
含

む
）。
県
内
に
本
社
、
支
社
、

営
業
所
の
い
ず
れ
か
な
ど

「
工
事
規
模
」
道
路
照
明
修
繕

一
式
、
ト
ン
ネ
ル
照
明
修
繕

一
式
、
地
下
道
照
明
修
繕
一

式
、
光
ケ
ー
ブ
ル
等
配
線
一

式
「
施 

工 

地
」
尾
花
沢
国
道
維

持
出
張
所
、
新
庄
国
道
維
持

出
張
所
管
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
以
上
４
件　

参
加
申
請
は
２

月
19
日
14
時
ま
で

※
以
上
４
件　

開
札　

３
月
17

日　

11
時
10
分
か
ら

1 730,000 東北電化工業 東北中央自動車道天童南スマートＩＣほか１
ＩＣ電気設備（ＮＥＸＣＯ）

2 540,000 ユアテック 猪ノ鼻トンネル外照明設備（東北整備局）

3 385,000 みなと 令和７年度（債務負担行為）酒田港施設整備
費酒田港外港地区高砂埋立護岸（南）ケーソ
ン据付（県庁）

4 376,000 林建設工業 令和７年度（債務負担行為）酒田港施設整備
費酒田港外港地区高砂埋立護岸（西）ケーソ
ン据付（その１）（県庁）

5 373,000 ユアテックサービ
ス

令和７年度（債務負担行為）山形県立上山高
等養護学校校舎改築（電気設備）（県庁）

6 362,000 新庄・鈴木・柴田
組

令和７年度（債務負担行為）河川等災害復旧
事業（過年災）６年災4514号外泉田川外河
川災害復旧（県最上）

7 342,000 みなと 令和７年度（債務負担行為）旧山形県立酒田
工業高等学校解体（第２期）第１工区（県庄内）

8 254,600 若築建設 布倉地区橋梁下部工（整備局酒田）

9 248,900 阿部建設 令和７年度（債務負担行為）旧山形県立酒田
工業高等学校解体（第２期）第２工区（県庄内）

10 179,940 第一工業 令和７年度（債務負担行為）山形県立上山高
等養護学校校舎改築（空調設備）（県村山）

11 130,300 五十嵐工業 （繰越明許費）令和７年度農地・農業用施設
災害復旧事業農地等災害復旧（その15）（酒
田市）

12 125,800 三和メイテック 令和７年度村山北部３地区基幹水利施設ス
トックマネジメント事業第１工区（県村山）

13 116,000 カキザキ 真柄地区改良（整備局山形）

14 98,000 五十嵐工業 酒田市下水道広域化推進総合事業管渠布設
（第２工区）（酒田市）

15 95,000 佐藤建設 湯尻川第２号排水樋門及び掘削護岸（県庄内）

16 64,000 渡会電気土木 第三学区放課後児童クラブ新築（電気設備）
（鶴岡市）

17 60,000 ジェック 市道さくらんぼ東根駅前線ほか道路照明灯灯
具交換（東根市）

18 53,000 東洋空調工業 第三学区放課後児童クラブ新築（機械設備）
（鶴岡市）

19 50,000 松田組 置賜家畜保健衛生所車庫改築（県置賜）

20 44,490 巴組 一般県道杉沢南鳥海停車場線道路災害復旧
（県庄内）

21 41,500 伊藤建設 令和６年災林道杉沢線１号箇所災害復旧（遊
佐町）

22 39,800 みなと 酒田市公共下水道管路改築（酒田市）

23 36,250 若松建設 令和６年度（繰越）酒田港整備事業費（社会
資本・統合）酒田港船場町緑地広場整備（県庁）

24 31,100 門脇特殊工業 八石地区道路災害復旧（鮭川村）

25 30,000 矢萩土建 大淀地区法面対策（県村山）

26 29,500 東海林建設 令和７年度河川整備単独事業（河川自然災害）
乱川堤防嵩上げ（県村山）

27 29,100 荘内電気設備 令和７年度酒田港施設整備費酒田港古湊ふ頭
上屋外照明灯更新（県庄内）

28 28,400 林建設工業 令和７年度水産物供給基盤機能保全事業（本
土）堅苔沢漁港第１東防波堤補修（県庄内）

29 27,300 伊藤建設 鴬沢川浸水対策護岸整備（寒河江市）

30 24,000 羽陽工務店 谷地前地区農地・道路災害復旧（鮭川村）

31 22,200 十和建設 鶴岡市消防署旧朝日分署解体（鶴岡市）

32 22,000 宝工務店 配水管布設替（Ｒ７－11工区）（寒河江市）

33 18,300 横尾機興 公共下水道白水川右岸第三排水区雨水管渠布
設に伴う土地改良施設移設（東根市）

34 17,750 鏡建設 市道上椹沢沼木明神前線道路改良（山形市）

35 17,270 志田建設 市道村木沢反田線舗装（山形市）

36 17,000 加藤土建 公共下水道管路布設矢来四丁目工区（須川左
岸分区）（上山市）

36 17,000 三浦建設工業 椚塚地内防火貯水槽設置（南陽市）

38 15,600 サンケイ工業 令和６年度（繰越明許）名高第１段揚水機外
止水対策（戸沢村）

39 15,320 山田組 雨水管整備（立谷川二丁目ほか第215工区）（山
形市）

40 14,880 イトウ建設 雨水管整備（立谷川二丁目第214工区）（山形市）

41 14,600 合 同 会 社 ウ ッ ド
ラック

令和７年度森林病害虫防除県受託事業（冬季
特別伐倒駆除）業務委託（県庄内）

42 14,500 寺崎造園 山形城跡本丸御殿広場西側樹木等撤去（Ｒ７）
（山形市）

43 14,013 環清工業 酒田河川国道事務所庁舎給水設備改修（整備
局酒田）

44 13,900 伊藤組 令和７年度ダム整備事業（荒沢ダム関連設備
改修）荒沢ダム管理庁舎外構（県庄内）

45 13,500 はながさ建設 一般国道347号待避所整備（県村山）

46 13,500 加藤設備 令和６年度（繰越明許）鞭打野揚水機止水対
策（戸沢村）

47 13,497 プッシュ建設 令和７年度粋七エリア整備事業広場整備（山
形市）

48 13,000 荘内配電管工 令和７年度平田浄水場情報通信ネットワーク
整備（企業局）

49 12,500 ヤマケンビルテッ
クサービス

庄内事務所審査上屋空調設備等修繕(自動車技
術総合機構)

50 12,400 村山建設 令和７年度朝日川水系発電所道路除雪等業務
委託（その２）（企業局）

順位 金額
(千円)

受注者 工事名称

山形県成契ベスト 50成契ベスト 50成契ベスト 50成契ベスト 50
12月のランキング

　2025年12月に掲載した山形県内の契
約工事で、契約金額が明確な工事を対
象に上位50位を掲載（金額は税抜き）。

第１９７２１号　　２０２６年（令和８年）２月１３日（金曜日）　　日刊（土曜、日曜、祝日休刊）  （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　　　　　（10）



１１

は
３
６
２
億
８
６
３
６
万
３
０

０
０
円
（
２
・
３
㌫
減
）
で
、

こ
れ
ら
に
一
般
会
計
を
加
え
た

当
初
予
算
総
額
は
２
４
７
１
億

９
５
２
３
万
３
０
０
０
円（
０
・

９
㌫
増
）
と
な
っ
た
。

　

主
な
歳
出
は
、
新
た
な
産
業

用
地
整
備
に
向
け
た
適
地
調
査

に
１
４
９
６
万
を
付
け
需
要
予

測
や
候
補
地
絞
り
込
み
を
行

う
。
郡
山
文
化
セ
ン
タ
ー
関
連

で
は
照
明
機
器
更
新
工
事
費
７

億
２
０
１
４
万
円
を
計
上
し
た

ほ
か
、
将
来
的
な
大
規
模
改
修

や
建
て
替
え
な
ど
の
可
能
性
を

調
査
す
る
庁
内
検
討
チ
ー
ム
の

設
置
経
費
１
３
０
万
円
を
措
置
。

　

学
校
施
設
長
寿
命
化
事
業
に

32
億
７
７
５
６
万
円
を
計
上
し

大
成
小
、
行
徳
小
な
ど
６
校
で

工
事
を
行
う
ほ
か
、
安
積
中
、

大
槻
中
の
校
舎
、
芳
賀
小
、
富

田
東
小
の
屋
内
運
動
場
を
対
象

に
設
計
を
作
成
す
る
。
駅
前
広

場
施
設
改
修
事
業
に
は
１
億
５

３
７
３
万
円
を
付
け
西
口
駅
前

広
場
や
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

基
本
計
画
、
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー

実
施
設
計
な
ど
を
行
う
。

　

幹
線
道
路
新
設
改
良
舗
装
な

ど
の
道
路
事
業
に
は
11
億
３
４

１
２
万
円
を
計
上
。
新
規
箇
所

と
し
て
郡
山
矢
吹
線
と
郡
山
西

部
第
二
工
業
団
地
を
結
ぶ
郡
山

イ
ン
タ
ー
線
の
予
備
設
計
に
２

５
０
０
万
円
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ヒ

ル
ズ
郡
山
に
ア
ク
セ
ス
す
る
田

池
池
ノ
上
線
の
設
計
に
１
０
０

０
万
円
を
配
分
し
た
。
河
川
事

業
に
は
16
億
０
１
０
０
万
円
を

26
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

新
産
業
用
地
調
査
、
文
化
Ｃ
改
修
・
建
替
検
討
な
ど

一
般
会
計
は
１
４
４
７
億
円

一
般
会
計
は
１
４
４
７
億
円

郡　山　市

　

郡
山
市
は
12
日
、
２
０
２
６

年
度
当
初
予
算
案
を
公
表
し

た
。
一
般
会
計
の
総
額
は
１
４

４
７
億
２
０
０
０
万
円
で
、
25

年
度
当
初
に
対
し
金
額
で
30
億

１
１
６
１
万
８
０
０
０
円
、
率

に
し
て
２
・
１
㌫
増
と
な
っ
た
。

　

性
質
別
内
訳
を
見
る
と
、
投

資
的
経
費
は
１
３
０
億
６
３
５

１
万
９
０
０
０
円
で
、
前
年
度

比
12
・
６
㌫
減
。
内
訳
は
普
通

建
設
事
業
費
（
補
助
）
が
58
億

３
３
８
１
万
２
０
０
０
円
（
24

㌫
減
）、
同
（
単
独
）
が
70
億

６
４
１
３
万
６
０
０
０
円（
０
・

７
㌫
減
）、
災
害
復
旧
費
が
１

億
６
５
５
７
万
１
０
０
０
円

（
７
・
９
㌫
増
）。

　

一
方
、
特
別
会
計
（
24
会
計
）

の
総
額
は
６
６
１
億
８
８
８
７

万
円
（
０
・
２
㌫
増
）、
公
営

企
業
会
計
（
４
会
計
）
の
総
額

　

楢
葉
町
は
９
日
、
第
六
次
楢

葉
町
勢
振
興
計
画
（
２
０
２
０

年
～
30
年
度
）
の
中
間
見
直
し

素
案
を
公
表
し
、
24
日
ま
で
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
政
策
企

画
課
で
受
け
付
け
て
い
る
。

　

中
間
見
直
し
は
、
計
画
策
定

　

参
加
は
同
社
の
み
で
、
提
案

内
容
に
つ
い
て
は
非
公
表
と
し

て
い
る
。

　

対
象
地
は
白
河
市
旗
宿
大
久

保
１
９
２
ほ
か
地
内
の
３
万
９

７
０
０
平
方
㍍
（
有
効
平
場
）。

公
募
は
旗
宿
地
域
に
お
け
る
居

住
環
境
の
向
上
お
よ
び
地
域
づ

業
で
は
体
育
施
設
ス
ト
ッ
ク
最

適
化
事
業
と
し
て
上
荒
川
公
園

の
再
整
備
基
本
構
想
・
基
本
計

画
な
ど
に
３
カ
年
継
続
費
９
９

６
６
万
円
、
デ
ザ
イ
ン
・
オ
ペ

レ
ー
ト
＋
ビ
ル
ド
方
式
を
採
用

す
る
学
校
給
食
共
同
調
理
場
再

編
事
業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

計
上
し
、
善
宝
池
掘
削
工
事
な

ど
を
進
め
る
ほ
か
、
南
川
渓
谷

再
整
備
計
画
の
策
定
に
着
手
す

る
。

　

水
道
事
業
で
は
堀
口
、
熱
海

両
浄
水
場
の
更
新
・
耐
震
化
に

10
億
４
９
２
６
万
円
、
配
水
幹

　

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
（
管
理
者
・
室
井

照
平
会
津
若
松
市
長
）
は
、
会

津
坂
下
消
防
署
金
山
出
張
所
の

移
転
新
築
を
計
画
し
、
２
０
２

６
年
度
は
初
弾
業
務
と
し
て
地

質
調
査
を
実
施
す
る
。
26
年
度

当
初
予
算
案
に
業
務
委
託
料
５

各
拠
点
へ
の
導
入
を
決
め

た
。
こ
の
講
習
で
正
し
い
使

用
法
を
学
び
、
万
が
一
に
備

え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

総
合
設
備
業
の
内
藤
工
業

所
（
猪
野
和
洋
代
表
取
締
役

社
長
）
は
６
日
、
郡
山
市
の

本
社
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
開

催
。
各
拠
点
の
代
表
を
含
む

約
50
人
が
参
加
し
、
心
肺
蘇

生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　

開
催
に
当
た
り
猪
野
社
長

は
「
昨
夏
、
救
急
救
命
の
現

場
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ

と
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
、
本
社
だ
け
で
な
く

心
肺
蘇
生
な
ど
学
ぶ

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
開
催

内
藤
工
業
所

　

参
加
者
は
、
胸
骨
圧
迫
の

強
弱
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に

質
問
す
る
な
ど
、
有
事
を
想

定
し
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

た
。

講
習
の
様
子

　

講
師
は
郡
山
広
域
消

防
本
部
救
急
係
の
折
笠

友
紀
さ
ん
が
担
当
。
初

め
に
１
１
９
番
通
報
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
要
請
な
ど
の
初

動
を
説
明
し
た
後
、
マ

ネ
キ
ン
を
使
用
し
た
胸

骨
圧
迫
に
よ
る
心
肺
蘇

生
を
全
員
が
実
施
。
最

後
に
電
極
パ
ッ
ド
の
装

着
か
ら
電
気
シ
ョ
ッ
ク

に
至
る
ま
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
手
順
を
確
認
し
た
。

　

白
河
市
は
、
除
去
土
壌
な
ど

の
仮
置
場
と
し
て
い
た
旗
宿
地

内
の
市
有
地
を
活
用
す
る
事
業

者
選
定
へ
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
進
め
た
結
果
、
ヒ
ュ
ー

リ
ッ
ク
を
契
約
予
定
者
と
し
た
。

く
り
推
進
に
資
す
る
事
業
を
対

象
に
行
っ
た
。

　

今
後
は
４
月
１
日
の
土
地
貸

付
契
約
へ
向
け
手
続
き
を
進
め

る
。
事
業
者
は
契
約
後
１
年
以

内
に
事
業
開
始
す
る
こ
と
が
条

件
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
地
町
は
10
日
、
旧
県
立
新

地
高
等
学
校
の
跡
地
利
活
用
に

向
け
た
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
の
実
施
結
果
を
公
表
。

１
社
か
ら
農
業
施
設
と
し
て
土

地
・
建
物
を
利
用
す
る
提
案
が

あ
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
広
大
な

敷
地
や
校
舎
な
ど
の
利
活
用
に

つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
昨
年
12

月
１
日
に
実
施
。提
案
内
容
は
、

土
地
・
建
物
を
賃
貸
借
し
必
要

な
改
修
を
行
っ
た
上
で
地
域
資

源
活
用
型
農
業
施
設
と
す
る
も

の
。
課
題
と
し
て
建
物
の
耐
震

性
や
施
設
設
備
の
劣
化
状
況
な

ど
改
修
必
要
性
の
程
度
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
た
。
今
後
町
で
は
、

事
業
方
式
の
整
理
な
ど
利
活
用

方
針
の
具
体
的
な
検
討
を
進
め

る
。

　

旧
新
地
高
校
は
２
０
２
２
年

３
月
に
閉
校
し
、
新
地
町
川
塚

13
の
１
地
内
に
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建

て
、
延
べ
３
３
２
７
・
６
平
方

㍍
の
校
舎
な
ど
が
残
存
し
て
い

る
。

山
町
有
地
約
１
２
０
０
平
方
㍍

に
、Ｓ
造
平
屋
一
部
２
階
建
て
、

延
べ
約
５
０
０
平
方
㍍
を
想
定

し
た
新
た
な
出
張
所
を
建
設
す

る
。

　

地
質
調
査
の
履
行
期
間
は
２

カ
月
間
を
予
定
。
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
２
０
２
７
年
度
の
設

計
着
手
を
目
指
す
。

白 河 市

旗 宿 仮 置 場 跡 の 利 活 用

ヒューリックを選定

新 地 町

１
社
か
ら
農
業
施
設
の
提
案

旧
新
地
高
跡
地
の
利
活
用
調
査

か
ら
５
年
が
経
過
し
国
の
第
３

期
復
興
・
創
生
期
間
と
い
っ
た

新
た
な
復
興
の
基
本
方
針
が
示

さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
26
年

度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
後
期
計

画
に
向
け
て
行
っ
た
も
の
。

　

主
な
ハ
ー
ド
面
の
事
業
で

は
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
雨

天
ス
ポ
ー
ツ
練
習
場
整
備
や
老

朽
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
更

新
を
進
め
る
と
と
も
に
、
天
神

岬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
な
ど
観
光
施

設
の
機
能
強
化
と
大
規
模
更
新

に
向
け
た
検
討
委
員
会
を
設
置

す
る
。

　

こ
の
ほ
か
既
存
商
業
施
設

「
笑
ふ
る
タ
ウ
ン
」「
道
の
駅
な

ら
は
」
の
機
能
強
化
、
農
林
水

産
物
加
工
施
設
の
充
実
・
強
化
、

楢 葉 町

雨
天
ス
ポ
ー
ツ
練
習
場
の
整
備
な
ど

町
勢
振
興
計
画
の
中
間
見
直
し
案

甘
藷
に
特
化
し
た
観
光
・
加
工

施
設
の
誘
致
、
既
存
公
共
施
設

な
ど
を
活
用
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
。

４
８
万
８
０
０
０
円
を
計
上
し

て
お
り
、
早
け
れ
ば
第
２
四
半

　

い
わ
き
市
は
12
日
、
２
０
２

６
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表
し

た
。
一
般
会
計
の
総
額
は
１
５

９
４
億
９
０
１
２
万
６
０
０
０

円
で
、
25
年
度
当
初
に
対
し
86

億
５
２
２
４
万
３
０
０
０
円
、

率
に
し
て
５
・
７
㌫
増
と
な
っ

た
。
普
通
建
設
事
業
費
は
１
０

１
億
６
０
６
３
万
８
０
０
０
円

で
、
25
年
度
当
初
と
比
べ
11
億

１
５
８
０
万
２
０
０
０
円
、
率

に
し
て
12
・
３
㌫
の
増
。

　

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
」

を
予
算
編
成
方
針
に
、
新
規
事

線
更
新
・
耐
震
化
な
ど
に
32
億

７
７
７
５
万
円
を
措
置
。
下
水

道
事
業
に
は
管
渠
老
朽
化
対
策

に
11
億
０
４
６
８
万
円
、
雨
水

幹
線
整
備
に
21
億
８
５
５
０
万

円
を
配
分
し
た
（
詳
細
は
後
日

掲
載
）。

金
山
出
張
所
を
移
転
新
築

26
年
度
は
地
質
調
査

会津若松地方広域
市町村圏整備組合

一
般
会
計
は
約
１
５
９
５
億

いわき市

26
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

上
荒
川
公
園
再
整
備
、
給
食
調
理
場
再
編
な
ど

務
に
３
カ
年
継
続
費
（
25
年
度

支
出
ゼ
ロ
）
３
０
８
５
万
３
０

０
０
円
、
土
木
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
へ
包
括
的
民
間
委
託
の

導
入
に
向
け
た
可
能
性
調
査
事

業
に
１
４
９
９
万
９
０
０
０
円

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

都
市
整
備
関
連
で
は
、
四
倉

地
区
交
流
・
防
災
拠
点
施
設
整

備
事
業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

務
に
２
カ
年
継
続
費
７
１
３
７

万
９
０
０
０
円
、
事
業
用
地
に

接
す
る
梅
ケ
丘
１
号
線
の
詳
細

設
計
業
務
な
ど
に
４
９
３
６
万

１
０
０
０
円
を
付
け
た
ほ
か
、

常
磐
地
区
交
流
拠
点
（
仮
称
）

施
設
整
備
事
業
の
事
業
者
公
募

資
料
作
成
な
ど
に
２
カ
年
継
続

費
７
０
７
１
万
９
０
０
０
円
、

御
幸
山
公
園
お
よ
び
湯
本
駅
前

緑
地
の
空
間
形
成
な
ど
を
行
う

都
市
公
園
整
備
事
業
（
市
街
地

再
生
整
備
事
業
分
）
に
８
１
３

７
万
７
０
０
０
円
、
民
間
活
力

の
導
入
を
前
提
と
し
た
い
わ
き

駅
北
口
地
区
土
地
利
活
用
検
討

事
業
に
４
１
０
万
２
０
０
０
円

な
ど
を
計
上
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
内
郷
駅
跨
線
人

道
橋
整
備
事
業
に
４
カ
年
継
続

費
18
億
９
１
７
４
万
５
０
０
０

円
、
生
活
排
水
処
理
施
設
再
編

事
業
に
２
カ
年
継
続
費
10
億
５

４
５
４
万
８
０
０
０
円
、
動
物

愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

整
備
事
業
の
建
築
・
設
備
基
本

実
施
設
計
な
ど
に
５
０
０
９
万

３
０
０
０
円
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
広
場
お
よ
び
オ
フ
ロ
ー
ド
サ

イ
ク
ル
施
設
の
整
備
事
業
に
２

８
５
３
万
５
０
０
０
円
な
ど
を

付
け
た
。

　

ま
た
主
な
企
業
会
計
の
予
算

額
は
、
水
道
事
業
が
２
０
５
億

２
５
７
２
万
４
０
０
０
円
、
病

院
事
業
が
３
０
８
億
４
１
４
３

万
円
、
下
水
道
事
業
が
１
７
７

億
２
６
８
８
万
６
０
０
０
円

だ
っ
た
（
詳
細
は
後
日
掲
載
）。

期
に
制
限
付
一
般
競
争
で
入
札

す
る
。

　

現
在
の
金
山
出
張
所
は
、
国

道
２
５
２
号
沿
い
で
金
山
町
中

川
大
田
面
１
４
８
２
の
２
地
内

に
建
つ
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
一
部
２
階

建
て
、
延
べ
２
１
７
・
68
平
方

㍍
の
施
設
。

　

計
画
に
よ
る
と
、
１
９
７
２

年
の
竣
工
で
老
朽
化
が
著
し
い

こ
と
か
ら
、
現
施
設
北
側
の
金

喜
多
方
市
に
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

「
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
喜
多
方
桜

ガ
丘
店
」（
仮
称
）
の
新
築
を

計
画
し
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
の

設
計
・
施
工
を
決
め
た
。

　

建
設
地
は
喜
多
方
市
東
桜
ガ

丘
１
の
１
ほ
か
地
内
の
敷
地
２

８
７
４
・
52
平
方
㍍
。
新
築
す

る
店
舗
は
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
延

べ
１
５
９
０
・
９
平
方
㍍
で
、

３
月
の
着
工
、
９
月
下
旬
の
完

成
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
（
石
川
県

白
山
市
松
本
町
２
５
１
２　

青

木
宏
憲
代
表
取
締
役
社
長
）は
、

クスリのアオキ

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
の
設
計
・
施
工

喜
多
方
桜
ガ
丘
店
の
新
築

公

告

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

【
東
北
整
備
局
福
島
河
川
国

道
事
務
所
】

◆
Ｒ
８
福
島
管
内
電
気
等
設
備

維
持
補
修
工
事
（
総
合
評
価

落
札
方
式
・
施
工
能
力
評
価

型
Ⅱ
型
）

「
参
加
資
格
」
維
持
修
繕
工
事

の
認
定
を
受
け
、県
内
に
本
・

支
店
、
営
業
所
。
２
０
１
０

年
度
以
降
に
元
請
と
し
て
完

成
・
引
渡
し
が
完
了
し
た
維

持
修
繕
ま
た
は
電
気
工
事
、

電
気
通
信
工
事
の
施
工
実
績

な
ど

「
工
事
規
模
」
道
路
照
明
維
持

補
修
工
一
式
、
各
種
電
気
設

備
維
持
補
修
工
一
式
ほ
か

「
施 

工 

地
」
福
島
河
川
国
道

事
務
所
管
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
Ｒ
８
福
島
河
川
国
道
事
務
所

管
内
植
栽
維
持
工
事
（
総
合

評
価
落
札
方
式
・
施
工
能
力

評
価
型
Ⅱ
型
）

「
参
加
資
格
」
造
園
工
事
の
認

定
を
受
け
、
県
内
に
本
・
支

店
、
営
業
所
。
２
０
１
０
年

度
以
降
に
元
請
と
し
て
完

成
・
引
渡
し
が
完
了
し
た
植

栽
管
理
ま
た
は
植
栽
工
事
の

施
工
実
績
な
ど

「
工
事
規
模
」
植
栽
維
持
工
一

式
、
除
草
工
一
式
ほ
か

「
施 

工 

地
」
福
島
国
道
維
持

出
張
所
ほ
か
管
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
Ｒ
８
―
９
相
馬
福
島
道
路
維

持
補
修
工
事
（
総
合
評
価
落

札
方
式
・
施
工
能
力
評
価
型

Ⅰ
型
）

「
参
加
資
格
」
維
持
修
繕
工
事

の
認
定
を
受
け
、県
内
に
本
・

支
店
、
営
業
所
。
２
０
１
０

年
度
以
降
に
元
請
と
し
て
完

成
・
引
渡
し
が
完
了
し
た
道

路
維
持
と
道
路
除
雪
の
施
工

実
績
な
ど

「
工
事
規
模
」雑
作
業
工
一
式
、

舗
装
工
一
式
ほ
か

「
施 

工 

地
」
相
馬
市
粟
津
長

沢
か
ら
桑
折
町
松
原
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
８
年
３

月
31
日

◆
阿
武
隈
川
上
流
伏
黒
管
内
下

流
地
区
河
川
維
持
工
事
（
総

合
評
価
落
札
方
式
・
施
工
能

力
評
価
型
Ⅱ
型
）

「
参
加
資
格
」
維
持
修
繕
工
事

の
認
定
を
受
け
、
県
内
に
本

社
が
あ
る
こ
と
。
２
０
１
０

年
度
以
降
に
元
請
と
し
て
完

成
・
引
渡
し
が
完
了
し
た
河

川
に
お
け
る
維
持
修
繕
工
事

の
施
工
実
績
な
ど

「
工
事
規
模
」
堤
防
除
草
工
２

６
２
万
３
０
０
０
平
方
㍍
、

堤
防
養
生
工
１
万
４
３
０
０

平
方
㍍
ほ
か

「
施 

工 

地
」
伊
達
市
梁
川
町

舟
生
か
ら
福
島
市
瀬
上
町
南

中
川
原
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
８
年
３

月
31
日

◆
阿
武
隈
川
上
流
郡
山
管
内
上

流
地
区
河
川
維
持
工
事
（
総

合
評
価
落
札
方
式
・
施
工
能

力
評
価
型
Ⅱ
型
）

「
参
加
資
格
」
維
持
修
繕
工
事

の
認
定
を
受
け
、
県
内
に
本

社
が
あ
る
こ
と
。
２
０
１
０

年
度
以
降
に
元
請
と
し
て
完

成
・
引
渡
し
が
完
了
し
た
河

川
に
お
け
る
維
持
修
繕
工
事

の
施
工
実
績
な
ど

「
工
事
規
模
」
堤
防
除
草
工
３

２
５
万
７
３
０
０
平
方
㍍
、

堤
防
養
生
工
10
万
５
０
０
０

平
方
㍍
ほ
か

「
施 

工 

地
」
郡
山
市
富
久
山

町
福
原
か
ら
須
賀
川
市
前
田

川
二
枚
橋
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
８
年
10

月
31
日

◆
Ｒ
８
福
島
河
川
国
道
事
務
所

管
内
道
路
清
掃
工
事
（
総
合

評
価
落
札
方
式
・
施
工
能
力

評
価
型
Ⅱ
型
）

「
参
加
資
格
」
維
持
修
繕
工
事

の
認
定
を
受
け
、県
内
に
本
・

支
店
、
営
業
所
。
２
０
１
０

年
度
以
降
に
元
請
と
し
て
完

成
・
引
渡
し
が
完
了
し
た
道

路
清
掃
を
含
む
工
事（
作
業
）

の
施
工
実
績
な
ど

「
工
事
規
模
」
路
面
清
掃
工
一

式
、
排
水
施
設
清
掃
工
一
式

ほ
か

「
施 

工 

地
」
福
島
河
川
国
道

事
務
所
管
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
以
上
６
件　

申
請
書
提
出
期

限
は
２
月
17
日

※
以
上
６
件　

開
札　

３
月
18

日　

10
時
か
ら

【
福
島
県
県
南
建
設
事
務
所
】

◆
25
―
４
１
３
３
０
―
０
１
９

３
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
交
付
）
工
事
（
舗
装
補
修
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

　

開
札　

３
月
10
日　

10
時

「
参
加
資
格
」
県
内
の
舗
装
Ａ

な
ど

「
工
事
規
模
」
舗
装
補
修
Ｌ
＝

２
１
０
㍍
、
Ｗ
＝
５
・
５
～

９
㍍
ほ
か

「
施 

工 

地
」
白
河
市
西
小
丸

山
地
内
（
国
道
２
９
４
号
）

「
工　
　

期
」
１
４
９
日
間

※
入
札
参
加
受
付
は
２
月
24
日

～
25
日

【
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務

所
】

◆
25
―
４
１
３
８
０
―
０
３
８

１
号
河
川
海
岸
改
良（
改
良
）

工
事
（
排
水
）（
特
別
簡
易

型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
函
渠
工
一
式
、

排
水
工
Ｌ
＝
１
０
９
㍍

「
施 

工 

地
」
い
わ
き
市
平
赤

井
諏
訪
原
地
内（
夏
井
川
筋
）

「
工　
　

期
」
２
５
５
日
間

◆
25
―
４
１
３
８
０
―
０
３
８

０
号
河
川
海
岸
改
良（
改
良
）

工
事
（
舗
装
）（
特
別
簡
易

型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
舗
装
Ａ

な
ど

「
工
事
規
模
」
舗
装
工
Ｌ
＝
１

３
３
０
㍍
、
Ａ
＝
６
４
７
０

平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
い
わ
き
市
平
中

平
窪
仲
之
内
ほ
か
地
内
（
夏

井
川
筋
ほ
か
）

「
工　
　

期
」
１
７
０
日
間

◆
25
―
４
１
３
８
０
―
０
３
７

０
号
河
川
（
交
付
）
工
事
（
掘

削
）（
特
別
簡
易
型
総
合
評

価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
Ａ
な
ど

「
工
事
規
模
」
掘
削
工
Ｌ
＝
４

０
０
㍍
、
Ｖ
＝
１
万
３
９
６

５
・
８
立
方
㍍

「
施 

工 

地
」
い
わ
き
市
平
下

神
谷
南
河
原
地
内
（
夏
井
川

筋
）

「
工　
　

期
」
３
１
２
日
間

◆
25
―
４
１
３
８
０
―
０
３
６

９
号
河
川
（
交
付
）
工
事
（
掘

削
）（
特
別
簡
易
型
総
合
評

価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
Ａ
な
ど

「
工
事
規
模
」
掘
削
工
Ｌ
＝
３

９
０
㍍
、
Ｖ
＝
２
万
４
４
１

４
立
方
㍍

「
施 

工 

地
」
い
わ
き
市
平
山

崎
悪
戸
地
内
（
夏
井
川
筋
）

「
工　
　

期
」
３
１
２
日
間

◆
25
―
４
１
３
８
０
―
０
３
５

２
号
河
川
海
岸
改
良（
改
良
）

工
事
（
橋
梁
上
部
）（
簡
易

型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
全
国
の
Ｐ
Ｃ
橋

上
部
Ａ
な
ど

「
工
事
規
模
」
橋
梁
上
部
工
、

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ

単
純
床
版
橋
Ｌ
＝
15
・
８
㍍
、

Ｗ
＝
２
㍍

「
施 

工 

地
」
い
わ
き
市
平
中

平
窪
勝
見
沢
地
内（
勝
見
橋
・

真
似
井
川
筋
）

「
工　
　

期
」
１
７
０
日
間

◆
25
―
４
１
３
８
０
―
０
３
４

２
号
河
川
海
岸
改
良（
改
良
）

工
事
（
橋
梁
上
部
）（
簡
易

型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
全
国
の
鋼
橋
上

部
Ａ
な
ど

「
工
事
規
模
」
橋
梁
上
部
工
、

鋼
中
路
式
単
純
鈑
桁
Ｌ
＝

21
・
８
㍍
、
Ｗ
＝
２
㍍

「
施 

工 

地
」
い
わ
き
市
平
泉

崎
磐
井
前
地
内
（
田
仲
橋
・

赤
沼
川
筋
）

「
工　
　

期
」
１
９
０
日
間

◆
25
―
４
１
３
８
０
―
０
３
８

２
号
河
川
海
岸
改
良（
改
良
）

工
事
（
防
草
）（
簡
易
型
総

合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
工
事
Ａ
等
級

「
工
事
規
模
」
防
草
シ
ー
ト
工

Ｌ
＝
１
１
４
５
・
６
㍍
、
Ａ

＝
６
５
７
０
・
３
平
方
㍍
、

舗
装
工
Ｌ
＝
１
１
４
５
・
６

㍍
「
施 

工 

地
」
い
わ
き
市
平
下

平
窪
寺
内
ほ
か
地
内
（
夏
井

川
筋
）

「
工　
　

期
」
２
９
７
日
間

◆
25
―
４
１
３
８
０
―
０
３
６

２
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
災
防
）
工
事
（
擁
壁
）（
簡

易
型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
工
事
Ａ
等
級

「
工
事
規
模
」
補
強
土
壁
工
Ｌ

＝
47
・
７
㍍
、
Ａ
＝
１
４
０
・

８
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
い
わ
き
市
小
川

町
上
小
川
竹
ノ
渡
戸
地
内

（
小
野
四
倉
線
）

「
工　
　

期
」
３
４
９
日
間

◆
25
―
４
１
３
８
０
―
０
３
５

１
号
河
川
（
交
付
）
工
事
（
築

堤
）（
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
工
事
Ａ
等
級

「
工
事
規
模
」
築
堤
工
Ｌ
＝
４

０
９
・
５
㍍
、
Ⅴ
＝
６
５
０

０
・
６
平
方
㍍ 

「
施 

工 

地
」
い
わ
き
市
山
田

町
沖
下
ほ
か
地
内（
鮫
川
筋
）

「
工　
　

期
」
２
８
０
日
間

◆
25
―
４
１
３
８
０
―
０
３
４

９
号
建
設
発
生
土
適
正
処
理

推
進
工
事
（
盛
土
）（
簡
易

型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
工
事
Ａ
等
級

「
工
事
規
模
」
盛
土
工
Ⅴ
＝
14

万
３
４
１
０
立
方
㍍

「
施 

工 

地
」
い
わ
き
市
常
磐

藤
原
町
沢
田
地
内
（
藤
原
川

筋
）

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
以
上
10
件　

入
札
参
加
受
付

期
間
は
３
月
２
日
～
３
日
、

入
札
書
な
ど
の
提
出
期
間
は

３
月
12
日
～
13
日

※
以
上
10
件　

開
札　

３
月
16

日　

10
時
か
ら

【
福
島
県
会
津
若
松
建
設
事

務
所
】

◆
25
―
４
１
３
４
０
―
０
３
２

９
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
維
補
）
工
事
（
橋
梁
補
修
）

（
簡
易
型
総
合
評
価
落
札
方

式
）

　

開
札　

３
月
18
日　

10
時

（
12
面
へ
つ
づ
く
）

（11）　　２０２６年（令和８年）２月１３日（金曜日）　日刊（土曜、日曜、祝日休刊） （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　第１９７２１号



１１
「
参
加
資
格
」
県
内
本
店
。
塗

装
工
事
Ａ
等
級

「
設　
　

計
」
会
津
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

「
工
事
規
模
」
橋
梁
補
修
工
１

橋
「
施 

工 
地
」
昭
和
村
野
尻
地

内（
国
道
４
０
０
号
・
細
越
橋
）

「
工　
　

期
」
２
９
４
日
間

※
入
札
参
加
受
付
期
間
は
２
月

25
日
～
26
日
、
入
札
書
提
出

期
間
は
３
月
13
日
～
16
日

【
福
島
県
南
会
津
建
設
事
務

所
】

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
２

２
号
河
川
海
岸
維
持
管
理
工

事
（
河
道
掘
削
）（
特
別
簡

易
型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
河
道
掘
削
工
Ｌ

＝
２
０
０
㍍
、
Ｖ
＝
２
０
０

０
立
方
㍍

「
施 

工 

地
」
南
会
津
町
長
野

地
内
（
阿
賀
川
）

「
工　
　

期
」
12
月
28
日

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
２

３
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
補
助
）工
事（
構
造
物
修
繕
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
ト
ン
ネ
ル
修
繕

Ｎ
＝
１
カ
所
、
断
面
修
復
工

一
式
ほ
か

「
施 

工 

地
」
下
郷
町
小
沼
崎

地
内
（
下
郷
ト
ン
ネ
ル
・
国

道
１
１
８
号
）

「
工　
　

期
」
12
月
28
日

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
４

９
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
補
助
）工
事（
構
造
物
修
繕
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
ト
ン
ネ
ル
修
繕

Ｎ
＝
１
カ
所
、
断
面
修
復
工

一
式
ほ
か

「
施 

工 

地
」
南
会
津
町
針
生

地
内
（
駒
止
ト
ン
ネ
ル
・
国

道
２
８
９
号
）

「
工　
　

期
」
12
月
28
日

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
５

５
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
交
付
）
工
事
（
舗
装
補
修
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
舗
装
Ａ

な
ど

「
工
事
規
模
」舗
装
補
修
工（
切

削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
）
Ｌ
＝
３

２
０
㍍
、
Ｗ
＝
６
・
５
～
９
・

５
㍍
、
Ａ
＝
２
５
６
０
平
方

㍍
「
施 

工 

地
」
下
郷
町
湯
野
上

地
内
（
国
道
１
２
１
号
）

「
工　
　

期
」
１
２
５
日
間

◇
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
６

５
号
道
路
環
境
調
査
業
務
委

託
（
道
整
・
交
付
）（
簡
易

型
総
合
評
価
落
札
方
式
･

提

案
型
）

「
参
加
資
格
」
調
査
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど

「
業
務
内
容
」
只
見
町
叶
津
地

内 

（
国
道
２
８
９
号
）

「
業
務
場
所
」
環
境
調
査
一
式

「
履
行
期
限
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

※
以
上
５
件　

入
札
参
加
受
付

は
２
月
24
日
～
25
日

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
５

１
号
砂
防
（
補
助
）
工
事
（
砂

防
堰
堤
）（
簡
易
型
総
合
評

価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
Ａ
な
ど

「
工
事
規
模
」
砂
防
堰
堤
本
堤

工
Ｈ
＝
５
㍍
、
Ｌ
＝
16
・
５
㍍
、

Ｖ
ｃ
＝
６
９
６
・
82
立
方
㍍

「
施 

工 

地
」
南
会
津
町
宮
里

地
内
（
西
根
川
）

「
工　
　

期
」
12
月
28
日

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
５

４
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
交
付
）
工
事
（
舗
装
補
修
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
舗
装
Ａ

な
ど

「
工
事
規
模
」舗
装
補
修
工（
切

削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
）
Ｌ
＝
７

６
０
㍍
、
Ｗ
＝
９
・
５
㍍
、

Ａ
＝
７
２
２
０
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
下
郷
町
南
倉
沢

地
内
（
国
道
２
８
９
号
）

「
工　
　

期
」
１
６
９
日
間

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
５

６
号
道
路
橋
り
ょ
う
改
良

（
改
良
）
工
事
（
防
雪
）（
特

別
簡
易
型
総
合
評
価
落
札
方

式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
法
面
処

理
Ａ
な
ど

「
工
事
規
模
」
雪
崩
防
護
柵
工

Ｌ
＝
30
㍍

「
施 

工 

地
」
下
郷
町
大
内
地

内
（
下
郷
会
津
本
郷
線
）

「
工　
　

期
」
２
４
０
日
間

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
５

７
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
維
補
）
工
事
（
消
雪
補
修
）

（
簡
易
型
総
合
評
価
落
札
方

式
）

「
参
加
資
格
」
全
国
の
消
雪
Ａ

な
ど

「
工
事
規
模
」
無
散
水
消
雪
施

設
補
修
工
Ａ
＝
１
７
６
・
６

平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
南
会
津
町
糸
沢

地
内
（
国
道
１
２
１
号
）

「
工　
　

期
」
２
８
０
日
間

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
５

８
号
砂
防
（
交
付
）
工
事
（
防

雪
）（
特
別
簡
易
型
総
合
評

価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
雪
崩
防
護
柵
工

Ｌ
＝
12
・
５
㍍

「
施 

工 

地
」
檜
枝
岐
村
下
ノ

台
地
内
（
下
ノ
台
）

「
工　
　

期
」
12
月
28
日

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
６

８
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持（
災

防
）
工
事
（
落
石
対
策
）（
簡

易
型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
Ａ
な
ど

「
工
事
規
模
」
落
石
防
護
柵
工

Ｌ
＝
30
㍍

「
施 

工 

地
」
南
会
津
町
滝
原

地
内
（
国
道
３
５
２
号
）

「
工　
　

期
」
２
８
７
日
間

※
以
上
12
件　

入
札
参
加
受
付

は
２
月
27
日
～
３
月
２
日

※
以
上
12
件　

開
札　

３
月
13

日　

10
時
か
ら

【
福
島
県
相
双
建
設
事
務
所
】

◆
25
―
４
１
３
７
０
―
０
３
４

２
号
砂
防
（
補
助
）
工
事
（
堰

堤
補
強
）（
地
域
密
着
型
総

合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
管
内
の
一
般
土

木
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
な
ど

「
工
事
規
模
」
護
岸
工
Ｌ
＝

10
・
９
㍍
、
Ａ
＝
37
・
５
平

方
㍍

「
施 

工 

地
」
相
馬
市
山
上
地

内
（
横
川
筋
）

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
19
日

◆
25
―
４
１
３
７
０
―
０
３
４

１
号
砂
防
（
交
付
）
工
事
（
標

識
）（
地
域
密
着
型
総
合
評

価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
管
内
の
一
般
土

木
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
な
ど

「
工
事
規
模
」
土
砂
災
害
警
戒

区
域
標
識
設
置
９
基

「
施 

工 

地
」
楢
葉
町
上
繁
岡

ほ
か
地
内（
中
平
沢
筋
ほ
か
）

「
工　
　

期
」
１
７
８
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
０
―
０
３
３

６
号
河
川
海
岸
改
良（
改
良
）

工
事
（
護
岸
）（
特
別
簡
易

型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
護
岸
工
Ｌ
＝
４

４
０
・
３
㍍
、
Ａ
＝
３
０
８
・

２
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
相
馬
市
和
田
地

内
（
小
泉
川
筋
）

「
工　
　

期
」
２
１
９
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
０
―
０
３
３

５
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
補
助
）
工
事
（
歩
道
）（
地

域
密
着
型
総
合
評
価
落
札
方

式
）

「
参
加
資
格
」
管
内
の
一
般
土

木
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
な
ど

「
工
事
規
模
」
歩
道
工
Ｌ
＝

21
・
１
㍍
、
側
溝
蓋
掛
工
Ｎ

＝
６
５
８
枚

「
施 

工 

地
」
南
相
馬
市
鹿
島

区
浮
田
地
内（
相
馬
浪
江
線
）

「
工　
　

期
」
１
８
４
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
０
―
０
３
３

１
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
維
補
）
工
事
（
舗
装
補
修
）

（
地
域
密
着
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
舗
装
Ａ

な
ど

「
工
事
規
模
」
舗
装
補
修
工
Ｌ

＝
４
０
０
㍍
、
Ｗ
＝
７
・
５

～
８
・
５
㍍
、
Ａ
＝
３
０
９

２
・
６
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
飯
舘
村
前
田
地

内
（
臼
石
月
舘
線
）

「
工　
　

期
」
１
２
５
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
０
―
０
３
２

８
号
地
域
づ
く
り
交
流
促
進

（
元
気
）
工
事
（
道
路
改
良
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
道
路
改
良
工
Ｌ

＝
１
１
０
㍍
、
Ｗ
＝
６
（
８
）

㍍
「
施 

工 

地
」
飯
舘
村
飯
樋
地

内
（
国
道
３
９
９
号
）

「
工　
　

期
」
２
１
９
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
０
―
０
３
２

７
号
河
川
（
交
付
）
工
事
（
堤

防
補
強
）（
特
別
簡
易
型
総

合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
舗
装
Ａ

な
ど

「
工
事
規
模
」
舗
装
工
Ｌ
＝
１

０
８
９
・
４
㍍
、
Ａ
＝
２
７

２
３
・
５
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
相
馬
市
北
飯
渕

※
以
上
５
件　

開
札　

３
月
６

日　

10
時
か
ら

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
２

５
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
補
助
）
工
事
（
改
良
舗
装
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
道
路
改
良
舗
装

工
Ｌ
＝
３
０
８
・
１
㍍
、
Ｗ

＝
６
・
５
（
10
・
25
）
㍍

「
施 

工 

地
」
只
見
町
大
倉
地

内
（
国
道
２
８
９
号
）

「
工　
　

期
」
12
月
28
日

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
２

８
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
交
付
）
工
事
（
道
路
改
良
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
道
路
改
良
工
Ｌ

＝
１
１
４
・
８
㍍
、
Ｗ
＝
６

（
９
）
㍍

「
施 

工 

地
」
只
見
町
叶
津
地

内
（
国
道
２
８
９
号
）

「
工　
　

期
」
２
３
１
日
間

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
３

４
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
交
付
）
工
事
（
防
雪
）（
簡

易
型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
Ａ
な
ど

「
工
事
規
模
」
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ

ド
下
部
工
Ｌ
＝
30
㍍
、
Ｗ
＝

６
（
９
）
㍍

「
施 

工 

地
」
只
見
町
叶
津
地

内
（（
仮
称
）
平
石
山
第
２

Ｓ
Ｄ
・
国
道
２
８
９
号
）

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
３

５
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
交
付
）
工
事
（
防
雪
）（
簡

易
型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
Ａ
な
ど

「
工
事
規
模
」
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ

ド
下
部
工
Ｌ
＝
28
・
８
㍍
、

Ｗ
＝
６
（
９
）
㍍

「
施 

工 

地
」
只
見
町
叶
津
地

内
（（
仮
称
）
平
石
山
第
２

Ｓ
Ｄ
・
国
道
２
８
９
号
）

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
３

６
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
交
付
）
工
事
（
防
雪
）（
簡

易
型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
Ａ
な
ど

「
工
事
規
模
」
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ

ド
下
部
工
Ｌ
＝
21
・
６
㍍
、

Ｗ
＝
６
（
９
）
㍍

「
施 

工 

地
」
只
見
町
叶
津
地

内
（（
仮
称
）
平
石
山
第
２

Ｓ
Ｄ
・
国
道
２
８
９
号
）

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
31
日

◆
25
―
４
１
３
６
０
―
０
２
３

８
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
補
助
）工
事（
構
造
物
修
繕
）

（
簡
易
型
総
合
評
価
落
札
方

式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
一
般
土

木
Ａ
な
ど

「
工
事
規
模
」
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ

ド
修
繕
２
カ
所
、
防
水
工
一

式
ほ
か

「
施 

工 

地
」
下
郷
町
豊
成
地

内
（
豊
成
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド

ほ
か
・
国
道
１
２
１
号
）

ほ
か
地
内
（
小
泉
川
筋
）

「
工　
　

期
」
１
４
３
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
０
―
０
３
２

３
号
道
路
橋
り
ょ
う
改
良

（
改
良
）
工
事
（
舗
装
）（
特

別
簡
易
型
総
合
評
価
落
札
方

式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
舗
装
Ａ

な
ど

「
工
事
規
模
」
舗
装
工
Ｌ
＝
２

０
０
㍍
、
Ｗ
＝
６
（
10
）
㍍
、

Ａ
＝
１
７
０
１
・
２
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
飯
舘
村
二
枚
橋

地
内
（
原
町
川
俣
線
）

「
工　
　

期
」
１
３
９
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
０
―
０
２
９

３
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
再
復
）
工
事
（
施
設
修
繕
）

（
地
域
密
着
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
管
内
の
一
般
土

木
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
な
ど

「
工
事
規
模
」
歩
道
補
修
Ｌ
＝

３
３
３
・
４
㍍
、
Ａ
＝
６
６

６
・
８
平
方
㍍
、
転
落
防
護

柵
Ｌ
＝
３
７
４
・
５
㍍

「
施 

工 

地
」
富
岡
町
上
手
岡

地
内
（
小
野
富
岡
線
）

「
工　
　

期
」
１
８
７
日
間

※
以
上
９
件　

入
札
参
加
受
付

は
２
月
20
日
～
24
日

※
以
上
９
件　

開
札　

３
月
４

日　

13
時
か
ら

【
福
島
県
富
岡
土
木
事
務
所
】

◆
25
―
４
１
３
７
１
―
０
１
２

６
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
補
助
）
工
事
（
橋
梁
補
修
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
橋
梁
補
修
工
１

橋
「
施 

工 
地
」
浪
江
町
小
丸
地

内
（
小
丸
橋
・
落
合
浪
江
線
）

「
工　
　

期
」
３
０
７
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
１
―
０
１
１

７
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
補
助
）
工
事
（
橋
梁
補
修
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
橋
梁
補
修
工
２

橋
「
施 

工 

地
」
大
熊
町
夫
沢
地

内
（
夫
沢
橋
ほ
か
・
夫
沢
大

野
停
車
場
線
）

「
工　
　

期
」
３
０
７
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
１
―
０
１
１

６
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
補
助
）
工
事
（
橋
梁
補
修
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
橋
梁
補
修
工
５

橋
「
施 

工 

地
」
浪
江
町
小
丸
地

内
（
手
倉
橋
ほ
か
・
落
合
浪

江
線
）

「
工　
　

期
」
３
０
７
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
１
―
０
１
１

５
号
河
川
海
岸
改
良（
改
良
）

工
事
（
堤
防
補
強
）（
特
別

簡
易
型
総
合
評
価
落
札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
堤
防
補
強
工
Ｌ

＝
１
５
０
０
㍍
、
防
草
シ
ー

ト
工
Ａ
＝
４
０
５
０
平
方
㍍

「
施 

工 

地
」
双
葉
町
長
塚
ほ

か
地
内
（
前
田
川
筋
ほ
か
）

「
工　
　

期
」
３
３
９
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
１
―
０
１
１

１
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
補
助
）
工
事
（
橋
梁
補
修
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
橋
梁
補
修
工
２

橋
「
施 

工 

地
」
大
熊
町
下
野
上

地
内
（
清
水
側
道
橋
ほ
か
・

大
野
停
車
場
大
川
原
線
）

「
工　
　

期
」
２
９
４
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
１
―
０
１
０

９
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
交
付
）
工
事
（
舗
装
補
修
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
県
内
の
舗
装
Ａ

な
ど

「
工
事
規
模
」舗
装
補
修
工（
路

上
路
盤
再
生
工
）
Ｌ
＝
６
５

０
㍍
、
Ａ
＝
５
２
０
０
平
方

㍍
「
施 

工 

地
」
浪
江
町
南
津
島

地
内
（
国
道
３
９
９
号
）

「
工　
　

期
」
２
６
７
日
間

◆
25
―
４
１
３
７
１
―
０
１
０

７
号
道
路
橋
り
ょ
う
維
持

（
災
防
）
工
事
（
落
石
対
策
）

（
特
別
簡
易
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

「
参
加
資
格
」
隣
接
３
管
内
の

一
般
土
木
Ａ
、
Ｂ
な
ど

「
工
事
規
模
」
落
石
防
護
柵
工

Ｈ
＝
３
～
４
㍍
、
Ｌ
＝
49
・

９
㍍

「
施 

工 

地
」
浪
江
町
南
津
島

地
内
（
国
道
３
９
９
号
）

「
工　
　

期
」
３
０
７
日
間

※
以
上
７
件　

入
札
参
加
受
付

は
３
月
２
日
～
３
日

※
以
上
７
件　

開
札　

３
月
18

日　

13
時
か
ら

【
会
津
美
里
町
役
場
】

◆
本
郷
こ
ど
も
園
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
改
修
工
事
（
ゼ
ロ
債
務
負

担
行
為
）（
制
限
付
一
般
競
争
）

　

開
札　

２
月
26
日　

10
時

「
参
加
資
格
」
町
内
本
店
ま
た

は
支
店
・
営
業
所
を
有
す
る

こ
と
。
電
気
の
工
種
登
録

「
工
事
規
模
」
既
設
受
変
電
設

備
内
高
圧
変
圧
器
、
高
圧
進

相
コ
ン
デ
ン
サ
更
新
な
ど

「
施 

工 

地
」
会
津
美
里
町
北

川
原
地
内

「
工　
　

期
」
２
０
２
７
年
３

月
26
日

※
入
札
期
間
は
２
月
24
日
～
25

日

【
東
北
整
備
局
郡
山
国
道
事

務
所
】

〈
12
月
18
日
〉

◇
下
郷
地
区
外
水
文
調
査
業
務

（
総
合
評
価
落
札
方
式
）

　

１
落　

１
１
５
０
万
円

　

新
協
地
水

「
評 

価 

値
」
62
・
１
０
９
６

（
技
術
点
58
・
５
２
８
３
点

＋
価
格
点
３
・
５
８
１
３
点
）

「
入 

札 

者
」山
北
調
査
設
計
、

新
協
地
水
、
日
栄
地
質
測
量

設
計
、
新
和
調
査
設
計

「
履
行
期
限
」
５
月
22
日

「
予
定
価
格
」
１
２
２
３
万
円

「
調
査
基
準
価
格
」
１
０
２
２

万
円

【
福
島
県
庁
】

〔
福
島
県
消
防
学
校
〕

〈
12
月
25
日
〉

◆
25
―
０
５
１
２
０
―
０
０
０

５
号
消
防
学
校
視
聴
覚
室
等

Ｌ
Ｅ
Ｄ
交
換
工
事
（
建
築
）

（
地
域
密
着
型
総
合
評
価
落

札
方
式
）

　

１
落　

２
５
２
０
万
円

　

山
田
建
築

「
入 

札 

者
」
山
田
建
築
、
大

宝
建
設
、
新
広
建
設

「
施 

工 

地
」
福
島
市
荒
井
仲

沢
地
内

「
工　
　

期
」
１
９
５
日
間

「
予
定
価
格
」
２
６
７
９
万
円

「
最
低
制
限
価
格
」
２
４
６
４

万
６
８
０
０
円

【
福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
】

〈
12
月
17
日
〉

◆
25
―
４
１
３
２
０
―
０
２
０

５
号
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

（
交
付
）
工
事
（
舗
装
）（
特

別
簡
易
型
総
合
評
価
落
札
方

式
）

　

１
落　５

７
２
０
万
０
６
０
０
円

　

藤
田
建
設
工
業

「
入 

札 

者
」藤
田
建
設
工
業
、

高
田
工
業
（
辞
退
）

「
施 

工 

地
」
石
川
町
一
ノ
沢

地
内
（
い
わ
き
石
川
線
）

「
工　
　

期
」
１
６
０
日
間

「
予
定
価
格
」
６
２
５
３
万
円

「
調
査
基
準
価
格
」
５
７
４
１

万
７
２
０
０
円

【
会
津
若
松
市
役
所
】

〈
２
月
４
日
〉

◆
公
設
地
方
卸
売
市
場
青
果

棟
・
水
産
棟
電
気
設
備
改
修

工
事
（
制
限
付
一
般
競
争
）

　

１
落　２

８
６
万
７
０
０
０
円

　

目
黒
工
業
商
会

「
入 

札 

者
」
目
黒
工
業
商

会
、
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
プ
ラ

ン
（
失
格
）

「
施 

工 

地
」
会
津
若
松
市
一

箕
町
鶴
賀
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
27
日

「
予
定
価
格
」
３
１
２
万
円

「
最
低
制
限
価
格
」
２
８
６
万

６
７
０
５
円

◆
文
化
セ
ン
タ
ー
機
械
設
備
改

修
工
事（
制
限
付
一
般
競
争
）

　

１
落　

４
５
３
万
円

　

八
ッ
橋
設
備

「
入 

札 

者
」
八
ッ
橋
設
備

「
施 

工 

地
」
会
津
若
松
市
城

東
町
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
25
日

「
予
定
価
格
」
４
５
３
万
円

「
最
低
制
限
価
格
」
４
１
２
万

９
６
３
８
円

◆
公
共
下
水
道
管
埋
設
工
事

（
枝
線
）
明
和
町
工
区
（
ゼ

ロ
市
債
）（
制
限
付
一
般
競
争
）

　

１
落　５

９
４
万
４
８
０
０
円

　

会
津
星
工
業

「
入 

札 

者
」
会
津
星
工
業
、

以
下
４
社
失
格
（
ベ
ル
、
芝

恒
、
Ｍ
Ｒ
Ｂ
建
設
工
業
、
川

添
興
業
）

「
施 

工 

地
」
会
津
若
松
市
明

和
町
地
内

「
工　
　

期
」
５
月
29
日

「
予
定
価
格
」
６
６
０
万
円

「
最
低
制
限
価
格
」
５
９
１
万

４
７
２
２
円

◆
公
共
下
水
道
管
埋
設
工
事

（
枝
線
）
西
年
貢
工
区
（
ゼ

ロ
市
債
）（
制
限
付
一
般
競
争
）

　

１
落　

９
１
５
万
円

　

弓
田
建
設

「
入 

札 

者
」
弓
田
建
設
、
コ

ジ
マ
建
設
工
業
、
佐
藤
建
機

興
業
、
飯
豊
産
業
、
広
大
、

以
下
８
社
失
格
（
芝
恒
、
Ｍ

Ｒ
Ｂ
建
設
工
業
、
大
川
土
木

工
業
、
日
進
建
設
、
会
津
星

工
業
、
川
添
興
業
、
田
中
建

設
工
業
、
武
田
土
建
工
業
）

「
施 

工 

地
」
会
津
若
松
市
西

年
貢
２
丁
目
地
内

「
工　
　

期
」
６
月
30
日

「
予
定
価
格
」
１
０
２
０
万
円

「
最
低
制
限
価
格
」
９
１
３
万

７
６
９
８
円

【
喜
多
方
市
役
所
】

〈
２
月
４
日
〉

◆
市
道
豊
川
・
慶
徳
線
道
路
改

良
（
そ
の
３
）
工
事
（
制
限

付
一
般
競
争
）

　

１
落　１

５
２
７
万
８
０
０
０
円

　

耐
伸
建
設

「
入 

札 

者
」
耐
伸
建
設
、
大

建
工
業
、
北
部
技
建
、
高
橋

建
設
、
第
一
緑
化
工
業
、
穴

澤
建
設
、
小
滝
建
設
、
田
場

川
建
設
、
義
建
工
業
、
大
塚

工
業
、
唐
橋
、
菊
地
総
建
、

鈴
木
総
業
、
相
模
、
荒
井
建

設
、
ケ
ー
ユ
ー
産
業
、
丸
庄

建
設
、
渡
部
組
興
業
、
オ
ク

ガ
ワ
、
オ
グ
ラ
総
建
、
ダ
イ

ゴ
（
最
低
制
限
価
格
未
満
）

「
施 

工 

地
」
喜
多
方
市
関
柴

町
上
高
額
ネ
ハ
コ
ほ
か
地
内

「
工　
　

期
」
７
月
29
日

「
予
定
価
格
」
１
７
２
１
万
円

◆
喜
多
方
浄
化
セ
ン
タ
ー
№
２

ス
カ
ム
排
水
ポ
ン
プ
更
新
工

事
（
制
限
付
一
般
競
争
）

　

１
落　

６
５
５
万
円

　

小
野
瀬
工
業

「
入 

札 

者
」
小
野
瀬
工
業

「
施 

工 

地
」
喜
多
方
市
豊
川

町
米
室
太
郎
丸
地
内

「
工　
　

期
」
12
月
18
日

「
予
定
価
格
」
６
７
９
万
円

【
本
宮
市
役
所
】

〈
１
月
29
日
〉

◆
稲
沢
字
前
田
地
内
配
水
管
布

設
工
事（
制
限
付
一
般
競
争
）

　

１
落　

６
３
０
万
円

　

小
山
設
備

「
入 

札 

者
」
小
山
設
備
、
本

宮
設
備
、
タ
カ
マ
ツ
、
須
藤

住
機
工
業
、
三
和
設
備
、
オ

オ
ナ
ミ

「
施 

工 

地
」
本
宮
市
稲
沢
前

田
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

「
予
定
価
格
」
６
３
４
万
円

◆
和
田
分
館
空
調
設
備
設
置
工

事
（
制
限
付
一
般
競
争
）

　

１
落　

９
８
０
万
円

　

佐
々
木
電
気
商
会

「
入 

札 

者
」
佐
々
木
電
気
商

会
、
本
宮
電
気
工
業
所
、
東

北
電
設
、
渡
辺
電
機
工
業

「
施 

工 

地
」
本
宮
市
和
田
久

保
地
内

「
工　
　

期
」
90
日
間

「
予
定
価
格
」
９
８
４
万
円

◆
白
岩
分
館
空
調
設
備
設
置
工

事
（
制
限
付
一
般
競
争
）

　

１
落　

７
５
０
万
円

　

渡
辺
電
機
工
業

「
入 

札 

者
」渡
辺
電
機
工
業
、

本
宮
電
気
工
業
所
、
東
北
電

設
、
佐
々
木
電
気
商
会
、
渡

辺
電
気

「
施 

工 

地
」
本
宮
市
白
岩
関

根
地
内

「
工　
　

期
」
90
日
間

「
予
定
価
格
」
７
６
０
万
４
０

０
０
円

◆
松
沢
分
館
空
調
設
備
設
置
工

事
（
制
限
付
一
般
競
争
）

　

１
落　

９
２
５
万
円

　

東
北
電
設

「
入 

札 

者
」
東
北
電
設
、
渡

辺
電
機
工
業
、
佐
々
木
電
気

商
会
、
本
宮
電
気
工
業
所

「
施 

工 

地
」
本
宮
市
松
沢
池

平
地
内

「
工　
　

期
」
90
日
間

「
予
定
価
格
」
９
３
０
万
円

◆
糠
沢
分
館
空
調
設
備
設
置
工

事
（
制
限
付
一
般
競
争
）

　

１
落　

１
１
５
０
万
円

　

東
北
電
設

「
入 

札 

者
」
東
北
電
設
、
渡

辺
電
機
工
業
、
佐
々
木
電
気

商
会
、
本
宮
電
気
工
業
所

「
施 

工 

地
」
本
宮
市
糠
沢
原

地
内

「
工　
　

期
」
90
日
間

「
予
定
価
格
」
１
１
６
１
万
８

０
０
０
円

◆
和
田
仮
置
場
原
状
回
復
（
沈

砂
池
整
備
）工
事（
随
意
契
約
）

　

決
定　

１
３
４
０
万
円

　

石
橋
建
設
工
業

「
施 

工 

地
」
本
宮
市
和
田
下

永
作
地
内

「
工　
　

期
」
１
５
９
日
間

「
予
定
価
格
」
１
３
４
９
万
円

◆
本
宮
小
学
校
南
校
舎
・
西
校

舎
２
階
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
設
置

工
事
（
随
意
契
約
）

　

決
定　

１
２
５
０
万
円

　

ワ
ン
ダ
テ
ク
ノ

「
施 

工 

地
」
本
宮
市
本
宮
舘

ノ
越
地
内

「
工　
　

期
」
90
日
間

「
予
定
価
格
」
１
５
２
８
万
３

０
０
０
円

◇
市
道
大
山
・
松
沢
線
（
大
岩

入
工
区
）
用
地
測
量
業
務
委

託

　

１
落　１

３
４
１
万
２
０
０
０
円

　

新
和
調
査
設
計

「
入 

札 

者
」新
和
調
査
設
計
、

阿
部
測
量
、
武
藤
測
量
事
務

所
、東
昇
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

郡
山
測
量
設
計
社
、
昭
和
技

術
設
計
、
陸
奥
テ
ッ
ク
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

「
業
務
場
所
」
本
宮
市
白
岩
大

岩
入
地
内

「
履
行
期
限
」
２
４
３
日
間

「
予
定
価
格
」
１
９
０
９
万
円

結

果

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

【
南
会
津
町
役
場
】

◆
会
津
高
原
た
か
つ
え
ス
キ
ー

場
電
気
設
備
大
規
模
改
修
工

事
「
施 

工 

地
」
南
会
津
町
高
杖

原
地
内

「
工　
　

期
」
11
月
30
日

◆
高
杖
原
処
理
施
設
廃
止
工
事

（
機
器
撤
去
）

「
施 

工 

地
」
南
会
津
町
高
杖

原
地
内

「
工　
　

期
」
３
月
31
日

※
以
上
２
件　

開
札　

２
月
20
日

指

名

◆
工
事

◇
業
務

■
そ
の
他

第１９７２１号　　２０２６年（令和８年）２月１３日（金曜日）　　日刊（土曜、日曜、祝日休刊）  （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　　　　　（12）



１

東北
６県 月間成契ベスト 100月間成契ベスト 100

１
月
の
ラ
ン
キ
ン
グ

　2026年１月に本紙に掲載された工事
契約額（落札額）上位100位の総額は、
492億8059万8000円だった。前年同月
に比べて1.0%減（４億9429万円減）、
前月比では3.4%減（17億4866万円減）
とそれぞれ微減した。
　１位から３位までは、高速道路や県
発注の大型案件が占めた。１位はＮＥ
ＸＣＯ東日本の「仙台北部道路成田高
架橋ほか１橋工事（鋼上部工）」、２位
は宮城県の「（仮称）高等技術専門校本
館・３号館新築工事」、３位は岩手県の

「主要地方道盛岡環状線滝太橋橋梁補修
工事」となった。
　４位から10位は公的機関による復興
やインフラ整備が並ぶ。４位の都市再
生機構東北震災復興支援本部や７位の

楢葉町、９位の名取市の案件など、復興・
造成に関連する工事がランクイン。ま
た、５位の東北防衛局、６位の仙台市、
８位の宮古地区広域行政組合、10位の
岩手県による施設やライフラインの更
新・新築も目を引く結果となった。
　県別の件数は、宮城が最多の29件で
以下、山形24件、岩手15件、青森と福
島が各13件、秋田２件の順（ＮＥＸＣ
Ｏ東日本発注の県境を跨ぐ工事など一
部重複あり）。
　 工 種 別 で は、 土 木 が 67 件・278 億
7305万円、建築が12件・81億2420万円、
設備が18件・124億0164万円、その他
が３件・８億8170万円。発注者別で見
ると県が最多の32件。以下、国30件、
市19件、町の７件などが続く。

本紙に掲載した６県契約工事で契約金額

が明確な工事を対象に上位 100 位を掲載。

金額は税抜き。

発注者別　　　　　　　（単位：千円）
 件数 金額

国 30 10,018,680 

公団・事業団等 6 6,781,780 

県 32 13,243,913 

市 19 10,670,904 

町 7 4,825,700 

村 0 0 

広域行政 4 3,190,821 

民間 2 548,800 

合計 100 49,280,598 

1 3,091,180 ＩＨＩインフラシステム 仙台北部道路成田高架橋ほか１橋（鋼
上部工）

ＮＥＸＣＯ東日本 宮城

2 2,459,000 橋本店 （仮称）高等技術専門校本館・３号
館新築

宮城県 宮城

3 2,049,900 三井住友建設・小原建
設ＪＶ

主要地方道盛岡環状線滝太橋橋梁補
修

岩手県 岩手

4 1,915,000 森本組 令和７年度福島国際研究教育機構敷
地整備

都市再生機構東北震
災復興支援本部

福島

5 1,850,000 大成設備 三沢（７）隊舎新設機械 東北防衛局 青森

6 1,844,000 日立製作所 南蒲生浄化センター非常用自家発電
設備更新

仙台市 宮城

7 1,810,000 五大・草野建設ＪＶ（落
札候補）

波倉産業団地敷地造成（２工区） 楢葉町 福島

8 1,656,000 住友重機械エンバイロ
ンメント・陸中建設Ｊ
Ｖ

一般廃棄物第２最終処分場建設（浸
出水処理施設）

宮古地区広域行政組
合

岩手

9 1,641,000 西松建設・グリーン企
画建設ＪＶ

小山調整池築造 名取市 宮城

10 1,338,000 樋下建設・昭栄建設Ｊ
Ｖ

紫波警察署等庁舎新築（建築） 岩手県 岩手

11 1,316,000 月島ＪＦＥアクアソ
リューション

南蒲生浄化センター汚泥脱水機械設
備更新

仙台市 宮城

12 1,294,440 日本信号 地下鉄南北線運行管理システム更新 仙台市 宮城

13 1,222,800 松浦組 令和７年度柴田町新図書館建設（債務
負担行為）

柴田町 宮城

14 1,167,554 富士電機 地下鉄南北線北仙台変電所外１箇所
特別高圧受電設備等更新

仙台市 宮城

15 953,181 宮地エンジニアリン
グ・小山田工業所ＪＶ

一般県道大ケ生徳田線徳田橋旧橋撤
去（上部工その３）

岩手県 岩手

16 814,821 奥村組・港建設ＪＶ 一般廃棄物第２最終処分場建設（土
木施設）

宮古地区広域行政組
合

岩手

17 701,500 東芝・エム電業ＪＶ 青森空港整備事業航空灯火・電力監
視制御装置ほか更新

青森空港管理 青森

18 668,000 ユタカ建設・橋本組Ｊ
Ｖ（落札候補）

波倉産業団地敷地造成（１工区） 楢葉町 福島

19 660,000 佐藤建設工業（青森県
六戸町）

令和７年度（繰越）休屋集団施設地
区廃屋解体（Ｇ－１棟）

東北地方環境 青森

20 650,000 太平電気 三沢外（７）格納庫改修等電気その
他

東北防衛局 青森

21 644,000 前田道路 東北自動車道Ｒ８郡山管内舗装補修 ＮＥＸＣＯ東日本 福島

22 559,000 日本道路 東北自動車道Ｒ８青森管内舗装補修 ＮＥＸＣＯ東日本 その他

23 510,000 東興ジオテック 陸自秋田（７）法面整備等土木 東北防衛局 秋田

24 493,000 山田電設・興和電設・
金澤電気工業所ＪＶ

紫波警察署等庁舎新築（電気設備） 岩手県 岩手

25 490,000 横河ソリューション
サービス

西川浄水場計装設備更新 山形県 山形

26 445,000 エクシオテック 陸自八戸外（７）構内通信線路等整
備（青森、岩手）

東北防衛局 その他

27 430,000 国分木材工業 会津森林管理署南会津支署南会津宿
舎新築

関東森林管理局 福島

28 412,000 ダイダン 霞目（７）格納庫新設等機械 東北防衛局 宮城

29 406,800 日本管財環境サービス ごみ焼却施設運転業務 奥州金ケ崎行政事務
組合

岩手

30 400,000 仙建工業・東北建設Ｊ
Ｖ

小川原通跨線橋下部工撤去 東北町 青森

31 372,000 工藤工務所 令和７年度弘前市斎場長寿命化改修
（建築）

弘前市 青森

32 360,000 伏谷建設 令和７年度多賀城市八幡保育所大規
模改修

多賀城市 宮城

33 355,000 日建工業 南小泉茂庭線（宮沢橋工区）道路改
築（その５）

仙台市 宮城

34 353,300 加賀田組 国道７号西山崎地区床版工 東北整備局 山形

35 350,690 三山工業・宗形組ＪＶ 河川改修その３（準用河川徳定川（学
園区間））

郡山市 福島

36 339,800 ガイアート 東北自動車道Ｒ８仙台管内舗装補修 ＮＥＸＣＯ東日本 その他

37 331,500 佐田建設 国道７号水田地区床版工 東北整備局 山形

38 326,000 丸重組 中村川激甚災害対策特別緊急 青森県 青森

38 326,000 みなと 酒田港外港地区高砂埋立護岸（西）
ブロック製作外

山形県 山形

40 324,000 日興建設 ７双復工第２号既存ストック施設
（旧東邦銀行双葉支店）改修

双葉町 福島

41 323,800 河西建設 村山駅西開発事業調整池整備（債務
負担行為）

村山市 山形

順位 金額（千円） 受注者 工事名称 発注者 県別

42 313,200 水機テクノス たんこう浄水場運転管理業務 奥州金ケ崎行政事務
組合

岩手

43 308,370 山長建設 源太沢地区急傾斜地崩壊対策（その
１）

岩手県 岩手

44 298,000 松田組 令和７年度（明許）交通安全道路事業
（補助）主要地方道山形南陽線道路改
良（第１工区）

山形県 山形

44 298,000 丸高 上鍛冶田地区床版工 東北整備局 山形

46 289,000 ユアテック 福島外（７）構内通信線路等整備 東北防衛局 福島

47 288,150 ＴＴＫ 多賀城外（７）構内通信線路等整備 東北防衛局 宮城

48 276,000 ピーエス・コンストラ
クション

平田川橋上部工 東北整備局 福島

49 274,800 石上建設 白銀保育園新築、同園仮設園舎新築 社会福祉法人・白銀
会

青森

50 274,000 日本設備工業 仙台法務総合庁舎（Ｒ 07）機械設
備改修その他

東北整備局 宮城

50 274,000 穂積建設工業 長者幼稚園改築 学校法人・長者学園 青森

52 265,000 伊藤組 最上小国川河川災害復旧 山形県 山形

53 261,000 林建設工業 中山西地区床版工 東北整備局 山形

54 253,000 日立製作所 南蒲生浄化センター汚泥脱水電気設
備更新

仙台市 宮城

55 243,500 皆成建設 梅田川排水区（中山三丁目地区）雨
水枝線４

仙台市 宮城

56 241,000 柿﨑工務所 上台改良 東北整備局 山形

57 236,060 佐賀組 坂本の沢筋坂本地区砂防堰堤築造 岩手県 岩手

58 232,800 鹿島道路 常磐自動車道Ｒ８仙台東管内舗装補
修

ＮＥＸＣＯ東日本 その他

59 230,000 共栄建運 子育て支援住宅及び若者定住促進住
宅整備事業木質バイオマスボイラー
施設整備

白鷹町 山形

60 225,000 仙台電気工事 霞目（７）格納庫新設等電気その他 東北防衛局 宮城

61 223,000 林建設工業 日向川河川災害復旧 山形県 山形

62 221,000 能代電設工業 萩形発電所電気設備災害復旧 秋田県 秋田

63 215,800 東亜道路工業 物見峠地区舗装 東北整備局 山形

64 209,100 橋本店 （市）北山実沢（その３）線（新早
坂下橋）橋梁耐震補強及び補修（そ
の５）

仙台市 宮城

65 197,800 神室工業 一般県道西郡居口線道路災害復旧 山形県 山形

66 195,000 小原建設 渋川橋仮橋設置 東北整備局 岩手

67 194,000 新庄砕石工業所 萩野道路改良 東北整備局 山形

68 193,000 本山振興 口径 200・300 粍青葉山折立送水管・
鈎取山青葉山送水管（荒巻字青葉地
内）更新

仙台市 宮城

69 190,000 中央管工業 口径 100 粍宮千代一丁目地内配水
支管更新

仙台市 宮城

70 189,810 大成ロテック 大黒坂地区舗装 東北整備局 山形

71 188,000 ユアテック 病院棟非常用自家発電設備更新整備
（据付）

福島県立医科大学 福島

72 181,430 穂積建設工業 国道 340 号橋梁補修（馬場瀬橋） 青森県 青森

73 180,000 沼田建設 中田北地区道路改良 東北整備局 山形

74 179,820 戸田道路 折立地区送水管更新 東北整備局 宮城

75 179,600 東照建設 盛岡地方合同庁舎（Ｒ 07）建築改
修その他

東北整備局 岩手

76 175,200 東日本コンクリート （一）大衡仙台線（古内大橋）橋梁
補修（その２）

仙台市 宮城

77 173,000 永井建設 中田南地区道路改良 東北整備局 山形

78 170,900 今野建設 令和７年度薄木地区産業用地造成
（第１工区）

村田町 宮城

79 170,000 カキザキ 金山上台道路改良 東北整備局 山形

80 165,977 豊島建設 石浜の沢（４）筋石浜地区砂防堰堤
改修

岩手県 岩手

81 165,179 山幸建設 令和７年度仙松維債第１号仙台松島
道路道路保全業務委託

宮城県道路公社 宮城

82 161,700 山和建設 米沢管内橋梁塗装 東北整備局 山形

83 157,600 旭興業 Ｒ７用水対策地区（障害）－ 064 号
手倉溜池（その２）

宮城県 宮城

84 155,000 荒井設備工業所 老朽管更新事業（第６－１期）に伴
う清水町売沢地内ほか 300 ㍉㍍配
水管布設替

福島市 福島

85 152,000 大平工業 楯山川河川災害復旧 山形県 山形

86 143,000 後藤組 一般国道 287 号米沢川西バイパス桔
梗橋上部工架設

山形県 山形

86 143,000 東北ロンテック （主）仙台村田線（茂庭台工区）道
路防災

仙台市 宮城

88 136,966 豊島建設 合足の沢（５）－１筋合足地区砂防
堰堤築造

岩手県 岩手

89 134,000 東北ニチレキ工事 雷神野積場外舗装補修（その２） 宮城県 宮城

90 133,500 大管工業 承交第 667 号国道 280 号交付金（融
雪施設更新）

青森県 青森

91 132,000 東日本コンクリート （市）富沢西幹線１号線（熊野宮橋）
橋梁上部工新設（Ⅱ期）その１

仙台市 宮城

92 130,000 コウナン 陸自八戸外（７）倉庫新設等土木 東北防衛局 青森

93 129,000 柿﨑工務所 立谷沢川流域潜岩第２砂防堰堤整備 東北整備局 山形

94 128,500 柏崎組 国道 279 号橋梁補修（松ノ木平跨
線橋）

青森県 青森

95 127,820 赤坂建設 向陽台地区不明水対策２（更生工法） 仙台市 宮城

96 127,000 小野工業所 真野川橋橋梁補修 東北整備局 福島

96 127,000 大沼建設 満沢川河川災害復旧 山形県 山形

98 126,050 豊島建設 合足の沢（５）－２筋合足地区砂防
堰堤築造

岩手県 岩手

99 122,000 永光重機工業 迫川右岸幹線管渠改築 宮城県 宮城

100 121,700 共立土建（第１落札候
補）

道路橋りょう改良（改良）（函渠） 福島県 福島

順位 金額（千円） 受注者 工事名称 発注者 県別

（13）　　２０２６年（令和８年）２月１３日（金曜日）　日刊（土曜、日曜、祝日休刊）
　　　購読料　３ヵ月前納送料共（消費税込み）
　　　　仙台市内価 34,992 円　地方価 29,160 円　　　（昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　第１９７２１号
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東 北 ４ 県
水道事業者

広
域
で
イ
ン
フ
ラ
維
持

水
道
調
査
を
４
県
で
共
同
発
注

　

今
回
の
合
意
に
は
、
宮
城
県

（
栗
原
市
、
美
里
町
）、
岩
手
県

（
遠
野
市
、
釜
石
市
、
二
戸
市
、

雫
石
町
、
岩
手
町
、
金
ケ
崎
町
、

き
た
が
、予
算
の
制
約
も
あ
り
、

市
町
村
全
域
を
網
羅
す
る
に
は

数
年
を
要
す
る
な
ど
の
課
題
が

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る

た
め
、
宮
城
県
と
福
島
県
の
事

業
者
が
24
年
度
か
ら
共
同
発
注

を
先
行
し
て
実
施
。
人
工
衛
星

の
画
像
デ
ー
タ
を
独
自
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
と
Ａ
Ｉ
で
解
析
し
、
半

径
１
０
０
㍍
以
内
の
範
囲
で
漏

水
の
可
能
性
を
特
定
す
る
最
新

技
術
を
導
入
し
た
。

　

こ
の
手
法
に
よ
り
、
現
地
で

の
音
聴
調
査
な
ど
の
効
率
が
飛

躍
的
に
向
上
し
、
大
幅
な
低
コ

ス
ト
化
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　

今
回
の
広
域
連
携
は
、
こ
の

成
功
事
例
を
も
と
に
近
隣
県
へ

　

宮
城
県
、
岩
手
県
、
山
形
県
、
福
島
県
の
東
北
４
県
に
所
在
す
る
15
水
道
事
業
者

は
12
日
、
衛
星
画
像
な
ど
を
活
用
し
た
漏
水
調
査
業
務
の
共
同
発
注
に
関
す
る
基
本

合
意
を
締
結
し
た
。
人
口
減
少
に
伴
う
減
収
や
老
朽
化
対
策
が
課
題
と
な
る
中
、
広

域
連
携
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
削
減
と
業
務
効
率
化
を
加
速
さ
せ
る
。
水
道
事
業
に
お
い

て
４
県
も
の
自
治
体
が
境
界
を
越
え
て
共
同
発
注
を
行
う
取
り
組
み
は
全
国
で
初
め

て
と
な
る
。
期
間
は
２
０
２
６
年
２
月
12
日
か
ら
29
年
３
月
31
日
ま
で
。

さ
ら
な
る
参
加
の
呼
び
掛
け
を

行
っ
た
こ
と
で
実
現
し
た
。
締

結
式
に
は
、
参
加
事
業
者
が
一

堂
に
会
し
、
基
本
合
意
書
に
署

名
を
交
わ
し
た
。

　

代
表
事
業
者
の
双
葉
地
方
水

道
企
業
団
の
松
本
幸
英
企
業
長

（
楢
葉
町
長
）
は
「
最
新
技
術

に
よ
る
効
率
化
と
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
に
よ
る
経
費
削
減
は
、

持
続
可
能
な
水
道
経
営
に
向
け

た
極
め
て
効
果
的
な
一
歩
だ
。

こ
の
結
束
を
新
た
な
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
し
た
い
」
と
期
待
を

寄
せ
た
。

　

呼
び
掛
け
を
行
っ
た
宮
城
県

の
村
井
嘉
浩
知
事
は
「
共
同
発

注
に
よ
り
予
算
が
半
分
ほ
ど
で

済
む
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
４
県
が
力
を
合
わ
せ
、
こ

の
難
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
広
域
連

携
に
よ
る
行
政
運
営
の
効
率
化

を
強
調
し
た
。

　

青
森
県
東
方
沖
地
震
の
発
生

か
ら
約
２
カ
月
が
経
過
し
た
。

大
き
な
被
害
を
受
け
た
八
戸
港

の
復
旧
に
向
け
た
道
筋
が
見
え

て
き
た
。
今
月
２
日
に
開
催
さ

れ
た
「
第
２
回
八
戸
港
復
旧
検

討
会
」
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
以
外
の
埠
頭
に
つ
い
て

は
本
格
復
旧
を
、
こ
と
し
９
月

ま
で
に
完
了
さ
せ
る
目
標
が
示

さ
れ
た
。
入
札
時
期
は
春
ご
ろ

を
目
指
し
現
在
調
整
中
だ
。

　

八
戸
港
で
は
複
数
の
岸
壁
や

舗
装
に
段
差
、
ひ
び
割
れ
が
生

じ
る
被
害
を
受
け
た
。
検
討
会

で
は
、
被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分

析
や
今
後
の
対
応
策
が
示
さ
れ

た
。
被
害
の
大
き
か
っ
た
八
太

郎
地
区
２
号
埠
頭
の
コ
ン
テ
ナ

ヤ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
既
設
部

と
拡
張
部
の
境
界
で
段
差
が
生

じ
た
原
因
を
、
拡
張
部
全
体
の

沈
下
に
よ
る
も
の
と
分
析
。
噴

砂
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
沈
下
状
況
か
ら
液
状
化
が

発
生
し
た
可
能
性
が
高
い
と

し
、
港
湾
技
術
基
準
に
基
づ
い

た
判
定
が
必
要
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。

　

水
深
13
㍍
の
Ｅ
岸
壁
で
は
、

先
端
部
目
地
か
ら
の
土
砂
吸
い

出
し
に
よ
る
空
洞
化
の
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
、
防
砂
板
の
状
態

確
認
を
求
め
る
意
見
が
挙
が
っ

た
。

　

利
用
者
か
ら
は
、
荷
役
を
継

続
で
き
る
よ
う
「
全
面
的
に
一

斉
施
工
す
る
の
で
は
な
く
、
区

画
を
分
割
し
て
施
工
し
て
ほ
し

い
」
と
柔
軟
な
施
工
計
画
を
要

請
す
る
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　

港
内
の
復
旧
状
況
を
み
る

と
、
一
時
、
実
入
り
コ
ン
テ
ナ

約
１
０
０
本
を
含
む
４
２
３
本

が
移
動
不
能
と
な
っ
て
い
た
コ

ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
で
は
、
２
月
５

日
に
す
べ
て
の
移
動
を
完
了

し
、
物
流
機
能
は
通
常
運
用
を

再
開
し
た
。

　

岸
壁
に
つ
い
て
は
、
背
後
が

最
大
30
㌢
㍍
沈
下
し
た
Ｅ
岸
壁

は
25
年
の
う
ち
に
応
急
復
旧
を

完
了
。
最
大
13
㌢
㍍
の
段
差
が

生
じ
た
４
号
埠
頭
Ｐ
岸
壁
（
水

深
12
㍍
）
も
、
１
月
15
日
ま
で

に
応
急
復
旧
が
完
了
し
た
。
現

在
は
、
河
原
木
地
区
の
Ａ
岸
壁

や
Ｂ
岸
壁
（
水
深
14
㍍
）
で
応

急
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

次
回
の
検
討
会
は
３
月
下
旬

に
開
催
さ
れ
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
復
旧
方
法
を
中
心
に

議
論
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
コ
ン

テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
復
旧
に
当

た
っ
て
は
、
災
害
協
定
に
基
づ

き
、
エ
イ
ト
技
術
（
青
森
県
八

戸
市
）
が
測
量
・
調
査
、
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
が

設
計
を
進
め
て
い
る
。

　

国
の
応
急
復
旧
工
事
は
、
港

湾
関
係
で
の
災
害
発
生
時
の
応

急
作
業
に
関
す
る
包
括
協
定
に

基
づ
き
、
若
築
建
設
東
北
支
店

が
担
当
し
た
。

　

青
森
県
災
害
対
策
本
部
が
今

月
６
日
時
点
で
ま
と
め
た
被
害

報
に
よ
る
と
、
建
物
被
害
は
住

家
６
８
５
件
（
前
月
比
３
４
４

件
増
）、
非
住
家
２
３
８
６
件

（
同
８
２
４
件
増
）
の
計
３
０

７
１
件
に
達
し
て
お
り
、
調
査

が
進
む
に
つ
れ
被
害
件
数
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。
な
お
、

隣
接
建
物
の
外
壁
落
下
の
恐
れ

か
ら
通
行
止
め
が
続
い
て
い
た

県
道
田
名
部
停
車
場
線
（
む
つ

市
）
に
つ
い
て
は
、
緊
急
対
策

工
事
を
経
て
１
月
30
日
に
通
行

規
制
を
全
面
的
に
解
除
し
た
。

　

建
設
機
械
や
資
機
材
の
運
搬

に
も
必
要
な
特
殊
車
両
通
行
許

可
制
度
の
利
用
台
数
が
、
２
０

１
４
年
度
か
ら
の
10
年
間
で

２
・
４
倍
と
大
き
く
増
加
し
て

い
る
。
直
近
で
は
、
物
流
分
野

の
時
間
外
労
働
規
制
に
伴
う
輸

送
力
不
足
を
背
景
に
、
自
走
式

建
設
機
械
な
ど
大
型
車
両
の
増

加
が
目
立
つ
。
制
度
を
所
管
す

る
国
土
交
通
省
は
、
３
カ
月
に

及
ぶ
こ
と
も
あ
る
審
査
手
続
き

を
円
滑
化
す
る
た
め
、
審
査
の

自
動
化
や
申
請
窓
口
の
統
一
化

と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
改
良
を
進

め
る
。

　

積
載
状
態
で
長
さ
が
12
㍍
超

と
な
っ
た
り
、
総
重
量
20
㌧
超

な
ど
基
準
を
超
え
る
車
両
が
道

路
を
通
行
す
る
に
は
同
制
度
に

基
づ
く
許
可
が
必
要
に
な
る
。

建
機
や
長
大
な
資
機
材
の
運
搬

を
伴
う
建
設
工
事
に
は
不
可
欠

な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
連
盟
は
４

月
に
実
施
す
る
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検

定
試
験
に
つ
い
て
、
社
会
人
を

対
象
に
し
た
「
一
般
受
験
」
の

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
20

日
ま
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け

る
。
東
北
地
方
で
の
試
験
は
、

４
月
19
日
に
仙
台
市
の
フ
ォ
レ

ス
ト
仙
台
で
実
施
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
学
生
・
生
徒
の
受

験
が
多
か
っ
た
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検

定
試
験
は
、
建
設
業
界
で
従
業

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
能
力
開

発
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
社
会
人
の
受

験
者
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
背
景
か
ら
、
同
連
盟
は

社
会
人
を
対
象
に
し
た
「
一
般

受
験
」を
４
月
に
全
国
で
行
う
。

　

仙
台
会
場
で
の
試
験
は
、
４

月
19
日
11
時
か
ら
。
試
験
の
等

級
は
２
級
、
准
２
級
、
３
級
。

受
験
者
が
持
参
す
る
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
試
験
を
行

う
。
受
験
料
は
２
級
が
１
万
２

５
０
０
円
、
准
２
級
が
１
万
２

０
０
０
円
、
３
級
が
１
万
１
５

０
０
円
。
同
連
盟
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
申
し
込
み
を
受
け
付

け
る
。

　

利
用
が
活
発
な
一
方
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
の
が
申
請
か
ら

許
可
ま
で
に
か
か
る
審
査
日
数

の
長
期
化
だ
。
通
行
条
件
な
ど

の
審
査
日
数
は
、
制
度
の
見
直

し
に
よ
り
、
17
年
度
の
51
日
を

ピ
ー
ク
に
短
縮
が
進
ん
だ
も
の

の
、
申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い

24
年
度
に
は
再
び
34
日
に
ま
で

伸
び
た
（
グ
ラ
フ
参
照
）。
建

設
工
事
で
建
機
や
資
材
の
納
入

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
工
程
上
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

許
可
制
度
で
は
、
申
請
書
類

の
不
備
の
確
認
や
、
道
路
管
理

者
間
の
書
面
で
の
協
議
に
時
間

を
要
し
て
い
る
。
国
交
省
は
、

道
路
情
報
の
電
子
化
や
、
特
車

通
行
に
際
し
て
協
議
が
不
要
な

箇
所
の
洗
い
出
し
を
通
じ
、
こ

う
し
た
協
議
の
削
減
を
急
ぐ
。

　

22
年
度
に
は
、
電
子
化
済
み

の
ル
ー
ト
の
場
合
に
国
交
省
が

一
元
処
理
し
、
手
続
き
を
自
動

化
す
る
特
車
通
行
「
確
認
」
制

度
が
ス
タ
ー
ト
。
た
だ
、
利

用
は
全
体
の
１
㌫
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
国
交
省
は
許
可

制
度
か
ら
の
移
行
を
急
ぐ
。

　

シ
ス
テ
ム
改
良
も
進
め
る
。

特
車
通
行
で
経
路
に
選
ば
れ
る

こ
と
の
多
い
高
速
道
路
に
つ
い

て
は
、
25
年
度
末
ま
で
に
協
議

制
度
へ
と
誘
導
す
る
。

　

大
重
量
の
特
殊
車
両
の
通
行

は
、
道
路
の
寿
命
に
も
大
き
く

影
響
す
る
。
国
交
省
は
今
後
、

特
車
通
行
の
許
可
実
績
を
道
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
高
度
化
や
、

新
規
の
道
路
整
備
に
向
け
た
計

画
検
討
に
も
生
か
す
考
え
だ
。

品
し
た
「
錦
帯
橋
」
が
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
。

　

作
品
発
表
会
は
、
東
北
地
方

整
備
局
東
北
技
術
事
務
所
、
プ

レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
設
業
協
会
ら
で
構
成
す
る

実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
模
型

作
り
を
通
し
て
楽
し
さ
や
工
夫

す
る
体
験
を
味
わ
っ
て
も
ら
お

五
十
嵐
琉
斗
さ
ん
、
菅
原
友
里

さ
ん
、
佐
藤
瑠
那
さ
ん
、
伊
勢

﨑
悠
人
さ
ん
、
津
原
成
珠
さ
ん

の
６
人
が
製
作
し
た
。

　

講
評
で
武
田
三
弘
審
査
委
員

長
（
東
北
学
院
大
学
教
授
）
は
、

錦
帯
橋
に
つ
い
て
細
部
に
わ
た

り
質
感
が
高
く
、雨
を
防
ぐ「
梁

鼻
隠
し
」や
、桁
を
重
ね
た
ア
ー

チ
リ
ブ
な
ど
細
部
の
構
造
ま
で

緻
密
に
再
現
さ
れ
た
点
が
高
く

評
価
さ
れ
た
と
し
、「
指
摘
さ

れ
た
点
を
後
輩
に
伝
え
、
次
年

度
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
し

た
。

　

受
賞
作
品
と
受
賞
者
は
次
の

通
り
。

《
最
優
秀
賞
》

▽
錦
帯
橋
＝
仙
台
市
立
仙
台
工

業
高
等
学
校
（
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ

ラ
ル
大
賞
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
大
賞
も
受
賞
）

《
ビ
ジ
ュ
ア
ル
大
賞
》

▽
白
鬚
橋
＝
秋
田
県
立
秋
田
工

業
高
等
学
校

《
ア
イ
デ
ィ
ア
大
賞
》

▽
手
の
ひ
ら
か
ら
始
ま
る
橋
＝

福
島
県
立
喜
多
方
桐
桜
高
等
学

校
（
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
大
賞

も
受
賞
）

《
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
》

▽
青
森
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
＝
青
森

被
災
直
後
の
八
戸
港
八
太
郎
地

区
（
Ｅ
岸
壁
）

応
急
復
旧
後
の
様
子

一
戸
町
）、
山
形

県
（
天
童
市
、
白

鷹
町
）、
福
島
県

（
い
わ
き
市
、
白

河
市
、
田
村
市
、

双
葉
地
方
水
道
企

業
団
）
が
参
加
し

た
。

　

水
道
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い

る
。
人
口
減
少
で

水
需
要
が
著
し
く

低
下
し
、
大
幅
な

減
収
が
見
込
ま
れ

る
一
方
で
、
老
朽

化
し
た
水
道
管
に

よ
る
漏
水
や
陥
没

事
故
へ
の
対
応
が

急
務
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
は
各

自
治
体
が
個
別
に

調
査
を
発
注
し
て

基
本
合
意
書
を
掲
げ
、
連
携
を
誓
う
４
県
15
事

業
者
ら
（
前
列
左
か
ら
３
人
目
、
村
井
知
事
、

同
４
人
目
、
松
本
企
業
長
）

　

２
０
２
５
年
度
（
第
24
回
）

高
校
生
「
橋
梁
模
型
」
作
品
発

表
会
が
10
日
、仙
台
市
の
エ
ル
・

パ
ー
ク
仙
台
で
開
か
れ
た
。
１

次
審
査
を
通
過
し
た
12
作
品
の

中
か
ら
、
仙
台
市
立
仙
台
工
業

高
校
（
宮
城
県
）
の
生
徒
が
出

最
優
秀
賞
の
錦
帯
橋

東北整備局東北技術事務所ほか

25年度　高校生「橋梁模型」作品発表会

最優秀賞に仙台工高「錦帯橋」

　

同
連
盟
は
併
せ
て
、
企
業
が

単
独
で
社
員
に
検
定
を
受
験
さ

せ
る
「
社
内
受
験
」
の
申
し
込

み
も
通
年
で
受
け
付
け
て
い

る
。
受
け
付
け
は
１
社
当
た
り

受
験
者
が
５
人
以
上
。
受
験
で

き
る
等
級
は
２
級
、
准
２
級
、

３
級
と
な
っ
て
い
る
。

　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
試
験
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
全
国
建
築

Ｃ
Ａ
Ｄ
連
盟
試
験
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
２
―
９
６
２
―
５
５

４
４
）
ま
で
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
「https://

w
w

w
.aacl.gr.jp

」。

　

制
度
を
利
用
で
き
る
道
路
の

増
加
や
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を

理
由
と
し
た
１
台
当
た
り
の
積

載
率
上
昇
も
あ
っ
て
、
直
近
５

年
間
で
は
大
型
車
両
の
利
用
が

拡
大
。
許
可
さ
れ
た
ル
ー
ト
数

で
見
る
と
、
自
走
式
建
機
が

13
・
０
㌫
増
、
鋼
材
な
ど
の
資

機
材
や
自
走
で
き
な
い
建
機
の

運
搬
に
も
用
い
る
セ
ミ
ト
レ
ー

ラ
ー
が
６
・
６
㌫
増
と
伸
び
が

顕
著
だ
っ
た
。

を
自
動
化
す

る
。
さ
ら
に
、

許
可
・
確
認
制

度
で
別
々
の
申

請
窓
口
を
統
一

化
す
る
た
め
、

25
年
度
補
正
予

算
に
経
費
を
計

上
。
デ
ー
タ
入

力
を
一
本
化
し

て
申
請
側
・
許

可
側
双
方
の
手

間
を
減
ら
す
と

と
も
に
、
確
認

県
立
青
森
工
業
高
等
学
校

《
デ
ジ
タ
ル
大
賞
》

▽
稲
村
橋
＝
秋
田
県
立
鹿
角
高

等
学
校

《
審
査
員
特
別
賞
》

▽
ネ
ッ
ト
で
見
た
、
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
橋
＝
山
形
県
立
山
形
工
業

高
等
学
校

▽
曽
木
大
橋
＝
宮
城
県
迫
桜
高

等
学
校

　

政
府
は
、
都
道
府
県
・
政
令

市
が
公
共
工
事
の
発
注
に
際
し

て
講
じ
て
い
る
、
男
女
共
同
参

画
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
確
保
の
取
り
組
み
に
対
す

る
加
点
措
置
の
２
０
２
５
年
度

の
状
況
を
ま
と
め
た
。
総
合
評

価
落
札
方
式
へ
の
加
点
を
実
施

し
て
い
な
い
団
体
は
、
都
道
府

県
レ
ベ
ル
で
前
年
度
よ
り
３
団

体
増
え
、
22
団
体
と
な
っ
た
。

一
方
、
政
令
市
で
は
未
実
施
が

３
団
体
減
り
、
３
団
体
と
な
っ

た
。

　

女
性
活
躍
に
関
す
る
「
え
る

ぼ
し
認
定
」
や
子
育
て
支
援
に

対
す
る
「
く
る
み
ん
認
定
」、

若
手
活
躍
の
「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル

認
定
」
と
い
っ
た
企
業
の
取
り

組
み
・
認
定
制
度
に
対
す
る
加

点
状
況
を
ま
と
め
た
。

　

都
道
府
県
で
は
、
神
奈
川
県

と
広
島
県
、
香
川
県
、
沖
縄
県

が
総
合
評
価
で
の
設
定
項
目
を

な
く
し
た
一
方
、
岐
阜
県
が
新

た
に
加
点
措
置
を
設
け
た
こ
と

に
よ
り
、
加
点
措
置
を
実
施
し

て
い
な
い
の
は
22
団
体
、
実
施

中
は
25
団
体
と
な
っ
た
。

　

実
施
中
の
団
体
を
対
象
に
主

な
評
価
項
目
を
見
る
と
、
自
治

体
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
な
ど

へ
の
企
業
認
定
・
認
証
が
最
多

の
15
団
体
。「
え
る
ぼ
し
」「
く

る
み
ん
」「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
」
と

い
っ
た
国
の
認
定
の
取
得
に
対

す
る
加
点
が
10
団
体
と
な
っ
た
。

　

政
令
市
で
は
、
仙
台
市
と
新

潟
市
、
京
都
市
が
評
価
項
目
を

設
定
し
た
こ
と
で
、
未
実
施
は

３
団
体
、
実
施
中
は
17
団
体
と

な
っ
た
。

　

主
な
評
価
項
目
と
し
て
は
、

自
治
体
の
認
定
・
認
証
と
国
の

認
定
へ
の
加
点
を
そ
れ
ぞ
れ
８

団
体
で
設
定
し
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
競
争
参
加
資
格

審
査
で
の
加
点
評
価
の
実
施
状

況
も
調
べ
た
。
都
道
府
県
で
は

東
京
都
と
熊
本
県
が
新
た
に
評

価
を
開
始
し
た
一
方
、
青
森
県

が
評
価
項
目
を
廃
止
し
た
。
全

体
で
は
７
団
体
が
未
実
施
、
40

団
体
が
実
施
中
と
な
っ
た
。
政

令
市
で
は
、
加
点
措
置
の
設
定

状
況
が
変
わ
ら
ず
、
５
団
体
で

未
実
施
、
15
団
体
で
実
施
中
と

な
っ
た
。

　

総
合
評
価
落
札
方
式
で
の
評

価
項
目
と
同
様
に
、
自
治
体
独

自
の
認
定
や
国
の
認
定
に
対
す

る
加
点
措
置
を
設
け
て
い
る
例

が
多
か
っ
た
。

　

建
設
業
の
八
木
工
務
店
（
宮

城
県
亘
理
町　

八
木
智
紀
代
表

取
締
役
）
は
、
七
十
七
銀
行
か

ら
「
77
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
私
募
債
（
寄

付
型
/
社
会
貢
献
コ
ー
ス
）」

を
発
行
し
た
。

　

発
行
額
は
５
０
０
０
万
円

で
、
期
間
は
５
年
。
長
期
運
転

資
金
に
充
当
す
る
。

八
木
工
務
店（
宮
城
県
亘
理
町
）

発
行
額
は
５
０
０
０
万
円

う
と
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
。

　

24
回
目
の
今
回
は
東

北
地
方
の
14
校
が
17
作

品
を
応
募
。
当
日
は
最

終
審
査
に
進
ん
だ
12

チ
ー
ム
が
作
品
の
特
徴

や
工
夫
し
た
点
を
プ
レ

ゼ
ン
し
、
審
査
員
に
成

果
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た

錦
帯
橋
は
山
口
県
岩
国

市
に
実
在
す
る
木
造

ア
ー
チ
橋
で
日
本
三
名

橋
の
一
つ
。
模
型
は
仙

台
工
業
高
校
の
３
年

生
、
松
本
瑠
都
さ
ん
、

政 府

25
府
県
・
政
令
市
が
未
実
施

女
性
活
躍
へ
の
総
合
評
価
加
点

全国ＣＡＤ連盟

「
一
般
受
験
」20
日
ま
で
受
付

仙
台
で
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定

申
請
円
滑
化
へ
シ
ス
テ
ム
改
良

特
車
通
行
、建
機
の
利
用
拡
大

国 交 省

青
森
県
東
方
沖
地
震
か
ら
２
カ
月

東北整備局
青 森 県

八
戸
港
、
岸
壁
の
本
復
旧
は
春
ご
ろ
入
札

建
物
被
害
は
３
０
７
１
件
に
大
幅
増

２０２６

２月１３日

金曜日

第１９７２１号　　２０２６年（令和８年）２月１３日（金曜日）　　日刊（土曜、日曜、祝日休刊）  （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　　　　　（14）
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